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（2022年度以降入学生用） 

履 修 案 内  

 

■国際関係学研究科の教育理念  

国際関係学研究科は、地球規模の諸関係の緊密化が進む今日の世界において、国際

的な俯瞰力と国際関係に関連する専門力により、国際社会や地域社会における諸課

題を探究できる能力を育成し、それを活用して、教育・研究機関、官庁、民間企業、

NGO・NPO等の国際社会や地域社会の多様な現場で活躍できる人材を育成すること

を理念とします。また、純粋に国際関係に関連する高度な専門知を学びたいという社

会人や市民のニーズに応えます。  

 

■国際関係学研究科の教育目標  

本研究科は、上記の教育理念の実現に必要とされる専門的知識と研究技法を修得

し、修了後、それを活用して国際社会や地域社会における諸課題を探究できる能力を

育成することを教育目標とします。国境を越えた研究の視座の獲得のために国際関

係学専攻、文化や言語の比較研究の視座の獲得のために比較文化専攻を設置して、国

際的な俯瞰力の育成に力点を置いています。また、多様な専門分野による教育課程を

配置することで、専門性と学際性を併せ持つ人材の育成を目指します。  

 

■国際関係学研究科の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）  

 

国際関係学専攻 

本専攻は、教育理念・目標に掲げた「国際社会や地域社会における諸課題を探究

できる能力」の内容を以下の通り定めています。  

1. 専門分野の文献を適切に理解・評価し、研究報告を行うことのできる能力。  

2. 専攻した専門分野の知識と方法論を修得し、それを国際的な俯瞰力とともに活

用できる能力。とくに、国際関係学専攻においては国境を越えた研究の視座を

修得していること。  

3. 研究や調査の遂行に必要とされる学術的な外国語の能力。  

4. 国際関係に関連する妥当な研究テーマを設定し、それに沿って一貫した論旨を

展開できる能力。  

5. 先行研究を踏まえて、自らの研究内容の独自性を提示し、展開できる能力。  

6. 自らの研究内容について口頭で適切な説明と応答ができる能力。  

7. 研究倫理について十分に配慮できる能力。  

 

 研究科規程に記載された修了要件を満たした大学院生を上記の能力を身につけ

た者と認め、修士の学位を授与します。  
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比較文化専攻 

本専攻は、教育理念・目標に掲げた「国際社会や地域社会における諸課題を探究

できる能力」の内容を以下の通り定めています。  

1. 専門分野の文献を適切に理解・評価し、研究報告を行うことのできる能力。  

2. 専攻した専門分野の知識と方法論を修得し、それを国際的な俯瞰力とともに活

用できる能力。とくに、比較文化専攻においては、文化や言語を比較研究でき

る視座を修得していること。  

3. 研究や調査の遂行に必要とされる学術的な外国語の能力。  

4. 国際関係に関連する妥当な研究テーマを設定し、それに沿って一貫した論旨を

展開できる能力。  

5. 先行研究を踏まえて、自らの研究内容の独自性を提示し、展開できる能力。  

6. 自らの研究内容について口頭で適切な説明と応答ができる能力。  

7. 研究倫理について十分に配慮できる能力。  

 

 研究科規程に記載された修了要件を満たした大学院生を上記の能力を身につけた

者と認め、修士の学位を授与します。  

 

■国際関係学研究科の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

学位授与の方針に示される能力を有する人材を育成するために、国際関係学研究

科は、以下の方針に基づき、教育課程を編成しています。  

1. 本研究科は、コースワークとリサーチワークを適切に組み合わせた教育課程を

体系的、順次的に編成する方針をとります。修士課程一年次はコースワーク中

心で学び、二年次ではリサーチワーク中心に移行します。  

2. コースワークをおもに共通科目と専門科目から編成し、学術的な文献理解能力、

研究報告能力の鍛錬と同時に、専門的知識と研究の方法論を修得することを目

指します。専門科目は専門性を深めるために６つの研究分野ごとに編成されて

おり、共通科目では専攻に必要な重点的能力を修得します。  

3. コースワークの中心となる研究分野ごとの専門科目は学際的に編成されてお

り、研究の視野を拡げることを方針とします。また、所属研究分野外の科目も

履修することも可能で、知識を学際的に修得できるように配慮されています。 

4. リサーチワークは、各研究分野で開講されている演習科目、およびフィールド

ワークにおいて行う方針です。適切な研究テーマを設定し、それに沿って一貫

した論旨を展開できる能力、先行研究を踏まえて自らの研究内容の独自性を提

示し、展開できる能力を身につけます。  

5. コースワークの評価はシラバスに明記された各授業の評価基準にそって行い

ます。リサーチワークの評価のために、中間報告、および口述審査を行い、審
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査基準に基づき修士論文、あるいは特定の研究課題成果を審査します。また、

教育課程全体の評価方針として、コースワーク、およびリサーチワークのルー

ブリックによる評価を実施します。  

6. 教員専修免許状（国語、英語）等、各種の資格等に必要となる科目を設置しま

す。  

7. 学術的な外国語能力の修得のための科目を設置します。また、留学生を対象と

した日本語修士論文執筆指導の体制を整えます。  

 

■修了要件と履修方法 

［修了要件］ 

在学期間中に、30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文

または課題研究の審査及び試験に合格することとする。また、これらに加えて、研

究科が定めるルーブリックを用いた評価を受けなければならない。  

 

［履修方法］ 

国際関係学専攻 

次に掲げる科目のうちから合計30単位以上を修得すること。  

（1）自分が所属する研究分野の専門科目20単位以上（ただし、国際関係学演習  

    ⅠA・B，同ⅡA・Bを必ず含まなければならない。）  

（2）国際関係学専攻の研究分野のうちの（1）以外の専門科目   

（3）指導教員及び担当教員が必要と認めた場合には、他の専攻の専門科目  

（4）指導教員が必要と認めた場合には、他の研究科及び他の大学院の授業科目  

  （当該研究科および当該大学院との協議の上で、合わせて 10単位を上限とする。) 

 

比較文化専攻 

次に掲げる科目のうちから合計 30 単位以上を修得すること。  

（1）共通科目 4 単位以上  

（2）自分が所属する研究分野の専門科目 16 単位以上（ただし､それぞれの研究    

   分野で指定された演習 ⅠA・B，演習ⅡA・B を必ず含まなければならない。）  

（3）比較文化専攻の研究分野のうちの（2）以外の専門科目   

（4）指導教員及び担当教員が必要と認めた場合には、他の専攻の専門科目  

（5）指導教員が必要と認めた場合には、他の研究科及び他の大学院の授業科目  

（当該研究科および当該大学院との協議の上で、合わせて 10 単位を上限とする。) 

 

 

■フィールドワークの履修方法 

 「フィールドワーク」は学則上の特別実習として位置づけられている。単位数は  2
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単位であり、単位の認定は、原則として、単位を修得しようとする学生の主指導教員

がおこなう。単位が認定される要件の概要は以下のとおりである。  

（1）研究対象の現実を自然状況下で理解しようとする調査（フィールドワーク）を

実施する。ただし、単位を修得しようとする学生が履修中のその他の科目の授業の一

部として実施される調査は含めない。フィールドワークをおこなう学生は、現地（研

究対象となる個人または集団が行動・生活している場所や研究対象となる事象が生

じている場所）を実際に訪れ、対象を直接観察あるいは参与観察し、必要に応じて聞

き取り等をおこなう。  

（2）実施前には実施計画書  （様式 1）、実施後には実施概要報告書（様式 2）を提出

する。実施計画書および実施概要報告書はユニバーサルパスポートからダウンロー

ドできる。いずれも提出先は学生室とする。また、別途、成果物の提出が求められる

こともある。  

（3）フィールドワーク実施の期間は要件として特に定めない。実際に調査に従事す

る期間が 1 週間以上になることを目安とする。  

 

■ルーブリック評価 

ルーブリック表を用いた評価は、授業等の成績評価とは別に、コースワークとリ

サーチワークそれぞれで達成すべき目標を確認し、その達成度を指導教員と学生が

ともに評価するものである。コースワーク・ルーブリックは、1 年次の前期開始時期

と後期開始時期に指導教員が説明し、 1 年次の前期末と後期末に評価を実施する。

１年次の後期末時点ですべての評価項目が評価尺度の A（優れている）または B（達

成できている）となっていることが望ましい。リサーチワーク・ルーブリックは、2

年次の前期開始時期と後期開始時期に指導教員が説明し、2 年次の中間報告終了後と口述審

査終了後に評価を実施する。 2 年次の後期末の時点ですべての評価項目が評価尺度

の A（優れている）または B（達成できている）となっていることが求められる。  

 

■資格取得等 

【国語・英語教員専修プログラム】 

専修免許状の取得要件は、一種免許状取得に必要な単位を修得しているほか、国

語については日本文化研究分野、英語については英米文化研究分野のそれぞれ＊印の科

目から選択して合計で 24 単位以上を修得しなければならない。科目は A・B の順で

履修すること。  

 

【日本語教師養成プログラム】※ 

日本語教師養成プログラム単位修得証明書の発行に必要な単位は、★印の科目を

必修とし、ほかに｢日本文化｣・｢英米文化｣の両分野から☆印の科目を選択して（｢国際

社会・文化分野｣の｢コミュニケーション研究 ⅠA・B｣｢コミュニケーション研究ⅡA・B｣
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を含む）合計で 24 単位以上を修得しなければならない。科目は A・B の順で履修す

ること。  

なお、｢国語・英語教員専修プログラム｣を選択している者が、｢日本語教師養成プ

ログラム｣の修了証を得ようとする場合、｢日本語教育学研究 ⅠA・B｣、｢日本語教育学

研究ⅡA・B｣の単位を修得するとともに、国語においては｢英米文化分野｣の☆印から

4 科目の単位を修得しなければならない。  

 

※本プログラムは、法務省が定めた「日本語教育機関の告示基準」で求められた日本

語教育に関する教育課程ではありません。本研究科で独自に設けた日本語教師養成

プログラムです。  
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（2021年度入学生用） 

履 修 案 内  

 

■国際関係学研究科の教育理念  

国際関係学研究科は、グローバル化が進展する世界で必要とされる高度な専門知

識を修得し、関連する諸課題を的確に把握、分析できる方法と実践力を備え、内外の

社会で幅広く活躍し貢献できる人材を養成します。そのために俯瞰力と深い洞察力

を兼備した能力を涵養することを基本的な教育理念としています。  

 

■国際関係学研究科の教育目標  

上記の理念に基づき、本研究科はグローバル化する世界を専門的に研究する上で

も多角的、学際的なアプローチを推奨し、国境、文化、個別の学問領域等の壁を超え

た研究課題に的確に取り組むことのできる人材育成を目指します。具体的には、俯瞰

的な視座や比較の方法を駆使して専門の知識や経験を深化、発展させることのでき

る研究能力や高度な実践力を備えた人材の養成を目標としています。  

 

■国際関係学研究科の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）  

本研究科は、グローバル化の進展する内外の社会で必要とされる高度な専門知識

と実践力を身につけた人材の養成を目指して教育課程（カリキュラム）を編成してい

ます。修士学位 (国際関係学専攻、比較文化専攻 )授与に関する基本的な考え方は以下

の通りです。  

 

国際関係学専攻 

国際関係学専攻では、国際政治・開発研究分野と国際社会・文化研究分野を設け

ており、分野ごとに専門の研究を深め、教育課程に基づき開設されている授業科目

を履修し、修士論文の審査および試験に合格することが必須となっています。課程

修了にあたっては、以下の能力を身につけていることが求められます。  

1. 現代の国際関係を、政治学、法学、経済学、経営学、社会学、文化人類学、コ

ミュニケーション論等の視点から分析し、複眼的な視点で多様な国際関係や社

会を的確に把握して研究する能力。  

2. 国際関係を国家間の関係として捉えるとともに、国家の壁を越えた民族、宗教、

文化等の諸要因を踏まえて研究する能力。  

 

比較文化専攻 

比較文化専攻では、日本文化研究分野、アジア文化研究分野、英米文化研究分野、

ヨーロッパ文化研究分野の四分野を設けており、分野ごとに専門の研究を深め、教

育課程に基づき開設されている授業科目を履修し、修士論文の審査および試験に合

格することが必須となっています。課程修了にあたっては、以下の能力を身につけ
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ていることが求められます。  

1. 自己の文化と研究対象の文化に関する豊富な知識を持ち、多様な価値観の固有

性と普遍性を理解する能力。  

2. 世界の多様な文化を、言語、思想、宗教、文学あるいは歴史などの幅広い視点

から把握し、比較の視座から研究する能力。  

 

■国際関係学研究科の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

学位授与の方針に示される能力を有する人材を育成するために、国際関係学研究

科は、以下の観点から教育課程を編成しています。  

1. 本研究科では、人文・社会科学の多彩な研究領域に関わる科目を体系的、順次

的に学ぶカリキュラムを編成しています。  

2. 本研究科では、各研究分野で個別に専門の研究を深めることに加えて、所属研

究分野外の科目も履修することによって、学際的な知識を修得し、国境や文化

の壁を越えて課題を発見して解決する能力を育成するための横断的カリキュ

ラムを設けています。  

3. 本研究科では、各研究分野での専門研究と連動した演習を履修し、各自の研究

テーマの専門研究を深め、修士論文を作成する研究指導体制を備えています。 

4. 本研究科では、留学生を対象にした日本語修士論文執筆指導の体制を備えてい

ます。  

5. 本研究科では、教員専修免許状（国語、英語）等、各種の資格等に必要となる

科目を設置しています。  

6. 本研究科では、研究拠点として、三つのセンター（現代韓国朝鮮研究センター、

広域ヨーロッパ研究センター、グローバル・スタディーズ研究センター）を付

設し、学生が様々な研究テーマを深化させ、発展的に追究できる体制を整えて

います。  

 

■修了要件と履修方法 

［修了要件］ 

在学期間中に、30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文

または課題研究の審査及び試験に合格することとする。  

 

［履修方法］ 

国際関係学専攻 

次に掲げる科目のうちから合計30単位以上を修得すること。  

（1）自分が所属する研究分野の専門科目20単位以上（ただし、国際関係学演習  

    ⅠA・B，同ⅡA・Bを必ず含まなければならない。）  

（2）国際関係学専攻の研究分野のうちの（1）以外の専門科目   

（3）指導教員及び担当教員が必要と認めた場合には、他の専攻の専門科目  
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（4）指導教員が必要と認めた場合には、他の研究科及び他の大学院の授業科目  

  （当該研究科および当該大学院との協議の上で、合わせて 10単位を上限とする。) 

 

比較文化専攻 

次に掲げる科目のうちから合計 30 単位以上を修得すること。  

（1）共通科目 4 単位以上  

（2）自分が所属する研究分野の専門科目 16 単位以上（ただし､それぞれの研究    

   分野で指定された演習 ⅠA・B，演習ⅡA・B を必ず含まなければならない。）  

（3）比較文化専攻の研究分野のうちの（2）以外の専門科目   

（4）指導教員及び担当教員が必要と認めた場合には、他の専攻の専門科目  

（5）指導教員が必要と認めた場合には、他の研究科及び他の大学院の授業科目  

（当該研究科および当該大学院との協議の上で、合わせて 10 単位を上限とする。) 

 

■フィールドワークの履修方法 

 「フィールドワーク」は学則上の特別実習として位置づけられている。単位数は  2

単位であり、単位の認定は、原則として、単位を修得しようとする学生の主指導教員

がおこなう。単位が認定される要件の概要は以下のとおりである。  

（1）研究対象の現実を自然状況下で理解しようとする調査（フィールドワーク）を

実施する。ただし、単位を修得しようとする学生が履修中のその他の科目の授業の一

部として実施される調査は含めない。フィールドワークをおこなう学生は、現地（研

究対象となる個人または集団が行動・生活している場所や研究対象となる事象が生

じている場所）を実際に訪れ、対象を直接観察あるいは参与観察し、必要に応じて聞

き取り等をおこなう。  

（2）実施前には実施計画書  （様式 1）、実施後には実施概要報告書（様式 2）を提出

する。実施計画書および実施概要報告書はユニバーサルパスポートからダウンロー

ドできる。いずれも提出先は学生室とする。また、別途、成果物の提出が求められる

こともある。  

（3）フィールドワーク実施の期間は要件として特に定めない。実際に調査に従事す

る期間が 1 週間以上になることを目安とする。  

 

■資格取得等 

【国語・英語教員専修プログラム】 

専修免許状の取得要件は、一種免許状取得に必要な単位を修得しているほか、国

語については日本文化研究分野、英語については英米文化研究分野のそれぞれ＊印の科

目から選択して合計で 24 単位以上を修得しなければならない。科目は A・B の順で

履修すること。  

 

 



2021年度入学生用 履修案内 

 

 

【日本語教師養成プログラム】※ 

日本語教師養成プログラム単位修得証明書の発行に必要な単位は、★印の科目を

必修とし、ほかに｢日本文化｣・｢英米文化｣の両分野から☆印の科目を選択して（｢国際

社会・文化分野｣の｢コミュニケーション研究 ⅠA・B｣｢コミュニケーション研究ⅡA・B｣

を含む）合計で 24 単位以上を修得しなければならない。科目は A・B の順で履修す

ること。  

なお、｢国語・英語教員専修プログラム｣を選択している者が、｢日本語教師養成プ

ログラム｣の修了証を得ようとする場合、｢日本語教育学研究 ⅠA・B｣、｢日本語教育学

研究ⅡA・B｣の単位を修得するとともに、国語においては｢英米文化分野｣の☆印から

4 科目の単位を修得しなければならない。  

 

※本プログラムは、法務省が定めた「日本語教育機関の告示基準」で求められた日本

語教育に関する教育課程ではありません。本研究科で独自に設けた日本語教師養成

プログラムです。  

 



専門科目一覧（2023年度）

専門科目一覧

研究
分野 授　業　科　目

年
次

単位 担当教員 曜日・時限 備考

 国際政治学研究ⅠA・B 各2 佐藤 水５

 国際政治学研究ⅡA・B 各2 山下 木３

 国際政治学研究ⅢA 2 小窪 水４

 国際政治学研究ⅢB 2 浜 水４

 中国政治外交研究A・B 各2 諏訪 水２

 朝鮮半島政治外交研究A・B 各2 奥薗 水５

 地域研究A・B 各2 山本 木５

 日本政治外交研究ⅠA・B 各2 前山 金４

 日本政治外交研究ⅡA・B 各2 森山 木２

 ＥＵ政治研究A・B 各2 小窪 月５

 広域ヨーロッパ研究A・B 各2 浜 木４

 国際法研究ⅠA・B 各2 坂巻 火２

 国際法研究ⅡA・B 各2 石川 金１

 国際経済学研究ⅠA・B 各2 古川 月３

 国際経済学研究ⅡA・B 各2 古川 火１

 国際開発研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 国際開発研究ⅡA・B 各2 飯野光 月２

 国際金融研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 国際金融研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 国際経営研究ⅠA・B 各2 宮崎 木４

 国際経営研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 国際関係学演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 国際関係学演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

 国際行動研究A・B 各2 高畑 金４

 国際社会研究ⅠA・B 各2 石井 水２

 国際社会研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 国際社会研究ⅢA・B 各2 二羽 月２

 国際社会研究ⅣA・B 各2 湖中 木２

 コミュニケーション研究ⅠA・B　☆ 各2 飯野勝 木２

 コミュニケーション研究ⅡA・B　☆ 各2 今年度開講せず

 現代社会研究ⅠA・B 各2 犬塚 月４

 現代社会研究ⅡA・B 各2 渡邉 月３

 現代社会研究ⅢA・B 各2 津富 水３

 文化人類学研究ⅠA・B 各2 富沢壽 水２

 文化人類学研究ⅡA・B 各2 孫 水５

 行動計量学研究A・B 各2 津富 火２

 国際関係学演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 国際関係学演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

国
際
社
会
・
文
化
研
究
分
野

国 際 関 係 学 専 攻　専 門 科 目

国
際
政
治
・
開
発
研
究
分
野



専門科目一覧（2023年度）

研究
分野 授　業　科　目

年
次

単位 担当教員 曜日・時限 備考

 比較文化研究A・B 各2 冨澤か 水３

 比較言語研究A・B 各2 長野 月３

 比較思想研究A・B 各2 木澤 水２

 日本文化研究A・B　☆ 各2 今年度開講せず

 比較宗教研究A・B 各2 今年度開講せず

 日本文化史研究A・B　☆ 各2 吉田 水４

 日本思想史研究A・B　☆ 各2 木澤 水３

 日本文学研究ⅠA・B　＊ 各2 鈴木 金２

 日本文学研究ⅡA・B　＊☆ 各2 今年度開講せず

 日本文学史研究A・B　＊ 各2 今年度開講せず

 日本文学特殊研究A・B　＊ 各2 細川 月４

 日本語表現研究A・B　＊☆ 各2 澤﨑 木２

 日本語表現特殊研究A・B　＊☆ 各2 今年度開講せず

 日本語学研究ⅠA・B　＊☆ 各2 今年度開講せず

 日本語学研究ⅡA・B　＊ 各2 竹部 月５

 日中関係史研究A・B 各2 今年度開講せず

 日本語教育学研究ⅠA・B　★ 各2 酒井 水１

 日本語教育学研究ⅡA・B　★ 各2 今年度開講せず

 日本語教育演習　☆ 2 －

 日本文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 日本文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

 アジア地域研究A・B 各2 塩崎 月４

 東洋思想史研究A・B 各2 今年度開講せず

 中国文学研究A・B 各2 今年度開講せず

 現代中国研究A・B 各2 奈倉 木３

 韓国朝鮮社会文化研究A・B 各2 小針 木２

 韓国朝鮮史研究A・B 各2 小針 木１

 朝鮮半島政治外交研究A・B 各2 奥薗 水５

 東南アジア文化研究A・B 各2 今年度開講せず

 現代東南アジア研究A・B 各2 塩崎 火２

 ロシア文化研究A・B 各2 今年度開講せず

 ロシア社会研究A・B 各2 堀内 火２

 ロシア文学研究A・B 各2 今年度開講せず

 東西文化交流史研究A・B 各2 今年度開講せず

 華僑・華人文化研究A・B 各2 今年度開講せず

 東南アジア民族学研究A・B 各2 米野 水２

 アジア文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 アジア文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

比 較 文 化 専 攻　専 門 科 目

共通
科目

4単位以上
必修

日
本
文
化
研
究
分
野

ア
ジ
ア
文
化
研
究
分
野



専門科目一覧（2023年度）

研究
分野 授　業　科　目

年
次

単位 担当教員 備考 備考

 英米文化研究方法論A・B　＊ 各2 栗田･澤田 木２

 英米文学研究A・B　＊ 各2 米山 水４

 イギリス文化研究A・B　＊ 各2 有元 水５

 アメリカ文化研究A・B　＊ 各2 望戸 月５

 イギリス社会史研究A・B 各2 栗田 木３

 アメリカ社会史研究A・B 各2 望戸 水５

 英米社会文化研究A・B 各2 澤田 月３

 英語学研究A・B　＊☆ 各2 田村 金２

 英語意味論研究A・B　＊ 各2 田村 月４

 英語統語論研究A・B　＊ 各2 須田 金１

 言語機能論研究A・B　＊☆ 各2 長野 水３

 第二言語習得研究A・B　＊☆ 各2 寺尾 木１

 外国語教育研究A・B　＊☆ 各2 須田 木３

 アカデミック・イングリッシュⅠA・B ＊ 各2 ディハーン 水５

 アカデミック・イングリッシュⅡA・B ＊ 各2 リダン 火２

 英語教育演習 2 －

 英米文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 英米文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

 ヨーロッパ文化研究ⅠA・B 各2 剣持 火１

 ヨーロッパ文化研究ⅡA・B 各2 橋川 月３

 ヨーロッパ思想研究ⅠA・B 各2 松森 火２

 ヨーロッパ思想研究ⅡA・B 各2 橋川 金３

 ヨーロッパ思想研究ⅢA・B 各2 ファイファー 水２

 フランス文学研究A・B 各2 今年度開講せず

 フランス文化研究ⅠA・B 各2 剣持 木３

 フランス文化研究ⅡA・B 各2 西村 木１

 ドイツ文学研究A・B 各2 今年度開講せず

 ドイツ文化研究ⅠA・B 各2 ファイファー 水５

 ドイツ文化研究ⅡA・B 各2 小谷 月３

 人間科学研究A 2 園田 木３

 人間科学研究B 2 橋本 木３

 スペイン文学研究A・B 各2 今年度開講せず

 スペイン文化研究ⅠA・B 各2 森 木２

 スペイン文化研究ⅡA・B 各2 松森 火１

 ヨーロッパ文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 ヨーロッパ文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

英
米
文
化
研
究
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野

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
分
野

比 較 文 化 専 攻　専 門 科 目



【科目名】 国際政治学研究ⅠA Study on International Politics I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 佐藤 真千子 

【担当教員】 佐藤 真千子 

【授業の目的】 

本授業では、国際関係およびアメリカ政治外交における価値や道徳（モラル、倫理）の役割や問題について

の諸議論を取り上げます。文献講読を通して、内容を適切に整理して報告を行う力を鍛え、価値や道徳が

問われる国際問題やアメリカ外交政策に関する知識と理解を深め、各自の研究に必要な思考力を身につけ

ることを目的とします。 

【授業の方法】 

授業方法： 履修者による輪読、報告、討論を中心に演習形式で進めます。報告者はレジュメを用意してくだ

さい。 

授業形態： 対面授業と遠隔授業を併用します。ただしコロナ感染等への対応が必要な場合は遠隔授業だ

けで行います。（ハイブリッド式による実施はありません。） 

【授業展開】 

1. イントロダクション: 初回は、履修者の関心領域や修士論文で取り組むテーマについて話をうかがい、講

読する文献（日本語文献と英語文 

献）について相談します。 

2. 文献講読 1 (参考文献：Thompson, Part1. Tradition in Philosophy, Religion, and Ethics.) 

3. 文献講読 2 (参考文献：Thompson, Part1. Tradition in Philosophy, Religion, and Ethics.) 

4. 文献講読 3 (参考文献：Thompson, Part1. Tradition in Philosophy, Religion, and Ethics.) 

5. 文献講読 4 (参考文献：Thompson, Part2. Complexities and Constrains: The Realities of Practice.) 

6. 文献講読 5 (参考文献：Thompson, Part2. Complexities and Constrains: The Realities of Practice.) 

7. 文献講読 6 (参考文献：Thompson, Part2. Complexities and Constrains: The Realities of Practice.) 

8. 文献講読 7 (参考文献：Thompson, Part3. Reinstating Values in Practice of Politics and Diplomacy.) 

9. 文献講読 8 (参考文献：Thompson, Part3. Reinstating Values in Practice of Politics and Diplomacy.) 

10. 文献講読 9 (参考文献：Thompson, Part4. Persistent Problems.) 

11. 文献講読 10 (参考文献：Thompson, Part4. Persistent Problems.) 

12. 文献講読 11 (参考文献：Thompson, Part5. Presidents and Conflicts of Values.) 

13. 文献講読 12 (参考文献：Thompson, Part5. Presidents and Conflicts of Values.) 

14. 文献講読 13 (参考文献：Thompson, Part5. Presidents and Conflicts of Values.) 

15. 文献講読 14 (参考文献：Thompson, Part6. Whither Men and Nations.) 

・上記の予定であり、履修者構成等により調整・変更していきます。 

・上記の文献は候補例であり、実際に扱う文献は履修者の構成と希望に基づいて選定します。 

・ゲスト講師による特別講義を予定する場合もあります。 

【履修条件】 

アメリカの政治機構・制度、戦後アメリカ外交史について基礎知識を備えていることが望ましいですが、そう

でない場合は履修前に必ずご相談ください。必要に応じて最初の数週間はアメリカ政治・外交の基礎を学ぶ

テキストからスタートすることもあります。英語の読解能力を有していることが望まれます。 

【評価方法】 授業における議論への参加と口頭発表の内容を基本(80%)とし、期末レポート（20%）とあわせて評価します。 

【テキスト】 初回のガイダンスで履修者と相談し、履修者の研究関心を踏まえて選定します。 

【参考書】 

授業の中で適宜紹介します。参考までに、下記は過去に使用した文献の一部を含みます。 

・G. ジョン・アイケンベリー『民主主義にとって安全な世界とは何か： 国際主義と秩序の危機』（西村書店、

2021 年）. 

・高橋良輔・大庭広継編『国際政治のモラル・アポリア』（ナカニシヤ出版、2007 年）. 

・ジョセフ・S・ナイ『国家にモラルはあるか？』（早川書房、2021 年）. 

・E.T. ボリス、C.E.スターリ編著『NPO と政府』ミネルヴァ書房、2007 年） 

・ラインホールド・ニーバー『光の子と闇の子ーデモクラシーの批判と擁護』（晶文社、2017 年）. 

・ヘレナ・ローゼンブラット『リベラリズム：失われた歴史と現在』（青土社、2020 年）. 

・G. John Ikenberry, Thomas J. Knock, Ann-Marie Slaughter and Tony Smith, The Crisis of American Foreign 

Policy: Wilsonianism in the Twenty-first Century (Princeton U, 2009). 

・Stanley A. Renshon and Deborah Welch Larson ed., Good Judgement in Foreign Policy: Theory and 

Application (Lanham: Rowman & Little Publishers, 2003). 

・Tony Smith, America’s Mission: The United States and the Worldwide Struggle for Democracy (expanded 

edition) (Princeton: Princeton UP, 2012). 

・Kenneth W. Thompson, Traditions and Values in Politics and Diplomacy; Theory and Practice (Baton Rouge: 



Louisiana State University Press, 1992). 

【備考】 
履修希望者は、初回授業の前日までに担当教員へ電子メールでご連絡ください。また履修登録にあたって

は担当教員から事前に承諾を得るようにしてください。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 国際政治学研究ⅠB Study on International Politics I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 佐藤 真千子 

【担当教員】 佐藤 真千子 

【授業の目的】 

本授業では、国際関係およびアメリカ政治外交における価値や道徳（モラル、倫理）の役割や問題について

の諸議論を取り上げます。文献講読を通して、内容を適切に整理して報告を行う力を鍛え、価値や道徳が

問われる国際問題やアメリカ外交政策に関する知識と理解を深め、各自の研究に必要な思考力を身につけ

ることを目的とします。 

【授業の方法】 

授業方法： 履修者による輪読、報告、討論を中心に演習形式で進めます。報告者はレジュメを用意してくだ

さい。 

授業形態： 対面授業と遠隔授業を併用します。ただしコロナ感染等への対応が必要な場合は遠隔授業だ

けで行います。（ハイブリッド式による実施はありません。） 

【授業展開】 

1. イントロダクション 

2. ～ 3. 文献講読 Part 1  The Nature of Good Judgment  

4. ～ 5. 文献講読  Part 2 The Dynamics of Good Judgment    

6. ～ 8. 文献講読  Part 3 Judgments and Misjudgments in Foreign Policy Decision 

9. ～11. 文献講読  Part 4 Improving the Quality of Judgment in Foreign Policy Decision Making 

12.～ 14. 文献講読 Part 15 Reflections on Good Judgment in a Dangerous World  

15. 総括 

・上記の予定は、履修者の構成と希望に基づいて調整します。 

・ゲスト講師による特別講義を予定する場合もあります。 

【履修条件】 

アメリカの政治機構・制度、戦後アメリカ外交史について基礎知識を備えていることが望ましいですが、そう

でない場合は履修前に必ずご相談ください。必要に応じて最初の数週間はアメリカ政治・外交の基礎を学ぶ

テキストからスタートすることもあります。英語の読解能力を有していることが望まれます。 

【評価方法】 授業における議論への参加と口頭発表の内容を基本(80%)とし、期末レポート（20%）とあわせて評価します。 

【テキスト】 
Stanley A. Renshon and Deborah Welch Larson ed., Good Judgement in Foreign Policy: Theory and 

Application (Lanham: Rowman & Little Publishers, 2003). 

【参考書】 

授業の中で適宜紹介します。参考までに、下記は過去に使用した文献の一部を含みます。 

・G. ジョン・アイケンベリー『民主主義にとって安全な世界とは何か： 国際主義と秩序の危機』（西村書店、

2021 年）. 

・高橋良輔・大庭広継編『国際政治のモラル・アポリア』（ナカニシヤ出版、2007 年）. 

・ジョセフ・S・ナイ『国家にモラルはあるか？』（早川書房、2021 年）. 

・E.T. ボリス、C.E.スターリ編著『NPO と政府』ミネルヴァ書房、2007 年） 

・ラインホールド・ニーバー『光の子と闇の子ーデモクラシーの批判と擁護』（晶文社、2017 年）. 

・ヘレナ・ローゼンブラット『リベラリズム：失われた歴史と現在』（青土社、2020 年）. 

・G. John Ikenberry, Thomas J. Knock, Ann-Marie Slaughter and Tony Smith, The Crisis of American Foreign 

Policy: Wilsonianism in the Twenty-first Century (Princeton U, 2009). 

・Tony Smith, America’s Mission: The United States and the Worldwide Struggle for Democracy (expanded 

edition) (Princeton: Princeton UP, 2012). 

・Kenneth W. Thompson, Traditions and Values in Politics and Diplomacy; Theory and Practice (Baton Rouge: 

Louisiana State University Press, 1992). 

【備考】 
履修希望者は、初回授業の前日までに担当教員へ電子メールでご連絡ください。また履修登録にあたって

は担当教員から事前に承諾を得るようにしてください。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 国際政治学研究ⅡA Study on International Politics II A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 山下 光 

【担当教員】 山下 光 

【授業の目的】 

国際政治学は学問としては比較的若い学問であるが、人文社会科学の様々なアプローチを吸収しながらダ

イナミックな発展を遂げてきた。本授業ではそうした発展の一部をなす批判的安全保障研究のアプローチに

ついて、関連著作の読解と議論を通して国際政治や安全保障問題を考察するアングルを鍛えていく。 

A では批判的安全保障研究を導入する著作を取り上げ、同アプローチの基本的理解を獲得する。 

【授業の方法】 

テキスト読解と討議：受講生はテキストで担当となった章について概要と問題意識の提示を行い、それを契

機として受講生全員による討議を行う。 

中間・総括討議：受講生は提示された問いに関する自分の考えを提示し、それを契機として受講生全員によ

る討議を行う。 

授業形態：対面授業を基本とするが、コロナウイルスの状況により遠隔形式での実施となることがある。 

【授業展開】 

1 講義概要、スケジュール、序章 

2    読解・討論：第 1 章（社会構成主義と批判理論） 

3    読解・討論：第 2 章（ポスト構造主義と国際政治社会学） 

4    読解・討論：第 3 章（セキュリタイゼーション） 

5    読解・討論：第 4 章（ポストコロニアリズムと安全保障) 

6    読解・討論：第 5 章（ジェンダー化する安全保障） 

7    中間討議 

8    読解・討論：第 6 章（環境と批判的安全保障） 

9    読解・討論：第 7 章（保健と批判的安全保障） 

10  読解・討論：第 8 章（人間の安全保障論の現状と展望 ） 

11  読解・討論：第 9 章（経済安全保障） 

12  読解・討論：第 10 章（グローバルな移民／難民問題と安全保障 ） 

13  読解・討論：第 11 章（批判地政学と安全保障） 

14  読解・討論：第 12-13 章（テロリズムの夜明け、リアリズムの黄昏：日米同盟／在沖縄米軍基地システ

ムの中の沖縄） 

15  総括討議 

※履修者の構成などにより進め方が変わることがある（第一週に説明する）。 

【履修条件】 

必須となる科目はないが、国際政治、各国地域情勢、安全保障などに関連した科目を受講していれば有益

な背景知識となる。 

現代の国際・安全保障情勢に関心を持ち、読解と討議に積極的に参加することを期待したい。 

【評価方法】 発表（30%）、レポート（50％）および討議への貢献（20%）による。 

【テキスト】 南山淳、前田幸男編著『批判的安全保障論―アプローチとイシューを理解する』（法律文化社、2022 年） 

【参考書】 授業の中でも適宜有用な文献やリンクを紹介する。 

【備考】 ペーパーのテーマやスケジュールなどの詳細は開講時に案内する。 

【社会人聴講生】 聴講可：討議や課題などに他学生

同様取り組める方。 

【科目等履修生】 聴講可：討議や課題などに他学生同様取り

組める方。 



【科目名】 国際政治学研究ⅡB Study on International Politics II B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 山下 光 

【担当教員】 山下 光 

【授業の目的】 

国際政治学は学問としては比較的若い学問であるが、人文社会科学の様々なアプローチを吸収しながらダ

イナミックな発展を遂げてきた。本授業ではそうした発展の一部をなす批判的安全保障研究のアプローチに

ついて、関連著作の読解と議論を通して国際政治や安全保障問題を考察するアングルを鍛えていく。 

B では批判的安全保障研究の視点から様々な動向を取り上げた近年の著作を取り上げ、同アプローチによ

る考察の進め方について理解を深める。 

【授業の方法】 

テキスト読解と討議：受講生はテキストで担当となった章について概要と問題意識の提示を行い、それを契

機として受講生全員による討議を行う。 

中間・総括討議：受講生は提示された問いに関する自分の考えを提示し、それを契機として受講生全員によ

る討議を行う。 

授業形態：対面授業を基本とするが、コロナウイルスの状況により遠隔形式での実施となることがある。 

【授業展開】 

1 講義概要、スケジュール、序章 

2    読解・討論：第 I 章（ポスト世俗化時代における原理主義的アイデンティティ・ポリティクス） 

3    読解・討論：第 II 章（G ゼロ時代のユーラシアにおける文明的圏域の思想） 

4    読解・討論：第 III 章（クロノトポスの政治的変容） 

5    読解・討論：第 IV 章（方法としてのチベット） 

6    読解・討論：第 V 章（否認の政治と窪地からの声） 

7    読解・討論：第 VI 章（現実を切り捨てる「現実主義」） 

8    中間討議 

9    読解・討論：第 VII 章（ジオボディ・ポリティクスの超克） 

10  読解・討論：第 VIII 章（「＜非国－民＞の思想」の潜勢力） 

11  読解・討論：第 IX 章（交差するラインを超えて） 

12  読解・討論：第 X 章（「戦後かつ戦中」における脱セキュリタイゼーションの可能性） 

13  読解・討論：第 XI 章（脆い生をケアする倫理） 

14  読解・討論：第 XII 章（方法としてのゾミア） 

15  総括討議 

※履修者の構成などにより進め方が変わることがある（第一週に説明する）。 

【履修条件】 

必須となる科目はないが、国際政治、各国地域情勢、安全保障などに関連した科目を受講していれば有益

な背景知識となる。 

現代の国際・安全保障情勢に関心を持ち、読解と討議に積極的に参加することを期待したい。 

【評価方法】 発表（30%）、レポート（50％）および討議への貢献（20%）による。 

【テキスト】 土佐弘之『境界と暴力の政治学』（岩波書店、2016 年） 

【参考書】 授業の中でも適宜有用な文献やリンクを紹介する。 

【備考】 ペーパーのテーマやスケジュールなどの詳細は開講時に案内する。 

【社会人聴講生】 聴講可：討議や課題などに他学生

同様取り組める方。 

【科目等履修生】 聴講可：討議や課題などに他学生同様取り

組める方。 



【科目名】 国際政治学研究ⅢA Study on International Politics III A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 小窪千早 

【担当教員】 小窪千早 

【授業の目的】 

本講座では、広域ヨーロッパ国際政治の展開を、国際政治全般、米欧関係、EU や NATO の安全保障政策

などとの関係で検討・分析する。本講座を通じて、特にヨーロッパの国際政治の観点から、国際政治のより

深い理解につながる視座を涵養することを目的とする。 

【授業の方法】 修士論文執筆を視野に、文献購読と履修者による発表と議論を中心に演習方式で授業を進める。 

【授業展開】 

第 1 回：イントロダクション 

第 2 回：文献購読①-１（国際政治学に関する基本的な文献から） 

第 3 回：文献購読①-２（国際政治学に関する基本的な文献から） 

第 4 回：文献購読①-３（国際政治学に関する基本的な文献から） 

第 5 回：文献購読①-４（国際政治学に関する基本的な文献から） 

第 6 回：文献講読②-１（ヨーロッパの国際政治や安全保障に関する文献から） 

第 7 回：文献購読②-２（ヨーロッパの国際政治や安全保障に関する文献から） 

第 8 回：文献購読②-３（ヨーロッパの国際政治や安全保障に関する文献から） 

第 9 回：文献購読②-４（ヨーロッパの国際政治や安全保障に関する文献から） 

第 10 回：文献講読③-１（履修者選定の文献） 

第 11 回：文献購読③-２（履修者選定の文献） 

第 12 回：文献購読③-３（履修者選定の文献） 

第 13 回：研究報告① 

第 14 回：研究報告② 

第 15 回：研究報告③、論文指導 

（※各回の内容は授業の過程で若干変更する可能性がある。） 

文献はあらかじめ指定はせず、履修者の研究テーマ等を考慮して学期の初めに指定する。 

（文献の例） 

・Frédéric Bozo, Marie-Pierre Rey, N. Piers Ludlow, and Leopoldo Nuti [ed.], Europe and the End of the 

Cold War (Routledge) 

・Ronald D. Asmus, Opening NATO's door, How the Alliance Remade Itself for a New Era (Colombia University 

Press)   

【履修条件】 

「国際政治学研究Ⅰ、Ⅱ」を履修済みのこと。 

本講座は、原則として、本研究科国際政治経済分野に所属する修士課程 2 年生の学生を対象として開講す

る。従って、履修登録にあたって、担当教員から事前に承諾を得ること。 

【評価方法】 出席(20%)、授業における報告(40%)、議論への積極的な参加(40%)、これらを総合的に勘案して評価する。 

【テキスト】 履修者の研究テーマ等を考慮して、学期の初めに指定する。 

【参考書】 授業の中で随時紹介する。 

【備考】 特になし 

【社会人聴講生】 聴講不可 【科目等履修生】 聴講不可 



【科目名】 国際政治学研究ⅢB Study on International Politics III B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 浜 由樹子 

【担当教員】 浜 由樹子 

【授業の目的】 

1990 年代以来、国際関係論におけるコンストラクティヴィズム（構築主義）の分析枠組を用いて国際的な現

象を理解しようとする研究が増えてきている。これは、既存の分析枠組だけでは捉えきれない状況、課題が

増えたことに起因する。この授業では、「国益」や「パワー」だけでなく、「認識」「規範」「理念」「アイデンティテ

ィ」といった要素を手掛かりとして国際政治を理解し、分析する発想や視点を体得することを目的とする。 

また、古典的な国際関係論では見落とされがちであった「文化」についても、最近の国際政治研究では重要

なトピックとなっている。こうした観点からも国際政治を考える視点を養うことを目指す。 

【授業の方法】 

文献講読と履修者による口頭発表を中心とした演習形式で授業を進める。最後に、自身の研究テーマにひ

きつけてコンストラクティヴィズムの分析枠組を用いた試論を（1）問題の所在→（2）研究史→（3）事例分析の

手順でペーパーとしてまとめる。 

【授業展開】 

第 1 回：オリエンテーション、各自のテーマ設定案の検討 

第 2 回：理論の基礎（1）文献講読（テキスト①序章） 

第 3 回～第 6 回：理論の基礎（2）（テキスト①より履修者の希望に沿って 4 章分を選択） 

第 7 回～第 9 回：理論の基礎（3）（テキスト②より抜粋） 

第 10 回～第 12 回：研究テーマの拡大（テキスト③より抜粋）      

第 13 回：実践（1）問題の所在 

第 14 回：実践（2）研究史、最新の研究動向、背景と視点 

第 15 回：実践（3）事例分析 

【履修条件】 

「国際政治学研究 I」「国際政治学研究 II」を履修済みであること。 

原則として国際政治・開発分野に所属する修士課程 2 年生の学生を対象としているため、履修登録にあた

っては担当教員から事前に承諾を得ること。 

【評価方法】 毎回の積極的な参加を前提とし、議論へのコミットメント（50％）、ペーパー（50％）で評価する。 

【テキスト】 

①大矢根聡編『コンストラクティヴィズムの国際関係論』有斐閣、2013 年 

②Alexander Wendt, Social Theory of International Politics, Cambridge University Press, 1999 

③半澤朝彦編著『政治と音楽―国際関係を動かすソフト・パワー』晃洋書房、2022 年（刊行予定） 

【参考書】 授業中に適宜紹介する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 中国政治外交研究 A Comtemporary Chinese Politics andForeign Policy A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 諏訪一幸 

【担当教員】 諏訪一幸 

【授業の目的】 

本授業では中国の国内政治を中心に扱う。1980 年代から始まった改革開放政策により、中国の一人当たり

GDP は１万ドルを超えた。圧倒的多数の中国国民はこれを実現した共産党政権を支持してきた。しかし、一

方で、国内では貧富の格差拡大、少子高齢化、言論弾圧など、様々な、解決すべき多くの問題を抱えてい

る。さらに、2022 年末、2020 年以降続けてきたゼロコロナ政策を唐突に放棄したことで、国内に大きな混乱

をもたらしている。だが、中国共産党指導部はそうした現実を直視することなく、自らの価値観と歴史館に基

づいた「正しい」政治を行っている。履修者は、本授業に参加することで、中国における唯一の政党である中

国共産党のこうした「信念」を支えるロジックやシステムなどについて体系的に理解し、今後中国が歩むであ

ろう方向性を的確に判断できるようになる。 

【授業の方法】 
授業は、配布資料等の利用、履修生による発表、ディスカッションを中心に行う。COVID-19 への対応が必

要な場合はオンライン形式をとる。 

【授業展開】 

１．イントロダクション 

２．文献講読と発表 中国の政治制度（党国家体制総論。配布資料等） 

３．文献講読と発表 中国の政治制度（中国共産党１） 

４．文献講読と発表 中国の政治制度（中国共産党２） 

５．文献講読と発表 中国の政治制度（人民代表大会） 

６．文献講読と発表 中国の政治制度（人民政府） 

７．文献講読と発表 中国の政治制度（政治協商会議） 

８．研究報告 中国の党国家体制に関し、履修者が選定した文献１ 

９．研究報告 中国の党国家体制に関し、履修者が選定した文献２ 

１０．文献講読と発表 中国の政治展開（鄧小平時代１。配布資料等） 

１１．文献講読と発表 中国の政治展開（鄧小平時代２） 

１２．文献講読と発表 中国の政治展開（習近平時代） 

１３．研究報告 鄧小平時代の政治展開に関し、履修者が選定した文献１ 

１４．研究報告 習近平時代の政治展開に関し、履修者が選定した文献２ 

１５．ディスカッション 

  － 上記予定は、履修者の希望や構成によって、変更・調整する可能性がある。 

【履修条件】 社会主義システムとその理念に関して一定の知識があること、中国語の読解力があることが望ましい。 

【評価方法】 
平常点５０点（発表や報告に向けた準備が十分か、それに対する質問やコメントが的確か）、期末レポート５

０点(４０００字程度）。なお、欠席が３回となった履修者は減点対象となる。 

【テキスト】 毛里和子『現代中国政治 第３版 グローバルパワーの肖像』名古屋大学出版会、２０１２年（予定） 

【参考書】 適宜配布、紹介。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可。 【科目等履修生】 可（次年度以降、本研究科への入学を希望

し、中国の政治システムに関心のある者）。 



【科目名】 中国政治外交研究 B Comtemporary Chinese Politics andForeign Policy B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 諏訪一幸 

【担当教員】 諏訪一幸 

【授業の目的】 

本授業では中国外交を中心に扱う。１９８０年代から始まった改革開放政策により、中国は経済力と軍事力

の双方において、世界第二の大国に成長した。２０００年代初めまで、中国は既存の国際秩序の中での成

長を目指したが、それ以降は、自らの価値観に基づき、国際秩序を修正、形成しようとしている。その流れに

中で、２０１８年以降、米中は「新冷戦」時代に突入する。そして、２０２２年２月、ロシアがウクライナを侵略す

るが、ロシアと蜜月関係にある中国は、その非を認識しつつも、米中対立構造の中で、ロシア支持の姿勢を

崩さない。強気の言動にも関わらず、中国は難しい対応を迫られている。履修者は、本授業に参加すること

で、中国外交の歴史とそのロジックなどについて理解し、今後中国がめざす新たな国際秩序像を的確に判

断できるようになる。また、そのような中国に対する日本の立ち位置についても、思考を深めることができ

る。 

【授業の方法】 
授業は、配布資料等の利用、履修生による発表、ディスカッションを中心に行う。COVID-19 への対応が必

要な場合はオンライン形式をとる。 

【授業展開】 

１．イントロダクション 

２．文献講読と発表 中国の対外政策 総論（中国外交の原則。配布資料等） 

３．文献講読と発表 中国の対外政策 総論（外交史１：毛沢東時代） 

４．文献講読と発表 中国の対外政策 総論（外交史２：鄧小平時代） 

５．文献講読と発表 中国の対外政策 総論（外交史３：習近平時代） 

６．文献講読と発表 中国の対外政策 総論（大国外交） 

７．文献講読と発表 中国の対外政策 総論（周辺国外交） 

８．研究報告 中国の対外政策に関し、履修者が選定した文献１ 

９．研究報告 中国の対外政策に関し、履修者が選定した文献２ 

１０．文献講読と発表 中国の対外政策 各論（米中関係） 

１１．文献講読と発表 中国の対外政策 各論（一帯一路） 

１２．文献講読と発表 中国の対外政策 各論（日中関係） 

１３．研究報告 日中関係に関し、履修者が選定した文献１ 

１４．研究報告 日中関係に関し、履修者が選定した文献２ 

１５．ディスカッション 

  － 上記予定は、履修者の希望や構成によって、変更・調整する可能性がある。 

【履修条件】 中国外交史に関する一定の知識があること、中国語の読解力があることが望ましい。 

【評価方法】 
平常点５０点（発表や報告に向けた準備が十分か、それに対する質問やコメントが的確か）、期末レポート５

０点(４０００字程度）。なお、欠席が３回となった場合は、減点要素とする。 

【テキスト】 益尾知佐子他『中国外交史』東京大学出版会、２０１７年（予定） 

【参考書】 適宜配布、紹介。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可。 【科目等履修生】 可（次年度以降、本研究科への入学を希望

し、中国外交に関心のある者）。 



【科目名】 朝鮮半島政治外交研究 A Politics and Foreign Policies of Korea A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 奥薗秀樹 

【担当教員】 奥薗秀樹 

【授業の目的】 

第二次世界大戦後の朝鮮半島とそれを取り巻く国際情勢は複雑かつ難解である。その背景には、長きにわ

たって一つの国家をなしてきた朝鮮半島に、大韓民国と朝鮮民主主義人民共和国という二つの「国家」が存

在する分断状況がある。 

 本授業では、戦後の東アジアと朝鮮半島を、①日本統治からの解放と分断、②朝鮮戦争と冷戦、③ベトナ

ム戦争と国際秩序の変容、④冷戦の終焉と東アジア、⑤ポスト冷戦と中国の台頭、⑥米中の覇権争いと新

たな国際秩序、の６つの時期に分け、それぞれにおいて、韓国と北朝鮮の政治状況と相互関係、朝鮮半島

をめぐる国際関係がどのように変化し、また影響し合っていったのかについて分析検討する。 

 そうすることを通して、朝鮮半島の政治外交を、朝鮮半島内部の内的な政治状況と朝鮮半島を取り巻く外

的な政治状況の両面から重層的に理解することができる。 

【授業の方法】 

原則として対面方式で行うが、COVID-19 の感染状況によっては臨機応変に遠隔方式へ移行する。 

 まずは、前提となる内容についての講義を行う。そのうえで、邦文や朝鮮文の論文、文献を講読し、また関

連する一次資料を分析して報告してもらい、討論する形で進めることとする。 

【授業展開】 

1.  イントロダクション…概要説明 

 2.  講義…朝鮮半島を見る視点〈概観〉 

〔以下、3、5、7、9 では、朝鮮半島の歴史、政治と社会、国際関係に関する書籍を選定予定〕 

 3.  文献講読…朝鮮半島を見る視点〈地政学的宿命〉① 

 4.  討論…朝鮮半島を見る視点〈地政学的宿命〉② 

 5.  文献講読…朝鮮半島を見る視点〈権力〉① 

 6.  討論…朝鮮半島を見る視点〈権力〉② 

 7.  文献講読…朝鮮半島を見る視点〈分断〉① 

 8.  討論…朝鮮半島を見る視点〈分断〉② 

 9.  文献講読…朝鮮半島を見る視点〈冷戦〉① 

10. 討論…朝鮮半島を見る視点〈冷戦〉② 

11. 文献講読…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈解放と分断〉① 

 （朝鮮半島が南北に分裂するまでの「解放３年史」に関する論文を選定予定） 

12. 討論…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈解放と分断〉② 

13. 文献講読…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈戦争と冷戦〉① 

 （朝鮮戦争が東アジアと朝鮮半島に何をもたらしたのかに関する論文を選定予定） 

14. 討論…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈戦争と冷戦〉② 

15. まとめ 

－上記予定は、履修者の構成や研究テーマ等により、調整、変更する可能性がある。 

－選定予定の論文、書籍は、履修者の希望や、研究テーマと朝鮮半島の政治外交との接点等も踏まえて

決定する。 

【履修条件】 

十分な日本語力のほか、朝鮮語の読解力が求められる。 

 第二次世界大戦後のアジアと朝鮮半島をめぐる国際政治史に関する最低限の知識が前提となるため、場

合によっては、学部授業「韓国朝鮮現代史」、「現代韓国朝鮮論」の履修を合わせて求めることもあり得る。 

【評価方法】 
授業における議論への参加度や発言内容等の平常点 70％、学期末の各自の関心対象に引きつけた研究

リポート 30％によって評価する。 

【テキスト】 特になし。 

【参考書】 授業の中で適宜紹介する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 朝鮮半島政治外交研究 B Politics and Foreign Policies of Korea B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 奥薗秀樹 

【担当教員】 奥薗秀樹 

【授業の目的】 

第二次世界大戦後の朝鮮半島とそれを取り巻く国際情勢は複雑かつ難解である。その背景には、長きにわ

たって一つの国家をなしてきた朝鮮半島に、大韓民国と朝鮮民主主義人民共和国という二つの「国家」が存

在する分断状況がある。 

 本授業では、戦後の東アジアと朝鮮半島を、①日本統治からの解放と分断、②朝鮮戦争と冷戦、③ベトナ

ム戦争と国際秩序の変容、④冷戦の終焉と東アジア、⑤ポスト冷戦と中国の台頭、⑥米中の覇権争いと新

たな国際秩序、の６つの時期に分け、それぞれにおいて、韓国と北朝鮮の政治状況と相互関係、朝鮮半島

をめぐる国際関係がどのように変化し、また影響し合っていったのかについて分析検討する。 

 そうすることを通して、朝鮮半島の政治外交を、朝鮮半島内部の内的な政治状況と朝鮮半島を取り巻く外

的な政治状況の両面から重層的に理解することができる。 

【授業の方法】 

原則として対面方式で行うが、COVID-19 の感染状況によっては臨機応変に遠隔方式へ移行する。 

 まずは、前提となる内容についての講義を行う。そのうえで、邦文や朝鮮文の論文、文献を講読し、また関

連する一次資料を分析して報告してもらい、討論する形で進めることとする。 

【授業展開】 

1.  イントロダクション…前期を踏まえた概要説明 

 2.  文献講読…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈ベトナム戦争と国際秩序の変容〉① 

 （米中接近、米ソデタントと朝鮮半島に関する論文を選定予定） 

 3.  討論…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈ベトナム戦争と国際秩序の変容〉② 

 4.  文献講読…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈冷戦の終焉と東アジア〉① 

 （冷戦の終焉が東アジアと朝鮮半島に何をもたらしたのかに関する論文を選定予定） 

 5.  討論…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈冷戦の終焉と東アジア〉② 

 6.  文献講読…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈ポスト冷戦と中国の台頭〉① 

 （中国の台頭と朝鮮半島に関する論文を選定予定） 

 7.  討論…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈ポスト冷戦と中国の台頭〉② 

 8.  文献購読…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈米中の覇権争いと新たな国際秩序〉① 

 （米中関係と朝鮮半島に関する論文を選定予定） 

 9.  討論…第二次世界大戦後の朝鮮半島〈米中の覇権争いと新たな国際秩序〉② 

10. 文献講読と討論…周辺諸国にとっての朝鮮半島①〈米国と朝鮮半島〉 

 （米韓･米朝関係の論文を選定予定） 

11. 文献講読と討論…周辺諸国にとっての朝鮮半島②〈中国と朝鮮半島〉 

 （中朝･中韓関係の論文を選定予定） 

12. 文献講読と討論…周辺諸国にとっての朝鮮半島③〈ソ連/ロシアと朝鮮半島〉 

 （ソ朝/露朝･ソ韓/露韓関係の論文を選定予定） 

13. 文献購読と討論…周辺諸国にとっての朝鮮半島④〈日本と朝鮮半島〉 

 （日韓･日朝関係の論文を選定予定） 

14. まとめ 

15. 総括ディスカッション 

－上記予定は、履修者の構成や研究テーマ等により、調整、変更する可能性がある。 

－選定予定の論文、書籍は、履修者の希望や、研究テーマと朝鮮半島の政治外交との接点等も踏まえて

決定する。 

【履修条件】 

十分な日本語力のほか、朝鮮語の読解力が求められる。 

 第二次世界大戦後のアジアと朝鮮半島をめぐる国際政治史に関する最低限の知識が前提となるため、場

合によっては、学部授業「韓国朝鮮現代史」、「現代韓国朝鮮論」の履修を合わせて求めることもあり得る。 

【評価方法】 
授業における議論への参加度や発言内容等の平常点 70％、学期末の各自の関心対象に引きつけた研究

リポート 30％によって評価する。 

【テキスト】 特になし。 

【参考書】 授業の中で適宜紹介する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 地域研究 A Studies in Regional Countries A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 山本健介 

【担当教員】 山本健介 

【授業の目的】 

この授業の目的は、地域研究の方法論を身につけることで、履修者が自らの研究計画を立案し実施できる

ようになることです。具体的には、地域研究という学問の来歴や基本的な考え方、調査手法（特に質的研

究）などを学びます。ディシプリンとの関係で言えば、人類学や社会学、政治学、歴史学などの人文社会科

学を架橋して「他者理解」に関するテーマを扱います。 

【授業の方法】 
授業は日本語の文献講読と履修者による発表を中心に進める予定ですが、履修者の関心や要望に応じて

英語の文献を扱う場合もあります。 

【授業展開】 

1. ガイダンス：講読文献・発表の割り当て 

2. 講読・発表「『グローバル化』のなかの異文化理解」『異文化の学びかた・描きかた』 

3. 講読・発表「異文化理解に求められる姿勢と視点」『異文化の学びかた・描きかた』 

4. 講読・発表「文化の構築」『グローカリゼーションの人類学』(1) 

5. 講読・発表「文化の構築」『グローカリゼーションの人類学』(2) 

6. 講読・発表「質的調査とは何か」『質的社会調査の方法』(1) 

7. 講読・発表「質的調査とは何か」『質的社会調査の方法』(2) 

8. 講読・発表「地域研究とは何か」『エリア・スタディ入門』 

9. 講読・発表「地域研究方法論：想定外に対応する『地域の知』」『地域研究』Vol.12 No.2 

10. 講読・発表「歴史研究と地域研究」『地域史とは何か』 

11. 講読・発表「ディシプリンと地域研究」『地域研究』Vol.12 No.2 

12. 講読・発表「比較地域研究試論」『アジア経済』Vol.53 No.4 

13. 講読・発表「紛争地域の復興・開発支援：地域研究から実践を考える」『地域研究』Vol.7 No.1 

14. 個人研究発表：地域研究的視点の活用について 

15. 講義のまとめ（個人研究発表予備日） 

【履修条件】 特になし。 

【評価方法】 授業内の講読・発表：100% 

【テキスト】 

『異文化の学びかた・描きかた：なぜ、どのように研究するのか』 世界思想社. 

『グローカリゼーションの人類学』新曜社. 

『質的社会調査の方法：他者の合理性の理解社会学』 有斐閣. 

『エリア・スタディ入門：地域研究の学び方』 昭和堂. 

『地域史とは何か』（地域の世界史 1） 山川出版社. 

雑誌『地域研究』『アジア経済』  

【参考書】 特になし。 

【備考】 特になし。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 地域研究 B Studies in Regional Countries B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 山本健介 

【担当教員】 山本健介 

【授業の目的】 

この授業の目的は、地域研究の「手本」となる優れた作品を読み込むことで、履修者が良質な研究業績を生

産できるようになることです。とりわけこの授業では、中東やアフリカ、南アジアなど非欧米圏の政治、社会、

文化について論じた研究業績を中心に扱います。 

【授業の方法】 
授業は日本語の文献講読と履修者による発表を中心に進める予定ですが、履修者の関心や要望に応じて

英語の文献を扱う場合もあります。 

【授業展開】 

1. ガイダンス：講読文献・発表の割り当て 

2. 講読・発表「地域研究と国際政治学の間」『日本の国際政治学 3』 

3. 講読・発表「国家のグローバル化」『国家の社会学』 

4. 講読・発表「民族・言語・宗教：中東・イスラームからの照射」『地域史とは何か』 

5. 講読・発表「中東の国際政治：他者に規定される地域と紛争」『日本の国際政治学 3』 

6. 講読・発表「中東におけるトランスナショナルな関係」『中東政治学』 

7. 講読・発表「中東と政治変動：イスラーム的システムと現代」『エリア・スタディ入門』 

8. 講読・発表「アフリカ：民族紛争はなぜおきるのか」『エリア・スタディ入門』 

9. 講読・発表「アフリカと国際政治：国家変容とそのフロンティア」『日本の国際政治学 3』 

10. 講読・発表「アフリカの紛争解決に向けて：国際社会の関与とアポリア」『地域研究』Vol.9 No.1 

11. 講読・発表「文化：人びとが日々生きている多様性」『ようこそ南アジア世界へ』 

12. 講読・発表「分割の亡霊：植民地独立後の南アジアにおける共同体間暴力」『21 世紀の政治と暴力』 

13. 講読・発表「中域ユーラシア：国際関係の新たなパラダイムを求めて」『日本の国際政治学 3』 

14. 個人研究発表：地域研究的視点の活用について 

15. 講義のまとめ（個人研究発表予備日） 

【履修条件】 地域研究 A を履修していることが望ましいです。 

【評価方法】 授業内の講読・発表：100% 

【テキスト】 

『日本の国際政治学 3』有斐閣. 

『国家の社会学』青弓社. 

『地域史とは何か』（地域の世界史 1） 山川出版社. 

『中東政治学』有斐閣. 

『エリア・スタディ入門』昭和堂. 

『ようこそ南アジア世界へ』昭和堂. 

『21 世紀の政治と暴力』晃洋書房. 

雑誌『地域研究』 

【参考書】 特になし。 

【備考】 特になし。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 日本政治外交研究ⅠA Studies in Japanese Political DiplomacyI A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 前山亮吉 

【担当教員】 前山亮吉 

【授業の目的】 
日本政治外交に関する専門文献・資料の読解・研究報告を通じ研究に不可欠な能力を身に着けるととも

に、内政と外交との相互作用に関する基本的視座を受講生が修得することを目指す。 

【授業の方法】 
文献・資料の講読、具体的には担当箇所の報告・調査発表・報告と発表に関する質疑応答・討論を中心と

する対面講義形式（COVID-19 の感染状況次第では遠隔の可能性もある)。 

【授業展開】 

１．研究対象のヒヤリング 

    ２．ヒヤリングに基づく研究計画策定      

 ３．研究基礎文献 1 冊目の講読（１回目）文献例 入江昭『日本の外交』（中公新書、１９６６年） 

 ４．研究基礎文献１冊目の講読（２回目） 

 ５．研究基礎文献１冊目の講読（３回目） 

 ６．研究基礎文献１冊目の講読総括 

 ７．研究基礎文献２冊目の講読（１回目）文献例 北岡伸一『日本政治史 外交と権力』（有斐閣、２０１１

年） 

 ８．研究基礎文献２冊目の講読（２回目） 

 ９・研究基礎文献２冊目の講読（３回目） 

 １０．研究基礎文献２冊目の講読総括 

 １１．論文作成に関する方法論の考察（１回目）方法論例 草野厚『政策過程分析入門』（東京大学出版

会、１９９７年） 

 １２．論文作成に関する方法論の考察（２回目） 

 １３．研究基礎史料の輪読（１回目）基礎史料例『佐藤栄作日記』 

 １４．研究基礎史料の輪読（２回目） 

 １５．研究基礎史料の輪読総括 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 毎回の講義における報告（５０％）・質疑応答（５０％）の積み重ねで評価する。 

【テキスト】 授業展開に文献例を記載している。 

【参考書】 適宜紹介する 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 日本政治外交研究ⅠB Studies in Japanese Political DiplomacyI B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 前山亮吉 

【担当教員】 前山亮吉 

【授業の目的】 
日本政治外交に関する専門文献・資料の読解・研究報告を通じ研究に不可欠な能力を身に着けるととも

に、内政と外交との相互作用に関する基本的視座を受講生が修得することを目指す。 

【授業の方法】 
文献・資料の講読、具体的には担当箇所の報告・調査発表・報告と発表に関する質疑応答・討論を中心と

する対面講義形式（COVID-19 の感染状況次第では遠隔の可能性もある)。 

【授業展開】 

１．夏季休業中の研究成果報告 

 ２．成果報告に基づく研究計画の策定 

３．修士論文に関する先行業績の講読（１回目）受講者の研究テーマに関し先行業績に位置づけられる論

文から選定予定 

４．修士論文に関する先行業績の講読（２回目） 

５．修士論文に関する先行業績の講読総括 

６．修士論文構想報告１回目 

７．修士論文に関する重要史料の輪読（１回目）日本政治外交に関する重要史料から選定予定（例『中曽根

内閣史』、首相経験者のインタビューなど） 

８．修士論文に関する重要史料の輪読（２回目） 

９．修士論文に関する重要史料の輪読総括 

１０．修士論文構想報告２回目 

１１．修士論文に関する重要文献の講読（１回目）受講者の修士論文作成に当たり参考となる重要論文から

選定予定 

１２．修士論文に関する重要文献の講読（２回目） 

１３．修士論文に関する重要文献の講読総結 

１４．修士論文構想報告 3 回目 

１５．1 年間の振り返り・フィードバック 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 毎回の講義における報告（５０％）・質疑応答（５０％）の積み重ねで評価する。 

【テキスト】 授業展開に文献例を記載している。 

【参考書】 適宜紹介する 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 日本政治外交研究ⅡA Studies in Japanese Political DiplomacyII A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 森山優 

【担当教員】 森山優 

【授業の目的】 

専門研究に必要な手続き・方法論を具体的に学ぶ 

主な対象は担当教員の専門領域である日本の政治外交史（1930 年代～40 年代）だが、受講者の問題関心

によっては、この限りではない 

研究に必要な読解能力、批判能力、考察力、構築力、表現力を身につけることが目標である 

【授業の方法】 
ゼミ形式をとり①主要文献や史料の講読と、②受講者の研究報告の二本だてで行なう 

対面で実施する予定だが、感染状況により、遠隔に変更する場合がある 

【授業展開】 

最初の時間に、受講する学生の問題関心との調整を行なって決定。フレキシブルに対応する 

これまでの例では 

森山優『日本はなぜ開戦に踏み切ったか』（新潮社、2012） 

陳肇斌『戦後日本の中国政策』（東京大学出版会、2000） 

を講読し、履修者による修士論文構想発表も実施した 

スケジュールとしては 

1 ガイダンスと問題関心の調整 必要文献の選定 

2 文献講読 1 研究史の概観を中心に 

3 文献講読 2 研究史の批判的検討 

4 文献講読 3 研究の発展・深化の考察 1（具体的な課題設定） 

5 文献講読 4 研究の発展・深化の考察 2（必要なデータ・資料の選定） 

6 文献講読 5 必要資料の講読 1-1 

7 文献講読 6 必要資料の講読 1-2 

8 文献講読 7 必要資料の講読 1-3 

9 文献講読 8 まとめ 現段階での研究の概観 

10 文献講読 9 先行研究との比較検討 1 

11 文献講読 10 先行研究との比較検討 2 

12 受講者の修士論文構想発表 

13 文献講読 11 必要資料の選定 

14 文献講読 12 必要資料の講読 2 

15 プレゼンテーション 

とする予定 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 受講者の報告の内容（事前準備、理解度、構築力）を全てとする 

【テキスト】 未定 

【参考書】 

山内昌之他編『日本近現代史講義』中公新書 2019 

筒井清忠編『昭和史講義』軍人編、ちくま新書 2018 

々『昭和史講義』3、ちくま新書 2017 

々『昭和史講義』2、ちくま新書 2016 

々『昭和史講義』ちくま新書 2015 

森山優『日米開戦と情報戦』講談社 2016 

々『日本はなぜ開戦に踏み切ったか』新潮社 2012 

【備考】  

【社会人聴講生】 可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 日本政治外交研究ⅡB Studies in Japanese Political DiplomacyII B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 森山優 

【担当教員】 森山優 

【授業の目的】 

専門研究に必要な手続き・方法論を具体的に学ぶ 

主な対象は担当教員の専門領域である日本の政治外交史（1930 年代～40 年代）だが、受講者の問題関心

によっては、この限りではない 

研究に必要な読解能力、批判能力、考察力、構築力、表現力を身につけることが目標である 

【授業の方法】 
ゼミ形式をとり①主要文献や史料の講読と、②受講者の研究報告の二本だてで行なう 

対面で実施する予定だが、感染状況により、遠隔に変更する場合がある 

【授業展開】 

最初の時間に、受講する学生の問題関心との調整を行なって決定。フレキシブルに対応する 

これまでの例では 

森山優『日本はなぜ開戦に踏み切ったか』（新潮社、2012） 

添谷芳秀『日本外交と中国 1945～1972』（慶應義塾大学出版会、1995）を講読し、履修者による修士論文

構想発表も実施した 

スケジュールとしては 

1 ガイダンス 

2 文献講読 1 現段階での研究の概観 

3 文献講読 2 先行研究との比較検討 1 

4 文献講読 3 先行研究との比較検討 2 

5 受講者の修士論文構想発表 1 

6 受講者の修士論文構想発表 2 

7 文献講読 4 必要資料の選定 

8 文献講読 5 必要資料の講読 3-1 

9 文献講読 6 必要資料の講読 3-2 

10 文献講読 7 必要資料の講読 3-3 

11 論文執筆の作法その 1（概論） 

12 論文執筆の作法その 2（具体論） 

13 論文執筆の作法その 3（実践論） 

14 プレゼンテーションその 1（概括的に） 

15 プレゼンテーションその 2（具体的に） 

とする予定 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 受講者の報告の内容（事前準備、理解度、構築力）を全てとする 

【テキスト】 未定 

【参考書】 

山内昌之他編『日本近現代史講義』中公新書 2019 

筒井清忠編『昭和史講義』軍人編、ちくま新書 2018 

々『昭和史講義』3、ちくま新書 2017 

々『昭和史講義』2、ちくま新書 2016 

々『昭和史講義』ちくま新書 2015 

森山優『日米開戦と情報戦』講談社 2016 

々『日本はなぜ開戦に踏み切ったか』新潮社 2012 

【備考】  

【社会人聴講生】 可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 ＥＵ政治研究 A Study on EU Politics A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 小窪千早 

【担当教員】 小窪千早 

【授業の目的】 

本講座は、ヨーロッパ大陸全体の国際政治システムの極めて重要な枠組みに発展した EU（European Union, 

欧州連合）の深化と拡大について多角的に検討することにより、欧州統合に対する理解を深めることを目的

とする。EU は国家と異なる独自の政体を構成しているのか、あるいは依然として加盟国間の国際政治の力

学が強く働く国際組織なのか。EU および欧州諸国の政治を中心としたヨーロッパ政治のダイナミズムについ

て様々な観点から議論する。また、EU が抱える諸問題についても議論する。 

【授業の方法】 文献購読と履修者による発表と議論を中心に演習形式で授業を進める。 

【授業展開】 

第 1 回：イントロダクション 

第 2 回：文献購読①-１（欧州統合に関する基本的な文献から） 

第 3 回：文献購読①-２（欧州統合に関する基本的な文献から） 

第 4 回：文献購読①-３（欧州統合に関する基本的な文献から） 

第 5 回：文献購読①-４（欧州統合に関する基本的な文献から） 

第 6 回：文献講読②-１（欧州統合に伴う政治的な事象や欧州各国の政治に関する文献から） 

第 7 回：文献購読②-２（欧州統合に伴う政治的な事象や欧州各国の政治に関する文献から） 

第 8 回：文献購読②-３（欧州統合に伴う政治的な事象や欧州各国の政治に関する文献から） 

第 9 回：文献購読②-４（欧州統合に伴う政治的な事象や欧州各国の政治に関する文献から） 

第 10 回：文献講読③-１（履修者選定の文献） 

第 11 回：文献購読③-２（履修者選定の文献） 

第 12 回：文献購読③-３（履修者選定の文献） 

第 13 回：研究報告① 

第 14 回：研究報告② 

第 15 回：研究報告③、論文指導 

（※各回の内容は授業の過程で若干変更する可能性がある。） 

文献はあらかじめ指定はせず、履修者の研究テーマ等を考慮して学期の初めに指定する。 

（文献の例） 

・アンツェ・ウィーナー／トマス・ディーズ[編]、東野篤子[訳]、『ヨーロッパ統合の理論』勁草書房 

・Mario Telo [ed.], European Union and New Regionalism (Ashgate) 

・ J?rn Keck, Dimitri Vanoberveke and Franz Waldenberger. EU-Japan Relations, 1970-2012, From 

confrontation to global partnership (Routledge) 

【履修条件】 EU に関する基礎知識を有していること。 

【評価方法】 出席(20%)、授業における報告(40%)、議論への積極的な参加(40%)、これらを総合的に勘案して評価する。 

【テキスト】 履修者の研究テーマ等を考慮して学期の初めに指定する。 

【参考書】 授業の中で随時紹介する。 

【備考】 
授業計画を円滑に進める観点から、履修を希望する院生は初回の授業の前に担当教員に連絡を入れるこ

と。 

【社会人聴講生】 聴講不可 【科目等履修生】 聴講不可 



【科目名】 ＥＵ政治研究 B Study on EU Politics B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 小窪千早 

【担当教員】 小窪千早 

【授業の目的】 

本講座は、ヨーロッパ大陸全体の国際政治システムの極めて重要な枠組みに発展した EU（European Union, 

欧州連合）の深化と拡大について多角的に検討することにより、欧州統合に対する理解を深めることを目的

とする。EU は国家と異なる独自の政体を構成しているのか、あるいは依然として加盟国間の国際政治の力

学が強く働く国際組織なのか。EU および欧州諸国の政治を中心としたヨーロッパ政治のダイナミズムについ

て様々な観点から議論する。また、ヨーロッパの安全保障の諸課題についても議論する。 

【授業の方法】 文献購読と履修者による発表と議論を中心に演習形式で授業を進めてゆく。 

【授業展開】 

第 1 回：イントロダクション 

第 2 回：文献購読①-１（EU および NATO の安全保障政策に関する文献から） 

第 3 回：文献購読①-２（EU および NATO の安全保障政策に関する文献から） 

第 4 回：文献購読①-３（EU および NATO の安全保障政策に関する文献から） 

第 5 回：文献購読①-４（EU および NATO の安全保障政策に関する文献から） 

第 6 回：文献講読②-１（ヨーロッパを取り巻く国際安全保障の諸課題に関する文献から） 

第 7 回：文献購読②-２（ヨーロッパを取り巻く国際安全保障の諸課題に関する文献から） 

第 8 回：文献購読②-３（ヨーロッパを取り巻く国際安全保障の諸課題に関する文献から） 

第 9 回：文献購読②-４（ヨーロッパを取り巻く国際安全保障の諸課題に関する文献から） 

第 10 回：文献講読③-１（履修者選定の文献） 

第 11 回：文献購読③-２（履修者選定の文献） 

第 12 回：文献購読③-３（履修者選定の文献） 

第 13 回：研究報告① 

第 14 回：研究報告② 

第 15 回：研究報告③、論文指導 

（※各回の内容は授業の過程で若干変更する可能性がある。） 

文献はあらかじめ指定はせず、履修者の研究テーマ等を考慮して学期の初めに指定する。 

（文献の例） 

・Mario Telo and Frederik Ponjaert[ed.]  The EU's Foreign Policy (Ashigate) 

・Niklas I.M. Novaky, European Union Military Operations, a Colletive Action Perspective (Routledge) 

・Emil Kirchner and Han Dorussen[ed.], EU-Japan Security Cooperation (Routledge) 

【履修条件】 EU やヨーロッパの安全保障に関する基礎知識を有していること。 

【評価方法】 出席(20%)、授業における報告(40%)、議論への積極的な参加(40%)、これらを総合的に勘案して評価する。 

【テキスト】 履修者の研究テーマ等を考慮して学期の初めに指定する。 

【参考書】 授業の中で随時紹介する。 

【備考】 
授業計画を円滑に進める観点から、履修を希望する院生は初回の授業の前に担当教員に連絡を入れるこ

と。 

【社会人聴講生】 聴講不可 【科目等履修生】 聴講不可 



【科目名】 広域ヨーロッパ研究 A Wider Europe Study A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 浜 由樹子 

【担当教員】 浜 由樹子 

【授業の目的】 

ロシアや旧ソ連構成国を含むヨーロッパを研究対象とし、政治・外交にとどまらず、歴史、思想、政治体制の

理論にも踏み込んで多角的に分析することができるようになることを目指す。 

政治学の理論、歴史学の実証研究の接点と差異を明確に理解するために、この授業では「ファシズム」論を

取り上げる。 

また、先行研究の整理の仕方を学ぶことを通じて、履修者各自が自身の研究の研究史上の位置づけを説

明できるようになることも目標とする。 

【授業の方法】 

「ファシズム」研究には、戦間期に存在した個別の事例についての実証研究をはじめとした膨大な蓄積があ

るが、政治体制、イデオロギー・理念、運動を包摂するような理論は依然として確立されていない。本講座で

は、文献講読と議論を通じて、ファシズムの類型から言説に至るまでの研究動向を踏まえつつ、歴史研究と

理論研究の接合について考察を深める。また、履修者の問題関心に応じた個別の事例を取り上げ、授業の

最後に先行研究の中にそれを位置づける「応用」を試みる。授業は基本的に演習形式で行う。 

【授業展開】 

第 1 回：オリエンテーション、授業で使用する文献の決定 

第 2 回～第 6 回：文献講読（1）言説空間としてのファシズム 

第 7 回～第 10 回：文献講読（2）ファシズムの類型 

第 11 回～第 14 回：文献講読（3）ファシズムの事例 

第 15 回：各自の研究に即したプレゼンテーションとフィードバック 

＊各回の内容は授業の過程で変更する可能性がある。 

＊使用する文献の候補については【テキスト】欄を参照のこと。 

【履修条件】 戦間期の国際関係史に関する基礎知識を備えていること。 

【評価方法】 

毎回の議論への積極的な参加を前提とし、毎回の授業での議論（50％）および学期末に行うプレゼンテーシ

ョン（50％）によって評価する。 

なお、主体的な学びを重視する観点から、3 回以上の欠席で評価を一段階下げることとする。 

【テキスト】 

以下はテキストの例であり、実際に授業で講読する文献は履修者と相談の上で決定する。 

Marlene Laruelle, Is Russia Fascist?: Unraveling Propaganda East and West, Cornell University Press, 2021 

Roger Griffin, International Fascism: Theories, Cases, and the New Consensus, London: Arnold, 1998 

ケヴィン・パスモア（福井憲彦訳）『ファシズムとは何か』岩波書店、2016 年 

ロバート・パクストン（瀬戸岡紘訳）『ファシズムの解剖学』桜井書店、2009 年 

山口定『ファシズム』（新版）岩波書店、2006 年 

安部博純『日本ファシズム論』影書房、1996 年 

篠原一『ヨーロッパの政治―歴史政治学試論』東京大学出版会、2014 年 

【参考書】 授業中に適宜紹介する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 可（抽象的な議論に必要な日本語

と英語の能力を備えていること） 

【科目等履修生】 可（抽象的な議論に必要な日本語と英語の

能力を備えていること） 



【科目名】 広域ヨーロッパ研究 B Wider Europe Study B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 浜 由樹子 

【担当教員】 浜 由樹子 

【授業の目的】 

近代国民国家にとってのナショナル・アイデンティティの重要性は論を待たない。かつてソ連邦として存在し

た国家が解体した後、ロシアをはじめとする連邦構成主体は新興の独立国家としてそのアイデンティティを

模索してきた。この授業では、旧ソ連およびその後継地域を主な事例として、理論、思想、歴史、外交のそ

れぞれの観点から国家の消滅とナショナル・アイデンティティの再構築について考察し、国際政治における

その意味を説明できるようになることを目指す。 

また、履修者の問題関心に応じて、旧ソ連地域以外の個別事例も取り上げる。 

【授業の方法】 

文献講読と履修者による口頭発表を中心とした演習形式で授業を進める。最後に、履修者自身が選択した

事例を通じて、国際政治とナショナル・アイデンティティの関係を自分なりの視点から論じるプレゼンテーショ

ンを課す。 

【授業展開】 

第 1 回：オリエンテーション、授業で使用する文献の決定 

第 2 回～第 5 回：ナショナル・アイデンティティをめぐる理論 

第 6 回～第 9 回：外交理念にみるアイデンティティ 

第 10 回～第 13 回：事例研究 

第 14 回：テーマ設定、理論的枠組あるいは視点の設定 

第 15 回：プレゼンテーション 

＊使用する文献の候補については【テキスト】欄を参照のこと。 

【履修条件】 ロシアないしソ連邦についての基礎知識を備えていること。 

【評価方法】 

毎回の授業への積極的な参加を前提とし、毎回の授業での議論（50％）および学期末に行うプレゼンテーシ

ョン（50％）によって評価する。 

なお、主体的な学びを重視する観点から、3 回以上の欠席で評価を一段階下げることとする。 

【テキスト】 

以下はテキストの例であり、実際に授業で使用する文献は履修者と相談の上で決定する。 

Alexander Wendt, Social Theory of International Politics, Cambridge University Press, 1999 

P?l Kolst?, Political Construction Sites, Westview Press, 2000  

Ruth Wodak, Rudolf de Cillia, Martin Reisigle and Karin Liebhart, The Discursive Construction of National 

Identity (2nd ed.), Edinburgh University Press, 2009 

Andrei P. Tsygankov, Russia's Foreign Policy (2nd ed.), Rowman and Littlefield, 2010 

Mark Bassin and Gonzalo Polo eds., The Politics of Eurasianism, Rowman and Littlefield, 2017 

浜 由樹子『ユーラシア主義とは何か』成文社、2010 年  

【参考書】 
塩川伸明『国家の解体』1－3 巻、東京大学出版会、2021 年 

Vera Tolz, Inventing the Nation: Russia, Hodder Education, 2001 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 国際法研究ⅠA International Law I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 坂巻 静佳 

【担当教員】 坂巻 静佳 

【授業の目的】 
本授業の目的は、国際法学について論文を執筆するために不可欠な、国際法に関する文献資料を的確に

理解し評価できる能力と、それについて適切な報告をできる能力を習得することにある。 

【授業の方法】 

・国際法に関する論?（日本語又は英語）を購読する。 

・報告者は、事前に提出した報告資料（論文の要約（文章で作成）とレジュメ（箇条書き等で作成））をもとに

論文の内容を報告し、参加者全員で当該文献について質疑・議論する。 

・報告資料はワープロソフトで作成する。 

・初回授業で報告の分担を決定する。参加者の人数によっては、複数回報告を担当することになったり、1

つの文献について複数名で報告を担当したりすることになる場合がある。 

・論文は、本学図書館等で入手できる場合は参加者が各自入手する。入手できない場合は教員が配布す

る。 

・授業（報告資料の作成、報告、議論を含む）は?本語で実施する。 

・COVID-19 の感染が拡大した場合等は、対面ではなく Zoom で実施する。 

【授業展開】 

＊以下の予定は、履修者の構成、進行状況等により変更する場合がある 。 

＊以下に提示する文献はあくまでも例であり、変更の可能性がある。 

1 イントロダクション・報告割当 

2 文献講読 ：浅田正彦「ウクライナ戦争と国際法――武力行使と戦争犯罪を中心に」『ジュリスト』1575 号

（2022 年） 

3 文献講読 ：中谷和弘「ロシアに対する経済制裁」『ジュリスト』1575 号（2022 年） 

4 文献講読 ：山田哲也「国際法からみた一方的分離独立と「併合」：ウクライナ東部・南部 4 州の法的地

位」『国際問題』（2022 年）No.710 

5 文献講読 ：和仁健太郎「ロシアによるウクライナ軍事侵攻の合法性と国際社会の対応」『国際問題』

（2022 年）No.710 

6 文献講読 ：伊藤一頼「ロシアに対する経済制裁と国際法」『国際問題』（2022 年）No.710 

7 文献講読 ： 酒井啓亘「進行中の武力紛争と国際司法裁判所：ロシア・ウクライナ紛争にみる国際司法

裁判の役割と限界」『国際問題』（2022 年）No.710 

8 文献講読 ：尾崎久仁子「ウクライナにおけるコア・クライム処罰の可能性」『国際問題』（2022 年）No.710 

9 文献講読 ：『国際法研究』11 号（2023 年 3 月刊行予定）所収の論文（ロシアのウクライナ侵略をめぐる国

際法上の課題に関する特集号） 

10 文献講読 ：同上 

11 文献講読 ：同上 

12 文献講読 ：同上 

13 文献講読 ：同上 

14 文献講読 ：同上 

15 文献講読 ：同上 

【履修条件】 

・?学において国際法科?の単位を取得し、かつ、国際法の全範囲を?通り学習し終えていること。 

・報告・議論が可能な?本語能?を有していること。 

・?学卒業程度の英語の読解能?を有していること。 

・購読文献の選定のため、履修希望者は、2023 年 4?9?（日）24 時までに担当教員までメールで連絡するこ

と。メールアドレスは sakamaki@u-shizuoka-ken.ac.jp である。 

【評価方法】 

・授業での取組（授業のための準備、報告（資料を含む）、議論での質問やコメント等）100％ 

・授業への出席は単位取得のための当然且つ必須の要件である。 

・参加者の報告と議論が授業内容となるため、遅刻・欠席の場合は事前にメールで連絡すること。無断での

遅刻・欠席が１回でもある場合は不可とする（やむを得ない事情による場合を除く）。また、12 回以上出席し

なければ単位は付与しない。 

【テキスト】 
・『国際条約集』（有斐閣、2023 年）。 

・講読する文献は第 1 回に発表する。 

【参考書】 ・必要に応じて授業内で指示する。 

【備考】  



【社会人聴講生】 受入不可。 【科目等履修生】 受入不可。 



【科目名】 国際法研究ⅠB International Law I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 坂巻 静佳 

【担当教員】 坂巻 静佳 

【授業の目的】 
本授業の目的は、国際法学について論文を執筆するために不可欠な、国際法に関する文献資料を的確に

理解し評価できる能力と、それについて適切な報告をできる能力を習得することにある。 

【授業の方法】 

・国際判例（英語）又は国際法に関する論文（日本語又は英語）を購読する。 

・報告者が事前に提出した報告資料（文献資料の要約（文章で作成）とレジュメ）もとに文献資料の内容を報

告した後、参加者全員で当該文献資料について議論する。 

・報告資料ははワープロソフトで作成する。 

・初回授業で報告の分担を決定する。参加者の人数によっては、複数回報告を担当することになったり、1

つの文献について複数名で報告を担当したりすることになる場合がある。 

・文献資料は、本学図書館等で入手できる場合は参加者が各自入手する。入手が困難な場合は教員が配

布する。 

・授業（報告資料、報告、議論を含む）は?本語で実施する。 

・COVID-19 の感染が拡大した場合等は、Zoom で実施する。 

【授業展開】 

＊以下の予定は、履修者の構成、進行状況等により変更する場合がある 。以下は国際判例の場合の展開

の予定である（記載の国際判例は例であり、変更の可能性がある）。 

1 イントロダクション・報告割当 

2 文献資料講読 ：The Arctic Sunrise Arbitration (Netherlands v. Russia),  Award on Jurisdiction, 26 

November 2014, pp. 1-10. 

3 文献資料講読 ：Ibid., pp. 10-16. 

4 文献資料講読 ：The Arctic Sunrise Arbitration (Netherlands v. Russia),  Award on the Merits, 14 August 

2015, pp. 1-13.  

5 文献資料講読 ：Ibid., pp. 13-22. 

6 文献資料講読 ：Ibid., pp. 22-30. 

7 文献資料講読 ：Ibid., pp. 30-40. 

8 文献資料講読 ：Ibid., pp. 40-52. 

9 文献資料講読 ：Ibid., pp. 52-61. 

10 文献資料講読 ：Ibid., pp. 61-70. 

11 文献資料講読 ：Ibid., pp. 71-81. 

12 文献資料講読 ：Ibid., pp. 81-90 

13 文献資料講読 ：Ibid., pp. 90-100. 

14 文献資料講読 ：The Arctic Sunrise Arbitration (Netherlands v. Russia),  Award on Compensation, 10 

July 2017, pp. 1-18. 

15 文献資料講読 ：Ibid., pp. 18-34. 

【履修条件】 

・?学において国際法科?の単位を取得し、かつ、国際法の全範囲を?通り学習し終えていること。 

・報告・議論が可能な?本語能?を有していること。 

・?学卒業程度の英語の読解能?を有していること。 

・購読文献の選定のため、履修希望者は、2023 年 10?2?（月）正午 12 時までに担当教員までメールで連絡

すること。メールアドレスは sakamaki@u-shizuoka-ken.ac.jp である。 

【評価方法】 

・授業での取組（授業のための準備、報告（報告資料を含む）、議論での質問やコメント等）100％ 

・授業への出席は単位取得のための当然且つ必須の要件である。 

・参加者の報告と議論が授業内容となるため、遅刻・欠席の場合は事前にメールで連絡すること。無断での

遅刻・欠席が１回でもある場合は不可とする（やむを得ない事情による場合を除く）。また、12 回以上出席し

なければ単位は付与しない。 

【テキスト】 

・『国際条約集』（有斐閣、2023 年）。 

・講読する文献資料は第 1 回に発表する。国際判例の場合は、The Arctic Sunrise Arbitration (Netherlands 

v. Russia)を候補の 1 つとして予定している。 

【参考書】 ・必要に応じて授業内で指示する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 受入不可。 【科目等履修生】 受入不可。 



【科目名】 国際法研究ⅡA International Law II A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 石川 義道 

【担当教員】 石川 義道 

【授業の目的】 

国際通商法の基本テキストである「Van den Bossche/Zdouc, The Law and Policy of the World Trade 

Organization」を講読することで、国際通商法（WTO 法）の基本および応用について学ぶ。それによって現在

起こっている国際通商をめぐる法現象（米中間の通商摩擦など）について理解し、自分なりの評価をくだせる

ようにする。 

【授業の方法】 
受講生による報告、それに基づくディスカッション（教員による解説・補足説明を含む）という形で授業を進め

ていく。なお Covid-19 の感染状況が悪化した場合には Zoom を用いた遠隔授業に切り替える。 

【授業展開】 

1. イントロダクション 

2. 【指定テキスト Chapter 1】International Trade and the Law of the WTO 

3. 同 

4. 同 

（ここでは受講生がすでに学習済であることが想定される「国際通商法の基礎」について確認を行う。） 

5. Chapter 2: The World Trade Organization 

6. 同 

7. 同 

（ここでは「組織」としての WTO について学習する。国際機関としての WTO が具体的にどのように運営され

ているかを学ぶ。） 

8. Chapter 3: WTO Dispute Settlement 

9. 同 

10. 同 

（ここでは WTO の中心的役割の１つである「紛争処理」について学ぶ。） 

11. Chapter 4: Most-Favoured-Nation Treatment 

12. 同 

13. 同 

（ここでは WTO 法原則の中心である最恵国待遇原則について学ぶ。） 

14. Chapter 5: National Treatment 

15. 同 

（ここでは最恵国待遇と並んで WTO 法の原則とされる内国民待遇原則について学ぶ。） 

【履修条件】 
学部レベルの基礎的な国際法及び国際経済法の講義を受講済み、あるいはそれと同等以上の自学自習を

済ませていること。 

【評価方法】 ①授業中の発言（50%）、②担当する報告の内容（50%）により評価を行なう。 

【テキスト】 
Peter Van den Bossche/Werner Zdouc, The Law and Policy of the World Trade Organization, Fifth edition 

(2021, Cambridge University Press) 

【参考書】 参考書は講義のなかで適宜指示・配布する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 聴講可（英語文献が読めること）。 【科目等履修生】 聴講可（英語文献が読めること）。 



【科目名】 国際法研究ⅡB International Law II B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 石川 義道 

【担当教員】 石川 義道 

【授業の目的】 

国際通商法の基本テキストである「Van den Bossche/Zdouc, The Law and Policy of the World Trade 

Organization」を講読することで、国際通商法（WTO 法）の基本および応用について学ぶ。それによって現在

起こっている国際通商をめぐる法現象（米中間の通商摩擦など）について理解し、自分なりの評価をくだせる

ようにする。 

【授業の方法】 
受講生による報告、それに基づくディスカッション（教員による解説・補足説明を含む）という形で授業を進め

ていく。なお Covid-19 の感染状況が悪化した場合には Zoom を用いた遠隔授業に切り替える。 

【授業展開】 

1. イントロダクション 

2. 【指定テキスト Chapter 6】Tariff Barriers 

3. 同 

4. 同 

（ここでは関税等を通じた貿易障壁について学ぶ） 

5. Chapter 7: Non-Tariff Barriers 

6. 同 

7. 同 

（ここではいわゆる「非関税障壁」（関税という形をとらない貿易障壁）を学ぶ。） 

8. Chapter 8: General and Security Exceptions 

9. 同 

10. 同 

（ここでは WTO 原則の例外について定める「一般的例外」および「安全保障例外」について学ぶ。） 

11. Chapter 9: Economic Emergency Exceptions 

12. 同 

13. 同 

（ここでは輸入が急増した場合の対処として輸入国に認められる「セーフガード措置」について学ぶ。） 

14. Chapter 10: Regional Trade Exceptions 

15. 同 

（ここでは近年話題となっている地域貿易協定（NAFTA、CPTPP など）の WTO 協定における規律について

学ぶ。） 

【履修条件】 
学部レベルの基礎的な国際法及び国際経済法の講義を受講済み、あるいはそれと同等以上の自学自習を

済ませていること。 

【評価方法】 ①授業中の発言（50%）、②担当する報告の内容（50%）により評価を行なう。 

【テキスト】 
Peter Van den Bossche/Werner Zdouc, The Law and Policy of the World Trade Organization, Fifth edition 

(2021, Cambridge University Press) 

【参考書】 参考書は講義のなかで適宜指示・配布する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 聴講可（英語文献が読めること）。 【科目等履修生】 聴講可（英語文献が読めること）。 



【科目名】 国際経済学研究ⅠA Studies in International Economics I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 *古川光明 

【担当教員】 *古川光明 

【授業の目的】 

授業を通して、途上国の経済問題や国際協力を分析する基礎や実践的な知識を高めていく。また、併せ

て、以下の力についても養成することを目的としている。 

・政策立案の能力 

・論理的な分析を行う能力 

・文章やプレゼンで効果的に人に伝える能力 

・情報を収集する能力。 

 また、元 JICA 職員が外務省、国連や世界銀行、また、現場で得てきた豊富な業務経験と研究経験から、

現場での実践やリアリティが有機的に繋がるような解説を交えて、どのような経済政策や国際協力が有効

か等について、理論的研究と実証的研究の両面から論じる。 

【授業の方法】 
履修者は毎回、文献レビュー（要約、文献の学術上の意義、弱点、政策的含意）を作成し、その上で議論を

行う。 

【授業展開】 

1. イントロダクション 

2. 文献講読 文献 1（G.キング, R.O.コヘイン, S.ヴァーバ 著 ; 真渕勝 監訳 （2006）『社会科学のリサーチ・

デザイン―定性的研究における科学的推論』勁草書房, 第 1 章） 

3. 文献講読 文献 1：第 2 章 

4. 文献講読 文献 1：第 3 章 

5. 文献講読 文献 1：第 4 章 

6. 文献講読 文献 2（履修者選定の文献①） 

7. 文献講読 文献 2 

8. 文献講読 文献 2 

9. 文献講読 文献 2 

10. 文献講読 文献 2 

11. 文献講読 文献 2 

12. 研究報告①（途上国の経済問題や国際協力の視点を加えて自分の研究テーマ・地域について調査・考

察して報告） 

13. 研究報告② 

14. 研究報告③  

15．研究報告④ 

- 上記予定は、履修者構成等により調整・変更する可能性があります。 

- 候補例の文献の情報は「参考書」参照。ただし実際に扱う文献は履修者の構成と希望に基づいて決定し

ます。 

- 履修者選定の文献は、各人の研究テーマと途上国の経済問題や国際協力の接点を考えて選んでもらい

ます。 

【履修条件】 経済学、国際経済学、開発経済学および計量経済学の基礎知識、英語論文を読みこなす力 

【評価方法】 授業への積極的な参加を５０％、レポート、口頭発表の内容などの平常点を５０％として評価する。 

【テキスト】 

現時点では例えば以下のような文献を読むことを想定しているが、受講者の関心に合わせて選択していく。 

・G.キング, R.O.コヘイン, S.ヴァーバ 著 ; 真渕勝 監訳 （2006）『社会科学のリサーチ・デザイン―定性的研

究における科学的推論』勁草書房 

・児玉谷史朗・佐藤章 ・嶋田晴行（2021）『地域研究へのアプローチ：グローバル・サウスから読み解く世界

情勢』ミネルヴァ書房 

【参考書】 

・古川光明（2014）『国際援助システムとアフリカポスト冷戦期「貧困削減レジーム」を考える』日本評論社 

・古川光明（2022）「スポーツを通じた民族融和の可能性を考える-南スーダンにおける平和構築の取組み-』

創成社 

・アビジット・V・バナジー, エステル・デュフロ 著, 山形 浩生 監訳 （2012）『貧乏人の経済学 ? もういちど

貧困問題を根っこから考える』 

・Bruhn, M., Karlan, D., and Schoar, A. (2010). What capital is missing in developing countries? American 

Economic Review, May 2010: 629-633. 

・Knack, Stephen, and Philip Keefer. 1997."Does social capital have an economic payoff? A cross-country 



investigation." The Quarterly journal of economics: 1251-1288. 

その他の参考文献は、テーマに合わせて、随時紹介する。 

【備考】 

履修登録にあたっては関心分野について明確にした上で担当教員から事前に承諾を得ること。 

なお、授業形態については、COVID-19 の感染状況に応じて対面授業もしくは遠隔授業で行う。また、授業

内の活動、教育効果、その他の事情を考慮して形式を決める。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 履修登録にあたっては関心分野について明

確にした上で担当教員から事前に承諾を得

ること。 



【科目名】 国際経済学研究ⅠB Studies in International Economics I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 *古川光明 

【担当教員】 *古川光明 

【授業の目的】 

本講座では国際経済学の中でも開発経済学などに焦点を当て、途上国の経済問題や国際協力を分析する

基礎を形成する。 

具体的には、授業を通して、途上国の経済問題や国際協力を分析する基礎や実践的な知識を高めていく。

また、併せて、以下の力についても養成することを目的としている。 

・政策立案の能力 

・論理的な分析を行う能力 

・文章やプレゼンで効果的に人に伝える能力 

・情報を収集する能力。 

また、元 JICA 職員が外務省、国連や世界銀行、また、現場で得てきた豊富な業務経験と研究経験から、現

場での実践やリアリティが有機的に繋がるような解説を交えて、どのような政策や国際協力が有効か等につ

いて、理論的研究と実証的研究の両面から論じる。 

【授業の方法】 
履修者は毎回、文献レビュー（要約、文献の学術上の意義、弱点、政策的含意）を作成し、その上で議論を

行う。 

【授業展開】 

1. イントロダクション 

2. 文献講読 文献 1（アビジット・V・バナジー, エステル・デュフロ 著, 山形 浩生 監訳 （2012）『貧乏人の

経済学 ? もういちど貧困問題を根っこから考える』） 

3. 文献講読 文献 1：第 2 章 

4. 文献講読 文献 1：第 3 章 

5. 文献講読 文献 1：第 4 章 

6. 文献講読 文献 2（履修者選定の文献①） 

7. 文献講読 文献 2 

8. 文献講読 文献 2 

9. 文献講読 文献 2 

10. 文献講読 文献 2 

11. 文献講読 文献 2 

12. 研究報告①（途上国の経済問題や国際協力の視点を加えて自分の研究テーマ・地域について調査・考

察して報告） 

13. 研究報告② 

14. 研究報告③  

15．研究報告④ 

- 上記予定は、履修者構成等により調整・変更する可能性があります。 

- 候補例の文献の情報は「参考書」参照。ただし実際に扱う文献は履修者の構成と希望に基づいて決定し

ます。 

- 履修者選定の文献は、各人の研究テーマと途上国の経済問題や国際協力の接点を考えて選んでもらい

ます。 

【履修条件】 経済学、国際経済学、開発経済学および計量経済学の基礎知識、英語論文を読みこなす力 

【評価方法】 授業への積極的な参加を５０％、レポート、口頭発表の内容などの平常点を 50％として評価を行う。 

【テキスト】 

現時点では例えば以下のような文献を読むことを想定しているが、受講者の関心に合わせて選択していく。 

・アビジット・V・バナジー, エステル・デュフロ 著, 山形 浩生 監訳 （2012）『貧乏人の経済学 ? もういちど

貧困問題を根っこから考える』 

・児玉谷史朗・佐藤章 ・嶋田晴行（2021）『地域研究へのアプローチ：グローバル・サウスから読み解く世界

情勢』ミネルヴァ書房 

【参考書】 

・石川滋（2006）『国際開発政策研究』、東洋経済新報社 

・Knack, Stephen, and Philip Keefer. 1997."Does social capital have an economic payoff? A cross-country 

investigation." The Quarterly journal of economics: 1251-1288. 

・谷口美代子（2020 年）『平和構築を支援する ミンダナオ紛争と和平への道』（名古屋大学出版会） 

・古川光明（2014）『国際援助システムとアフリカポスト冷戦期「貧困削減レジーム」を考える』日本評論社 

・古川光明（2022）「スポーツを通じた民族融和の可能性を考える-南スーダンにおける平和構築の取組み-』



創成社 

その他の参考文献は、テーマに合わせて、随時紹介する。 

【備考】 

履修登録にあたっては関心分野について明確にした上で担当教員から事前に承諾を得ること。 

なお、授業形態については、COVID-19 の感染状況に応じて対面授業もしくは遠隔授業で行う。また、授業

内の活動、教育効果、その他の事情を考慮して形式を決める。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 履修登録にあたっては関心分野について明

確にした上で担当教員から事前に承諾を得

ること。 



【科目名】 国際経済学研究ⅡA Studies in International Economics II A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 *古川光明 

【担当教員】 *古川光明 

【授業の目的】 

本講座では国際経済学の中でも開発経済学などに焦点を当て、途上国の経済問題や国際協力を分析する

基礎を形成する。 

具体的には、授業を通して、途上国の経済問題や国際協力を分析する基礎や実践的な知識を高めていく。 

また、併せて、以下の力についても養成することを目的としている。 

・政策立案の能力 

・論理的な分析を行う能力 

・文章やプレゼンで効果的に人に伝える能力 

・情報を収集する能力。 

 また、元 JICA 職員が外務省、国連や世界銀行、また、現場で得てきた豊富な業務経験と研究経験から、

現場での実践やリアリティが有機的に繋がるような解説を交えて、どのような政策や国際協力が有効か等

について、理論的研究と実証的研究の両面から論じる。 

【授業の方法】 
履修者は毎回、文献レビュー（要約、文献の学術上の意義、弱点、政策的含意）を作成し、その上で議論を

行う。 

【授業展開】 

1. イントロダクション 

2. 文献講読 文献 1（古川光明（2022）「スポーツを通じた民族融和の可能性を考える-南スーダンにおける

平和構築の取組み-』創成社 第 1 章） 

3. 文献講読 文献 1：第 2 章 

4. 文献講読 文献 1：第 3 章 

5. 文献講読 文献 1：第 4 章 

6. 文献講読 文献 2（履修者選定の文献①） 

7. 文献講読 文献 2 

8. 文献講読 文献 2 

9. 文献講読 文献 2 

10. 文献講読 文献 2 

11. 文献講読 文献 2 

12. 研究報告①（途上国の経済問題や国際協力の視点を加えて自分の研究テーマ・地域について調査・考

察して報告） 

13. 研究報告② 

14. 研究報告③  

15．研究報告④ 

- 上記予定は、履修者構成等により調整・変更する可能性があります。 

- 候補例の文献の情報は「参考書」参照。ただし実際に扱う文献は履修者の構成と希望に基づいて決定し

ます。 

- 履修者選定の文献は、各人の研究テーマと途上国の経済問題や国際協力の接点を考えて選んでもらい

ます。 

【履修条件】 経済学、国際経済学、開発経済学および計量経済学の基礎知識、英語論文を読みこなす力 

【評価方法】 授業への積極的な参加を 50％、レポート、口頭発表の内容などの平常点を 50％として評価する。 

【テキスト】 

現時点では例えば以下のような文献を読むことを想定しているが、受講者の関心に合わせて選択していく。 

・古川光明（2022）「スポーツを通じた民族融和の可能性を考える-南スーダンにおける平和構築の取組み-』

創成社 

・児玉谷史朗・佐藤章 ・嶋田晴行（2021）『地域研究へのアプローチ：グローバル・サウスから読み解く世界

情勢』ミネルヴァ書房 

【参考書】 

・Furukawa, Mitsuaki (2021),  Sport events and social capital in conflict-affected country: a case study of 

National Unity Day in South Sudan, International Journal of Sport Policy and Politics, DOI: 

10.1080/19406940.2021.1993305 

・古川光明（2014）『国際援助システムとアフリカポスト冷戦期「貧困削減レジーム」を考える』日本評論社 

・Bruhn, M., Karlan, D., and Schoar, A. (2010). What capital is missing in developing countries? American 

Economic Review, May 2010: 629-633. 



・Knack, Stephen, and Philip Keefer. 1997."Does social capital have an economic payoff? A cross-country 

investigation." The Quarterly journal of economics: 1251-1288. 

その他の参考文献は、テーマに合わせて、随時紹介する。 

【備考】 

履修登録にあたっては関心分野について明確にした上で担当教員から事前に承諾を得ること。 

なお、授業形態については、COVID-19 の感染状況に応じて対面授業もしくは遠隔授業で行う。また、授業

内の活動、教育効果、その他の事情を考慮して形式を決める。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 国際経済学研究ⅡB Studies in International Economics II B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 *古川光明 

【担当教員】 *古川光明 

【授業の目的】 

本講座では国際経済学の中でも開発経済学などに焦点を当て、途上国の経済問題や国際協力を分析する

基礎を形成する。 

具体的には、授業を通して、途上国の経済問題や国際協力を分析する基礎や実践的な知識を高めていく。

また、併せて、以下の力についても養成することを目的としている。 

・政策立案の能力 

・論理的な分析を行う能力 

・文章やプレゼンで効果的に人に伝える能力 

・情報を収集する能力。 

 また、元 JICA 職員が外務省、国連や世界銀行、また、現場で得てきた豊富な業務経験と研究経験から、

現場での実践やリアリティが有機的に繋がるような解説を交えて、どのような政策や国際協力が有効か等に

ついて、理論的研究と実証的研究の両面から論じる。 

【授業の方法】 
履修者は毎回、文献レビュー（要約、文献の学術上の意義、弱点、政策的含意）を作成し、その上で議論を

行う。 

【授業展開】 

1. イントロダクション 

2. 文献講読 文献 1（古川光明（2014）『国際援助システムとアフリカポスト冷戦期「貧困削減レジーム」を考

える』日本評論社） 

3. 文献講読 文献 1：第 2 章 

4. 文献講読 文献 1：第 3 章 

5. 文献講読 文献 1：第 4 章 

6. 文献講読 文献 2（履修者選定の文献①） 

7. 文献講読 文献 2 

8. 文献講読 文献 2 

9. 文献講読 文献 2 

10. 文献講読 文献 2 

11. 文献講読 文献 2 

12. 研究報告①（途上国の経済問題や国際協力の視点を加えて自分の研究テーマ・地域について調査・考

察して報告） 

13. 研究報告② 

14. 研究報告③  

15．研究報告④ 

- 上記予定は、履修者構成等により調整・変更する可能性があります。 

- 候補例の文献の情報は「参考書」参照。ただし実際に扱う文献は履修者の構成と希望に基づいて決定し

ます。 

- 履修者選定の文献は、各人の研究テーマと途上国の経済問題や国際協力の接点を考えて選んでもらい

ます。 

【履修条件】 経済学、国際経済学、開発経済学および計量経済学の基礎知識、英語論文を読みこなす力 

【評価方法】 授業への積極的な参加を５０％、レポート、口頭発表の内容などの平常点を５０％として評価を行う。 

【テキスト】 

現時点では例えば以下のような文献を読むことを想定しているが、受講者の関心に合わせて選択していく。 

・古川光明（2014）『国際援助システムとアフリカポスト冷戦期「貧困削減レジーム」を考える』日本評論社 

・Furukawa, Mitsuaki (2021) Peace and Unity Through Sports ? South Sudan’s First “National Unity Day” 

and its Inagural Olympic Particiaiton, JICA Ogata Sadako Research Institute for Peace and Development  

・児玉谷史朗・佐藤章 ・嶋田晴行（2021）『地域研究へのアプローチ：グローバル・サウスから読み解く世界

情勢』ミネルヴァ書房 

【参考書】 

・谷口美代子（2021）『平和構築を支援する ミンダナオ紛争と和平への道』名古屋大学出版会 

・Furukawa, Mitsuaki (2020),The International Development Assistance Regime: From Poverty Reduction to 

the SDGs, Asian Development Perspectives 2020;11(2):83-105 

pISSN 2635-4659, eISSN 2636-4683https://doi.org/10.22681/ADP.2020.11.2.83  

・Furukawa, Mitsuaki (2020) The effect of project aid fragmentation on economic growth, Development in 



Practice, 30:2, 220-233, DOI: 10.1080/09614524.2019.1662371 (査読付き論文) 

・Furukawa, Mitsuaki and Daniel Deng (2019) “Social Capital Across Agro-Pastoral Assets in the Abyei Area 

With Reference to Amiet “Peace” Market”, Journal of Peacebuilding & Development 2019, Vol. 14(2) 164-

178 

授業の進捗状況に応じて検討していく。 

【備考】 

履修登録にあたっては関心分野について明確にした上で担当教員から事前に承諾を得ること。 

なお、授業形態については、COVID-19 の感染状況に応じて対面授業もしくは遠隔授業で行う。また、授業

内の活動、教育効果、その他の事情を考慮して形式を決める。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 国際開発研究ⅡA International Development Studies II A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 飯野 光浩 

【担当教員】 飯野 光浩 

【授業の目的】 

現在、中国などの新興国や途上国の開発問題は経済学、政治学、社会学など様々な分野から研究・分析さ

れている。本講義では開発を主に貧困からの脱却と捉えて、途上国・新興国の開発に関する諸問題を経済

学、特に開発経済学の観点から学習していく。その過程を通じて、途上国の経済開発の諸課題を認識して

論理的に理解し、その課題の本質を的確に見極めことができるようにすることが、目的である。 

【授業の方法】 

基本的には、受講生の研究テーマや修論テーマを踏まえた論文の輪読形式である。つまり、受講生の希望

を聞いた上で、それに沿ったテーマに関連する途上国経済の開発に関する論文や資料を読み込み、その内

容をパワーポイントで発表する。その発表を踏まえて、議論を展開していく。 

 但し、適宜、受講者の修論テーマや研究テーマについてもパワーポイントで発表してもらう。詳細は授業展

開を参照のこと。 

【授業展開】 

受講者と適宜相談して、スケジュールを調整する。 

以下は過去の例である。参考として示すが、あくまで受講生の希望に応じて、柔軟に対応する。 

第 1 回 経済学理解度確認テスト、ガイダンス 

第 2 回～第 3 回 開発経済学の基礎に関する論文・資料その 1 

第 4 回～第 5 回 開発経済学の基礎に関する論文・資料その 2 

第 6 回～第 7 回 開発経済学の基礎に関する論文・資料その 3 

第 8 回～第 9 回 開発経済学の基礎に関する論文・資料その 4 

第 10 回 受講者の修論テーマや研究テーマに関するプレゼンとディスカッション 

第 11 回～第 12 回 開発経済学の応用（受講者の修論テーマや研究テーマに対応した）に関する文献その

1 

第 13 回～第 14 回 開発経済学の応用（受講者の修論テーマや研究テーマに対応した）に関する文献その

2 

第 15 回 受講者の修論テーマや研究テーマの進捗状況のプレゼントとディスカッション 

【履修条件】 
BRICS などの新興国や途上国経済の経済発展に関心があること。 

学部生レベルのミクロ経済学、マクロ経済学、計量経済学の理解があること。 

【評価方法】 
講義中の発表・発言や議論、修論テーマや研究テーマに関するプレゼンを総合評価して決定する。 

具体的割合は講義中の発表・発言 20％、議論 30％、テーマに関するプレゼン 50％である。 

【テキスト】 

受講生の研究テーマに即して、適宜、配布・紹介する。 

具体的には、Journal of Development Economics, Economic Journal, American Economic Review, Journal of 

Economic Literature, Journal of Economic Perspectives 等の専門雑誌から適切な論文を選んで、適宜、配

布・紹介する。 

一例として、過去に使用した文献を 2 つ挙げる 

Dani Rodrik(1996)"Understanding Economic Policy Reform", Journal of Economic Literature, Vol.34, 9-41pp 

Nicholas Stern(1989)"The Economics of Development: A Survey", The Economic journal, Vol.99, 597-685pp 

【参考書】 特になし 

【備考】 

本講義の履修を希望する学生は、4 月の初回講義日の前日までに、自分の研究テーマや修士論文の 

テーマ、関心のあるテーマを E-mail（iino@u-shizuoka-ken.ac.jp）で連絡すること。 

教材選びの参考にする。 

授業形態について 

対面授業のみの形式で実施する 

【社会人聴講生】 可 但し、本講義を履修するのに必

要な基礎知識を確認するため、以

下の条件を課す。 

条件） 

１）学部生レベルの経済学に関する

試験を実施する。 

２）本講義では、主に英語文献を使

用し、英語で議論する場合がある

ため、必要な英語力を確認する試

【科目等履修生】 可 但し、本講義を履修するのに必要な基礎

知識を確認するため、以下の条件を課す。 

条件） 

１）学部生レベルの経済学に関する試験を実

施する。 

２）本講義では、主に英語文献を使用し、英

語で議論する場合があるため、必要な英語

力を確認する試験を実施する。 

その試験で基礎知識が習得されていると確



験を実施する。 

その試験で基礎知識が習得されて

いると確認されれば、履修できる。 

認されれば、履修できる。 



【科目名】 国際開発研究ⅡB International Development Studies II B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 飯野 光浩 

【担当教員】 飯野 光浩 

【授業の目的】 

現在、中国などの新興国や途上国の開発問題は経済学、政治学、社会学など様々な分野から研究・分析さ

れている。本講義では開発を主に貧困からの脱却と捉えて、途上国・新興国の開発に関する諸問題を経済

学、特に開発経済学の観点から学習していく。その過程を通じて、途上国の経済開発の諸課題を認識して

論理的に理解し、その課題の本質を的確に見極めことができるようにすることが、目的である。 

【授業の方法】 

基本的には、受講生の研究テーマや修論テーマを踏まえた論文の輪読形式である。つまり、受講生の希望

を聞いた上で、それに沿ったテーマに関連する途上国経済の開発に関する論文や資料を読み込み、その内

容をパワーポイントで発表する。その発表を踏まえて、議論を展開していく。 

 但し、適宜、受講者の修論テーマや研究テーマについてもパワーポイントで発表してもらう。詳細は授業展

開を参照のこと。 

【授業展開】 

受講者と適宜相談して、スケジュールを調整する。 

以下は過去の例である。参考として示すが、あくまで受講生の希望に応じて、柔軟に対応する。 

第 1 回 ガイダンス、国際開発研究ⅡA の復習 

第 2 回 修論中間発表の準備もしくは研究テーマに関するプレゼントとディスカッション 

第 3 回～第 4 回 開発経済学の応用（受講者の修論テーマや研究テーマに対応した）に関する論文その 1 

第 5 回～第 6 回 開発経済学の応用（受講者の修論テーマや研究テーマに対応した）に関する論文その 2 

第 7 回～第 8 回 開発経済学の応用（受講者の修論テーマや研究テーマに対応した）に関する論文その 3 

第 9 回～第 10 回 開発経済学の応用（受講者の修論テーマや研究テーマに対応した）に関する論文その 4 

第 11 回 修士論文の進捗状況や自分の研究テーマに関するプレゼンとディスカッション  

第 12 回～第 13 回 開発経済学の応用（受講者の修論テーマや研究テーマに対応した）に関する論文その

5 

第 14 回～第 15 回 修士論文や自分の研究テーマに関するプレゼンとディスカッション 

【履修条件】 
BRICS などの新興国や途上国経済の発展に関心があること。 

学部生レベルのミクロ経済学、マクロ経済学、計量経済学の理解があること。 

【評価方法】 
講義中の発表・発言や議論、修論テーマや研究テーマに関するプレゼンを総合評価して決定する。 

具体的割合は講義中の発表・発言 20％、議論 30％、テーマに関するプレゼン 50％である。 

【テキスト】 

受講生の研究テーマに即して、適宜、配布・紹介する。 

一例として、過去に取り上げた論文を 2 つ挙げる 

Melanie Beresford(2008)"Doi Moi in Review: The Challenges of Building Market Socialism in Vietnam", 

Journal of Contemporary Asia, Vol.38, No.2, 221-243pp 

World Bank(2002)"Building Institutions for Markets", World Development Report 2002, Chapter5 

【参考書】 特になし 

【備考】 

本講義の履修を希望する学生は、10 月の初回講義日の前日までに、自分の研究テーマや修士論文の 

テーマ、関心のあるテーマを E-mail（iino@u-shizuoka-ken.ac.jp）で連絡すること。 

教材選びの参考にする。 

授業形態について 

対面授業のみの形式で実施する 

【社会人聴講生】 可 但し、本講義を履修するのに必

要な基礎知識を確認するため、以

下の条件を課す。 

条件） 

１）学部生レベルの経済学に関する

試験を実施する。 

２）本講義では、主に英語文献を使

用し、英語で議論する場合がある

ため、必要な英語力を確認する試

験を実施する。 

その試験で基礎知識が習得されて

いると確認されれば、履修できる。 

【科目等履修生】 可 但し、本講義を履修するのに必要な基礎

知識を確認するため、以下の条件を課す。 

条件） 

１）学部生レベルの経済学に関する試験を実

施する。 

２）本講義では、主に英語文献を使用し、英

語で議論する場合があるため、必要な英語

力を確認する試験を実施する。 

その試験で基礎知識が習得されていると確

認されれば、履修できる。 



【科目名】 国際経営研究ⅠA International Management I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 宮崎晋生 

【担当教員】 宮崎晋生 

【授業の目的】 

国際政治経済および開発を研究する上で、民間企業の国際関係への影響について考察するフレームワー

クを学ぶ。 

民間企業経営の視点から、国際政治・開発での世界的課題に関して分析する能力を得ることができる。 

【授業の方法】 

・民間企業の戦略的行動・国際展開・イノヴェーションに関する論文・文献購読 

・具体的な国際経営戦略や組織経営の事例に関してディスカッション 

・国際企業の動向に関する調査発表 

受講者の関心・テーマを踏まえながら、以上３つを組み合わせて進めてゆく予定である。 

【授業展開】 

以下１５回をおおよそ３つのセクションに分けて進めてゆく 

セクション１ イントロダクション 

１ イントロダクション：受講者の関心ヒアリングおよび展開の説明 

２ グローバル経営戦略に関する入門的論文講読（１） 

３ グローバル経営戦略に関する入門的論文講読（２） 

４ グローバル経営戦略に関する入門的論文講読（３） 

セクション２ イノヴェーションと企業経営 

５ イノヴェーションと産業政策（１）日本の産業政策を振り返る 

６ イノヴェーションと産業政策（２）海外（欧州）での動向 

７ デジタル化とイノヴェーション（１）スタートアップとイノヴェーション 

８ デジタル化とイノヴェーション（２）新興国の Leap Frogging 現象とデジタル化 

９ デジタル化とイノヴェーション（３）産業クラスターとボーングローバル・スタートアップの簇生 

１０ 具体的ケーススタディ討論 

セクション３ 企業の国際展開 

１１ 国際展開に関する文献講読（１）国際戦略のパターン 

１２ 国際展開に関する文献講読（２）現地適応の新しい展開 

１３ 国際展開に関する文献講読（３）デジタル化とグローバリゼーション 

１４ 国際展開に関する文献講読（４）リヴァース・イノヴェーション 

１５ 期末プレゼンテーション：修士論文との関連について 

【履修条件】 なし 

【評価方法】 文献講読での発表・発言(50%)&期末プレゼンテーション（50%)を総合して評価する。 

【テキスト】 

以下予定しているが受講者と相談して決定してゆく。 

M.  E. Porter, On Competition, HBS Press 

Bartlett & Ghoshal, Managing Across Borders, HBS Press 

C. Christensen, Innovator's Dilemma, HBS Press 

R. Florida, The Rise of The Creative Class, Basic Books 

- , Who's Your City, Basic Books 

M. Mazzucato, Mission Economy: A Moonshot Guide to Changing Capitalism, Harper Business 

- , The Entrepreneurial State: Debunking Public vs. Private Sector Myths, Penguin Books 

深尾京司・日本経済研究センター『日本企業の東アジア戦略』日本経済新聞出版社、2008 年 

松原宏編『日本のクラスター政策と地域イノベーション』東大出版会 

若杉隆平『現代日本企業の国際化』岩波書店 

【参考書】 Verbeke, International Business Strategy, Cambridge 

【備考】  

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  



【科目名】 国際経営研究ⅠB International Management I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 宮崎晋生 

【担当教員】 宮崎晋生 

【授業の目的】 

国際政治経済および開発を研究する上で、民間企業の国際関係への影響について考察するフレームワー

クを学ぶ。企業が国際関係の中で果たす役割について後期は前期を踏まえ、各人の関心・テーマから、民

間営利セクター（多国籍企業）が果たすべき役割とは何か、どのような CSR/CSV が期待されるか、議論・提

案してもらう場にしたいと考えている。 

この議論・提案を通じて、貧困や環境破壊、社会開発には民間企業のイノベーションは関係するのみなら

ず、人々の経済的自立や持続可能な社会建設には自発的な企業家精神や現場に根ざしたフロネシス(実践

的な技術と知)を得ることができる。 

【授業の方法】 

・民間企業の戦略的行動・国際展開・イノヴェーションに関する論文・文献購読 

・具体的な国際経営戦略や組織経営の事例に関してディスカッション 

・国際企業の動向に関する調査発表 

受講者の関心・テーマを踏まえながら、以上３つを組み合わせて進めてゆく予定である。 

【授業展開】 

以下１５回をおおよそ４セクションに分けて進めてゆく 

セクション１ 産業組織と国際競争力の展開  

１ イントロダクション：受講者の関心ヒアリングおよび展開の説明 

２ 産業組織に関する文献講読/議論(1) 

３ 産業組織に関する文献講読/議論(2) 

４ 産業組織に関する文献講読/議論(3) 

５ 事例討論・リサーチ発表 

セクション２ 国際化と組織マネジメントの課題  

６ 国際化に伴う組織マネジメントに関する文献講読 1) 

７ 国際化に伴う組織マネジメントに関する文献講読(2) 

８ 具体的ケーススタディ討論 

セクション３ 持続可能性と国際経営戦略 

9 文献講読（１）持続可能性と企業経営に関する論文講読 

10 〃（２）持続可能性と企業経営に関する論文講読 

11 〃（３）デジタル化と持続可能性についての論文講読 

12 具体的ケーススタディ討論 or 調査発表 

セクション４ グローバル経営と国際政治経済 

13 地政学的リスクとグローバル経営 

14 ディスカッション 

15 期末プレゼンテーション 

【履修条件】 なし 

【評価方法】 文献講読での発表・発言(50%)&期末プレゼンテーション（50%)を総合して評価する。 

【テキスト】 

以下予定しているが受講者と相談して決定してゆく。 

R. Hahn, Sustainability Management: Global Perspectives on Concepts, Instruments, and 

Stakeholders, Rüdiger Hahn 

A. B. Carrol et. al., Business & Society: Ethics, Sustainability, and Stakeholder Management, 

South-Western Pub 

Schumpeter, J. (1942). Capitalism, Socialism and Democracy. New York: Harper. 

Tirole, Jean (1988). The Theory of Industrial Organization. Cambridge: MA: MIT Press. 

名城・大西『産業組織のエッセンス』有斐閣 

イアン・スマイリー『貧困を救うテクノロジー』 

安保哲夫他『日本型経営・生産システムとＥＵ ハイブリッド工場の比較分析』ミネルヴァ書房 

公文溥他『アフリカの日本企業』法政大学イノベーション・マネジメント研究センター叢書 

浅川和宏『グローバル経営入門』日本経済新聞出版 

【参考書】 Verbeke, International Business Strategy, Cambridge 

【備考】  

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  



【科目名】 国際行動研究 A International Behavior Studies A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 高畑 幸 

【担当教員】 高畑 幸 

【授業の目的】 

＜授業概要＞ 

国境を超える女性の移動 

20 世紀後半から、アジア各地において国境を超える女性の移動が顕在化した。大きく分けて結婚移民（外

国で居住する男性との結婚による国際移動）と、出稼ぎ労働である。特に後者は 1990 年代から「移民の女

性化」として、出身家族および母子関係を大きく変えるものとされ、社会問題化した。本科目では、結婚移民

および家事労働者や介護労働者等として外国で働く女性たちとその家族の葛藤に関する文献の輪読から、

この課題への理解を深めることを目的とする。 

＜到達目標＞ 

・結婚移民および国際労働力移動に関する理解を深める。 

・移民の女性化の概念および課題に関する理解を深める。 

・現在の国際人口移動に関する事例を一つ取り上げて資料を作成し、プレゼンテーションをできるようにす

る。 

【授業の方法】 

＜授業方法＞ 

・テキストの輪読と受講生による関連文献の紹介。 

・各自の研究報告と質疑応答。 

・対面を原則とするが、受講生の希望により対面・遠隔併用も可能。 

【授業展開】 

1. ガイダンス 

2. テキストの輪読 1「第 1 章 親密性の労働と国際移動」（レジュメ作成による報告） 

3. テキストの輪読 2「第 2 章 現代日本におけるジェンダー構造と国際結婚女性のシティズンシップ」 

4. テキストの輪読 3「第 3 章 不法滞在をする側の論理―とくに性風俗産業で働く人びとについて」 

5. テキストの輪読 4「第 4 章 韓国におけるケア労働市場及び移住ケアワーカーの位置づけ」 

6. テキストの輪読 5「第 5 章 台湾におけるケアの不足と外国人労働者・結婚移民」 

7. テキストの輪読 6「第 6 章 親密性の労働を担う JFC」 

8. テキストの輪読 7「第 7 章 セーフティネットとしての故郷―非都市部に生きるマレーシア華人家族の再生

産労働と生存戦略」 

9. テキストの輪読 8「第 8 章 ラブ・ゲインーシンガポールの住み込み外国人家事労働者にみる親密性の変

容」 

10. テキストの輪読 9「第 9 章 東アジアにおける移民労働と市民社会」 

11. 受講生による関連文献および事例の紹介 1 （日本語文献も可、レジュメ作成による報告） 

12. 受講生による関連文献および事例の紹介 2 

13. 受講生による関連文献および事例の紹介 3 

14. 受講生による関連文献および事例の紹介 4 

15. 受講生による関連文献および事例の紹介 5 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 授業への参加（発言、レジュメ作成による報告、質疑応答）50％、レポート 50％。 

【テキスト】 安里和晃編（2018）『国際移動と親密圏』京都大学学術出版会． 

【参考書】 落合恵美子・赤枝香奈子編、2012、『アジア女性と親密性の労働』京都大学学術出版会 

【備考】  

【社会人聴講生】 受入れ可。 【科目等履修生】 受入れ可。 



【科目名】 国際行動研究 B International Behavior Studies B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 高畑 幸 

【担当教員】 高畑 幸 

【授業の目的】 

＜授業概要＞ 

国境を超える女性の移動 

20 世紀後半から、アジア各地において国境を超える女性の移動が顕在化した。大きく分けて結婚移民（外

国で居住する男性との結婚による国際移動）と、出稼ぎ労働である。特に後者は 1990 年代から「移民の女

性化」として、出身家族および母子関係を大きく変えるものとされ、社会問題化した。本科目では、結婚移民

および家事労働者や介護労働者等として外国で働く女性たちとその家族の葛藤に関する文献の輪読から、

この課題への理解を深めることを目的とする。 

＜到達目標＞ 

・結婚移民および国際労働力移動に関する理解を深める。 

・移民の女性化の概念および課題に関する理解を深める。 

・現在の国際人口移動に関する事例を一つ取り上げて資料を作成し、プレゼンテーションをできるようにす

る。 

【授業の方法】 

＜授業方法＞ 

・テキストの輪読と受講生による関連文献の紹介 

・各自の研究報告と質疑応答。 

・対面を原則とするが、受講生の希望により対面・遠隔併用も可能。 

【授業展開】 

1. ガイダンス 

2. テキストの輪読 1（レジュメ作成による報告）"Chapter 1. A Very Tiny Problem" 

3. テキストの輪読 2 "Chapter 2. Ethnography and Everyday Life" 

4. テキストの輪読 3 "Chapter 3. Women" 

5. テキストの輪読 4 "Chapter 4. Men" 

6. テキストの輪読 5 "Chapter 5. Sex and Babies" 

7. テキストの輪読 6 "Chapter 6. Wives and Workers" 

8. テキストの輪読 7 "Chapter 7. Asylum Seekers and Overstayers" 

9. テキストの輪読 8 "The Migratory Cycle of Atonement" 

10. テキストのまとめ 

11. 受講生による関連文献および事例の紹介 1 （日本語文献も可、レジュメ作成による報告） 

12. 受講生による関連文献および事例の紹介 2 

13. 受講生による関連文献および事例の紹介 3 

14. 受講生による関連文献および事例の紹介 4 

15. 受講生による関連文献および事例の紹介 5 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 授業への参加（発言、レジュメ作成による報告、質疑応答）50％、レポート 50％。 

【テキスト】 
Constable, Nicole, 2014, Born Out of Place: Migrant Mothers and the Politics of International Labor, Berkeley: 

University of California Press. 

【参考書】 
落合恵美子・赤枝香奈子編、2012、『アジア女性と親密性の労働』京都大学学術出版会 

安里和晃、2018、『国際移動と親密圏』京都大学学術出版会 

【備考】  

【社会人聴講生】 受入れ可。 【科目等履修生】 受入れ可。 



【科目名】 国際社会研究ⅠA Studies in International Society I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 石井由香 

【担当教員】 石井由香 

【授業の目的】 

本授業では、マイグレーション（人の国際移動）研究の主要な概念と現在の課題を学び、マイグレーション現

象およびこれをめぐる社会・政治動向を社会科学の概念を踏まえて体系的に理解できるようにする。特に社

会学、政治学を中心とした概念を学び、身に付ける。 

【授業の方法】 
テキストの講読と討論。演習形式で授業を行う。 

対面で実施。ただし、新型コロナウイルス感染拡大状況により、遠隔授業の可能性あり。 

【授業展開】 

各回の授業内容は、テキストに沿って次の通り予定している。 

1. オリエンテーション 

2. Border: meanings, practices and fields in academia, politics, and public domains 

3. Citizenship: from liberal right to neoliberally earned 

4. Cohesion: beyond the diversity threatening hypothesis 

5. Cosmopolitanism: moral universalism and the politics of migration 

6. Discrimination: studying the racialized structure 

7. Diversity: polyphony of the concept 

8. Identity and immigration: core concepts 

9. Integration: a critical view 

10. Interculturalism: reimagining dialogue and connectedness 

11. Mobility and migration: physical, contextual, and perspectival interpretations 

12. Multiculturalism: maximum misunderstanding 

13. Secularism: political secularism and post-immigration 

14. Tolerance: recognition, reasonable accomodation, and minority rights 

15. Transnationalism: theory and experience 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 文献要約、要約に関する発表、討論への参加の評価（60％）、課題レポートの評価（40％） 

【テキスト】 
Zapata-Barrero, Richard, Dirk Jacobs, and Rova Kastoryano, eds., 2022, Contested Concepts in Migration 

Studies, London and New York: Routledge. 

【参考書】 授業時に指示する。 

【備考】 特になし 

【社会人聴講生】 受入不可 【科目等履修生】 受入不可 



【科目名】 国際社会研究ⅠB Studies in International Society I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 石井由香 

【担当教員】 石井由香 

【授業の目的】 

本授業では、マイグレーション（人の国際移動）研究の主要な理論動向と現在の課題を学び、マイグレーショ

ン現象およびこれをめぐる社会・政治動向を方法論を踏まえて理解できるようにする。社会学、政治学、文

化人類学、経済学など、さまざまな方法論によるマイグレーション現象に対するアプローチへの理解を深め

る。 

【授業の方法】 
テキストの講読と討論。演習形式で授業を行う。 

対面で実施。ただし、新型コロナウイルス感染拡大状況により、遠隔授業の可能性あり。 

【授業展開】 

各回の授業内容は、テキストに沿って次の通り予定している。 

1. オリエンテーション 

2. Introduction 

3. Demography and Migration (1) 

4. Demography and Migration (2) 

5. Economic Aspects of Migration (1) 

6. Economic Aspects of Migration (2) 

7. The Sociology of International Migration (1) 

8. The Sociology of International Migration (2) 

9. Theorizing Migration in Anthropology (1) 

10. Theorizing Migration in Anthropology (2) 

11. Geographical Theories of Migration (1) 

12. Geographical Theories of Migration (2) 

13. The Politics of Internaitional Migration (1) 

14. The Politics of International Migration (2) 

15. The State of Migration Theory 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 文献要約、要約に関する発表、討論への参加の評価（60％）、課題レポートの評価（40％） 

【テキスト】 
Brettell, Caroline B., and James F. Hollifield eds., 2022, Migration Theory: Talking across Disciplines 4th 

Edition, London and New York: Routledge. 

【参考書】 授業時に指示する。 

【備考】 特になし 

【社会人聴講生】 受入不可 【科目等履修生】 受入不可 



【科目名】 国際社会研究ⅢA Studies in International Society III A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 二羽泰子 

【担当教員】 二羽泰子 

【授業の目的】 
障害、性・ジェンダー、人種、植民地化を経験した者など、異なるマイノリティグループに共通する最新の理

論を検討し、これを国際的に議論されている共生に関する問題の分析に応用できるようになる。 

【授業の方法】 

演習形式で行う。受講生は、提示する文献リスト（多くは英語文献）の中から関心のある理論文献を読んで

要約レジュメを作成し発表する。また、その内容に関連するディスカッションを通じて理論の内容を検討す

る。 

 文献は社会学、政治哲学、文化人類学などの分野を中心に、幅広い領域から選定する。 

 感染対策や受講生への配慮の関連で必要が生じた場合には、オンライン（同時双方向形式）および課題

配信を組み合わせた形式を取り入れる可能性がある。 

【授業展開】 

1. イントロダクション 

2. 文献講読１：差別・マイノリティに関わる文献講読 （例：キムジヘ（尹怡景訳）、2021、『差別はたいてい悪

意のない人がする: 見えない排除に気づくための 10 章』） 

3. 文献 1 に関するディスカッション 

4. 文献講読 2：平等・不平等論、差別論、排除・包摂論に関連する文献を受講生の関心に合わせて選定予

定。 

5. 文献 2 に関するディスカッション 

6. 文献講読 3： ジェンダー、人種・民族、ポストコロニアリズム、障害などのマイノリティに関わる履修者選定

文献 

7. 文献 3 に関するディスカッション 

8. 文献講読 4 ：アフリカ・アジア・南米等の地域特有の共生に関わる履修者選定文献 

9. 文献 4 に関するディスカッション 

10. 文献講読 5：マイノリティ研究の主要な理論に関わる履修者選定文献（1 章分）1 回目 

11. 文献講読 5：マイノリティ研究の主要な理論に関わる履修者選定文献（1 章分）2 回目 

12. 文献講読 5：マイノリティ研究の主要な理論に関わる履修者選定文献（1 章分）3 回目 

13. 文献講読 5：マイノリティ研究の主要な理論に関わる履修者選定文献（1 章分）4 回目 

14. 文献講読 5：マイノリティ研究の主要な理論に関わる履修者選定文献（1 章分）5 回目 

15. 文献 5 に関するディスカッション 

【履修条件】 
マイノリティグループの共生の問題に関心があれば、特別な知識は問わない。ただし、取り扱う研究領域の

性格上、英語文献が多くなることから、英語文献の講読をいとわない者の受講を歓迎する。 

【評価方法】 

課題文献の理解（要約レジュメや授業中の発表等により判定） 40%、授業への参加度 （ディスカッションや

質疑応答、課題の提出等により判定） 40%、扱った理論の応用（授業における課題や発言の内容により判

定） 20% 

【テキスト】 受講生の関心に応じて適宜指定する 

【参考書】 

Dilip K. Das, 2011, '''At risk': gender, sexuality, and epidemic logic", Subalternity and Difference. 

（エイズという感染症をめぐって展開されたポリティクスは、植民地主義的、性・ジェンダー規範的な論理に基

づいていた。誰しも無関係ではないはずの感染症が、特定のマイノリティを象徴するものとして意味づけら

れ、正当化されていく過程を分析し、感染症が一つの病気としてのみならず、社会的に創り出されるマイノリ

ティ化の「感染」として広がっていくことを明らかにする。） 

Joy Moncrieffe and Rosalind Eyben (ed.), The Power of Labelling: How People Are Categorized and Why it 

Matters, published by Earthscan in the UK and USA in 2007. 

（カテゴリ化に伴っていかにマイノリティが作られるのかという根本的な問いから出発し、国際援助などの実

践現場において、それらがどのように機能し、影響を与えているのかについて、ラベリング・スティグマ・ハビ

トゥスなどの中範囲の理論を用いて分析している読み応えのある書）  

キムジヘ（尹怡景訳）、2021、『差別はたいてい悪意のない人がする: 見えない排除に気づくための 10 章』） 

Mary Romero and Eric Margolis (ed.), 2005, The Blackwell Companion to Social Inequalities,  

（不平等に関わる議論で構成された充実した書。人種・移民問題はもちろん、ジェンダーや障害、ホームレス

に関わる問題など、様々なトピックで専門的に議論している論文が掲載されている。シチズンシップ、メディ

ア、IT などの新しい切り口の論文も多い。） 

Rita Dhamoon, 2009, "Rethinking Accounts of the immigrant", Identity/Difference Politics. 



（カテゴリ化による移民の排除が、「白人優位規範」、「健常者優位規範」、「異性愛・ジェンダー規範」などに

基づいて正当化されることを明らかにすることで、「移民」カテゴリそのものを再検討していく。） 

Rita Dhamoon， 2009, "REGULATING DIFFERENCE: Accounts of Deaf and Trans-sexual Difference", 

Identity/Difference Politics. 

（聞こえないという障害は克服されなければならないとする主流の文化に対して、手話によるろう文化といっ

た異なる意味づけがされることによって、アイデンティティと差異をめぐるポリティクスに新たな展開が浮上す

る。それは異性愛主義やジェンダー規範に対するトランスセクシュアルな実践にも当てはまる。そのようにア

イデンティティは意味づけに応じて創られ変容するのである。） 

 Rita Dhamoon， 2009, "ACCOUNTS OF RACIALIZED GENDERING: Domination and Relational Othering", 

Identity/Difference Politics 

（西洋人なのか先住民なのか、あるいはイスラム教かそうでないのか、といった二項対立でなされる意味づ

けに対し、そのような意味づけだけでは収まらない人々の経験が抜け落ちているという批判がある。女性先

住民と、イスラム女性の分析を通して、西洋至上主義、性差別、宗教差別といったジェンダーや人種が交差

する人々の関係性の問題に迫る。） 

Swati Parashar, "Terrorism and the Postcolonial ‘State’", Routledge Handbook of Postcolonial Politics, 

2018. 

（テロは悪であり、排除されるべきである、といった主張は、テロが誰にとっての「脅威」であるのかを覆い隠

してきた。主流の体制に異議を唱え革命を起こすことはすなわち、その体制において優位である人々にとっ

てのテロになりうる。植民地からの独立を経て、マウイ等の少数民族の反発を経験してきたインドを事例に、

テロと国家体制との関係性を再検討する。） 

上野千鶴子、1996、「複合差別論」（岩波講座 現代社会学 第 15 巻)『差別と共生の社会学』岩波書店。 

（マイノリティの周辺で一般に認識されるカテゴリである障害者、女性、被差別人種等のインターセクショナル

（複合的）関係性を、差別を題材として分析している。マイノリティ問題の関係性を検討するうえで、大いに参

考になる論文。） 

【備考】 
受講生の人数や関心に応じて授業内容や形式を変更する可能性がある。最初の授業で授業の進め方につ

いて相談しながら決定するため、できるだけ初回の授業から出席してほしい。 

【社会人聴講生】 可（要面談） 【科目等履修生】 可（要面談） 



【科目名】 国際社会研究ⅢB Studies in International Society III B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 二羽泰子 

【担当教員】 二羽泰子 

【授業の目的】 

障害学、批判的人種理論、多文化主義、クイア理論、ジェンダー論、ポストコロニアリズム等、異なる領域と

して発展してきたマイノリティ研究間の接点について検討し、複雑化する国際的な共生の課題へのアプロー

チを理解したうえで、自らの研究対象に関わる実践と結びつけることができる。 

【授業の方法】 

講義は最小限とし、主に演習形式で行う。受講生は、設定する理論文献を読んで要約レジュメを作成し発表

する。また、その内容に関連するディスカッションを通じて理論の内容を検討する。 

 感染対策や受講生への配慮の関連で必要が生じた場合には、オンライン（同時双方向形式）および課題

配信を組み合わせた形式を取り入れる可能性がある。 

【授業展開】 

1. イントロダクション 

2. マイノリティ研究概論（講義・ディスカッション） 

3. 文献講読 1：マイノリティ問題が理論的に整理された文献 (例：E.C. Cuff, A.J. Dennis, D.W. Francis and 

W.W. Sharrock, 2016, "Emancipatory sociology: stratification beyond class?", Perspectives in Sociology 

(Sixth edition).） 

4. 文献 1 に関するディスカッション 

5. 文献講読 2： 障害学に関わる文献。 

6. 文献 2 に関するディスカッション 

7. 文献講読 3: 人種問題に関わる文献 

8. 文献 3 に関するディスカッション 

9. 文献講読 4: ポストコロニアリズム/多文化主義に関わる文献 

10. 文献 4 に関するディスカッション 

11. 文献講読 5：ジェンダー・クイア理論に関わる文献 

12. 文献 5 に関するディスカッション 

13. 文献講読 履修者選定文献 1：上記以外のマイノリティ研究領域の文献 

14. 履修者選定文献 1 に関するディスカッション 

15. 総括討論 

【履修条件】 
マイノリティグループの共生の問題に関心があれば、特別な知識は問わない。ただし、取り扱う研究領域の

性格上、英語文献が多くなることから、英語文献の講読をいとわない者の受講を歓迎する。 

【評価方法】 

課題文献の理解（要約レジュメや授業中の発表等により判定） 40%、授業への参加度 （ディスカッションや

質疑応答、課題の提出等により判定） 40%、扱った理論の応用（授業における課題や発言の内容により判

定） 20% 

【テキスト】 受講生の関心に応じて適宜指定する 

【参考書】 

E.C. Cuff, A.J. Dennis, D.W. Francis and W.W. Sharrock, 2016, "Emancipatory sociology: stratification beyond 

class?", Perspectives in Sociology (Sixth edition).） 

Tomas Boronski and Nasima Hassan, Sociology of Education, published by SAGE imprint in 2015. 

（教育に特化してはいるが、社会学の基礎的な理解とともに、マイノリティグループに関わる批判的理論が

多く紹介されている読みやすいテキスト。クリティカル・ペダゴジー、クリティカル・レイスセオリー、多文化主

義、ジェンダー役割、障害学、子ども学などに関して、教育を主な対象としながら初学者向けに解説されてい

る。マイノリティに関わる重要な議論が網羅されているため、分析対象が教育であってもかまわない方には

全体を通してお勧めできる書。） 

Carol Thomas, 2007, "Care and Dependency: A Disciplinary Clash", Sociologies of Disability and Illness. 

（医療社会学が主張してきたケアが必要な依存する存在としての障害者観に対し、障害学では、健常者中

心の社会によって、障害者のみがケアを要する依存的存在たらしめられてきたとする障害者観を提示し、両

者は激しく対立してきた。「ケアと依存」をめぐるそのような対立には、ケアする者としての女性に関する問題

を議論したフェミニズムや、現代社会を席巻する資本主義的あるいはネオリベラリズムの議論も深く関連し

ている。著者は、なぜ両者の主張がかみ合わないのか、接点を見いだす契機があったのではないかという

視点から、論争の場面を分析している。） 

Joshua Gamson, "Must Identity Movements Self-Destruct? A Queer Dilemma", published in Social Problems 

Vol. 42, No. 3, pp. 390-407, 1995. 

（クイアをめぐっては、集団的アイデンティティカテゴリを強調し、権利を獲得してきた社会運動の立場と、構



築されてきた二項対立的なアイデンティティカテゴリを脱構築しなければ問題の根本にアプローチできないと

する立場という二つの対立した立場があり、ジレンマとなっている。社会運動において当たり前に論じられて

きた集団的アイデンティティであるが、クイアにおける社会運動は、これまでの社会運動論に新たな問題を

提起している。） 

Rita Dhamoon, Identity/Difference Politics: How Difference Is Produced, and Why It Matters, published by 

UBC Press in 2009.  

（多文化主義におけるマイノリティは、支配的な文化に基づいて恣意的に解釈されてきた。一方本書では、

マイノリティの実践を、自らの差異に異なる意味を与える戦略的な実践として解釈することで、異なるマイノリ

ティ像を描き出すことを目指している。） 

Olivia U. Rutazibwa and Robbie Shilliam(ed.), Routledge Handbook of Postcolonial Politics, published by 

Routledge in 2018. 

（人種・民族研究、国際開発学、ジェンダー研究、政治哲学等で繰り広げられてきた西洋的な議論が見過ご

してきた、あるいは生み出してきた植民地時代以降のマイノリティについて、異なる国・地域の異なるマイノリ

ティの視点から議論している。） 

フランツ・ファノン、1951 (=1998 海老坂武訳）、『黒い皮膚・白い仮面』みすず書房。 

（黒人として否応なしに経験する排除や差別が、いかなる論理で成り立ち、いかにして正当化されていくのか

について、自らの経験を通して分析する） 

【備考】 
受講生の人数や関心に応じて授業内容や形式を変更する可能性がある。最初の授業で授業の進め方につ

いて相談しながら決定するため、できるだけ初回の授業から出席してほしい。 

【社会人聴講生】 可（要面談） 【科目等履修生】 可（要面談） 



【科目名】 国際社会研究ⅣA Studies in International Society IV A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 湖中真哉 

【担当教員】 湖中真哉 

【授業の目的】 

この授業は、受講生各自が、文化人類学の立場から、国家を超えた人類規模、地球規模の視点に立つ現

在の文化人類学の考え方を理解し、それ に習熟することを全体の目的とする。2000 年に E.ストーマーと P.

クルッツェンは，地球は「人新世（anthropocene）」という新たな地質年代に入っていると主張し、学界内外に

衝撃を与えた。人新世概念は、グローバリゼーションによる人類の経済活動が、地球の回復力 （resilience）

の限界を超えつつあり、隕石の衝突に匹敵するインパクトを地球環境に与えているという見解を形成した。

そして、この人新世 をベースにした地球システム科学者の見解が、それまでの人権や人間開発をめぐる国

際開発学の議論と合流して形成されたのが、2030 年まで の国際目標である国連持続可能な開発計画

（SDGs）である。これらの新しい潮流は多くの学問分野に波及しており、現在、人新世時代の国際社会の在

り方を考えることが求められている。 この授業では、担当教員が編集した文化人類学の最新の教科書（大

村敬一・湖中真哉（編）『「人新世」時代の文化人類学』、放送大学教育 振興会、2020 年）を受講生が輪読

することによって、1）人新世とグローバリゼーションの 2 つの概念を理解し、その学術的背景を踏まえた議

論ができるように習熟すること、2）持続可能な開発にかかわる基礎概念を習得し、具体的な地域の現場か

ら環境と開発の問題について考えることができるようになること、3）人新世概念から新しく展望し得る人間

観、自然観、文化観、世界観等について習熟すること、4）上記を総合して、国家を超えた人類規模、地球規

模の視点に立つ現在の文化人類学の考え方を理解し、習熟することの 4 つを主目的とする。 

【授業の方法】 

授業の基本的な進行方法は演習形式による。まず初回の授業ではオリエンテーションを行う。第 2・3 回の

授業では担当教員が作成した討論番組の動画を視聴して、人新世概念の基本、人類規模の比較研究の視

座などを学びつつ、討議の基本的な作法について学ぶ。第 4 回と第 5 回は担当教員の PowerPoint 講義と

質疑応答により行う。第 6 回から第 14 回までの授業は、担当教員が作成した授業の動画講義を視聴し、そ

の動画に対応した教科書の担当章を受講生が要約して報告した後、全体で討議を行う。第 15 回は、受講生

が修得したことをもとに全体討論を行う。理解が困難であった箇所は担当教員が補足的に説明するため、

各回の授業では良く理解できなかった箇所がどこかを明らかにしておくことが求められる。 

【授業展開】 

1. オリエンテーション 

2.人新世概念と地球社会への影響（1）プラネタリー・バウンダリーズ、グレート・アクセラレーション 

3.人新世概念と地球社会への影響（2）地球社会各地の現場を比較する 

4.グローバリゼーション概念とそれをめぐる論争 

5.国連持続可能な開発計画（SDGs）をめぐる潮流と基本的考え方 

6. 人新世とグローバリゼーション（大村敬一・湖中真哉（編）『「人新世」時代の文化人類学』第 2 章） 

7. 人新生時代の SDGs と貧困の文化（大村敬一・湖中真哉（編）『「人新世」時代の文化人類学』第 5 章） 

8. 人新世時代のものと人間の存在論（大村敬一・湖中真哉（編）『「人新世」時代の文化人類学』第 6 章） 

9. 医療とケアの民族誌（大村敬一・湖中真哉（編）『「人新世」時代の文化人類学』第 8 章） 

10. 世俗と宗教（大村敬一・湖中真哉（編）『「人新世」時代の文化人類学』第 9 章） 

11. 現実と虚構のはざまのメディア／知識（大村敬一・湖中真哉（編）『「人新世」時代の文化人類学』第 10

章） 

12. 自然と身体の人類学（大村敬一・湖中真哉（編）『「人新世」時代の文化人類学』第 12 章） 

13. イメージと創造性の人類学（大村敬一・湖中真哉（編）『「人新世」時代の文化人類学』第 13 章） 

14. 協働実践としての人新世時代のエスノグラフィー（大村敬一・湖中真哉（編）『「人新世」時代の文化人類

学』第 14 章） 

15. 総合討論 授業総括 

- 上記予定は、履修者構成等により調整・変更する可能性がある。 

【履修条件】 現在的な文化人類学について学び、その考え方を修得したいという意欲を有していること。 

【評価方法】 各回の口頭発表（60％）、討議参加状況（40％）により評価する。 

【テキスト】 
大村敬一・湖中真哉（編）『「人新世」時代の文化人類学』、放送大学教育振興会、2020 年。 

https://ua-book.shop-pro.jp/?pid=159283913 

【参考書】 なし 

【備考】  

【社会人聴講生】 面談あり 【科目等履修生】  



【科目名】 国際社会研究ⅣB Studies in International Society IV B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 湖中真哉 

【担当教員】 湖中真哉 

【授業の目的】 

この授業は、異文化や海外にかかわる人文・社会科学的研究に必要な文化人類学の専門的知識を習得

し、幅広いテーマに触れながら、その考え方を専門的に深めることを目的とする。文化人類学は、人類を生

物学的な側面から研究する自然人類学に対して、人類を文化的な側面から研究する研究分野である。異文

化の小規模な集団を対象としたフィールドワークをおもな研究手法としており、社会、文化、政治、経済、宗

教、ジェンダー、民族等、極めて幅広い領域を総合的、多面的に扱う包括的アプローチ(holistic approach）を

特色とする。学史的には、世界各地の文化の違いをいかにして理解するのかについて議論を蓄積してきた

が、研究の対象は多様に拡がっており、現在では、世界各地の地域社会において多種多様なテーマで研究

が進められている。とりわけ、国際社会や海外を対象とした研究や実践において、異文化に対する配慮を欠

くと、様々な衝突が発生してしまうため、国際社会の研究のためには、文化人類学的な考え方に習熟してお

く必要がある。 

 この授業では、担当教員も 1 章を執筆した文化人類学の近年の教科書（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論 

文化人類学』ミネルヴァ書房、 2018 年）を輪読しながら、1）文化人類学の基本的な概念や学史について把

握し、その潮流の中で、2）現在の文化人類学がどのような現代的課題を扱い、どのようにそれらの課題につ

いてアプローチしているのかについて習得する。また、3）多様なテーマに共通する文化人類学的な考え方に

ついて理解と考察を深めることを主目的とする。 

【授業の方法】 

授業の進行方法は演習形式による。まず初回の授業ではオリエンテーションを行う。レジュメの作成方法や

質疑応答の方法についても説明する。第 2 回から第 14 回までの授業では、報告担当者を決め、担当報告

者が教科書の各章を要約して発表する。報告担当章はその章の重要度を勘案しながら、できるだけ受講生

が関心をもっているテーマと合致する章に決める。その後、受講生各自がよく理解できなかった箇所を確認

し、それに対して担当教員が補足的な講義を行って解説する。そして受講生と担当教員で討論を行う。第 15

回は、受講生が修得したことをもとに全体討論を行う。教科書の水準はかなり専門的で、初学者には難解と

思われるが、各回の授業では良く理解できなかった箇所がどこかを明らかにしておくことが求められる。 

【授業展開】 

1. オリエンテーション 

2. 文化相対主義と現代（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 1 章） 

3. 文化と経済（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 4 章） 

4. 家族と親族（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 5 章） 

5. ジェンダーとセクシュアリティ（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 6 章） 

6. 同時代のエスニシティ（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 7 章） 

7. 政治・紛争・暴力（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 9 章） 

8. 宗教と世界観（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 10 章） 

9. グローバリゼーションと移動（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 13 章） 

10. 開発と文化（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 14 章） 

11. 観光と文化（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 15 章） 

12. フィールドワーク論（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 17 章） 

13. 認識論と存在論（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 23 章） 

14. 日本研究の現在?医療人類学の視点から（桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』第 24 章） 

15. 総合討論 授業総括 

- 上記予定は、履修者構成、および履修者の希望に応じて、調整・変更する可能性がある。 

【履修条件】 

現在的な文化人類学について学び、その考え方を修得したいという意欲を有していること。履修条件ではな

いが、国際社会研究ⅣA を受講していない受講生は、既に受講している学生に理解が追いつくように、より

一層の自習が求められる。 

【評価方法】 各回の口頭発表（60％）、討議参加状況（40％）により評価する。 

【テキスト】 
桑山敬己・綾部真雄 （編）『詳論文化人類学』ミネルヴァ書房、2018 年。 

https://www.minervashobo.co.jp/book/b333363.html 

【参考書】 なし 

【備考】  

【社会人聴講生】 面談あり 【科目等履修生】  



【科目名】 コミュニケーション研究ⅠA Studies in Communication I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 飯野勝己 

【担当教員】 飯野勝己 

【授業の目的】 

専門分野に関する学術的な文献の読解やその批判的検討に取り組むことで、それを適切に理解・評価し、

先行研究として自らの研究に生かすことができる能力を獲得すること。 

 今期の授業ではミシェル・フーコーの『言葉と物』をテクストとして取り上げ、輪読する。 

 フーコーは 20 世紀後半を代表する哲学者・歴史家の一人であり、『言葉と物』はその初期の代表作といえ

る重要著作である。 

 そこでは、17～18 世紀のヨーロッパにおいて、「知」をそもそも可能にする暗黙のものの見方――「認識論

的布置」もしくは「エピステーメー」とフーコーは呼ぶ――がどのような地殻変動を起こし、現在の私たちが自

明視するものの見方の基盤がいかにして成り立ったかが、豊富な歴史資料を駆使して明らかにされていく。 

 この授業では、こうしたフーコーの思考を「コミュニケーション論」として読解することを目指す。フーコーが

いう認識論的布置／エピステーメーとは、具体的には「知」を目指す学問的コミュニケーションの暗黙の前提

として働くものだからだ。そしてそれは、学問的コミュニケーションに限らず、私たちが行う日常のコミュニケ

ーションにおいて働く暗黙の前提を照らし出す参照点としても機能するだろう。 

 ただ、専門性の高い『言葉と物』にいきなり取り組むのはハードルが高いので、授業ではまずわかりやすい

入門書（慎改康之『ミシェル・フーコー』）を取り上げ、フーコー思想の概要をつかむところから始める。ついで

『言葉と物』そのものに入っていく。 

 授業は受講者による輪読で進める。 

【授業の方法】 

毎回担当者を決めてレジュメを作ってもらい、それをもとに報告、議論を行う。 

対面授業を原則とするが、コロナ感染状況によっては zoom を用いた遠隔授業として行う。その場合は、ユ

ニパで zoom アドレス等を通知する。 

【授業展開】 

第 1 回 授業ガイダンス 

第 2 回 文献講読『ミシェル・フーコー』序章・第 1 章（『狂気の歴史』解説） 

第 3 回         〃       第 2 章（『臨床医学の誕生』解説）・第 3 章（『言葉と物』解説） 

第 4 回         〃       第 4 章（『知の考古学』解説）・第 5 章（『監獄の誕生』解説） 

第 5 回         〃       第 6 章（『知への意志』解説）・第 7 章（『性の歴史』解説）・終章 

第 6 回 文献講読『言葉と物』序 

第 7 回      〃     第 1 章 侍女たち 

第 8 回      〃     第 2 章 世界という散文 1 四種の相似、２外徴 

第 9 回      〃     第 2 章  3 世界の限界、4 物で書かれたもの、5 言語の存在 

第 10 回      〃     第 3 章 表象すること 1 ドン・キホーテ 2 秩序 3 記号の表象作用 

第 11 回      〃     第 3 章  4 二重化された表象 5 類似性の想像力 6「マテシス」と「タクシノミア」 

第 12 回      〃     第 4 章 語ること 1 批評と注釈 2 一般文法 

第 13 回      〃     第 4 章  3 動詞の理論 4 分節化 

第 14 回      〃     第 4 章  5 指示作用 6 転移 7 言語の四辺形 

第 15 回      〃     第 5 章 分類すること 1 歴史家はどう言うか 2 博物学 

なお、上記予定は履修者構成等により調整・変更することがある。 

【履修条件】 特になし。 

【評価方法】 授業での報告・討議の内容 8 割、期末の小レポート 2 割。 

【テキスト】 
ミシェル・フーコー『言葉と物――人文科学の考古学』渡辺一民・佐々木明訳、新潮社、1974 年 

槙改康之『ミシェル・フーコー――自己から抜け出すための哲学』、岩波新書、2019 年 

【参考書】 特になし。 

【備考】 原則として、後期のコミュニケーション研究ⅠB を連続して履修すること。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 コミュニケーション研究ⅠB Studies in Communication I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 飯野勝己 

【担当教員】 飯野勝己 

【授業の目的】 

専門分野に関する学術的な文献の読解やその批判的検討に取り組むことで、それを適切に理解・評価し、

先行研究として自らの研究に生かすことができる能力を獲得すること。 

 前期のコミュニケーション研究ⅠＡに続き、フーコーの『言葉と物』の輪読を進める。 

 フーコーは 20 世紀後半を代表する哲学者・歴史家の一人であり、『言葉と物』はその初期の代表作といえ

る重要著作である。 

 そこでは、17～18 世紀のヨーロッパにおいて、「知」をそもそも可能にする暗黙のものの見方――「認識論

的布置」あるいは「エピステーメー」とフーコーは呼ぶ――がどのような地殻変動を起こし、現在の私たちが

自明視するものの見方の基盤がいかにして成り立ったかが、豊富な歴史資料を駆使して明らかにされてい

く。 

 この授業では、こうしたフーコーの思考を「コミュニケーション論」として読解することを目指す。フーコーが

いう認識論的布置／エピステーメーとは、具体的には「知」を目指す学問的コミュニケーションの暗黙の前提

として働くものだからだ。そしてそれは、学問的コミュニケーションに限らず、私たちが行う日常のコミュニケ

ーションにおいて働く暗黙の前提を照らし出す参照点としても機能するだろう。 

【授業の方法】 

毎回担当者を決めてレジュメを作ってもらい、それをもとに報告、議論を行う。 

対面授業を原則とするが、コロナ感染状況によっては zoom を用いた遠隔授業として行う。その場合は、ユ

ニパで zoom アドレス等を通知する。 

【授業展開】 

第 1 回 文献講読『言葉と物』第 5 章 分類すること 3 構造 4 特徴 

第 2 回       〃     第 5 章  5 連続体と天変地異 6 畸形と化石 7 自然の言説 

第 3 回       〃     第 6 章 交換すること 1 富の分析 2 貨幣と価格 3 重商主義 

第 4 回       〃     第 6 章  4 担保と価格 5 価値の形成 6 有用性 

第 5 回       〃     第 6 章  7 全体的なタブロー 8 欲望と表象 

第 6 回       〃     第 7 章 表象の限界 1 歴史の時代 2 労働という尺度 3 生物の組織 

第 7 回       〃     第 7 章  4 語の屈折 5 観念学と批判哲学 6 客体の側における総合 

第 8 回       〃     第 8 章 労働、生命、言語 1 新たなる経験的諸領域 2 リカード 3 キュヴィエ 

第 9 回       〃     第 8 章  4 ボッブ 5 客体となった言語 

第 10 回       〃      第 9 章 人間とその分身 1 言語の回帰 2 王の場所 3 有限性の分析論 

第 11 回       〃    第 9 章  4 経験的なものと先験的なもの 5 コギトと思考されぬもの 6 起源の

後退と回帰 

第 12 回       〃    第 9 章  7 言説と人間の存在 8 人間学的眠り 

第 13 回       〃    第 10 章 人文諸科学 1 知の三角面 2 人文諸科学の形態 

第 14 回       〃    第 10 章  3 三つのモデル 4 歴史 

第 15 回       〃    第 10 章  5 精神分析、文化人類学 6（無題） 

なお、上記予定は履修者構成等により調整・変更することがあります。 

【履修条件】 特になし。 

【評価方法】 授業での報告・討議の内容 8 割、期末の小レポート 2 割。 

【テキスト】 ミシェル・フーコー『言葉と物――人文科学の考古学』渡辺一民・佐々木明訳、新潮社、1974 年 

【参考書】 特になし。 

【備考】 原則として、前期のコミュニケーション研究ⅠA から連続して履修すること。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 現代社会研究ⅠA Studies in Contemporary SocietyⅠA 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 犬塚協太 

【担当教員】 犬塚協太 

【授業の目的】 

近代・現代の家族やジェンダーについて、その社会的・文化的特質を探究する知識と能力を修得するため

に、主に今日の家族の変動過程とそこに生じた諸問題について家族社会学的観点からなされてきた重要な

先行研究を読解することを通して、家族・ジェンダー研究の基本的なパースペクティブについて理解し、現代

のさまざまな問題状況と課題を明らかにして、それらの解決に向けた批判的考察が的確に行えるようにな

る。 

【授業の方法】 

指定された文献の講読を中心に対面で行う。毎回報告者が担当箇所の内容を要約したレポートを報告し、

全員でその内容に関する質疑応答や討議を行い、各回のテーマに関する理解を深める。 

なお、新型コロナウィルス感染拡大状況によっては、ユニバーサル・パスポートによる課題資料の配信と課

題提出による遠隔授業を行う場合もある。 

【授業展開】 

分担を決めてテキストを読み、各回のテーマに即して文献各章の概要を作成し報告してもらう。そのレポート

に基づき質疑応答を行い、内容を考察する。扱うテーマとして以下のような項目を予定(順序・内容は変更す

ることがある)。 

第 1 回 イントロダクション 

第 2 回 日本社会の家族変動 

第 3 回 恋愛と結婚 

第 4 回 家族の近代化と子育ての変容 

第 5 回 家族と介護 

第 6 回 社会階層と家族 

第 7 回 離婚、再婚と家族 

第 8 回 成人した子どもと親との関係 

第 9 回 多様化するパートナーシップと家族生活 

第 10 回 家族とお金と愛情 

第 11 回 結婚差別問題と家族 

第 12 回 セクシャル・マイノリティにとっての子育て 

第 13 回 子育てひろばにおけるやりとりとつながり 

第 14 回 ポスト工業化時代への移行から考える家族と政治 

第 15 回 まとめ～現代社会と家族 

【履修条件】 
必須ではないが、社会学の諸理論や方法論について学部レベル相当の基礎的知識を持っていることが望

ましい。 

【評価方法】 授業中に分担したレポート(100%) 

【テキスト】 

Esping-Andersen, G., Gallie, D., Hemerijck, A., and Myles, J.(2004). 

     Why We Need a New Welfare State, Oxford University Press. 

 永田夏来・松木洋人編『入門 家族社会学』、2017、新泉社。 

 加藤秀一『はじめてのジェンダー論』、2017、有斐閣。 

学生との相談で適宜これらから選択する。 

【参考書】 適宜紹介 

【備考】 
授業は対面で実施するが、状況によっては遠隔での実施に変更される場合があるので、ユニバーサル・パ

スポートを通じたシラバスの修正等の掲示や教員からの連絡に常に注意すること。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 現代社会研究ⅠB Studies in Contemporary SocietyⅠB 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 犬塚協太 

【担当教員】 犬塚協太 

【授業の目的】 

近代・現代の家族やジェンダーについて、その社会的・文化的特質を探究する知識と能力を修得するため

に、主にジェンダー概念を手掛かりとしてさまざまな社会領域とジェンダーとの関係について理論的・実証的

立場から行われてきた重要な先行研究を読解することを通して、家族・ジェンダー研究の基本的なパースペ

クティブについて理解し、現代のさまざまな問題状況と課題を明らかにして、それらの解決に向けた批判的

考察が的確に行えるようになる。 

【授業の方法】 

指定された文献の講読を中心に対面で行う。毎回報告者が担当箇所の内容を要約したレポートを報告し、

全員でその内容に関する質疑応答や討議を行い、各回のテーマに関する理解を深める。 

なお、新型コロナウィルス感染拡大状況によっては、ユニバーサル・パスポートによる課題資料の配信と課

題提出による遠隔授業を行う場合もある。 

【授業展開】 

分担を決めてテキストを読み、各回のテーマに即して文献各章の概要を作成し報告してもらう。そのレポート

に基づき質疑応答を行い、内容を考察する。扱うテーマとして以下のような項目を予定(順序・内容は変更す

ることがある)。 

授業展開 

第 1 回 イントロダクション 

第 2 回 ジェンダーとの遭遇 

第 3 回 性分化とインターセックス 

第 4 回 トランスジェンダー 

第 5 回 同性愛と異性愛 

第 6 回 性差と性役割 

第 7 回 生物学的性差 

第 8 回 メディアと教育 

第 9 回 恋愛と性行動 

第 10 回 性暴力(1)～被害者の視点と加害者の視点 

第 11 回 性暴力(2)～「わいせつ」と「レイプ」は同じ罪なのか 

第 12 回 性別職務分離と統計的差別 

第 13 回 性別役割分業、ホモソーシャル、ワーク・ライフ・バランス 

第 14 回 母性愛神話、リプロダクティブ・ヘルス&ライツ、生殖テクノロジー 

第 15 回 まとめ～現代社会とジェンダー 

【履修条件】 
必須ではないが、社会学の諸理論や方法論について学部レベル相当の基礎的知識を持っていることが望

ましい。 

【評価方法】 授業中に分担したレポート(100%) 

【テキスト】 

Esping-Andersen, G., Gallie, D., Hemerijck, A., and Myles, J.(2004). 

     Why We Need a New Welfare State, Oxford University Press. 

 永田夏来・松木洋人編『入門 家族社会学』、2017、新泉社。 

 加藤秀一『はじめてのジェンダー論』、2017、有斐閣。 

学生との相談で適宜これらから選択する 

【参考書】 適宜紹介 

【備考】 
授業は対面で実施するが、状況によっては遠隔での実施に変更される場合があるので、ユニバーサル・パ

スポートを通じたシラバスの修正等の掲示や教員からの連絡に常に注意すること。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 現代社会研究ⅡA Studies in Contemporary Society II A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 渡邉 聡 

【担当教員】 渡邉 聡 

【授業の目的】 

社会学、心理学、文化人類学などの行動科学では、実験や調査を実施することで入手した実証的なデータ

（資料）に基づいて研究を進めることが多い。 

ただし、実証的なデータを利用すれば、それだけで「科学的な」研究になるかといえば、必ずしもそうではな

い。 

そもそもデータを入手するための実験や調査が不適切な方法で実施されるなら、そこから得られるデータに

基づく研究は科学的とは言えない。 

さらには、適切な方法で得られたデータを利用したとしても、その利用方法やデータに基づく推論の方法、研

究の報告・公開の方法が不適切であれば、それは科学的な研究とは言えない。 

本科目では、主に心理学の研究を題材としつつ、科学的研究として妥当なテーマの設定、科学的研究に必

要とされるデータの集め方、集めたデータからの推論や議論の進め方、研究結果の報告や公開の適切な方

法などを理解するとともに、批判的思考力を身につける。 

また、適宜、英語の文献を参照することで、専門的な文献を読解し、評価する能力を身につけるとともに、研

究や調査の遂行に必要とされる学術的な英語力を身につける。 

【授業の方法】 

テキストの『心理学をまじめに考える方法――真実を見抜く批判的思考』（キース・E・スタノヴィッチ著）及び

参考書の『心理学の 7 つの大罪』（クリス・チェインバーズ）に従うかたちで毎授業回に履修者に報告を求め

る。（テキストのどの内容を報告するかは履修者と相談のうえ決定する。） 

授業では、履修者の報告内容に教員が説明を加えたうえで、必要に応じて議論を行う。 

テキストの原典の一部あるいはテキストで参照されている英語の文献を資料として用い、その内容について

質疑を行うこともある。 

授業は面接（対面）を原則とするが、COVID-19 の感染状況によっては遠隔授業になる場合がある。その場

合には、zoom を利用したオンライン授業を実施する。 

【授業展開】 

1  オリエンテーションと報告の分担の決定 

2  科学的研究の要件 、科学と疑似科学、科学と民俗知 

3  科学と反証可能性 

4  操作主義と本質主義、信頼性と妥当性 

5  事例の過大評価、科学における事例研究の位置づけ 

6  相関関係と因果関係：方向性、第三の変数、選択バイアス 

7  無作為割当と無作為抽出 

8  操作、統制、比較 

9  実験の非現実性に対する批判 

10 収束証拠と科学の進展    

11 複数原因と交互作用効果    

12 確率論的推論と統計   

13 臨床的予測と統計的予測 

14 心理学研究のバイアス  

15 心理学におけるデータの公開   

【履修条件】 特にないが、授業の目的から考えて、2 年次よりも、1 年次での履修を勧める。 

【評価方法】 授業における報告及び議論の評価 100％ 

【テキスト】 『心理学をまじめに考える方法』 キース・E・スタノヴィッチ（著）／金坂弥起（監訳） 誠信書房 2016 年 

【参考書】 
『心理学の 7 つの大罪』 クリス・チェンバーズ（著）／大塚紳一郎（訳） みすず書房 2019 年 

また、適宜、テキストで参照されている参考文献を用いる。用いる参考文献は授業の中で指定する。 

【備考】 特になし 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 現代社会研究ⅡB Studies in Contemporary Society II B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 渡邉 聡 

【担当教員】 渡邉 聡 

【授業の目的】 

人種・民族、移民、障害、ジェンダー、セクシュアリティ、高齢者、犯罪、環境問題など、現代の国際社会や地

域社会の抱える諸課題には多かれ少なかれ偏見や差別の問題が関わっている。 

本科目では、そうした偏見・差別の問題についての社会心理学の研究成果を概観することで、偏見・差別に

関わる社会心理学の専門的な知見を理解・修得するとともに、それを実践の場面に活用できる能力を身に

つける。 

また、適宜、英語の文献を参照することで、専門的な文献を評価する能力を身につけるとともに、研究や調

査の遂行に必要とされる学術的な英語力を身につける。 

【授業の方法】 

テキストとして用いる『偏見や差別はなぜ起こる？』（北村英哉・唐沢穣編）に従うかたちで教員が講義を行う

ことを基本とするが、履修者にも報告を求める。（テキストのどの内容を報告するかは履修者と相談のうえ決

定する。）そのうえで、教員の講義及び履修者の報告に基づいて議論を行う。 

テキストで参照されている英語の文献を資料として用い、その内容について質疑を行うこともある。 

授業は面接（対面）で実施する。 

【授業展開】 

1 オリエンテーション、報告の分担の決定 

  2 ステレオタイプと社会的アイデンティティ 

  3 公正とシステム正当化 

  4 象徴的偏見とイデオロギー 

  5 集団間に生じる情動 

  6 偏見の低減と解消 

  7 人種・民族と偏見・差別 

  8 移民と偏見・差別 

  9 障害と偏見・差別 

10 ジェンダーと偏見・差別 

11 セクシュアリティと偏見・差別 

12 高齢者と偏見・差別 

13 犯罪と偏見・差別 

14 原発・リスクと偏見・差別 

15 ふりかえり 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 授業における報告及び議論の評価 100％ 

【テキスト】 『偏見や差別はなぜ起こる？』 北村英哉・唐沢穣（編） ちとせプレス 

【参考書】 適宜、テキストで参照されている参考文献を用いる。用いる参考文献は授業の中で指定する。 

【備考】 特になし 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 現代社会研究ⅢA Studies in Contemporary Society III A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 津富宏 

【担当教員】 津富宏 

【授業の目的】 

犯罪社会学の基礎的な研究感覚を身に付けられるようになる。 

１ 犯罪社会学の基本的な概念を知り、それを説明できるようになる。 

２ 犯罪社会学特有のものの見方を学び、その思考法を用いて考えられるようになる。 

３ 犯罪学の問おうとしている根本的な問いを学び、社会に対する問いかけを持てるようになる。 

４ 犯罪社会学と刑事司法の関係について知り、その関係について自ら考えれるようになる。  

【授業の方法】 

Criminology: A Very Short Introduction (Very Short Introductions) (English Edition) Kindle 版 Tim 

NewburnOxford University Press2018 を読む。 

事前に該当箇所を読んでおき、授業中はその部分について質疑応答を行う。 

ハイブリット形式： 対面授業を行いながらオンライン会議システムを利用するなどして同時かつ双方向で対

面授業を実施する。学生は対面授業または遠隔授業を選択でき、どちらも時間とおりに同時双方向の授業

を受講する。 

発言が困難な場合は google document でのやり取りも可とする。 

【授業展開】 

以下のような内容について触れる 

1: Introducing criminology 

2: What is crime? (1) 

3: What is crime? (2)  

4 :Who commits crime? (1) 

5: Who commits crime? (2) 

6: How do we measure crime? (1) 

7: How do we measure crime? (2) 

8: Understanding recent trends in crime 

9: Understanding the crime drop (1) 

10: Understaning the crime drop (2) 

11: How do we control crime?  (1) 

12: How do we control crime? (2) 

13 :How do we prevent crime? (1) 

14: How do we prevent crime? (2) 

15: Where next for criminology? 

【履修条件】 
英語による著作を読もうとする意欲があること。 

新しく学んだ概念で、ものを考えることを楽しむこと。 

【評価方法】 
要約・振り返りの提出 50% 

要約・振り返りの質 50% 

【テキスト】 

Criminology: A Very Short Introduction (Very Short Introductions) (English Edition) Kindle 版 

Tim Newburn 

Oxford University Press 

2018 

【参考書】 

Criminological theory; context and consequences, 4th ed. 

Lilly, J. Robert et al. 

Sage Publications2014 

Criminological Theory: Past to Present: Essential Readings 5th Edition 

Francis T. Cullen (Author),? Robert Agnew (Author),? Pamela Wilcox (Author)  

Oxford University Press 

2013 

Juvenile Delinquency: An Integrated Approach  

James W. Burfeind, Dawn Jeglum Bartusch  

Jones & Bartlett Learning 

2010   

犯罪学(第 5 版)―理論的背景と帰結 



J・ロバート・リリー/フランシス・T・カレン/リチャード・A・ボール  

2013 

金剛出版 

犯罪学リテラシー 

岡本英生、松原英世、岡邊健  

2017 

金剛出版 

【備考】  

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  



【科目名】 現代社会研究ⅢB Studies in Contemporary Society III B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 津富宏 

【担当教員】 津富宏 

【授業の目的】 

犯罪社会学の基礎的な研究感覚を身に付けられるようになる。 

１ 犯罪社会学の基本的な概念を知り、それを説明できるようになる。 

２ 犯罪社会学特有のものの見方を学び、その思考法を用いて考えられるようになる。 

３ 犯罪学の問おうとしている根本的な問いを学び、社会に対する問いかけを持てるようになる。 

４ 犯罪社会学と刑事司法の関係について知り、その関係について自ら考えれるようになる。 

【授業の方法】 

犯罪学の古典的なテキスト（リリーほか、2013)を読み、そこで引用されている論文を読む。 

ハイブリット形式： 対面授業を行いながらオンライン会議システムを利用するなどして同時かつ双方向で対

面授業を実施する。学生は対面授業または遠隔授業を選択でき、どちらも時間とおりに同時双方向の授業

を受講する。 

発言が困難な場合は google document でのやり取りも可とする。 

事前に該当箇所を読んでおき、授業中はその部分について質疑応答を行う。 

【授業展開】 

以下のような内容について触れる 

１ 第 1 章 理論の背景と帰結 

２ 第 2 章 「犯罪人」を求めて 

３ 第 3 章 個人主義を排除する―シカゴ学派 

４ 第 4 章 米国社会における犯罪―アノミー理論と緊張理論 

５ 第 5 章 孤立としての社会―統制理論の源流 

６ 第 6 章 統制の複雑さ―Hirschi の二つの理論とその後 

７ 第 7 章 政府による介入のアイロニー―ラベリング理論 

８ 第 8 章 社会的力と犯罪構成―葛藤理論 

９ 第 9 章 批判理論の新たな方向 

10 第 10 章 犯罪学のジェンダー化―フェミニスト理論 

11 第 11 章 権力者の犯罪―ホワイト・カラー犯罪の理論 

12 第 12 章 罰を取り戻すこと―保守派犯罪学 

13 第 13 章 日常生活で犯罪を選ぶ―日常活動と合理的選択理論 

14 第 14 章 「犯罪人」の探求の再検討―生物社会論 

15 第 15 章 犯罪者の発達―ライフ・コース理論 

【履修条件】 
英語による著作を読もうとする意欲があること。 

新しい概念枠組みでものを考えることを楽しみにすること。 

【評価方法】 
要約・振り返りの提出 50% 

要約・振り返りの質 50% 

【テキスト】 

犯罪学(第 5 版)―理論的背景と帰結 

J・ロバート・リリー/フランシス・T・カレン/リチャード・A・ボール  

2013 

金剛出版 

【参考書】 

Criminological theory; context and consequences, 4th ed. 

Lilly, J. Robert et al. 

Sage Publications 

2014 

Criminological Theory: Past to Present: Essential Readings 5th Edition 

Francis T. Cullen (Author),? Robert Agnew (Author),? Pamela Wilcox (Author)  

Oxford University Press 

2013 

Juvenile Delinquency: An Integrated Approach  

James W. Burfeind, Dawn Jeglum Bartusch  

Jones & Bartlett Learning 

2010   

犯罪学リテラシー 



岡本英生、松原英世、岡邊健  

2017 

金剛出版 

【備考】  

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  



【科目名】 文化人類学研究ⅠA Studies in Cultural Anthropology IA 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 富沢壽勇 

【担当教員】 富沢壽勇 

【授業の目的】 

国際社会や地域社会における諸課題を探究できる能力を修得するため、文化人類学および関係諸分野に

おける様々な文化研究上の理論や方法論（比較研究法を含む）、民族誌的研究成果を学び、その中から、

履修者の研究関心に関わる分野で注目されるものを取り上げて、その有効性の範囲や問題点を討議し、検

討していく。各自の研究トピックに応じた調査研究の方法論を、文化人類学を中心とした道具箱の中から選

び出し、具体的な研究計画が立案できるようになることが、本授業の主たる目的となる。 

【授業の方法】 

オリエンテーションでまず履修者の研究関心と文化人類学に関わる知識や経験を確認したのち、履修者の

研究関心についての発表とそれに基づく討議を行う。続いて、文化人類学の調査研究方法や諸理論につい

て導入的な講義を行う。発表や講義は適宜資料を配付しながら進めるかたちをとるが、必要に応じてパワー

ポイントや動画資料なども併用することがある。全体を通じて講義形式と演習形式を組み合わせながら授業

は展開するが、常に履修者の研究関心との接点を配慮しながら授業は進行して行く。 

なお、原則として対面授業の予定であるが、COVID-19 の状況を見ながら、適宜 Zoom を用いた遠隔の同時

双方向授業に切り替えたり、それを併用したりする可能性もある。 

【授業展開】 

履修者の主体的な研究関心にできる限り沿うような方向で論考や素材を選定し、講義と演習形式を組み合

わせて討議を進めていく。 

第 1 回     ガイダンス 

第 2～3 回    履修者の研究関心の発表と討議 

第 4～5 回    フィールドワーク方法論（日本文化人類学会（監修） 2011 など） 

第 6～10 回   文化・社会人類学理論概論（文化・社会人類学学説史、理論、方法論関連のものを予定） 

第 11～13 回    文化・社会人類学理論特論（履修者の研究関心に関わる民族誌的研究の検討） 

第 14～15 回   リポート発表と総括討議 

履修者の研究関心に関わる民族誌的研究の選定は、履修者と担当教員との相談を通じて行う。 

【履修条件】 
文化人類学の基礎知識をある程度もっていることが望ましい。少なくとも文化人類学分野への知的好奇心と

探究心を備えていること。 

【評価方法】 
毎回の講義、報告や討議における積極的な参加を中心とした平常点を重視する（60％）。また課題リポート

を提出してもらう（40％）。これらを総合して評価する。 

【テキスト】 特になし 

【参考書】 

澤田昭夫『論文の書き方』講談社学術文庫（1977 年）1,034 円 

日本文化人類学会（監修） 『フィールドワーカーズ・ハンドブック』世界思想社（2011 年） 2,592 円 

その他、履修者の研究関心に応じて適宜追加指定する。 

【備考】 

本授業は可能な限り修士課程一年次に履修しておけば、主に二年次でのリサーチワークに効果的に橋渡し

される位置づけになる。自分の研究主題に文化人類学の考え方や方法論がどのように活用できるのかを幅

広い知的好奇心をもって探究する意思のある履修者に対しては、是非お役に立てるような授業にしたい。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可（文化人類学の基礎的知識があり、かつ、

明確な調査研究課題を持っている者に限り

履修可とする） 



【科目名】 文化人類学研究ⅠB Studies in Cultural Anthropology IB 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 富沢壽勇 

【担当教員】 富沢壽勇 

【授業の目的】 

国際社会や地域社会における諸課題を探究できる能力を修得するため、文化人類学および関係諸分野に

おける様々な文化研究上の理論や方法論（比較研究法を含む）、民族誌的研究成果等を学び、その中か

ら、履修者の研究関心に関わる分野で注目されるものを取り上げ、その有効性の範囲や問題点を討議し、

検討していく。各自の研究トピックに応じた調査研究の方法論を、文化人類学を中心とした道具箱の中から

選び出し、具体的な研究計画が実施できるようになることが、本授業の主たる目的となる。 

【授業の方法】 

履修者の研究関心に応じて関連する文化人類学の調査研究方法や諸理論を学ぶ場とする。したがって、全

体を通じて講義形式と演習形式を組み合わせながら授業は展開するが、常に履修者の研究関心との接点

を配慮しながら進行して行く。発表や講義は適宜資料を配付しながら進めるかたちをとるが、必要に応じて

パワーポイントや動画資料なども併用することがある。 

なお、原則として対面授業の予定であるが、COVID-19 の状況を見ながら、適宜 Zoom を用いた遠隔の同時

双方向授業に切り替えたり、それを併用したりする可能性もある。 

【授業展開】 

履修者の主体的な研究関心にできる限り沿うような方向で論考や素材を選定し、講義と演習形式を組み合

わせて討議を進めていく。授業は以下の主題に応じた流れで展開する。 

第 1～3 回      調査研究トピックの選定と先行研究の批判的検討（履修者の研究関心に合わせて選定） 

第 4～6 回   モデル的民族誌・理論の批判的検討（履修者の研究関心に合わせて選定） 

第 7～9 回   調査研究論文作成の方法（澤田 1977、日本文化人類学会（監修） 2011 など） 

第 10～12 回  調査研究計画の立案 

第 13～15 回  リポート発表と総括討議 

最後のリポート発表と討議は、履修者の調査研究計画の完成版の発表というかたちで実施。 

【履修条件】 文化人類学研究 IA を履修済みであること。 

【評価方法】 
毎回の講義、報告や討議における積極的な参加を中心とした平常点を重視する（60％）。また課題リポート

を提出してもらう（40％）。これらを総合して評価する。 

【テキスト】 特になし 

【参考書】 

澤田昭夫『論文の書き方』講談社学術文庫（1977 年）1,034 円 

日本文化人類学会（監修） 『フィールドワーカーズ・ハンドブック』世界思想社（2011 年） 2,592 円 

その他、履修者の研究関心に応じて適宜追加指定する。 

【備考】 

本授業は可能な限り修士課程一年次に履修しておけば、主に二年次でのリサーチワークに効果的に橋渡し

される位置づけになる。自分の研究主題に文化人類学の考え方や方法論がどのように活用できるのかを幅

広い知的好奇心をもって探究する意思のある履修者に対しては、是非お役に立てるような授業にしたい。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可（文化人類学の基礎的知識があり、かつ、

明確な調査研究課題を持っている者に限っ

て履修可とする） 



【科目名】 文化人類学研究ⅡA Studies in Cultural Anthropology IIA 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 孫 暁剛 

【担当教員】 孫 暁剛 

【授業の目的】 

この授業は、地球環境問題に対する人類学の視角・アプローチ・研究成果を学び、持続可能な発展（SDGs）

という 21 世紀の人類の共通目標に対する人類学の考察を深めることを目的とする。 

前期は、自然環境に対する人間の生態学的・文化的な適応を探求する生態人類学のフィールドワークの成

果について学び、「人と自然の共生」のあり方や持続可能性に関する深い理解力と、修士課程の研究に役

に立つフィールドワーク調査法を身に付けるようになる。 

【授業の方法】 

授業方法は、受講生による文献資料の輪読と発表、特定のテーマについてのディスカッション、そして講師

によるプレゼンテーション方式の授業を組み合わせて実施する。 

原則対面授業、感染状況によって遠隔授業。 

【授業展開】 

前期 

第 1 回：イントロダクション 

第 2 回：人と自然の関わりに注目した諸分野の研究の解説 

第 3 回：人間環境系に対する生態人類学的なアプローチ 

第 4 回：生態人類学のフィールドワーク（人類学的な調査のビデオ上映） 

第 5 回：熱帯雨林の環境と生業・文化の研究 

第 6 回：樹林帯の環境と生業・文化の研究 

第 7 回：草原の環境と生業・文化の研究 

第 8 回：砂漠の環境と生業・文化の研究 

第 9 回：山岳地域の環境と生業・文化の研究 

第 10 回：植物と人類の暮らしと文化の研究 

第 11 回：野生動物と人類の暮らしと文化の研究 

第 12 回：自然保護と生物多様性の研究 

第 13 回：人と自然の関わりについての総合討論（1） 

第 14 回：人と自然の関わりについての総合討論（2） 

第 15 回：総合討論と総括：人と自然の共生について考える 

【履修条件】 暮らしと環境・災害・SDGs に高い関心をもつ学生 

【評価方法】 
授業資料の予習（20％）、発表レジュメの作成（30％）、発表（30％）、ディスカッション（20％）から総合して判

断する。 

【テキスト】 該当講義の前週に配布する。 

【参考書】 

池谷和信編 『地球環境問題の人類学』 世界思想社 2003 

M. Dove & C. Carpenter 2007 Environmental Anthropology: A Historical Reader, Blackwell Publishing 

内堀基光・本多俊和編 『人類学研究ー環境問題の文化人類学ー』放送大学 2010 

【備考】  

【社会人聴講生】 可・要相談 【科目等履修生】 可・要相談 



【科目名】 文化人類学研究ⅡB Studies in Cultural Anthropology IIB 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 孫暁剛 

【担当教員】 孫暁剛 

【授業の目的】 

この授業は、地球環境問題に対する人類学の視角・アプローチ・研究成果を学び、持続可能な発展（SDGs）

という 21 世紀の人類の共通目標に対する人類学の考察を深めることを目的とする。 

後期は、地球規模の環境問題の解決に挑戦する環境人類学の理論とアプローチとしての文化生態・歴史生

態・政治生態の三つの視角を学び、現代社会生産・消費・暮らし方から、環境問題の解決と持続可能な発展

に対する具体的視点と深い理解力をもつようになる。 

【授業の方法】 

受講生による文献資料の輪読と発表、特定テーマについてのディスカッション、そして講師によるプレゼンテ

ーション方式の授業を組み合わせて実施する。 

原則対面授業、感染状況によって遠隔授業。 

【授業展開】 

第 1 回：イントロダクション 

第 2 回：人間と環境の複合的な相互作用を理解するための「三つの生態学」 

第 3 回：大規模資源開発と地域社会についての事例研究から読み解く 

第 4 回：大規模資源開発と地域社会についてのディスカッション 

第 5 回：資源の所有・利用・分配について事例研究から読み解く 

第 6 回：資源の所有・利用・分配についてのディスカッション 

第 7 回：エネルギー開発と利用について事例研究から読み解く 

第 8 回：エネルギー開発と利用についてのディスカッション 

第 9 回：生産と消費について事例研究から読み解く 

第 10 回：大量生産・大量消費社会についてのディスカッション 

第 11 回：人口問題、都市化と都市環境について事例研究から読み解く 

第 12 回：人口問題、都市化と都市環境についてのディスカッション 

第 13 回：気候変動と災害について事例研究から読み解く 

第 14 回：気候変動と災害についてのディスカッション 

第 15 回：総括：持続可能な発展（SDGs）について考える 

【履修条件】 暮らしと環境・災害・SDGs に関心をもつ学生 

【評価方法】 
授業資料の予習（20％）、発表レジュメの作成（30％）、発表（30％）、ディスカッション（20％）から総合して判

断する。 

【テキスト】 該当講義の前週に配布する。 

【参考書】 

池谷和信編 『地球環境問題の人類学』 世界思想社 2003 

M. Dove & C. Carpenter 2007 Environmental Anthropology: A Historical Reader, Blackwell Publishing 

内堀基光・本多俊和編 『人類学研究ー環境問題の文化人類学ー』放送大学 2010 

【備考】  

【社会人聴講生】 可・要相談 【科目等履修生】 可・要相談 



【科目名】 行動計量学研究 A Behaviormetrics A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 津富宏 

【担当教員】 津富宏 

【授業の目的】 

因果関係を統計的に確定するための考え方を身に付ける。 

１ 統計的に確定するための主な方法について学び、それぞれを説明できるようになる。 

２ それぞれの方法の優劣、長所短所について学び、それを活用する適切な場面を考えられるようになる。 

【授業の方法】 

前期は日本語、後期は英語の書物を読む。 

事前に該当箇所を読んでおき、授業中はその部分について質疑応答を行う。 

ハイブリット形式： 対面授業を行いながらオンライン会議システムを利用するなどして同時かつ双方向で対

面授業を実施する。学生は対面授業または遠隔授業を選択でき、どちらも時間とおりに同時双方向の授業

を受講する。 

発言が困難な場合は google document でのやり取りも可とする。 

【授業展開】 

『実証分析入門 データから「因果関係」を読み解く作法』 (森田果  著）を例に、授業展開を説明する。この

ほか『政策評価のための因果関係の見つけ方 ランダム化比較試験入門』（エステル・デュフロほか著）、『調

査観察データの統計科学』（星野 崇宏 著）、『岩波データサイエンス Vol.3  因果推論』（岩波データサイエ

ンス刊行委員会 編)を用いる可能性がある。 

１ 第 1 章  実証分析における心構え： これからの「実証」の話をしよう／第 2 章  実証分析の落とし穴： 

こんなの絶対おかしいよ／第 3 章  確率統計の基礎： 高校時代に逢った、ような…… 

２ 第 4 章  OLS： わたしの、最高の友達／第 5 章  重回帰分析： 魔女の作り方／第 6 章  決定係数

R2： ☆もりはつ☆の 59％は勢いで出来ています 

３ 第 7 章  仮説検定(1)： お前はもう死んでいる／第 8 章  仮説検定(2)： 私が死んでも代わりはいるも

の 

４ 第 9 章  さまざまなモデル： ダミーも、交差も、あるんだよ 

５ 第 10 章  バイアス： いや、そのりくつはおかしい／第 11 章  不均一分散への対処： こんなこともあ

ろうかと／第 12 章  目的変数が質的変数の場合の分析手法： 飛ばねぇ豚はただの豚だ 

６ 第 13 章  最尤法（MLE）： OLS とは違うのだよ、OLS とは！ 

７ 第 14 章  目的変数が三択以上の場合の場合の分析手法： B’z より Perfume 

８ 第 15 章  サバイバル分析： 坊やだからさ 

９ 第 16 章  因果効果の推定： あんなのただの飾りです。偉い人にはそれがわからんのですよ。 

10 第 17 章  マッチング： 人類補完計画 

11 第 18 章  DD： 劇的（？）ビフォーアフター 

12 第 19 章  固定効果法（FE）： あなたとは違うんです 

13 第 20 章  操作変数法（IV）： 俺を踏み台にした!? 

14 第 21 章  LATE と構造推定： なんでもは知らないわよ、知ってることだけ 

15 第 22 章  不連続回帰（RD）： 3 分間待ってやる 

【履修条件】 計量的研究を学ぶことを通じて、論理的思考を身に付けたい方。 

【評価方法】 
要約・振り返りの提出 50% 

要約・振り返りの質 50% 

【テキスト】 

前期は、以下のテキストのいずれかを取り上げる 

『実証分析入門 データから「因果関係」を読み解く作法』 (森田果  著) 

『政策評価のための因果関係の見つけ方 ランダム化比較試験入門』（エステル・デュフロほか著） 

『調査観察データの統計科学』（星野 崇宏 著） 

『岩波データサイエンス Vol.3  因果推論』（岩波データサイエンス刊行委員会 編) 

【参考書】 

『統計的因果推論』（岩崎 学 著） 

『入門 統計的因果推論』（Judea Pearl ほか著） 

『統計的因果推論 -モデル・推論・推測』（Judea Pearl 著） 

『統計的因果推論』（宮川 雅巳 著） 

『観察データの多変量解析』（柳川 堯 著） 

【備考】  

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  



【科目名】 行動計量学研究 B Behaviormetrics B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 津富宏 

【担当教員】 津富宏 

【授業の目的】 

因果関係を統計的に確定するための考え方を身に付ける。 

１ 統計的に確定するための主な方法について学び、それぞれを説明できるようになる。 

２ それぞれの方法の優劣、長所短所について学び、それを活用する適切な場面を考えられるようになる。 

【授業の方法】 

前期は日本語、後期は英語の書物を読む。 

事前に該当箇所を読んでおき、授業中はその部分について質疑応答を行う。 

ハイブリット形式： 対面授業を行いながらオンライン会議システムを利用するなどして同時かつ双方向で対

面授業を実施する。学生は対面授業または遠隔授業を選択でき、どちらも時間とおりに同時双方向の授業

を受講する。 

発言が困難な場合は google document でのやり取りも可とする。 

【授業展開】 

後期は、以下のテキストのいずれかを受講生と相談して取り上げる 

Glennerster andTakavarasha, 2013. Running Randomized Evaluations: A Practical Guide.  Princeton 

University Press.  

Murnane and Willett. 2011. Methods Matter: Improving Causal Inference in Educational and Social Science 

Research. Oxford University Press. 

Morgan and Winship. 2007 Counterfacruals and Causal Inference: Methods and Principles for Social Research 

(Analytical Methods for Social Research). Cambridge University Press. 

Angrist and Pischke. 2008.  Mostly Harmless Econometrics: An Empiricist's Companion. Princeton 

University Press. 

Shadish,Cook, and Campbell. 2001. Experimental and Quasi-Experimental Designs for Generalized Causal 

Inference. Wadsworth Publishing. 

Pearl, Glymour, and Jewell. 2016. Causal Inference in Statistics - A Primer.  Wiley.  

Pearl and Mackenzie. 2018. The Book of Why: The New Science of Cause and Effect.  Basic Books. 

Imbens and Rubin. 2015. Causal Inference for Statistics, Social, and Biomedical Sciences: An Introduction. 

Cambridge University Press. 

Angrist and Pischke.  2004. Mastering 'Metrics: The Path from Cause to Effect. Princeton University Press. 

Running Randomized Evaluations: A Practical Guide.を用いた場合の授業進行 

1. The experimental approach 

2.  Foundations : why experiment? (1) 

3.  Foundations : why experiment? (2) 

4.  Asking the right questions  

5. Randomizing (1) 

6. Randomizing (2) 

7. Randomizing (3) 

8. Outcomes and instruments (1) 

9. Outcomes and instruments (2) 

10. Stastical power (1) 

11.  Stastical power (2) 

12. Threats 

13. Analysis (1) 

14. Analysis (2) 

15.  Policy lessons 

【履修条件】 計量的研究を学ぶことを通じて、論理的思考を身に付けたい方。 

【評価方法】 
要約・振り返りの提出 50% 

要約・振り返りの質 50% 

【テキスト】 

後期は、以下のテキストのいずれかを取り上げる 

Glennerster andTakavarasha, 2013. Running Randomized Evaluations: A Practical Guide.  Princeton 

University Press.  

Murnane and Willett. 2011. Methods Matter: Improving Causal Inference in Educational and Social Science 



Research. Oxford University Press. 

Morgan and Winship. 2007 Counterfacruals and Causal Inference: Methods and Principles for Social Research 

(Analytical Methods for Social Research). Cambridge University Press. 

Angrist and Pischke. 2008.  Mostly Harmless Econometrics: An Empiricist's Companion. Princeton 

University Press. 

Shadish,Cook, and Campbell. 2001. Experimental and Quasi-Experimental Designs for Generalized Causal 

Inference. Wadsworth Publishing. 

Pearl, Glymour, and Jewell. 2016. Causal Inference in Statistics - A Primer.  Wiley.  

Pearl and Mackenzie. 2018. The Book of Why: The New Science of Cause and Effect.  Basic Books. 

Imbens and Rubin. 2015. Causal Inference for Statistics, Social, and Biomedical Sciences: An Introduction. 

Cambridge University Press. 

Angrist and Pischke.  2004. Mastering 'Metrics: The Path from Cause to Effect. Princeton University Press. 

【参考書】  

【備考】  

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  



【科目名】 比較文化研究 A Comparative Studies of Culture A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 冨澤かな 

【担当教員】 冨澤かな 

【授業の目的】 

本授業では、担当者の専門である宗教学を足場に、異なる文化間の比較・対話と、異なる方法論の間の比

較・対話の双方をテーマとする。比較文化専攻の共通科目の一つである本授業では、履修者それぞれが関

心を持ち寄り、異なる地域・時代・文脈、そして方法論の間にどういう関係を見いだせるか、比較と対話を反

復することで、自らの課題とアプローチを見極め、学際的な比較文化研究の基本的なプロセスを身に着ける

ことを目指す。 

前期は特に、事例比較や論文講読を通して学術的な読解力・報告力を養い（DP1）、比較文化研究の成り立

ち・実例・可能性と問題点を理解し（DP2）、適切なリサーチクエスチョンを設定して研究計画をたてる能力を

得る（DP4）ことを重視する。異なる地域文化を扱う履修者が集まる可能性が高いため、基本的には日本語

と英語の文献を扱う（DP3 に一部重なる）。 

＊DP＝ディプロマ・ポリシー 

【授業の方法】 

・ゼミ的な作業をメインに、講師による講義も加えて進行する。 

・前期の作業パートでは、課題文献の報告・討議・マインドマップ化、履修者間で共有できるテーマでの相互

報告、各人の研究計画および成果の報告などを行う。課題論文は履修者の構成により選択する。過去の例

として以下などがある。Tarek Fatah, "Quebec moves to ban the burka and hijab for govt employees", New 

Delhi Times, 8 Apr 2019. 山下晋司『バリ－－観光人類学のレッスン』東京大学出版会、1999 年（1 章、2

章）。 

・前期の講義パートでは、セム系一神教の系譜とブラフマニズムから仏教への系譜の展開を学び、そこから

世界の宗教文化史についてどのような理解が試みられてきたかを考える予定。ただし講義内容は履修者の

構成により変更する可能性がある。 

・チームコミュニケーションツールの Slack を利用する。 

・基本的に対面で行う予定だが、COVID-19 の状況等により、履修者との相談の上、適宜 Zoom も利用する

可能性がある。 

【授業展開】 

1. イントロダクション 

2. 事例比較①（講師選定の類似状況に関する複数記事について比較・議論） 

3. 研究課題報告・質疑、論文講読①-1（講師選定の論文講読） 

4. 事例比較②（履修者選定の複数記事比較・議論）、論文講読①-2（マインドマップ化_1） 

5. 事例比較③（履修者選定の複数記事比較・議論）、論文講読②-1（講師選定の論文講読） 

6. 事例比較④（履修者選定の複数記事比較・議論）、論文講読②-2（マインドマップ化_2） 

7. 事例比較⑤（履修者選定の複数記事比較・議論）、講義（セム系一神教の系譜_1） 

8. 事例比較⑥（履修者選定の複数記事比較・議論）、講義（セム系一神教の系譜_2） 

9. 論文講読③（履修者選定の論文）、講義（研究計画の立て方を考える） 

10. 論文講読④・⑤（履修者選定の論文） 

11. 論文講読⑥（履修者選定の論文）、講義（ブラフマニズムの系譜_1） 

12. 論文講読⑦（講師選定の論文）、講義（ブラフマニズムの系譜_2） 

13. 期末レポート計画報告①、講義（宗教史の語り方_1） 

14. 期末レポート計画報告②、講義（宗教史の語り方_2） 

15. 期末レポート中間報告 

＊履修者の構成等により調整、変更の可能性あり。 

【履修条件】 特になし。履修を検討している場合は、初回の前々日までに必ず一度履修登録をすること。 

【評価方法】 平常点（課題、発表、議論への参与など）60％、期末レポート 40%で評価 

【テキスト】 特になし 

【参考書】 講義時に適宜紹介 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 比較文化研究 B Comparative Studies of Culture B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 冨澤かな 

【担当教員】 冨澤かな 

【授業の目的】 

本授業では、担当者の専門である宗教学を足場に、異なる文化間の比較・対話と、異なる方法論の間の比

較・対話の双方をテーマとする。比較文化専攻の共通科目の一つである本授業では、履修者それぞれが関

心を持ち寄り、異なる地域・時代・文脈、そして方法論の間にどういう関係を見いだせるか、比較と対話を反

復することで、自らの課題とアプローチを見極め、学際的な比較文化研究の基本的なプロセスを身に着ける

ことを目指す。 

後期は特に、先行研究の全体像の把握の上に自分の研究の方向と位置付けを明らかにする能力（DP5）、

自分の研究の状況や成果を適切に共有する能力（DP6）、異なる文脈・分野の人との適切な対話のあり方を

考える能力（DP7）の獲得を重視する。 

【授業の方法】 

・ゼミ的な作業をメインに、講師による講義も加えて進行する。 

・後期の作業パートでは、前期レポートの報告・討議、小さいリサーチクエスチョンを設定してのミニ研究報

告、先行研究のサーヴェイ報告、履修者間で共有できるテーマでの相互報告などを行う。 

・後期の講義パートでは、東西の宗教史の分離の問題を扱い、インドとオリエンタリズムを核に、異なる宗教

の対話・共存・統合的理解の可能性について考える予定。ただし講義内容は履修者の構成により変更する

可能性がある。 

・チームコミュニケーションツールの Slack を利用する。 

・基本的に対面で行う予定だが、COVID-19 の状況等により、履修者との相談の上、適宜 Zoom も利用する

可能性がある。 

【授業展開】 

1. 前期レポート報告・研究計画検討① 

2. 前期レポート報告・研究計画検討② 

3. ミニ研究計画報告 

4. 講義： オリエンタリズムを考える（予定） 

5. 先行研究状況報告（文献リスト報告） 

6. ミニ研究報告 

7. サーヴェイ論文を読む① 

8. サーヴェイ論文を読む② 

9. 講義： 宗教多元論を考える（予定） 

10. 先行研究状況報告（マインドマップ報告）① 

11. 先行研究状況報告（マインドマップ報告）② 

12. 講義： 世俗化論を考える（予定） 

13. 冬レポート研究計画報告 

14. 事例比較 

15. 冬レポート中間報告 

【履修条件】 特になし。履修を検討している場合は、初回の前々日までに必ず一度履修登録をすること 

【評価方法】 平常点（課題、発表、議論への参与など）60％、期末レポート 40%で評価 

【テキスト】 特になし 

【参考書】 講義時に適宜紹介 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 比較言語研究 A Comparative Studies of Language A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 長野明子 

【担当教員】 長野明子 

【授業の目的】 

本科目は比較文化専攻の共通科目の１つである。比較文化専攻の学生にもとめられる「文化や言語を比較

する能力」を言語学の素材を通じて涵養することを目的としている。 

言語学では、言語事実を観察し、記述し、説明する。１行でまとめられるこのことを実行するためには、しか

し、厚みのある専門知識と幅広な学術的俯瞰力、さらには世界的視野が必要である。具体的には、① 言語

構造の普遍性を捉えるための諸理論の理解、② 言語類型論やフィールド言語学、社会言語学、言語人類

学等で明らかになっている言語多様性についての理解、③ コーパス言語学や情報科学 (コンピュータ基盤

言語学、人工知能）で研究されている事項についての理解、の主に３つが必要になる。前期は①③を扱う。

受講生は①と③それぞれの初歩を経験することを通して、言語や文化を比較するための学術的基盤を身に

つけることができると期待される。 

また、受講生は、毎回の講義を通じて、学術的英語を正確に読んで自らの言葉でわかりやすく要約・説明す

る能力、先行研究を踏まえて意味のあるリサーチクエスチョンを立て、自らの研究として展開していく能力に

ついても修得できると期待される。 

【授業の方法】 

初回にオリエンテーションを行ったのち、指定教科書を用いて毎回課題を課す形で進める。授業では、教員

が講義を行うとともに受講生は課題の発表を行うことになる。授業は日本語で行う予定であるが、受講生の

要望に応じては英語で行うことも可能である。指定教科書として『言語研究の世界：生成文法からのアプロ

ーチ』（研究社、2022 年）を予定しているが、受講生の状況に応じては Contemporary Linguistics: An 

Introduction, Seventh Edition (Bedford/St. Martin's, 2017) を使用する可能性もある。 

授業は（板書ではなく）PC を用いた資料提示や資料共有の形で進めるので、受講生も各自、ノートパソコン

を持参することが望ましい。 

大学基準に応じて COVID-19 対応が必要になった場合には、遠隔授業形式（オンライン、Zoom による同時

双方向の形式）に切り替える。 

【授業展開】 

第２回から１２回の内容に書かれているのは扱う予定の学習項目である。状況に応じて進行速度は変動しう

る。 

本科目では、言語の意味面については扱わない。ことばの意味に興味のある人は、同じ教員による「言語

機能論研究 A, B」を履修してほしい。 

第１回 オリエンテーション、なぜ言語を研究するのか 

第２回 言語知識の性質 

第３回 言語の音とは：音声学・音韻論 

第４回 語とは：形態論 

第５回 文とは：統語論１ 

第６回 統語現象を考える：統語論２ 

第７回 言語の変化 

第８回 言語の脳科学 

第９回 言語の起源と進化 

第 10 回 言語研究の展開 

第 11 回 コーパスを使った言語研究 

第 12 回 機械の言葉の現状 

第 13 回 期末課題作成に向けた学生プロジェクト、予備 

第 14 回 期末課題作成に向けた学生プロジェクト、予備 

第 15 回 まとめ 

【履修条件】 本科目は比較文化専攻の共通科目であるが、もちろん国際関係学専攻の学生でも履修可能である。 

【評価方法】 期末レポート１本 (50%)と授業内での発表 (50%) によって評価する。 

【テキスト】 
杉崎鉱司・稲田俊一郎・磯部美和（編）『言語研究の世界：生成文法からのアプローチ』（研究社、2022 年） 

川添愛『ヒトの言語、機械の言語』（角川新書、2020 年） 

【参考書】 

William O'Grady, John Archibald, Mark Aronoff, and Janie Rees-Miller (eds.) Contemporary Linguistics: An 

Introduction, Seventh Edition (Bedford/St. Martin's, 2017) 

風間喜代三ほか『言語学第２版』（東京大学出版会、2021 年) 

中野弘三ほか『最新英語学・言語学用語辞典』（開拓社、2015 年） 



齋藤純男ほか『明解言語学辞典』（三省堂、2015 年） 

【備考】 
比較言語研究 A と B の履修順序について。A を履修した後に B を履修するのが望ましいが、逆になっても

構わない。また、A と B の両方を履修することを勧めるが、どちらか一方でも構わない。 

【社会人聴講生】 可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 比較言語研究 B Comparative Studies of Language B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 長野明子 

【担当教員】 長野明子 

【授業の目的】 

本科目は比較文化専攻の共通科目の１つである。比較文化専攻の学生にもとめられる「文化や言語を比較

する能力」を言語学の素材を通じて涵養することを目的としている。 

言語学では、言語事実を観察し、記述し、説明する。１行でまとめられるこのことを実行するためには、しか

し、厚みのある専門知識と幅広な学術的俯瞰力、さらには世界的視野が必要である。具体的には、① 言語

構造の普遍性を捉えるための諸理論の理解、② 言語類型論やフィールド言語学、社会言語学、言語人類

学等で明らかになっている言語多様性についての理解、③ コーパス言語学や情報科学 (コンピュータ基盤

言語学、人工知能）で研究されている事項についての理解、の主に３つが必要になる。後期は①②を扱う。

受講生は、①②のそれぞれの初歩を経験することを通して、言語や文化を比較するための学術的基盤を身

につけることができると期待される。 

また、受講生は、毎回の講義を通じて、文献を正確に読んで自らの言葉でわかりやすく要約・説明する能

力、先行研究を踏まえて意味のあるリサーチクエスチョンを立て、自らの研究として展開していく能力につい

ても修得できると期待される。 

【授業の方法】 

初回にオリエンテーションを行ったのち、指定論文を用いて毎回課題を課す形で進める。授業では、教員が

講義を行うとともに受講生は課題の発表を行うことになる。授業は日本語で行う予定であるが、受講生の要

望に応じては英語で行うことも可能である。指定論文は英語で書かれたものであり、現時点では The 

Handbook of Linguistics, Second Edition (Wiley Blackwell, 2017) に納められたものを予定しているが、受講

生の状況に応じては Contemporary Linguistics: An Introduction, Seventh Edition (Bedford/St. Martin's, 

2017) を使用する可能性もある。 

授業は（板書ではなく）PC を用いた資料提示や資料共有の形で進めるので、受講生も各自、ノートパソコン

を持参することが望ましい。 

大学基準に応じて COVID-19 対応が必要になった場合には、遠隔授業形式（オンライン、Zoom による同時

双方向の形式）に切り替える。 

【授業展開】 

・各回では以下の論文を扱う予定であるが、進度は状況に応じて変わる可能性もある。 

・ことばの「意味」面については本講義ではカバーできない。意味に興味のある人は、同じ教員による「言語

機能論研究 A, B」を履修してほしい。 

第１回 オリエンネーション  

第 2-3 回 "Typology and Universals" 

第 4-5 回 "Generative Grammar: Rule Systems for Describing Sentence Structures" 

第 6-7 回 "Functional Linguistics: Communicative Functions and Language Structure" 

第 8-9 回 "Linguistic Anthropology and Ethnolinguistics" 

第 10-11 回 "Sociolinguistic Theory: Systematic Study of the Social Uses of Language" 

第 12-13 回 "Language Variation: Sociolinguistic Variationist Analysis" 

第 14 回 期末課題作成に向けた学生プロジェクト 

第 15 回 まとめ 

【履修条件】 本科目は比較文化専攻の共通科目であるが、もちろん国際関係学専攻の学生でも履修可能である。 

【評価方法】 期末レポート１本 (50%)と授業内での発表 (50%) によって評価する。 

【テキスト】 
Mark Aronoff and Janie Rees-Miller (eds.) The Handbook of Linguistics, Second Edition. (Wiley Blackwell, 

2017) 

【参考書】 

William O'Grady, John Archibald, Mark Aronoff, and Janie Rees-Miller (eds.) Contemporary Linguistics: An 

Introduction, Seventh Edition (Bedford/St. Martin's, 2017) 

風間喜代三ほか『言語学第２版』（東京大学出版会、2021 年) 

中野弘三ほか『最新英語学・言語学用語辞典』（開拓社、2015 年） 

齋藤純男ほか『明解言語学辞典』（三省堂、2015 年） 

【備考】 
比較言語研究 A と B の履修順序について。A を履修した後に B を履修するのが望ましいが、逆になっても

構わない。また、A と B の両方を履修することを勧めるが、どちらか一方でも構わない。 

【社会人聴講生】 可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 比較思想研究 A Comparative Studies of Thought A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 木澤 景 

【担当教員】 木澤 景 

【授業の目的】 

本研究科カリキュラム・ポリシーに定める「コースワーク」を主とする共通科目講座として、比較文化専攻に

必要な研究方法論の習得と学術文献理解能力・研究報告能力の開発を目的とする。本講座では「“比較す

る”とはいかなる思想的営みか？」という共通課題のもと、東西の哲学・宗教・倫理思想を広く見わたし、専

攻の研究基礎力の構築を目指す。本講座を履修することで習得が期待される素養は次の四点である。①

「思想」についての理解を深め、各自の修士課程における研究が単なる可視的な現象の羅列にとどまらず、

その背後にある因果関係や複数現象間の共通・相違関係などの考察へと至るよう原形イメージを形作る。

②主として西洋、インド、中国、朝鮮半島、日本の思想史を扱い、それらの基本的な流れを知識として把握

し、自分の興味関心がどこに位置づくものかを理解する。③比較対象となる材料、すなわち文献の断片の探

し方を実修し、部分を扱うこと、翻訳文献を扱うことの危険性（と有効性）を踏まえた上で、古典文献を深く読

解する経験をつむ。④「比較」の視点、鳥瞰的なものの見方が持つ有効性と危険性を正しく認識し、各自の

研究の各段階においてマクロ的な視点を持つべきか・ミクロの視点で掘り下げるべきかを適切に判断できる

ようになる。 

【授業の方法】 

レクチャー形式＋ゼミ形式。講義形式で基礎的な地盤を築いたのち、その題材をめぐってのディスカッション

や、その他の材料の調査・提案などを履修者から行ってもらう。原典資料等はプリントで配布の上、復習用

にユニパでも配信する。 

新型コロナウィルス感染拡大の場合は、遠隔授業（Zoom による同時双方向型）を行う。その際、履修者によ

る図書館等での調査が難しい場合は、教員が題材を準備する。 

【授業展開】 

※参加者の興味関心に基づいて講義展開をそのつど決定していく。以下は一例。 

第一回 ガイダンス（受講する上での連絡事項等の告知）（講義形式） 

第二回 「思想」とは何か① 各種辞書（国語辞典、語源辞典など）を題材に（講義形式） 

第三回 「思想」とは何か② ブレインストーミング（ゼミ形式） 

第四回 「思想」とは何か③ 思想家、思想研究者の言葉から 『丸山眞男講義録』など（講義形式） 

第五回 「思想」とは何か④ ディスカッション（ゼミ形式） 

第六回 「比較」とは何か① 伝統的「比較」観 ディルタイ「世界観の諸類型と形而上学的諸体系における

それらの類型の形成」（講義形式＋ゼミ形式） 

第七回 「比較」とは何か② 「比較」の陥穽 ガダマー『真理と方法』（講義形式＋ゼミ形式） 

第八回 「比較」とは何か③ 日本語の「かんがえる」の語義から① 本居宣長『古事記伝』（講義形式＋ゼミ

形式） 

第九回 「比較」とは何か④ 日本語の「かんがえる」の語義から② 賀茂真淵『語意考』（講義形式＋ゼミ形

式） 

第十回 「比較」とは何か⑤ まとめ その他の著作・論文から （講義形式＋ゼミ形式） 

第十一回 比較思想研究の事例① 和辻哲郎『風土 人間学的考察』（講義形式＋ゼミ形式） 

第十二回 比較思想研究の事例② 中村元『比較思想論』（講義形式＋ゼミ形式） 

第十三回 比較思想研究の事例③ 峰島旭雄『比較思想の世界』（講義形式＋ゼミ形式） 

第十四回 比較思想研究の事例④ まとめ その他の著作・論文から （講義形式＋ゼミ形式） 

第十五回 まとめ （講義形式） 

【履修条件】 
教員の時間割等の都合から、開講時限を移動することができない。水曜 2 限に受講できることを条件とす

る。 

【評価方法】 
発表 40％＋期末レポート 30％＋各回の小報告等、参加積極性 30％。 

期末レポートの評価基準は、①形式面、②説得力、③独自性、④熱意の四点で評価を行う。 

【テキスト】 毎回、プリントを配布する。 

【参考書】 講座の展開に従い、その都度紹介する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 応相談。事前に面接を課すので、

開 講 前 に 木 澤 （ kizawa@u-

shizuoka-ken.ac.jp)までメールされ

たい。 

【科目等履修生】 履修可。 



【科目名】 比較思想研究 B Comparative Studies of Thought B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 木澤 景 

【担当教員】 木澤 景 

【授業の目的】 

本研究科カリキュラム・ポリシーに定める「コースワーク」を主とする共通科目講座として、比較文化専攻に

必要な研究方法論の習得と学術文献理解能力・研究報告能力の開発を目的とする。本講座では履修者全

員の修士論文題材から共通課題を設定し、東西の哲学・宗教・倫理思想を広く見わたし、鳥瞰的な視座にお

いて各自のテーマの理解を深めることを目指す。2020 年度は「正しさ」、2021 年度は「戦い」、2022 年度は

「人間性」という共通テーマを設定した。本講座を履修することで習得が期待される素養は次の四点である。

①「思想」についての理解を深め、各自の修士課程における研究が単なる可視的な現象の羅列にとどまら

ず、その背後にある因果関係や複数現象間の共通・相違関係などの考察へと至るよう原形イメージを形作

る。②主として西洋、インド、中国、朝鮮半島、日本の思想史を扱い、それらの基本的な流れを知識として把

握し、自分の興味関心がどこに位置づくものかを理解する。③比較対象となる材料、すなわち文献の断片の

探し方を実修し、部分を扱うこと、翻訳文献を扱うことの危険性（と有効性）を踏まえた上で、古典文献を深く

読解する経験をつむ。④「比較」の視点、鳥瞰的なものの見方が持つ有効性と危険性を正しく認識し、各自

の研究の各段階においてマクロ的な視点を持つべきか・ミクロの視点で掘り下げるべきかを適切に判断でき

るようになる。 

【授業の方法】 

レクチャー形式＋ゼミ形式。講義形式で基礎的な地盤を築いたのち、その題材をめぐってのディスカッション

や、その他の材料の調査・提案などを履修者から行ってもらう。原典資料等はプリントで配布の上、復習用

にユニパでも配信する。 

新型コロナウィルス感染拡大の場合は、遠隔授業（Zoom による同時双方向型）を行う。その際、履修者によ

る図書館等での調査が難しい場合は、教員が題材を準備する。 

【授業展開】 

※参加者の興味関心に基づいて講義展開をそのつど決定していく。以下は一例。 

第一回 ガイダンス（受講する上での連絡事項等の告知）（講義形式） 

第二回 今学期のテーマ決定（各自の修論テーマ紹介＋ゼミ形式） 

（以下、2021 年度の例。） 

第三回 「戦い」の比較思想① 語義・語源から（講義形式） 

第四回 「戦い」の比較思想② ブレインストーミング（ゼミ形式） 

第五回 「戦い」の比較思想③ 西洋思想における「戦い」① ヘラクレイトスの断簡・プラトン『パイドン』（講

義形式） 

第六回 「戦い」の比較思想④ ディスカッション（ゼミ形式） 

第七回 「戦い」の比較思想⑤ 西洋思想における「戦い」② クラウゼヴィッツ『戦争論』（講義形式） 

第八回 「戦い」の比較思想⑥ ディスカッション（ゼミ形式） 

第九回 「戦い」の比較思想⑦ 中国思想における「戦い」① 『孫子』（講義形式） 

第十回 「戦い」の比較思想⑧ ディスカッション（ゼミ形式） 

第十一回 「戦い」の比較思想⑨ 日本思想における「戦い」① 宮本武蔵『五輪書』（講義形式） 

第十二回 「戦い」の比較思想⑩ ディスカッション（ゼミ形式） 

第十三回 「戦い」の比較思想⑪ 日本思想における「戦い」② 山本常朝口述『葉隠』（講義形式） 

第十四回 「戦い」の比較思想⑫ ディスカッション（ゼミ形式） 

第十五回 まとめ （講義形式） 

【履修条件】 
教員の時間割等の都合から、開講時限を移動することができない。水曜 2 限に受講できることを条件とす

る。 

【評価方法】 
発表 40％＋期末レポート 30％＋ディスカッション等、参加積極性 30％。 

期末レポートの評価基準は、①形式面、②説得力、③独自性、④熱意の四点で評価を行う。 

【テキスト】 毎回、プリントを配布する。 

【参考書】 講座の展開に従い、その都度紹介する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 応相談。事前に面接を課すので、

開 講 前 に 木 澤 （ kizawa@u-

shizuoka-ken.ac.jp)までメールされ

たい。 

【科目等履修生】 履修可。 



【科目名】 日本文化史研究 A History of Japanese Culture A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 吉田真樹 

【担当教員】 吉田真樹 

【授業の目的】 
近代の精神史研究・文学研究をふまえながら、歌そのものについても検討し、歌の本質について自力で考

えられるようになる。 

【授業の方法】 対面の演習形式 

【授業展開】 

【近代の精神史研究・文学研究を読む】 

①和辻哲郎「『万葉集』の歌と『古今集』の歌との相違について」（『日本精神史研究』岩波文庫、青空文庫） 

②折口信夫「短歌本質成立の時代ー万葉集以後の歌風の見わたし」「歌の話」（Kindle） 

③小松英雄『やまとうた―古今和歌集の言語ゲーム』（講談社）、序論 1,2 

④同序論 3,4 

【『古今集』の歌を読む】 

⑤同本論 1,2 

⑥同本論 3,4 

⑦同本論 5,6 

⑧同本論 7,8 

⑨同本論 9,10,11 

⑩仮名序・真名序 

【『万葉集』の歌を読む】多田一臣『万葉集全解〈1〉』（筑摩書房） 

⑪巻一・二の構造、原万葉 

⑫第 1 歌の生命・恋・霊魂の観念 

⑬第 2 歌の天皇・神・民の観念 

⑭儀礼歌 

⑮宮廷歌人としての柿本人麻呂 

【履修条件】 古文が読めること。 

【評価方法】 全て発表による。 

【テキスト】 
小松英雄『やまとうた―古今和歌集の言語ゲーム』講談社 

※第三回までに各自準備してください。 

【参考書】 

多田一臣『万葉語誌』（筑摩書房） 

小松英雄『みそひと文字の抒情詩―古今和歌集の和歌表現を解きほぐす』、『古典和歌解読―和歌表現は

どのように深化したか』（笠間書院） 

佐藤正英「花鳥風月としての自然の成立―『古今集』を中心に―」（金子武蔵編『自然―倫理学的考察』 (以

文社)） 

吉田真樹『平田篤胤―霊魂のゆくえ』（講談社学術文庫） 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 日本文化史研究 B History of Japanese Culture B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 吉田真樹 

【担当教員】 吉田真樹 

【授業の目的】 
近世の国学思想や近代の思想研究・文学研究をふまえながら、歌そのものについても検討し、歌の本質に

ついて自力で考えられるようになる。 

【授業の方法】 対面の演習形式 

【授業展開】 

【近世国学による研究を読む】 

①賀茂真淵『万葉集大考』（『賀茂真淵全集』） 

②本居宣長『あしわけをぶね』（『本居宣長全集』） 

【近代の思想研究・文学研究を読む】 

③折口信夫「万葉集の解題」（Kindle） 

④吉本隆明『初期歌謡論』（河出書房新社） 

⑤藤井貞和『〈うた〉起源考』（青土社） 

【『古事記』上巻の歌を読む】 

⑥須佐之男命の歌一首 

⑦八千矛神他の歌四首 

⑧高比売命の歌一首 

⑨鵜葺草葺不合命他の歌二首 

（参考：益田勝実『記紀歌謡』（筑摩書房）、本居宣長『古事記伝』） 

【『万葉集』の歌を読む】多田一臣『万葉集全解〈1〉』（筑摩書房） 

⑨古橋信孝『万葉歌の成立』 （講談社学術文庫）（参考：『古代和歌の発生―歌の呪性と様式』（東京大学

出版会）） 

⑩山本健吉『柿本人麻呂』（講談社） 

⑪柿本人麻呂歌の機能 

⑫巻二挽歌：非業の死の反芻 

⑬巻二挽歌：貴人の飛翔する魂 

⑭巻三挽歌冒頭歌：聖徳太子歌の意味 

⑮巻三挽歌の展開 

【履修条件】 古文が読めること。 

【評価方法】 全て発表による。 

【テキスト】 多田一臣『万葉集全解〈1〉』（筑摩書房） 

【参考書】 

白川静『初期万葉論』（中公文庫） 

国学思想について 

清水正之『国学の他者像―誠実と虚偽』（ぺりかん社） 

相良亨『本居宣長』（講談社学術文庫） 

菅野覚明『本居宣長―言葉と雅び』（ぺりかん社） 

吉田真樹『平田篤胤―霊魂のゆくえ』（講談社学術文庫） 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 日本思想史研究 A History of Japanese Thought A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 木澤 景 

【担当教員】 木澤 景 

【授業の目的】 

本研究科カリキュラム・ポリシーに定める「コースワーク」を主とする専門科目講座として、主として日本思

想・日本文化の研究を目指す大学院生を対象に、学術的な文献理解能力、専門的知識の習得を目的とす

る。本講座では平安期日本仏教のいくつかの文献を題材に、正統的な仏教思想からの特殊性や仏教受容

期の日本人の思考の痕跡をたどることを目指す。本講座を履修することで習得が期待される素養は次の二

点である。①仏教漢文の原典資料を読み込み、テキストに対する向き合い方と、読みを深めるための補助

的な方法について学ぶ。②専門性の高い内容を、いかに大きな歴史展開や問題枠組みに位置づけていく

か、研究におけるマクロとミクロの視点の取り方を身につける。 

【授業の方法】 

レクチャー形式。時間が許せば、追加調査の報告やディスカッション、派生的な題材の調査・提案などを行

う。原典資料等はプリントで配布の上、復習用にユニパでも配信する。 

新型コロナウィルス感染拡大の場合は、遠隔授業（Zoom による同時双方向型）を行う。その際、履修者によ

る図書館等での調査が難しい場合は、教員が題材を準備する。 

【授業展開】 

平安仏教研究① 

※以下は、履修者の興味関心や議論の展開によって変動する。 

テーマ：仏性論争研究 

第?回?ガイダンス（受講する上での連絡事項等の告知）（講義形式） 

第?回?仏性とは何か（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による討議） 

第三回?インドにおける仏性論争?『涅槃経』『楞伽経』（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による

討議） 

第四回?中国における仏性論争①?法寳「?乗仏性究竟論」（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式

による討議） 

第五回?中国における仏性論争②?慧沼「能顕中辺慧?論」（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式

による討議） 

第六回?中間まとめ①（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による討議） 

第七回?三?権実論争①?三乗と?乗（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による討議） 

第?回?三?権実論争②?五性各別と悉皆成仏（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による討議） 

第九回?三?権実論争③?有漏と無漏（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による討議） 

第?回?三?権実論争④?理仏性と?仏性（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による討議） 

第??回?中間まとめ②（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による討議） 

第??回?種?という考え?（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による討議） 

第?三回?源信『?乗要決』①?真如種?（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による討議） 

第?四回?源信『?乗要決』②?智顗の三因仏性説（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による討

議） 

第?五回?まとめ（講義形式＋時間が許せばディスカッション形式による討議） 

【履修条件】 

講義は日本語で行う。難易度の高いテーマ、テキストを扱うので、復習時における追加的な先行研究調査

等は必ず必要となる。予習も含めて、時間を惜しまず意欲的にテキストを読み抜こうという気概のある参加

者を歓迎する。強い意欲があり、当講座に費やす時間が確保できる場合は、当然のことながら異なる研究

分野を専攻する者の履修も問題ない。やむをえない場合を除き、４回以上の欠席はレポート提出の権利を

与えない。 

【評価方法】 期末レポート 80％＋リアクション・ペーパー等からの聴講態度 20％。 

【テキスト】 原典資料は毎回プリントにて配布する。 

【参考書】 

常盤?常『仏性の研究』丙午出版社?1930 年 

?村晃祐編『徳?論叢』国書刊?会?1986 年 

?橋富雄『徳?と最澄?もう?つの正統仏教』中公新書?1990 年 

【備考】  

【社会人聴講生】 応相談。事前に面接を課すので、

開 講 前 に 木 澤 （ kizawa@u-

shizuoka-ken.ac.jp)までメールされ

たい。 

【科目等履修生】 履修可。 



【科目名】 日本思想史研究 B History of Japanese Thought B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 木澤 景 

【担当教員】 木澤 景 

【授業の目的】 

本研究科カリキュラム・ポリシーに定める「コースワーク」を主とする専門科目講座として、主として日本思

想・日本文化の研究を目指す大学院生を対象に、学術的な文献理解能力、専門的知識の習得を目的とす

る。本講座では平安期日本仏教のいくつかの文献を題材に、正統的な仏教思想からの特殊性や仏教受容

期の日本人の思考の痕跡をたどることを目指す。本講座を履修することで習得が期待される素養は次の二

点である。①仏教漢文の原典資料を読み込み、テキストに対する向き合い方と、読みを深めるための補助

的な方法について学ぶ。②専門性の高い内容を、いかに大きな歴史展開や問題枠組みに位置づけていく

か、研究におけるマクロとミクロの視点の取り方を身につける。 

【授業の方法】 

レクチャー形式。時間が許せば、追加調査の報告やディスカッション、派生的な題材の調査・提案などを行

う。原典資料等はプリントで配布の上、復習用にユニパでも配信する。 

新型コロナウィルス感染拡大の場合は、遠隔授業（Zoom による同時双方向型）を行う。その際、履修者によ

る図書館等での調査が難しい場合は、教員が題材を準備する。 

【授業展開】 

平安仏教研究② 

※以下は、履修者の興味関心や議論の展開によって変動する。 

平安仏教の「心」理解 ―空海『秘蔵宝鑰』を読む 

第一回 ガイダンス（受講する上での連絡事項等の告知） 

第二回 『秘蔵宝鑰』について 序文 

第三回 「第一異生羝羊心」（講義形式、時間が許せばゼミ形式でのディスカッション） 

第四回 「第二愚童持斎心」（講義形式、時間が許せばゼミ形式でのディスカッション） 

第五回 中間まとめ① 

第六回 「第三嬰童無畏心」（講義形式、時間が許せばゼミ形式でのディスカッション） 

第七回 「第四唯蘊無我心」（講義形式、時間が許せばゼミ形式でのディスカッション） 

第八回 「第五抜業因種心」（講義形式、時間が許せばゼミ形式でのディスカッション） 

第九回 「第六他縁大乗心」（講義形式、時間が許せばゼミ形式でのディスカッション） 

第十回 中間まとめ② 

第十一回 「第七覚心不生心」（講義形式、時間が許せばゼミ形式でのディスカッション） 

第十二回 「第八一道無為心」（講義形式、時間が許せばゼミ形式でのディスカッション） 

第十三回 「第九極無自性心」（講義形式、時間が許せばゼミ形式でのディスカッション） 

第十四回 「第十秘密荘厳心」（講義形式、時間が許せばゼミ形式でのディスカッション） 

第十五回 まとめ 

【履修条件】 

講義は日本語で行う。難易度の高いテーマ、テキストを扱うので、復習時における追加的な先行研究調査

等は必ず必要となる。予習も含めて、時間を惜しまず意欲的にテキストを読み抜こうという気概のある参加

者を歓迎する。強い意欲があり、当講座に費やす時間が確保できる場合は、当然のことながら異なる研究

分野を専攻する者の履修も問題ない。やむをえない場合を除き、４回以上の欠席はレポート提出の権利を

与えない。 

【評価方法】 期末レポート 80％＋リアクション・ペーパー等からの聴講態度 20％。 

【テキスト】 原典資料は毎回プリントにて配布する。 

【参考書】 

加藤純隆他訳『空海「秘蔵宝鑰」 こころの底を知る手引き』角川ソフィア文庫 2010 年 

福田亮成訳注『空海コレクション 3 秘密曼荼羅十住心論 上』 

『空海コレクション 4 秘密曼荼羅十住心論 下』ちくま学芸文庫 2013 年 

【備考】  

【社会人聴講生】 応相談。事前に面接を課すので、

開 講 前 に 木 澤 （ kizawa@u-

shizuoka-ken.ac.jp)までメールされ

たい。 

【科目等履修生】 履修可。 



【科目名】 日本文学研究ⅠA Studies in Modern Japanese Literature I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 鈴木さやか 

【担当教員】 鈴木さやか 

【授業の目的】 

日本文学の最高傑作ともいわれる『源氏物語』には、非常に膨大な研究成果の蓄積があり、作品を読み解く

ための切り口も実にさまざまです。今期の授業では、その中でも特に「装束」の持つ意味に注目します。「衣」

は古代にあって、身にまとう当人の形代として捉えられており、したがって恋の歌にも「衣」をモチーフとした

和歌が数多く詠まれてきました。そのことを踏まえつつ、本授業では『源氏物語』に描かれた装束の意味を

主に和歌的文脈から捉え、先行研究を踏まえながら、適切な言葉で説明できる（論理的な文章で記述でき

る）ようになることを目標とします。 

【授業の方法】 
演習形式。基本的に対面で行う。授業で使用する資料の入手方法については、初回授業でアナウンスす

る。 

【授業展開】 

①イントロダクション 

②文献講読：折口信夫「水の女」（『古代研究Ⅰ―祭りの発生』中央公論新社、青空文庫） 

③文献講読：難波めぐみ（2014）「公家装束の色について(2)国宝『源氏物語絵巻』の復元模写から」『郡山女

子大学紀要』50 巻 

④文献講読：髙倉永佳他（2021）「平安期女房装束の復元にむけて（一） ― 『源氏物語』からの始発 ―」

『實踐國文學』99 巻 

⑤文献講読：内藤英子（2015）「『源氏物語』末摘花巻にみられる諷諭性について」『名古屋大学国語国文

学』108 巻 

⑥文献講読：有田祐子（2012）「『源氏物語』の衣装論 : 「玉鬘」・「初音」巻を通して」『成蹊國文』45 巻 

⑦文献講読：伊原昭（2014）「光源氏の一面―その服色の象徴するもの」『源氏物語の色: いろなきものの世

界へ』笠間書院 

⑧②～⑦を踏まえたレポートの作成と発表、それに対する講評（2,000 字程度） 

⑨文献講読：畠山大二郎（2016）『平安朝の文学と装束』新典社 第一編第一章～第三章 

⑩文献講読：同第一編第四章～第五章 

⑪文献講読：同第二編第一章～第三章 

⑫文献講読：同第二編第四章～第六章 

⑬文献講読：同第三編第一章～第二章 

⑭文献講読：同第三編第三章～第四章 

⑮②～⑭を踏まえたレポートの作成と発表、それに対する講評（2,000 字程度） 

【履修条件】 日本古典文学の読解に必要なため、古語と古典文法について、高校卒業程度の知識を求める。 

【評価方法】 ②～⑦、⑨～⑭の授業におけるレジュメと発表：50％、⑧、⑮の授業におけるレポートと発表：50％ 

【テキスト】 畠山大二郎（2016）『平安朝の文学と装束』新典社 第一編第一章～第三章 

【参考書】 

吉岡幸雄（2000）『日本の色事典』紫紅社 

吉岡幸雄（2008）『源氏物語の色事典』紫紅社 

伊原昭（2014）『源氏物語の色: いろなきものの世界へ』笠間書院 

秋山虔他（1997）『源氏物語図典』小学館 

八條忠基（2020）『詳解 有職装束の世界』角川ソフィア文庫 

久保田淳・馬場あき子（1997）『歌ことば歌枕大辞典』角川書店 

藪葉子（2017）『『源氏物語』引歌の生成: 『古今和歌六帖』との関わりを中心に』笠間書院 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 日本文学研究ⅠB Studies in Modern Japanese Literature I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 鈴木さやか 

【担当教員】 鈴木さやか 

【授業の目的】 

日本文学の最高傑作ともいわれる『源氏物語』には、非常に膨大な研究成果の蓄積があり、作品を読み解く

ための切り口も実にさまざまです。今期の授業では、その中でも特に「装束」の持つ意味に注目します。「衣」

は古代にあって、身にまとう当人の形代として捉えられており、したがって恋の歌にも「衣」をモチーフとした

和歌が数多く詠まれてきました。そのことを踏まえつつ、本授業では『源氏物語』『紫式部日記』に描かれた

装束の意味を主に和歌的文脈から捉え、先行研究を踏まえながら、適切な言葉で説明できる（論理的な文

章で記述できる）ようになることを目標とします。 

【授業の方法】 
演習形式。基本的に対面で行う。授業で使用する資料の入手方法については、初回授業でアナウンスす

る。 

【授業展開】 

①イントロダクション 

【「絵合」巻の装束についての研究】 

②文献講読：杉浦一雄（2006）「源氏物語と絵合」『千葉商大紀要』44 巻 

③文献講読：河添房江（2004）「天徳内裏歌合から読み解く『源氏物語』 : 唐物・楽宴・衣装という文化環境」

『日本文学』53 巻 5 号 

④研究発表：「絵合」巻の装束について、レポートの作成と発表、それに対する講評（2,000 字程度） 

【「玉鬘」「初音」巻の装束についての研究】 

⑤文献講読：大津直子（2022）「六条院試論（一）」『同志社女子大学大学院文学研究科紀要』22 巻 他 

⑥文献講読：平沢竜介（2015,2016）「二条東院構想試論(上)（下）」『白百合女子大学研究紀要』51,52 号 

⑦文献講読：阿部好臣（2008）「源氏物語「玉鬘」の組成--六条院物語の基底」『語文』130 巻 

⑧研究発表：「玉鬘」「初音」巻の装束について、レポートの作成と発表、それに対する講評（2,000 字程度） 

【「若菜下」巻の装束についての研究】 

⑨文献講読：西口あや（2015）「『源氏物語』「若菜下」の巻の女楽をめぐって」『白百合女子大学言語・文学

研究センター言語・文学研究論集』15 巻 

⑩文献講読：柳瀬あや子（2011）「『源氏物語』女楽にみる人物描写--人柄の表現手段としての衣装」『神戸

ファッション造形大学・神戸ファッション造形大学短期大学部研究紀要』35 巻 

⑪研究発表：「若菜下」巻の装束について、レポートの作成と発表、それに対する講評（2,000 字程度） 

【『紫式部日記』の装束についての研究】 

⑫文献講読：北村英子（2008）「平安文学語彙の研究 : 『紫式部日記』における"うるはし"」『大阪樟蔭女子

大学学芸学部論集』45 巻 

⑬文献講読：中島朋恵（2021）「『紫式部日記』の倫子装束「赤色の唐の御衣、地摺の御裳」の意味 : 敦成

親王の登極を見据えて」『言語と文芸』136 巻 

⑭研究発表：『紫式部日記』の装束について、レポートの作成と発表、それに対する講評（2,000 字程度） 

⑮②～⑭を踏まえたレポートの作成と発表、それに対する講評（2,000 字程度） 

【履修条件】 日本古典文学の読解に必要なため、古語と古典文法について、高校卒業程度の知識を求める。 

【評価方法】 
②③⑤⑥⑦⑨⑩⑫⑬の授業におけるレジュメと発表：50％、④⑧⑪⑭⑮の授業におけるレポートと発表：

50％ 

【テキスト】 

阿部秋生他（1995,1996）『新編日本古典文学全集 源氏物語②③④』小学館 

藤岡忠美他（1994）『新編日本古典文学全集 和泉式部日記／紫式部日記／更級日記／讃岐典侍日記』小

学館 

【参考書】 

吉岡幸雄（2000）『日本の色事典』紫紅社 

吉岡幸雄（2008）『源氏物語の色事典』紫紅社 

伊原昭（2014）『源氏物語の色: いろなきものの世界へ』笠間書院 

秋山虔他（1997）『源氏物語図典』小学館 

八條忠基（2020）『詳解 有職装束の世界』角川ソフィア文庫 

久保田淳・馬場あき子（1997）『歌ことば歌枕大辞典』角川書店 

藪葉子（2017）『『源氏物語』引歌の生成: 『古今和歌六帖』との関わりを中心に』笠間書院 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 日本文学特殊研究 A Special Studies in Japanese Literature A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 細川光洋 

【担当教員】 細川光洋 

【授業の目的】 

夏目漱石の『夢十夜』収録の 10 作品を読む。 

『夢十夜』に描かれた様々なモチーフが、その後の漱石の作品にどのように活かされていくかを検証する。 

また、近代文学における「夢」文学の系譜と〈夢語り〉の方法について理解し、作品テクストを構造的に読むこ

とができるようになることを本講義の目的とする。 

【授業の方法】 
授業形態：対面による演習形式で行う。 

COVID-19 への対応としては、Zoom による遠隔授業を行う。 

【授業展開】 

1. 序 近代文学と夢（夢魔）  

2. 『夢十夜』の構造と語り 

3. 第一夜を読む ～「百年」のモチーフ 

4. 第二夜を読む ～漱石と禅 

5. 第三夜を読む ～夢と怪談 

6. 内田百閒「冥途」～夢魔と〈語り〉 

7. 第四夜を読む ～「蛇」と入水 

8. 第五夜を読む ～遠き世の物語  

9. 第六夜を読む ～仁王の意味するもの 

10. 第七夜を読む ～洋行体験 

11. 小泉八雲『心』と漱石「現代日本の開化」 

12. 第八夜を読む ～床屋の鏡 

13. 第九夜を読む ～御百度 

14. 第十夜を読む ～豚の群れ 

15. 『夢十夜』まとめ 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 
レポート、並びに演習発表（レジュメの作成）、出席を含めた取り組み状況により評価する。 

評価の割合は、取り組み状況（20％）、演習発表（30％）、レポート（50％）。 

【テキスト】 夏目漱石『夢十夜』（新潮文庫） 

【参考書】 授業時に随時指示する。 

【備考】 特になし 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 日本文学特殊研究 B Special Studies in Japanese Literature B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 細川光洋 

【担当教員】 細川光洋 

【授業の目的】 

三島由紀夫の『近代能楽集』収録の 8 作品を読む。 

原作となる謡曲を併行して読み、三島の『近代能楽集』の生成過程を考察する。 

また、関連する近代翻案作品の読解を併せて行い、近代文学者の能楽受容、近代文学における能楽表象

について考えを深めていきたい。 

プレテクストとの関係性をふまえながら、作品テクストを構造的に読む力を身につけることを本講義の目的と

する。 

【授業の方法】 

授業形態：対面による演習形式で行う。 

COVID-19 への対応としては、Zoom による遠隔授業を行う。 

舞台のＤＶＤなども視聴する予定である。 

【授業展開】 

1. 序 近代文学と能 

2. 三島由紀夫「邯鄲」１ 

3. 同２ 謡曲「邯鄲」との比較読み 

4. 三島由紀夫「綾の鼓」／謡曲「綾鼓」「恋重荷」との比較読み 

5. 三島由紀夫「卒塔婆小町」１／謡曲「卒塔婆小町」との比較読み 

6.   同２ DVD「卒塔婆小町」／老女もの 

7. 三島由紀夫「葵上」／謡曲「葵上」との比較読み 

8.  三島由紀夫「班女」１／謡曲「班女」との比較読み 

9.   同２ 「海と夕焼」との比較～待つことの意味  

10. 三島由紀夫「道成寺」／謡曲「道成寺」との比較読み 

11. 三島由紀夫「熊野」／謡曲「熊野」との比較読み  

12.   三島由紀夫「弱法師」／謡曲「弱法師」との比較読み 

13. 三島由紀夫における終末の主題～少年詩 

14. 特別講義 

15.   『近代能楽集』まとめ 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 
レポート、並びに演習発表（レジュメの作成）、出席を含めた取り組み状況により評価する。 

評価の割合は、取り組み状況（20％）、演習発表（30％）、レポート（50％）。 

【テキスト】 三島由紀夫『近代能楽集』（新潮文庫） 

【参考書】 授業時に随時指示する。 

【備考】 特になし 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 日本語表現研究 A Advanced Selected Topics in Japanese A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 澤﨑宏一 

【担当教員】 澤﨑宏一 

【授業の目的】 

本授業をとおして，日本語学を「連濁」，「モーラ」，「助詞」といったテーマで学び，これらのテーマが日本語

学においてなぜ重要であるのかについて理解できるようになる。さらに，日本語学の視点に立った論文等を

読むことで，専門分野の研究を適正に理解・評価するための基礎訓練となり，自身の研究方法について深く

考えるきっかけとなる。 

【授業の方法】 

授業では，まず専門書や学術論文の輪読を行う。同時に，各人がテーマを決めて，自主研究（先行研究の

調査）を行う。自主研究は，1 ヶ月に１度の割合で進捗状況を発表し，ディスカッションを行う。 

なお，もし機会がある場合は，他大学授業との連携活動（COIL 活動）を導入する。 

対面授業を原則とする。ただし，COVID-19 の対応等により必要と認められる場合には遠隔授業に切り替え

る。 

【授業展開】 

1. 前期ガイダンス 

2. 連濁  

3. 自主研究プロポーザル発表 

4. 日本語のモーラ性  

5. 終助詞と韻律情報 

6. 自主研究中間発表得  

7  関係節のしくみ 

8. 主語と主格（1）主語となる統語的条件 

9. 主語と主格（2）主語と主格の統語的違い 

10. 自主研究中間発表 

11. 動詞と他動性 

12. アクティビティ 

13. アクティビティ 

14. 自主研究中間発表 

15. 前期のまとめ 

受講者の専門などを考慮して，内容を変更することがある。 文献は、第二言語習得や日本語学に関する論

文・読み物を，日本語・英語の両方で読む予定。 

【履修条件】 研究科正規学生であること。 

【評価方法】 

授業の準備度・発表・貢献度（含 COIL 活動） 50％  

レポート中間発表 30％  

宿題・提出物 20％ 

【テキスト】 具体的な課題図書は授業中に指示する。英語の論文も数編読む予定。 

【参考書】 

浜田麻里, 平尾得子, 由井紀久子. (1997)．『大学生と留学生のための論文ワークブック』． くろしお出版.

（ただし，受講者の希望がなければ取りやめる） 

その他，授業中で適宜指示することがある。 

【備考】 
受講を希望する場合は、授業開始日より前に担当教員まで連絡をもらえると、助かります（義務ではありま

せん ）。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 日本語表現研究 B Advanced Selected Topics in Japanese B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 澤﨑宏一 

【担当教員】 澤﨑宏一 

【授業の目的】 

本授業をとおして，日本語学を「ポライトネス」，「性差」，「日本語習得」といったテーマで学び，これらのテー

マが日本語学においてなぜ重要であるのかについて理解できるようになる。さらに，日本語学の視点に立っ

た論文等を読むことで，専門分野の研究を適正に理解・評価するための基礎訓練となり，自身の研究方法

について深く考えるきっかけとなる。 

【授業の方法】 

授業では，まず専門書や学術論文の輪読を行う。同時に，各人がテーマを決めて，自主研究（先行研究の

調査）を行う。自主研究は，1 ヶ月に１度の割合で進捗状況を発表し，ディスカッションを行う。 

なお，もし機会がある場合は，他大学授業との連携活動（COIL 活動）を導入する。 

対面授業を原則とする。ただし，COVID-19 の対応等により必要と認められる場合には遠隔授業に切り替え

る。 

【授業展開】 

1. ガイダンス 

2. ことばとポライトネス 

3. 自主研究中間発表 

4. ことばと性差（日本語） 

5. ことばと性差（非日本語） 

6. 言語習得(L1) 実験研究からみる日本語関係節習 

7. 自主研究中間発表 

8. 言語習得(L1) コーパス研究からみる日本語関係節 

9. 言語習得(L2) 実験研究からみる関係節習得 

10. 言語習得（L2） コーパス研究からみる関係節習得 

11. 自主研究中間発表 

12. 言語習得(L2) 指示詞習得習得 

13. 言語習得（L2） 教室学習と言語習得 

14. 調整・全体のまとめ 

15. 総括 

上記は，近年の授業実績である。受講者の専門などを考慮して，内容を変更することがある。 文献は、第

二言語習得や日本語学に関する論文・読み物を，日本語・英語の両方で読む予定。 

【履修条件】 研究科正規学生であること。 

【評価方法】 

授業の準備度・発表・貢献度（含 COIL 活動） 50％  

レポート中間発表 30％  

宿題・提出物 20％ 

【テキスト】 具体的な課題図書は授業中に指示する。英語の論文も数編読む予定。 

【参考書】 

浜田麻里, 平尾得子, 由井紀久子. (1997)．『大学生と留学生のための論文ワークブック』． くろしお出版.

（ただし，受講者の希望がなければ取りやめる） 

その他，授業中で適宜指示することがある。 

【備考】 
受講を希望する場合は、授業開始日より前に担当教員まで連絡をもらえると、助かります（義務ではありま

せん ）。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 日本語学研究ⅡA Studies in Japanese Linguistics II A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 竹部歩美 

【担当教員】 竹部歩美 

【授業の目的】 

【源氏物語を日本語学的に読解する】 

本講座では『源氏物語』の写本をテキストとし、次の 5 つを目標に据え、読解していく。 

①写本（影印）の変体仮名（くずし字）が読める。 

②音韻と文字表記の史的変遷について理解できる。 

③古典語（中古語）の語彙語法について理解できる。 

④古典文を正確に逐語訳ができる。 

⑤現代語の語彙語についての知識を習得することができ、理解を深めることができる 

【授業の方法】 

前半は古典文法の基礎について講義を行う。 

後半は演習を行う。受講者は各自一定範囲を担当し、翻刻・本文整訂・逐語訳を行い、レジュメを作成して

報告（発表）する。その内容を受講者全員で検討し、現代語・古典語についての理解を深める。 

※本講座は対面形式で行うが、COVID-19 対応で必要な場合は直ちに遠隔授業に切り替える。 

【授業展開】 

１．ガイダンス 

２．講義（１）古代日本語の文法（１） 

３．講義（２）古代日本語の文法（２） 

４．講義（３）音韻と文字表記（１） 

５．講義（４）音韻と文字表記（２） 

６．講義（５）変体仮名・翻刻と本文の整訂（１） 

７．講義（６）変体仮名・翻刻と本文の整訂（２） 

８．中間テスト 

９．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表と検討（１） 

10．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表と検討（２） 

11．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表と検討（３） 

12．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表と検討（４） 

13．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表と検討（５） 

14．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表と検討（６） 

15．前期のまとめ 

【履修条件】 

・授業は日本語でのみ行う。 

・高等学校国語科の古典（日本の学校教育のこれに相当するもの）に関する基礎知識を習得していること。 

・紙媒体の古語辞典必携のこと。 

※後期の日本語学研究ⅡB では演習のみを行う。日本語学研究ⅡA で研究方法等の基礎事項を習得して

からⅡB を履修することを強くすすめる。 

【評価方法】 

・中間テスト（30％）と演習発表の内容（70％）。 

・中間テスト（30％）は講義の内容を理解できているかを問う。 

・演習発表の内容（70％）とは主に「くずし字が読めるようになっているか」「整訂本文が作れるようになって

いるか」「古典文を正しく読解できるようになっているか」の 3 点であり、これをを発表レジュメと発表内容から

判断する。 

・受講者の習熟度によってはレポートを課す場合がある。 

・毎回出席することを成績評価の前提とする。真にやむを得ない事情のない限り欠席の代替措置は一切行

わない。 

【テキスト】 授業時に指示、または、配布する。 

【参考書】 初回のガイダンス時に一覧を配布する。また、講義の中で適宜紹介する。 

【備考】 受講を希望する場合は、授業開始日より前に、本講座担当教員までメールにて連絡すること。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 日本語学研究ⅡB Studies in Japanese Linguistics II B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 竹部歩美 

【担当教員】 竹部歩美 

【授業の目的】 

【源氏物語を日本語学的に読解する】 

本講座では『源氏物語』の写本をテキストとし、次の 5 つを目標に据え、読解していく。 

①写本（影印）の変体仮名（くずし字）が読める。 

②音韻と文字表記の史的変遷について理解できる。 

③古典語（中古語）の語彙語法について理解できる。 

④古典文を正確に逐語訳ができる。 

⑤現代語の語彙語についての知識を習得することができ、理解を深めることができる 

【授業の方法】 

前期の内容を踏まえて、また、前期に習得した事柄を活かして、演習を行う。 

受講者は各自一定範囲を担当し、翻刻・本文整訂・逐語訳を行い、レジュメを作成して報告（発表）する。そ

の内容を受講者全員で検討し、現代語・古典語についての理解を深める。 

※本講座は対面形式で行うが、COVID-19 対応で必要な場合は直ちに遠隔授業に切り替える。 

【授業展開】 

１．ガイダンス 

２．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（１） 

３．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（２） 

４．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（３） 

５．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（４） 

６．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（５） 

７．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（６） 

８．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（７） 

９．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（８） 

10．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（９） 

11．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（１０） 

12．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（１１） 

13．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（１２） 

14．受講者による演習〈担当範囲の翻刻、本文整訂、逐語訳〉発表、全員での検討（１３） 

15．後期のまとめ 

【履修条件】 

・授業は日本語でのみ行う。 

・高等学校国語科の古典（日本の学校教育のこれに相当するもの）に関する基礎知識を習得していること。 

・紙媒体の古語辞典必携のこと。 

※後期の日本語学研究ⅡB では演習のみを行う。日本語学研究ⅡA で研究方法等の基礎事項を習得して

からⅡB を履修することを強くすすめる。 

【評価方法】 

・演習発表の内容（100％）で評価する。 

・「くずし字が読めるようになっているか」「整訂本文が作れるようになっているか」「古典文を正しく読解でき

るようになっているか」を発表レジュメと発表内容から判断し評価する。 

・受講者の習熟度によってはレポートを課す場合がある。 

・毎回出席することを成績評価の前提とする。真にやむを得ない事情のない限り欠席の代替措置は一切行

わない。 

【テキスト】 授業時に指示、または、配布する。 

【参考書】 初回のガイダンス時に一覧を配布する。また、講義の中で適宜紹介する。 

【備考】 受講を希望する場合は、授業開始日より前に、本講座担当教員までメールにて連絡すること。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 日本語教育学研究ⅠA Studies in Teaching Japanese as aForeign Language I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 酒井彩 

【担当教員】 酒井彩 

【授業の目的】 

外国人材の増加に伴い、日本語教育の需要がさらに高まっている現状がある。また、日本語教師の資格創

設も行われる中で、日本語教師はどのような仕事をし、どのような専門性が求められているのかなど日本語

教師に着目した日本語教育に関する知識と理解を深め、各自の研究に必要な思考力を獲得することを目的

とする。 

【授業の方法】 
履修者による文献講読とディスカッションを中心に演習形式で進める。4 月は対面で実施し、5 月から遠隔に

変更の予定（詳細は授業内で説明）。 

【授業展開】 

1：オリエンテーション 

初回は、履修者の関心領域や日本語教育との関わりについて話をうかがい、講読する文献に関する相談、

興味関心の把握を行う。 

2：文献講読 1（文献 1 日本語教師の専門性に関する文献を配布予定） 

3：文献講読 2（文献 2 日本語教師の専門性に関する文献を配布予定） 

4：文献講読 3（文献 3 日本語教師の役割に関する文献を配布予定） 

5：文献講読 4（文献 4 日本語教師の役割に関する文献を配布予定） 

6：文献講読 5（文献 5 初回の相談で決定した文献） 

7：文献講読 6（文献 6 初回の相談で決定した文献） 

8：文献講読 7（文献 7 初回の相談で決定した文献） 

9：文献講読 8（文献 8 初回の相談で決定した文献） 

10：文献講読 9（文献 9 初回の相談で決定した文献） 

11：文献講読 10（文献 10 履修者選定の文献） 

12：文献講読 11（文献 11 履修者選定の文献） 

13：文献講読 12（文献 12 履修者選定の文献） 

14：文献講読 13（文献 13 履修者選定の文献） 

15：総括 

上記予定は、日本語教育に関する知識や理解の程度、履修者構成等により調整・変更する。 

【履修条件】 - 

【評価方法】 
授業への参加度（授業内の発言、積極性、課題等）：70％   

期末レポート：30％ 

【テキスト】 資料配布 

【参考書】 適宜配布・紹介 

【備考】 小学校、日本語学校、大学、企業で日本語教育経験がある教師が担当する。 

【社会人聴講生】 2023 年度は不可 【科目等履修生】 2023 年度は不可 



【科目名】 日本語教育学研究ⅠB Studies in Teaching Japanese as aForeign Language I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 酒井彩 

【担当教員】 酒井彩 

【授業の目的】 

外国人材の増加に伴い、日本語教育の需要がさらに高まっている現状がある。前期の内容を踏まえ、どの

ような学習者がどのように日本語を学んでいるのか、学習者に着目した日本語教育に関する知識と理解を

深め、各自の研究に必要な思考力、研究の視座を獲得することを目的とする。 

【授業の方法】 

履修者による文献講読とディスカッションを中心に遠隔による演習形式で進める。11 月までは遠隔で実施

し、 

12 月から対面に変更の予定（詳細は授業内で説明）。 

【授業展開】 

1：オリエンテーション 

初回は、履修者の関心領域や修士論文で取り組む予定のテーマについて話をうかがい、講読する文献に

関する相談、興味関心の把握を行う。 

2：文献講読 1（文献 1 大学で学ぶ日本語学習者に関する文献を配布予定） 

3：文献講読 2（文献 2 大学で学ぶ日本語学習者に関する文献を配布予定） 

4：文献講読 3（文献 3 地域で学ぶ日本語学習者に関する文献を配布予定） 

5：文献講読 4（文献 4 地域で学ぶ日本語学習者に関する文献を配布予定） 

6：文献講読 5（文献 5 初回の相談で決定した文献） 

7：文献講読 6（文献 6 初回の相談で決定した文献） 

8：文献講読 7（文献 7 初回の相談で決定した文献） 

9：文献講読 8（文献 8 初回の相談で決定した文献） 

10：文献講読 9（文献 9 初回の相談で決定した文献） 

11：文献講読 10（文献 10 履修者選定の文献） 

12：文献講読 11（文献 11 履修者選定の文献） 

13：文献講読 12（文献 12 履修者選定の文献） 

14：文献講読 13（文献 13 履修者選定の文献） 

15：総括 

上記予定は、日本語教育に関する知識や理解の程度、履修者構成等により調整・変更する可能性がある。 

【履修条件】 日本語教育学研究ⅠA（前期科目）を履修していることが望ましい。 

【評価方法】 
授業への参加度（授業内の発言、積極性、課題等）：70％   

期末レポート：30％ 

【テキスト】 資料配布 

【参考書】 適宜配布・紹介 

【備考】 小学校、日本語学校、大学、企業で日本語教育経験がある教師が担当する。 

【社会人聴講生】 2023 年度は不可 【科目等履修生】 2023 年度は不可 



【科目名】 アジア地域研究 A Asian Area Study A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 塩崎悠輝 

【担当教員】 塩崎悠輝 

【授業の目的】 

まず、地域研究とは何か、そして地域研究の現代的課題とは何かを考察する。次いで、受講者自身の研究

関心と、地域研究にどのような関係があるのかを考える。そうすることによって、日本とアジア諸国の社会に

ついて、地域研究でどのような研究が可能なのか構想できるようになる。 

【授業の方法】 

この授業で設定されうるテーマの一つとして、国家、あるいは地域の境界を越えた人々の研究がある。その

他にもアジア諸国に関係する、地域を横断する研究課題について、様々な先行研究を紹介していく。 

 授業の方法としては、受講者の研究上の関心に沿った学術書を講読する。毎回の授業で文献の内容を要

約し、討論する。メインとなる文献以外にも、様々な史資料を配布し、読解する。 

【授業展開】 

（講読するテキストは適宜検討される） 

第 1 回：オリエンテーション 

第 2 回：講義 地域研究の論点 

第 3～７回：講読  『日本に生きる移民たちの宗教生活』 

第 8 回：プレゼンテーション 1： 日本の移民社会 

第 9 回：講義 地域研究の中のイスラーム研究 

第 10～14：講読 Islamic Connections: Studies of South and Southeast Asia 

第 15 回：プレゼンテーション 2：イスラームのネットワークは東南アジアに何をもたらしたか 

【履修条件】 英語による文献読解に積極的に参加する意思のあることが望ましい。 

【評価方法】 授業中の発表： 40％、プレゼンテーション 1： 30%、プレゼンテーション 2： 30％ 

【テキスト】 

三木英、櫻井義秀（編）（2012）『日本に生きる移民たちの宗教生活 ニューカマーのもたらす宗教多元化』ミ

ネルヴァ書房 

吉原和男（編）（2013）『現代における人の国際移動 アジアの中の日本』慶應義塾大学出版会 

その他、受講者の関心に応じて、適宜設定する。 

【参考書】 

地域研究コンソーシアム『地域研究』編集委員会（編）（2012）『地域研究〈Vol.12 No.2〉総特集地域研究方法

論』京都大学地域研究統合情報センター 

三木英（2017）『異教のニューカマーたち: 日本における移民と宗教』森話社 

Azymardi Azra (2004) The Origins of Islamic Reformism in Southeast Asia: Networks of Malay-Indonesian & 

Middle Eastern 'Ulama' in the Seventeenth and Eighteenth Centuries. University of Hawaii Press. 

Feener (ed.) (2009) Islamic Connections: Studies of South and Southeast Asia. ISEAS. 

【備考】 
担当教員は、東南アジアのイスラームについての研究を専門としており、外務省在マレーシア日本国大使

館やマレーシア国際イスラーム大学での勤務経験を持つ。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 アジア地域研究 B Asian Area Study B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 塩崎悠輝 

【担当教員】 塩崎悠輝 

【授業の目的】 

まず、地域研究とは何か、そして地域研究の現代的課題とは何かを考察する。次いで、受講者自身の研究

関心と、地域研究にどのような関係があるのかを考える。そうすることによって、日本とアジア諸国の社会に

ついて、地域研究でどのような研究が可能なのか構想できるようになる。 

【授業の方法】 

この授業で設定されうるテーマの一つとして、国家、あるいは地域の境界を越えた人々の研究がある。その

他にもアジア諸国に関係する、地域を横断する研究課題について、様々な先行研究を紹介していく。 

 授業の方法としては、受講者の研究上の関心に沿った学術書を講読する。毎回の授業で文献の内容を要

約し、討論する。メインとなる文献以外にも、様々な史資料を配布し、読解する。 

【授業展開】 

（講読するテキストは適宜検討される） 

第 1 回：オリエンテーション 

第 2 回：地域研究と地域間研究 

第 3～７回：講読 『現代における人の国際移動 アジアの中の日本』 

第 8 回：プレゼンテーション 1：東アジアの国際移動 

第 9 回：イスラームの言説はいかにして形成されたか 

第 10～14：講読 The Origins of Islamic Reformism in Southeast Asia 

第 15 回：プレゼンテーション 2：東南アジアのイスラームの言説と他地域との関係 

【履修条件】 英語による文献読解に積極的に参加する意思のあることが望ましい。 

【評価方法】 授業中の発表： 40％、プレゼンテーション 1： 30%、プレゼンテーション 2： 30％ 

【テキスト】 

三木英、櫻井義秀（編）（2012）『日本に生きる移民たちの宗教生活 ニューカマーのもたらす宗教多元化』ミ

ネルヴァ書房 

吉原和男（編）（2013）『現代における人の国際移動 アジアの中の日本』慶應義塾大学出版会 

その他、受講者の関心に応じて、適宜設定する。 

【参考書】 

地域研究コンソーシアム『地域研究』編集委員会（編）（2012）『地域研究〈Vol.12 No.2〉総特集地域研究方法

論』京都大学地域研究統合情報センター 

三木英（2017）『異教のニューカマーたち: 日本における移民と宗教』森話社 

Azymardi Azra (2004) The Origins of Islamic Reformism in Southeast Asia: Networks of Malay-Indonesian & 

Middle Eastern 'Ulama' in the Seventeenth and Eighteenth Centuries. University of Hawaii Press. 

Feener (ed.) (2009) Islamic Connections: Studies of South and Southeast Asia. ISEAS. 

【備考】 
担当教員は、東南アジアのイスラームについての研究を専門としており、外務省在マレーシア日本国大使

館やマレーシア国際イスラーム大学での勤務経験を持つ。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 現代中国研究 A Contemporary China Studies A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 奈倉京子 

【担当教員】 奈倉京子 

【授業の目的】 

本講義では、人類学、社会学的な分析枠組みを援用し、中国の「普通の人々」の視点、すなわち「草の根の

視点」から、中国民衆の生活世界を対象に、中国の社会構造を調査研究するための方法論を学ぶことを目

的とする。特に閻雲翔の提唱した「中国社会の個人化」「新しい社会性」を鍵概念とし、関連文献を読み解き

ながら、中国社会で起きている様々な現象と突き合わせて思考することにより、伝統的な社会（1949 年以

前）、社会主義時代（毛時代）、ポスト社会主義的社会（1992 年以降）へと変遷するにともない、「個人」「家

族」「社会」「国家」のそれぞれの関係がどのように変化したのかを探究する。各受講者が、自分の研究課題

に引きつけて、もしくは中国社会を「鏡」として、個人とその結びつきかたについて思考することを目指す。 

【授業の方法】 
毎回一人の受講者が、担当の課題文献を読み、要点と議論したい事項をレジュメにまとめてくる。それをもと

に受講者同士で意見を出し合う。 

【授業展開】 

１．イントロダクション：「新しい社会性」「個人化」とは 

２．The Individualization of Chinese Society 序論 

３．The Individualization of Chinese Society 第 1 章 

４．The Individualization of Chinese Society 第 2 章 

５．The Individualization of Chinese Society 第 3 章 

６．The Individualization of Chinese Society 第 4 章 

７．The Individualization of Chinese Society 第 5 章 

８．The Individualization of Chinese Society 第 6 章 

９．The Individualization of Chinese Society 第 7 章 

10.  The Individualization of Chinese Society 第 8 章 

11.  The Individualization of Chinese Society 第 9 章 

12.  The Individualization of Chinese Society 第 10 章 

13.  The Individualization of Chinese Society 結論 

14.  The Individualization of Chinese Society 附録 

15.  「当代中国社会的個体化与道德転型」 

【履修条件】 ・中国語か英語で文献を読めること。 

【評価方法】 

・平常点(participation in class)100% 

（プレゼン、ディスカッション） 

＊3 回以上の欠席は不可とします 

【テキスト】 

・Yan,Yunxiang.2009.The Individualization of Chinese Society .Berg Publishers. 

（中国語版：閻雲翔著、陸洋ほか訳 2012『中国社会的個体化』上海訳文出版社） 

・閻雲翔・鄭詩亮 2015「当代中国社会的個体化与道德転型」呉小英編『家庭与性別評論』（第 6 輯）社会科

学出版社、pp.248-62. 

【参考書】 

・チャン・キョンスプ（張慶燮）著、柴田悠訳 2013「個人主義なき個人化―『圧縮された近代』と東アジアの曖

昧な家族危機」落合恵美子編『親密圏と公共圏の再編成―アジア近代からの問い』京都大学学術出版会、

pp.39-66. 

・落合恵美子 2022（1989）『近代家族とフェミニズム（増補新版）』勁草書房. 

・落合恵美子 2013「アジア近代における親密圏と公共圏の再編成―「圧縮された近代」と「家族主義」」落合

恵美子編 2013『親密圏と公共圏の再編成―アジア近代からの問い』京都大学学術出版会、pp.1-38. 

・ベック・U.著、東廉・伊藤美登里訳『危険社会: 新しい近代への道』（法政大学出版局、1998 年）・費孝通

［著］『郷土中国』（訳・西澤治彦）（風響社、2019 年） 

・費孝通［著］『生育制度―中国の家族と社会』（訳・横山廣子）（東京大学出版会、1985 年） 

・瀬治山角『東アジアの家父長制―ジェンダーの比較社会学』（勁草書房、1996 年） 

・中根千枝『タテ社会の人間関係―単一社会の理論』（講談社現代新書、1967 年） 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 現代中国研究 B Contemporary China Studies B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 奈倉京子 

【担当教員】 奈倉京子 

【授業の目的】 

本講義では、2000 年代以降の中国の民間社会の発展と国家権力とのかかわりについて探求することを目

的とする。その際、「現代中国研究 A」で学んだ「新しい社会性」が、具体的に中国社会にどのようにあらわ

れているかを考え、議論する。具体的には、社会の周縁に置かれた集団に焦点を当て、政府や社会からど

のような支援がされているかということについて、障害者家族と支援組織を例にみていく。これらの事例につ

いて、「中国の市民社会論」「ポスト社会主義人類学」の分析枠組みを援用しながら、現代中国社会における

個人、家族、社会、国家のそれぞれの関係について思考することを目指す。 

【授業の方法】 
テキストを輪読する。毎回、受講者の一人が担当する箇所を精読し、要点と論点をレジュメにまとめてくる。

それをもとに、受講者同士で議論する。 

【授業展開】 

１．イントロダクション：本講義の目的 

２．『東亜』 

３．『中国の知的障害者とその家族』序章 

４．『中国の知的障害者とその家族』第 1 章 

５．『中国の知的障害者とその家族』第 2 章 

６．『中国の知的障害者とその家族』第 3 章 

７．『中国の知的障害者とその家族』第 4 章 

８．『中国の知的障害者とその家族』第 5 章 

９．『中国の知的障害者とその家族』第 1 部小括 

10.  『中国の知的障害者とその家族』第 6 章 

11.  『中国の知的障害者とその家族』第 7 章 

12.  『中国の知的障害者とその家族』第 8 章 

13.  『中国の知的障害者とその家族』第 9 章 

14.  『中国の知的障害者とその家族』第 2 部小括 

15.  『中国の知的障害者とその家族』結論 

【履修条件】 
・「現代中国研究 A」を履修していること。履修していないが本講義を受講したい場合は、登録前に必ず相談

すること。 

【評価方法】 

・平常点(participation in class)100% 

（プレゼン、ディスカッション） 

＊3 回以上の欠席は不可とします 

【テキスト】 

・奈倉京子 2023『中国の知的障害者とその家族―「新しい社会性」のエスノグラフィー』東方書店. 

・奈倉京子「中国の『新しい社会性』について考える」『東亜』658、2022 年 4 月、東京、pp.68-69。 

・奈倉京子「中国の『鎖でつながれた女性事件』をふり返る」『東亜』661、2022 年 7 月、東京、pp.68-69。 

・奈倉京子「人々の日常生活に浸透する『社会主義』―その 1：ジェンダー規範の『伝統』」『東亜』664、2022

年 10 月、東京、pp.70-71。 

【参考書】 

・石井知章・緒形康・鈴木賢編 2017『現代中国と市民社会―普遍的《近代》の可能性』勉誠出版. 

・小長谷有紀・川口幸大・長沼さやか編 2010『中国における社会主義的近代化―宗教・消費・エスニシティ』

勉誠出版. 

・孫暁冬 2006『中国型ワークフェアの形成と展開―福祉資本主義と市場社会主義における福祉レジームの

可能性』昭和堂. 

・高倉浩樹 2008「序 ポスト社会主義人類学の射程と役割」高倉浩樹・佐々木史郎編『国立民族学博物館調

査報告 No.78』国立民族学博物館、pp.1-28. 

・菱田雅晴 2000「現代中国の社会変動をどう捉えるか」菱田雅晴編『現代中国の構造変動 5 社会―国家と

の共棲関係』東京大学出版、pp.3-18. 

・李妍?2012『中国の市民社会―動き出す草の根 NGO』岩波新書. 

・―――2018『下から構築される中国―「中国的市民社会」リアリティ』明石書店. 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 韓国朝鮮社会文化研究 A Studies in Korean Society and Culture A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 小針進 

【担当教員】 小針進 

【授業の目的】 

・現代韓国社会が当面している様々な問題点を解明するため、韓国（広くは朝鮮半島全体）の社会と文化に

ついて考察する高い理解力と体系的な知識を高めることで、自らの問題意識を鮮明にし、それを探求する力

を養うことを目的とする。文献を理解する力、研究報告を行える能力を養いながら、地域研究の方法論を修

めることも目指す。とくに、発表と討論をつうじて、地域研究をめぐる様々な論旨を展開できる能力、特定の

言説に対する批判的分析ができる能力が身につくだろう。 

【授業の方法】 

・授業方法は、文献資料の講読、発表、討論を中心にする、いわゆる演習形式である。受講生は、文献の要

約、疑問点と論点の指摘を主とするレジュメ作成を課題としてこなしたうえ、ディスカッションを重視する授業

となる。 

・新型コロナウイルスの感染拡大等のため、遠隔授業とならざるを得ない場合は、Zoom を利用したオンライ

ン方式で行う。 

【授業展開】 

1     イントロダクション（ロー・ダニエル『「地政心理」で語る半島と列島』など） 

2-3   いま、韓国をどう見るか（小針進『文在寅政権期の韓国社会・政治と日韓関係』など） 

4-5   転換されてゆく文化パラダイム（石井健一・小針進・渡邉聡『日本・韓国・中国の相互イメージとポピュ

ラー文化』など） 

6-7 歴史認識をめぐる摩擦と彷徨（木村幹『日韓歴史認識問題とは何か』など） 

8   受講者による研究報告（「自らの研究分野と韓国」というテーマで報告） 

9-10 インターネットで変わる韓国社会（小倉紀蔵編『現代韓国を学ぶ』など） 

11-12 歴代大統領と国民意識の変化（金浩鎮『韓国歴代大統領とリーダーシップ』など） 

13-14 圧縮成長の経済をめぐって（小倉紀蔵編『現代韓国を学ぶ』など） 

15  総合討議 

【履修条件】 
・韓国社会に関する基礎知識をもっていることが望ましい。 

・韓国語（朝鮮語）を解することが望まれるが、必須条件ではない。 

【評価方法】 
・課題の達成度（報告レジュメ、発表、討論、参加など）が 60%, 学期末提出の term paper(A4x10 枚程度)が

40%という割合で、成績評定を行う。 

【テキスト】 
小針進『文在寅政権期の韓国社会・政治と日韓関係』（柘植書房新社） 

林 志弦『犠牲者意識ナショナリズム  国境を超える「記憶」の戦争 』（東洋経済新報社） 

【参考書】 

園田茂人『アジアの国民感情-データが明かす人々の対外認識』 (中公新書) 

小倉紀蔵編『現代韓国を学ぶ』(有斐閣) 

金浩鎮『韓国歴代大統領とリーダーシップ』（柘植書房新社) 

古田博司『朝鮮民族を読み解く―北と南に共通するもの 』（ちくま学芸文庫） 

小此木政夫・河英善編『日韓新時代と共生複合ネットワーク 』（慶應義塾大学出版会） 

小倉紀蔵・小針進編『日韓関係の争点』（藤原書店） 

木村幹『日韓歴史認識問題とは何か』（ミネルヴァ書房） 

石川裕之『韓国の才能教育制度―その構造と機能』（東信堂） 

石井健一・小針進・渡邉聡『日本・韓国・中国の相互イメージとポピュラー文化』（明石書店） 

ロー・ダニエル『「地政心理」で語る半島と列島』（藤原書店） 

など。 

【備考】 

・毎回の課題は教員および受講生へ、当日の午前 9 時までにメールで配信することがルールとなる。 

・日本政府観光局職員および外務省専門調査員として在外勤務経験を有する教員が、海外における実務

的な経験に基づく知識や周辺国に対する基本的視座の学びを、演習の中で反映させる。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 韓国朝鮮社会文化研究 B Studies in Korean Society and Culture B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 小針進 

【担当教員】 小針進 

【授業の目的】 

・現代韓国社会が当面している様々な問題点を解明するため、韓国（広くは朝鮮半島全体）の社会と文化に

ついて考察する高い理解力と体系的な知識を高めることで、自らの問題意識を鮮明にし、それを探求する力

を養うことを目的とする。文献を理解する力、研究報告を行える能力を養いながら、地域研究の方法論を修

めることも目指す。とくに、発表と討論をつうじて、地域研究をめぐる様々な論旨を展開できる能力、特定の

言説に対する批判的分析ができる能力も身につくだろう。 

【授業の方法】 

・授業方法は、文献資料の講読、発表、討論を中心にする、いわゆる演習形式である。受講生は、文献の要

約、疑問点と論点の指摘を主とするレジュメ作成を課題としてこなしたうえ、ディスカッションを重視する授業

となる。 

・新型コロナウイルスの感染拡大等のため、遠隔授業とならざるを得ない場合は、Zoom を利用したオンライ

ン方式で行う。 

【授業展開】 

1     イントロダクション（ロー・ダニエル『「地政心理」で語る半島と列島』など） 

2-3  外交安保の歴史的基盤と韓国社会（小針進『文在寅政権期の韓国社会・政治と日韓関係』など） 

4-7 北朝鮮問題と統一意識（伊集院 敦『金正恩時代の北朝鮮経済』、ロー・ダニエル『「地政心理」で語る

半島と列島』など） 

8  受講者による研究報告（「自らの研究分野と朝鮮半島」というテーマで報告） 

9-10  戦後日韓関係：生成と展開（木宮 正史『日韓関係史』など ） 

11-12  戦後日韓関係：転機と発展（小倉紀蔵・小針進編『日韓関係の争点』など） 

13-14  在外コリアンをめぐって（李里花『朝鮮籍とは何か―トランスナショナルの視点から』など） 

15    総合討論 

【履修条件】 
・韓国社会に関する基礎知識をもっていることが望ましい。 

・韓国語（朝鮮語）を解することが望まれるが、必須条件ではない。 

【評価方法】 
・課題の達成度（報告レジュメ、発表、討論、参加など）が 60%, 学期末提出の term paper(A4x10 枚程度)が

40%という割合で、成績評定を行う。 

【テキスト】 
小針進『文在寅政権期の韓国社会・政治と日韓関係』（柘植書房新社） 

林 志弦『犠牲者意識ナショナリズム  国境を超える「記憶」の戦争 』（東洋経済新報社） 

【参考書】 

木宮 正史『日韓関係史』（岩波書店） 

李里花『朝鮮籍とは何か―トランスナショナルの視点から』（明石書店） 

伊集院 敦『金正恩時代の北朝鮮経済』（文眞堂） 

小倉紀蔵編『現代韓国を学ぶ』(有斐閣) 

古田博司『朝鮮民族を読み解く―北と南に共通するもの 』（ちくま学芸文庫） 

小此木政夫・河英善編『日韓新時代と共生複合ネットワーク 』（慶應義塾大学出版会） 

小倉紀蔵・小針進編『日韓関係の争点』（藤原書店） 

木村幹『日韓歴史認識問題とは何か』（ミネルヴァ書房） 

石川裕之『韓国の才能教育制度―その構造と機能』（東信堂） 

ロー・ダニエル『「地政心理」で語る半島と列島』（藤原書店） 

など。 

【備考】 

・毎回の課題は教員および受講生へ、当日の午前 9 時までにメールで配信することがルールとなる。 

・日本政府観光局職員および外務省専門調査員として在外勤務経験を有する教員が、海外における実務

的な経験に基づく知識や周辺国に対する基本的視座の学びを、演習の中で反映させる。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 韓国朝鮮史研究 A Contemporary History of Korea A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 小針進 

【担当教員】 小針進 

【授業の目的】 

・現代韓国の歴史と日本との関係の実態を解き明かすため、歴史家である崔書勉氏（1928～2020）のオーラ

ルヒストリー記録の前半を輪読し、討議することで、戦後日韓関係の実像を解明し、韓国現代史について考

察する深い理解力と体系的な知識の修得を目的とする。文献を理解する力、知識と方法論への批判的視

角、研究報告を行える能力を養いながら、歴史への視覚を修めることも目指す。日韓関係だけでなく、国際

的な俯瞰力を活用できる能力も持つことができるであろう。 

【授業の方法】 

・履修者には毎回のペーパー（読了シート）を事前に提出してもらったうえで、プレゼンテーション（履修人数

に応じて担当を決める）、討論をしていく、いわゆる演習形式である。 

・新型コロナウイルスの感染拡大等のため、遠隔授業とならざるを得ない場合は、Zoom を利用したオンライ

ン方式で行う。 

【授業展開】 

第１回 イントロダクション 

第２回 半生の「語り」のはじめ 

第３回 日本統治下の学生時代（前） 

第４回 日本統治下の学生時代（後） 

第５回 日本の敗戦と解放直後（前） 

第６回 日本の敗戦と解放直後（後）  

第７回 李承晩の弾圧と日本への亡命（前） 

第８回 李承晩の弾圧と日本への亡命（後） 

第９回 東京での研究生活の開始と田中耕太郎（前） 

第 10 回 東京での研究生活の開始と田中耕太郎（後） 

第 11 回 朴正煕政権と日本社会（前） 

第 12 回 朴正煕政権と日本社会（前） 

第 13 回 東京韓国研究院の設立と安重根研究 （前） 

第 14 回 東京韓国研究院の設立と安重根研究 （後） 

第 15 回 「北関大捷碑」の発見 

【履修条件】 ・日韓関係に関する基礎知識をもっていることが望ましい。 

【評価方法】 
・課題の達成度（読了シート、プレゼンテーション、討論、参加度など）が 80%, 学期末提出のまとめレポート

(A4x4~5 枚程度)が 20%という割合で、成績評定を行う。 

【テキスト】 
小針進編『崔書勉と日韓の政官財学人脈～韓国知日派知識人のオーラルヒストリー』（同時代社） 

岡本隆司『東アジアの論理: 日中韓の歴史から読み解く』（中公新書） 

【参考書】 

池明観『韓国近現代史 １９０５年から現代まで』（明石書店） 

李榮薫『大韓民国の物語』（文藝春秋） 

徐仲錫『韓国現代史６０年』（明石書店） 

木宮正史『国際政治のなかの韓国現代史』（山川出版社） 

小倉紀蔵編『朝鮮思想全史』（ちくま新書） 

朴裕河『帝国の慰安婦』（朝日新聞出版） 

木村幹『日韓歴史認識問題とは何か』（ミネルヴァ書房） 

大沼保昭 ・江川紹子『「歴史認識」とは何かー対立の構図を超えて』 (中公新書) 

小此木政夫『朝鮮分断の起源 独立と統一の相克』（慶応義塾大学出版会） 

姜在彦『朝鮮儒教の二千年』（講談社学術文庫） 

李榮薫『反日種族主義』（文藝春秋） 

李大根『帰属財産研究』（文藝春秋） 

など。 

【備考】 

・毎回の課題（読了シート）は教員および受講生へ、当日の午前 8 時までにメールで配信することがルール

となる。 

・日本政府観光局職員および外務省専門調査員として在外勤務経験を有する教員が、海外における実務

的な経験に基づく知識や周辺国に対する基本的視座の学びを、演習の中で反映させる。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 韓国朝鮮史研究 B Contemporary History of Korea B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 小針進 

【担当教員】 小針進 

【授業の目的】 

・現代韓国の歴史と日本との関係の実態を解き明かすため、歴史家である崔書勉氏（1928～2020）のオーラ

ルヒストリー記録の後半を輪読し、討議することで、戦後日韓関係の実像を解明し、韓国現代史について考

察する深い理解力と体系的な知識の修得を目的とする。文献を理解する力、知識と方法論への批判的視

角、研究報告を行える能力を養いながら、歴史への視覚を修めることも目指す。日韓関係だけでなく、国際

的な俯瞰力を活用できる能力も持つことができるであろう。 

【授業の方法】 

・履修者には毎回のペーパー（読了シート）を事前に提出してもらったうえで、プレゼンテーション（履修人数

に応じて担当を決める）、討論をしていく、いわゆる演習形式である。 

・新型コロナウイルスの感染拡大等のため、遠隔授業とならざるを得ない場合は、Zoom を利用したオンライ

ン方式で行う。 

【授業展開】 

第１回 岸信介と福田赳夫（前） 

第２回 岸信介と福田赳夫（後） 

第３回 金大中と朴正煕（前） 

第４回 金大中と朴正煕（後） 

第５回 七〇年代日韓関係の緊張と交流（前） 

第６回 七〇年代日韓関係の緊張と交流（後） 

第７回 朴正煕政権と日本社会（前） 

第８回 朴正煕政権と日本社会（前） 

第９回 朴正煕と福田赳夫（前） 

第 10 回 朴正煕と福田赳夫（後） 

第 11 回 朴正煕の死と親韓派 

第 12 回 「朴正煕後」の日韓関係（前） 

第 13 回 「朴正煕後」の日韓関係（後） 

第 14 回 帰国とその後の日韓関係 

第 15 回 「語り」の結びに 

【履修条件】 
・原則として、韓国朝鮮史研究Ａを履修済みの者を対象とする。 

・日韓関係に関する基礎知識をもっていることが望ましい。 

【評価方法】 
・課題の達成度（読了シート、プレゼンテーション、討論、参加度など）が 80%, 学期末提出のまとめレポート

(A4x4~5 枚程度)が 20%という割合で、成績評定を行う。 

【テキスト】 
小針進編『崔書勉と日韓の政官財学人脈～韓国知日派知識人のオーラルヒストリー』（同時代社） 

岡本隆司『東アジアの論理: 日中韓の歴史から読み解く』（中公新書） 

【参考書】 

池明観『韓国近現代史 １９０５年から現代まで』（明石書店） 

李榮薫『大韓民国の物語』（文藝春秋） 

徐仲錫『韓国現代史６０年』（明石書店） 

木宮正史『国際政治のなかの韓国現代史』（山川出版社） 

小倉紀蔵編『朝鮮思想全史』（ちくま新書） 

朴裕河『帝国の慰安婦』（朝日新聞出版） 

木村幹『日韓歴史認識問題とは何か』（ミネルヴァ書房） 

大沼保昭 ・江川紹子『「歴史認識」とは何かー対立の構図を超えて』 (中公新書) 

小此木政夫『朝鮮分断の起源 独立と統一の相克』（慶応義塾大学出版会） 

姜在彦『朝鮮儒教の二千年』（講談社学術文庫） 

李榮薫『反日種族主義』（文藝春秋） 

李大根『帰属財産研究』（文藝春秋） 

など。 

【備考】 

・毎回の課題（読了シート）は教員および受講生へ、当日の午前 8 時までにメールで配信することがルール

となる。 

・日本政府観光局職員および外務省専門調査員として在外勤務経験を有する教員が、海外における実務

的な経験に基づく知識や周辺国に対する基本的視座の学びを、演習の中で反映させる。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 現代東南アジア研究 A Contemporary Southeast Asian Studies A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 塩崎悠輝 

【担当教員】 塩崎悠輝 

【授業の目的】 

まず、東南アジア研究の歴史を概観したうえで、現在特に注目されている論点が何であるのかを考察する。

次いで、受講者自身の研究関心と東南アジア研究にどのような関係があるのかを考える。そうすることによ

って、東南アジア諸国の社会のついての研究を参照しながら、受講者自身の研究関心についてはどのよう

な研究が可能なのか構想できるようになる。 

【授業の方法】 

この授業で設定されうるテーマの一つとして、公共圏（public sphere）とソーシャル・キャピタル(social capital)

の東南アジアの文脈における理解、がある。例えば、政府と市民社会(civil society)を理解するうえで、宗教

が非常に重要な要素である。その他にもアジア諸国の現代社会に関係する、様々な先行研究を紹介してい

く。 

 授業の方法としては、受講者の研究上の関心に沿った学術書を講読する。毎回の授業で文献の内容を要

約し、討論する。メインとなる文献以外にも、様々な史資料を配布し、読解する。 

【授業展開】 

（講読するテキストは適宜検討される） 

第 1 回：オリエンテーション 

第 2 回：講義 市民社会と公共圏 

第 3～７回：講読 1 往還する親密性と公共性 

第 8 回：プレゼンテーション 1 アジア的公共圏  

第 9 回：講義 近代国家制度の中のイスラーム 

第 10～14：講読 2  Varieties of Religious Authority 

第 15 回：プレゼンテーション 2 インドネシアの国家と宗教 

【履修条件】 英語による文献読解に積極的に参加する意思のあることが望ましい。 

【評価方法】 授業中の発表： 40％、プレゼンテーション 1： 30%、プレゼンテーション 2： 30％ 

【テキスト】 

櫻井義秀、濱田陽（2012）『アジアの宗教とソーシャル・キャピタル』明石書店 

黄蘊（2014）『往還する親密性と公共性 東南アジアの宗教・社会組織にみるアイデンティティと生存』京都大

学学術出版会 

Azymardi Azra (ed.) (2010) Varieties of Religious Authority: Changes and Challenges in 20th Century 

Indonesian Islam. ISEAS. 

Brinessen (2013) Contemporary Developments in Indonesian Islam: Explaining the Conservative Turn. ISEAS. 

その他、受講者の関心に応じて、適宜設定する。 

【参考書】 
Fealy & Hooker (eds.) (2006) Voices of Islam in Southeast Asia: A Contemporary Sourcebook. ISEAS. 

Riddell (2001) Islam in the Malay-Indonesian World. Hurst. 

【備考】 
担当教員は、東南アジアのイスラームについての研究を専門としており、外務省在マレーシア日本国大使

館やマレーシア国際イスラーム大学での勤務経験を持つ。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 現代東南アジア研究 B Contemporary Southeast Asian Studies B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 塩崎悠輝 

【担当教員】 塩崎悠輝 

【授業の目的】 

まず、東南アジア研究の歴史を概観したうえで、現在特に注目されている論点が何であるのかを考察する。

次いで、受講者自身の研究関心と東南アジア研究にどのような関係があるのかを考える。そうすることによ

って、東南アジア諸国の社会のついての研究を参照しながら、受講者自身の研究関心についてはどのよう

な研究が可能なのか構想できるようになる。 

【授業の方法】 

この授業で設定されうるテーマの一つとして、公共圏（public sphere）とソーシャル・キャピタル(social capital)

の東南アジアの文脈における理解、がある。例えば、政府と市民社会(civil society)を理解するうえで、宗教

が非常に重要な要素である。その他にもアジア諸国の現代社会に関係する、様々な先行研究を紹介してい

く。 

 授業の方法としては、受講者の研究上の関心に沿った学術書を講読する。毎回の授業で文献の内容を要

約し、討論する。メインとなる文献以外にも、様々な史資料を配布し、読解する。 

【授業展開】 

（講読するテキストは適宜検討される） 

第 1 回：オリエンテーション 

第 2 回：講義 市民社会とソーシャル・キャピタル 

第 3～７回：講読 1 アジアの宗教とソーシャル・キャピタル 

第 8 回：プレゼンテーション 1 市民社会と宗教の関係 

第 9 回：講義 インドネシアのイスラーム諸潮流 

第 10～14：講読 2  Contemporary Developments in Indonesian Islam 

第 15 回：プレゼンテーション 2： イスラームと民主主義 

【履修条件】 英語による文献読解に積極的に参加する意思のあることが望ましい。 

【評価方法】 授業中の発表： 40％、プレゼンテーション 1： 30%、プレゼンテーション 2： 30％ 

【テキスト】 

櫻井義秀、濱田陽（2012）『アジアの宗教とソーシャル・キャピタル』明石書店 

黄蘊（2014）『往還する親密性と公共性 東南アジアの宗教・社会組織にみるアイデンティティと生存』京都大

学学術出版会 

Azymardi Azra (ed.) (2010) Varieties of Religious Authority: Changes and Challenges in 20th Century 

Indonesian Islam. ISEAS. 

Brinessen (2013) Contemporary Developments in Indonesian Islam: Explaining the Conservative Turn. ISEAS. 

その他、受講者の関心に応じて、適宜設定する。 

【参考書】 
Fealy & Hooker (eds.) (2006) Voices of Islam in Southeast Asia: A Contemporary Sourcebook. ISEAS. 

Riddell (2001) Islam in the Malay-Indonesian World. Hurst. 

【備考】 
担当教員は、東南アジアのイスラームについての研究を専門としており、外務省在マレーシア日本国大使

館やマレーシア国際イスラーム大学での勤務経験を持つ。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 ロシア社会研究 A Studies in Russian Society A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 堀内賢志 

【担当教員】 堀内賢志 

【授業の目的】 

ロシアは歴史的には欧州文化圏に属してきた国でありながら、アジアの諸民族とも密接な関係を持ってき

た。そのような経緯もあり、ロシアの政治・社会のあり方は欧州諸国とは異なる特殊性を持っており、むしろ

アジア諸国との比較によってよりよく理解できる面もある。この授業では、ロシアの政治・社会の特質につい

て理解を深めながら、多様性を持った世界の社会・文化を客観的に観察し、これを比較の観点から分析する

方法を身につけ、同時に外国語文献の読解力と研究報告・プレゼンテーション能力を向上させることを目的

とする。 

【授業の方法】 

ロシアの政治・社会に関する英語もしくはロシア語の文献の読解と、それに基づいた発表・討論を行う予定

である。毎週、発表者を指定し、課題文献に関する発表をしてもらう。授業で扱うテーマについては、さしあ

たり「授業計画」に掲げたものを想定しているが、受講者の研究テーマや関心に合わせて、授業のテーマや

方法は適宜変更する。授業は対面で実施するが、COVID-19 感染拡大状況等により遠隔授業に切り替える

可能性がある。 

【授業展開】 

第 1 回 ガイダンス 

第 2 回～第 5 回 歴史的背景（Trenin (2019), chap.1-5; Shiraev (2020), chap.2） 

第 6 回～第 7 回 国家アイデンティティ（Sakwa, Hale, White (2019). chap.5; Sakwa (2020), chap.11） 

第 8 回～第 9 回 民族主義と中央地方関係（Sakwa, Hale, White (2019). chap.9; Sakwa (2020), chap.12） 

第 10 回～第 11 回 政党と投票行動（Sakwa, Hale, White (2019). chap.3; Shiraev (2020), chap.7-8） 

第 12 回～第 13 回 メディアと世論（Sakwa, Hale, White (2019). chap.7; Shiraev (2020), chap.9） 

第 14 回～第 15 回 市民社会（Sakwa, Hale, White (2019). chap.6; Sakwa (2020), chap.15） 

（カッコ内の文献は下記「テキスト」の文献から例示したが、履修学生の研究分野・関心に基づいて決定す

る） 

【履修条件】 
ロシアの政治・社会に関する関心を有すること。英語の読解能力を有すること。ロシア語の読解能力を有す

ることが望ましいが、必須とはしない。 

【評価方法】 発表担当回の発表内容 70％、それ以外の回のコメント等の授業への貢献度 30％で評価する。 

【テキスト】 

第一回の授業で下記の文献を含むいくつかの候補文献を提示し、履修学生の研究分野・関心を考慮して決

定する。Dmitri Trenin (2019), Russia, Polity.; Richard Sakwa (2020), Russian Politics and Society, Routledge.; 

Eric Shiraev (2020), Russian Government and Politics, Red Globe Press.; Richard Sakwa, Henry E. Hale, 

Stephen White eds. (2019), Developments in Russian Politics 9, Duke University Press Books. 

【参考書】 授業内で適宜紹介する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 ロシア社会研究 B Studies in Russian Society B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 堀内賢志 

【担当教員】 堀内賢志 

【授業の目的】 

ユーラシア大国であるロシアは、欧州だけでなくアジア諸国とも古くから独自の関係を有してきた。特に近年

のロシアはアジア太平洋諸国との関係強化を進め、また、旧ソ連諸国との関係を核としながらユーラシア大

陸の幅広い地域・国々との協力を深化させようとしてきた。こうしたロシアとアジア・ユーラシア諸国との関係

は、ウクライナ侵攻後のロシアと今後の世界秩序を考える上でも重要である。この授業では、ロシアの対外

関係を、ロシアとアジア太平洋諸国、ユーラシア諸国との関係に焦点を当てながら検討し、今後の世界のあ

り方について議論することを通じて、国際的な俯瞰力を向上させることを目的とする。同時に、外国語文献

の読解力と研究報告・プレゼンテーション能力を向上させる。 

【授業の方法】 

ロシアの対外関係に関する、英語もしくはロシア語の文献の読解と、それに基づいた発表・討論を行う。毎

週、発表者を指定し、課題文献に関する発表をしてもらう。授業で扱うテーマについては、さしあたり「授業計

画」に掲げたものを想定しているが、受講者の研究テーマや関心に合わせて、授業のテーマや方法は適宜

変更する。授業は対面で実施するが、COVID-19 感染拡大状況等により遠隔授業に切り替える可能性があ

る。 

【授業展開】 

第 1 回 ガイダンス 

第 2 回～第 4 回 ロシア外交の特質（Donaldson, Nadkarni (2018), chap.1,5; Tsygankov (2018)） 

第 5 回～第 6 回 ロシア外交の歴史的背景（Donaldson, Nadkarni (2018), chap.2-4; ） 

第 7 回～第 8 回 ロシアと欧米との関係（Donaldson, Nadkarni (2018), chap.7,10; Tsygankov (2018), 

chap.14,16） 

第 9 回～第 11 回 ロシアとアジア（Donaldson, Nadkarni (2018), chap.8; Tsygankov (2018), chap.15,25） 

第 12 回～第 15 回 ポストソビエト空間と大ユーラシア（Donaldson, Nadkarni (2018), chap.9; Diesen (2017), 

chap.5-7） 

（カッコ内の文献は下記「テキスト」の文献から例示したが、履修学生の研究分野・関心に基づいて決定す

る） 

【履修条件】 
ロシアの対外関係に関する関心を有すること。英語の読解能力を有すること。ロシア語の読解能力を有する

ことが望ましいが、必須とはしない。 

【評価方法】 発表担当回の発表内容 70％、それ以外の回のコメント等の授業への貢献度 30％で評価する。 

【テキスト】 

第一回の授業で下記の文献を含むいくつかの候補文献を提示し、履修学生の研究分野・関心を考慮して決

定する。Robert H. Donaldson, Vidya Nadkarni eds. (2018), The Foreign Policy of Russia: Changing Systems, 

Enduring Interest (sixth edition), Routledge.; Andrei Tsygankov eds. (2018), Routledge Handbook of Russian 

Foreign Policy, Routledge.; Glenn Diesen (2017), Russia's Geoeconomic Strategy for a Greater Eurasia, 

Routledge. 

【参考書】 授業内で適宜紹介する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 東南アジア民族学研究 A Ethnology of Southeast Asia A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 米野みちよ 

【担当教員】 米野みちよ 

【授業の目的】 

1. 東南アジアの文化と社会に関する良質の文献を読み、文化人類学的な視点から、東南アジアを理解す

る。 

2. 自分の研究テーマに関連したテーマで小論文を書く。 

【授業の方法】 
講読、口頭発表、小論文研究計画作成、小論文草稿添削 

状況に応じて遠隔授業（双方向性オンライン授業）を行うことがある。 

【授業展開】 

1 . オリエンテーション 

2.  文献講読 文献１（山本信人『東南アジア地域研究入門２ 社会』より） 

3.  文献講読 文献１   同上 

4.  文献講読  文献１ 同上 

5.  文献講読 文献１ 同上 

6.  映画鑑賞 

7.   小論文研究計画発表 

8.  文献講読 文献２（速水洋子『東南アジアにおけるケアの潜在力』より） 

9.  文献講読 文献２ 同上 

10. 文献講読   文献２   同上 

11. 文献講読 文献２   同上 

12. 小論文口頭発表 

13. 小論文口頭発表 

14, 小論文草稿添削 

15. 小論文草稿添削                           

【履修条件】 

毎回の授業には、予習をしっかり行うこと。 

オンライン授業の場合は、原則、顔を出してください。 

授業は、学生の需要に応じて、英語または日本語、または、両方の言語で、行います。 

Classes will be conducted either in English or in Japan, or in both languages, depending on the demands and 

needs of the students. 

【評価方法】 

授業態度（ディスカッションへの参加、発言、映画感想文など）40% 

口頭発表 20% 

小論文  40％ 

【テキスト】 

速水洋子編『東南アジアにおけるケアの潜在力』（京都大学学術出版会 2019 

福岡まどか他編『東南アジアのポピュラーカルチャー』（スタイルノート 2018 

山本信人他編『東南アジア地域研究入門２ 社会』（慶應義塾大学出版会 2017) 

Hjorth, Larissa et al. eds., The Routledge Companion to Digital Ethnography (Routledge 2017) 

落合恵美子編 『親密圏と公共圏の再編成―アジア近代からの問い (変容する親密圏・公共圏)  京都大学

学術出版会 2013) 

ほか  適宜 紹介する 

【参考書】 ほか 適宜 紹介する 

【備考】 

テキストは、学生の研究テーマや関心によって、変更する場合がある。 

合理的配慮の必要な学生が受講する場合には、授業の形式や評価の方法に配慮をします。 

Students may write and present a paper in English or in Japanese. 

【社会人聴講生】 応相談 【科目等履修生】 応相談 



【科目名】 東南アジア民族学研究 B Ethnology of Southeast Asia B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 米野みちよ 

【担当教員】 米野みちよ 

【授業の目的】 
1. 東南アジアの文化と社会に関する文献を読み、文化人類学的な視点から、東南アジアを理解する。 

2. 自分の研究テーマに関連したテーマで、小論文を書く。 

【授業の方法】 

購読、口頭発表、小論文研究計画作成、小論文草稿添削 

状況に応じて遠隔授業（双方向性オンライン授業）を行うことがある。 

Classes will be conducted either in English or in Japan, or in both languages, depending on the demands and 

needs of the students. 

【授業展開】 

1 . オリエンテーション 

2. 文献講読 文献１（福岡まどか『東南アジアのポピュラーカルチャー』より） 

3. 文献講読 文献１  同上 

4. 文献講読   文献１  同上 

5. 文献講読 文献１  同上 

6. 映画鑑賞 

7. 小論文研究計画発表 

8. 文献講読 文献２（Hjorth et al. The Routledge Comparison to Digital Ethnography より） 

9. 文献講読 文献２  同上 

10. 文献講読  文献２  同上 

11. 文献講読  文献２ 同上 

12. 小論文口頭発表 

13. 小論文口頭発表 

14, 小論文草稿添削 

15. 小論文草稿添削 

【履修条件】 
毎回の授業には、予習をしっかり行うこと。 

オンライン授業の場合は、原則、顔を出してください。 

【評価方法】 

授業態度（ディスカッションへの参加、発言、映画感想文など）40% 

口頭発表 20% 

小論文  40％ 

【テキスト】 受講生と相談の上、授業中に指示する。 

【参考書】 

速水洋子『東南アジアにおけるケアの潜在力』（京都大学学術出版会 2019） 

福岡まどか他『東南アジアのポピュラーカルチャー』（スタイルノート 2018） 

山本信人他『東南アジア地域研究入門２ 社会』（慶應義塾大学出版会 2017） 

Hjorth, Larissa et al. The Routledge Companion to Digital Ethnography (Routledge 2017) 

落合恵美子編 『親密圏と公共圏の再編成―アジア近代からの問い (変容する親密圏・公共圏)』（ 京都大

学学術出版会 2013） 

ほか 適宜 紹介する 

【備考】 

テキストは、学生の研究テーマや関心によって、変更する場合がある。 

合理的配慮の必要な学生が受講する場合には、授業の形式や評価の方法に配慮をします。 

Students may write and present a paper in English or in Japanese. 

I will conduct bilingual classes when necessary. 

【社会人聴講生】 応相談 【科目等履修生】 応相談 



【科目名】 英米文化研究方法論 A Research Methods A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 栗田和典 

【担当教員】 栗田和典・澤田敬人 

【授業の目的】 

北アメリカおよびイギリス諸島地域における社会文化史研究の実例に学びながら論文の作成術を身につけ

る。すなわち、専門分野の文献を適切に理解して（DP1）先行研究／研究史を把握したうえで研究テーマを

設定し（DP5）、学術的な手段によって解答可能な問題をたて（DP4）、構成を整えて論述をする基礎づくりを

する。学生は文化研究の論文を作成する技法について、対象を研究しながらではなく、技法そのものを対象

化して身につけることができる。 

※DP＝ディプロマ・ポリシー 

【授業の方法】 

概念や事象の理解、資・史料の収集方法の習得、先行研究を批判的に継承してオリジナルな視点を提示す

る手順、すなわち、研究史の整理および研究テーマの設定のしかたを重視する。参加者は教科書に指定さ

れた著作を読み、内容を把握し、報告することで要約と表現の技術を養い、任意にテーマを設定して研究発

表をおこない、単位認定のための小論文を作成することで学術的な文章力と論文の作成術を身につける。 

 指示のないかぎり、対面授業であり、発表と討論をおこなう演習形式をとる。ただし、COVID-19 感染拡大

防止が必要な場合には、遠隔授業（オンライン同時双方向を主としたもの）とする。 

【授業展開】 

学術論文の基本 

1. カリキュラム上の論文の位置づけ 

2. 卒業論文と修士論文と博士論文 

3. 技術習得の過程としての論文 

4. 論文とは何か 

5. ノートの手法：マインドマップ 

6. ノートの手法：クラウド技術 

7. 論文の主題の設定 

8. 執筆のための作業工程 

9. 研究のモラル 

10. 文章の技術 

11. プレゼンテーションの技術 

12. 添削と彫琢 

13. 技術的な指針 

14. 論文作成のスケジュール 

15. 評価のための「序論」プレゼンテーション 

【履修条件】 とくになし。 

【評価方法】 
授業における参加状況と貢献度（毎回の報告、コメント、問題提起、討論）（50％）、学期末に提出する小論

文（50％）による。 

【テキスト】 佐々木健一『論文ゼミナール』（東京大学出版会、2014 年）。 

【参考書】  

【備考】 
この授業において修得する各項目は専門分野が異なっても応用できる点もあるが、しかし、専門分野によっ

て異なる慣行等は個別に考慮することがむずかしい場合もあり、最小限の言及にとどまる。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 英米文化研究方法論 B Research Methods B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 澤田敬人 

【担当教員】 澤田敬人・栗田和典 

【授業の目的】 

北アメリカ、イギリス諸島地域およびオセアニア旧英領における社会文化論研究の実例に学びながら論文

の作成術を身につける。すなわち、専門分野の文献を適切に理解して（DP1）先行研究／研究史を把握した

うえで研究テーマを設定し（DP5）、学術的な手段によって解答可能な問題をたて（DP4）、構成を整えて論述

をする基礎づくりをする。 

※DP＝ディプロマ・ポリシー 

【授業の方法】 

概念や事象の理解、資・史料の収集方法の習得、先行研究を批判的に継承してオリジナルな視点を提示す

る手順、すなわち、研究史の整理および研究テーマの設定のしかたを重視する。参加者は教科書に指定さ

れた著作を読み、内容を把握し、報告することで要約と表現の技術を養い、任意にテーマを設定して研究発

表をおこない、小論文を作成することで学術的な文章力と論文の作成術を身につける。指示のないかぎり、

対面授業であり、発表と討論をおこなう演習形式をとる。ただし、COVID-19 感染拡大防止が必要な場合に

は、遠隔授業（オンライン同時双方向を主としたもの）とする。 

【授業展開】 

学術的な理論の作り方 

１．はじめに・法則定立と個性記述を知る 

２．歴史学と社会科学 

３．自然主義と社会科学 

４．社会科学理論と社会のかかわり 

５．R.K.マートン（社会学）中範囲の理論 

６．J.L.ギャディス（冷戦史）限定的一般化 

７．因果説 

８．記述説 

９．ポスト実証主義 

10. 構築主義 

11．帰納・演繹・アブダクション 

12. プロクルーステースの寝台問題 

13. ベイズの定理 

14．過程構築 

15.  まとめ・理論を創造する方法 

【履修条件】 とくになし。 

【評価方法】 
授業における参加状況と貢献度（毎回の報告、コメント、問題提起、討論）（50％）、学期末に実施する総括

報告（50％）による。 

【テキスト】 保城広至『歴史から理論を創造する方法―社会科学と歴史学を統合する』（勁草書房、2015 年） 

【参考書】  

【備考】 文化研究の技法を、研究しながらではなく、対象化して身につける授業です。 

【社会人聴講生】 不可。 【科目等履修生】 可。 



【科目名】 英米文学研究 A Studies in Literature in English A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 米山 優子 

【担当教員】 米山 優子 

【授業の目的】 

アングロ・アイリッシュ（Anglo-Irish, イギリス系アイルランド人）の小説家、エリザベス・ボウエン(Elizabeth 

Bowen, 1899-1973)のエッセイと講演録を読む。ボウエン一族は、17 世紀以来、アイルランド南部の領地を

拠点に、イギリスのアイルランド支配の一翼を担ってきた。ボウエン一族の末裔として、小説家ボウエンは、

アイルランドで生まれながら複雑なナショナル・アイデンティティーを持ちつづけた。ボウエンの原文を通し

て、以下のテーマについて考察し、特に第一次・第二次世界大戦を意識した作品の背景に着目する。ボウエ

ンの視点から見たイギリスとアイルランドの関係を踏まえて、どのようなことを意図して書かれたのか、また

執筆当時の情勢がどのように反映されているのか理解することができる。 

1. アングロ・アイリッシュの社会と精神 

2. イギリスとアイルランドの関係 

3. 作家の創作の源 

【授業の方法】 

上記のテーマに関する講義とテキストの講読を並行して行う。テキストの講読は、履修者が分担する。担当

箇所の内容について、調査した情報を共有し、意見を交換して理解を深める。 

授業は対面形式で行う予定である。COVID-19 への対応が必要な場合、課題配信による遠隔授業を行う。 

【授業展開】 

1. Introduction                                                                             

2. Ireland 1 

3. Ireland 2 

4. Ireland 3 

5. Ireland 4 

6. A Way of Life 1 

7. A Way of Life 2 

8. A Way of Life 3 

9. What We Need in Writing 1 

10. What We Need in Writing 2 

11. What We Need in Writing 3     

12. What We Need in Writing 4 

13. Language 1 

14. Language 2                              

15. まとめ 

扱う内容や順番は変更する可能性がある。変更が生じた場合は、その都度授業で通知する。 

【履修条件】 イギリスとアイルランドの文学や歴史について基礎的な知識を身につけていることが望ましい。 

【評価方法】 
担当箇所の内容に関する報告とそれに基づくディスカッションへの参加（60%）、試験またはレポート（40%）。

全授業回数の 3 分の 1 以上欠席した場合は履修資格を失う。 

【テキスト】 

以下の文献から抜粋した配布資料を使用する。 

Elizabeth Bowen (Allan Hepburn, ed.), People, Places, Things (Edinburgh: Edinburgh UP, 2008). 

Elizabeth Bowen (Allan Hepburn, ed.), Listening In (Edinburgh: Edinburgh UP, 2010). 

【参考書】 授業で適宜紹介する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 英米文学研究 B Studies in Literature in English B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 米山 優子 

【担当教員】 米山 優子 

【授業の目的】 

アングロ・アイリッシュ（Anglo-Irish, イギリス系アイルランド人）の小説家、エリザベス・ボウエン(Elizabeth 

Bowen, 1899-1973)のエッセイと講演録を読む。ボウエン一族は、17 世紀以来、アイルランド南部の領地を

拠点に、イギリスのアイルランド支配の一翼を担ってきた。ボウエン一族の末裔として、小説家ボウエンは、

アイルランドで生まれながら複雑なナショナル・アイデンティティーを持ちつづけた。ボウエンの原文を通し

て、以下のテーマについて考察し、特に第一次・第二次世界大戦を意識した作品の背景に着目する。ボウエ

ンの視点から見たイギリスとアイルランドの関係を踏まえて、どのようなことを意図して書かれたのか、また

執筆当時の情勢がどのように反映されているのか理解することができる。 

1. ボウエン一族の伝統 

2. 二つの世界大戦とアイルランド 

3. イギリスとアイルランドにおけるアングロ・アイリッシュの位置付け 

【授業の方法】 

上記のテーマに関する講義とテキストの講読を並行して行う。テキストの講読は、履修者が分担する。担当

箇所の内容について、調査した情報を共有し、意見を交換して理解を深める。 

授業は対面形式で行う予定である。COVID-19 への対応が必要な場合、課題配信による遠隔授業を行う。 

【授業展開】 

1. Introduction                                                                             

2. How to Be Yourself 1 

3. How to Be Yourself 2 

4. Bowen's Court 1 

5. Bowen's Court 2                                       

6. Bowen's Court 3 

7. Britain in Autumn 1 

8. Britain in Autumn 2 

9. Ireland Today 1 

10. Ireland Today 2 

11. The Idea of Home 1 

12. The Idea of Home 2 

13. The Cult of Nostalgia 1 

14. The Cult of Nostalgia 2                              

15. まとめ 

扱う内容や順番は変更する可能性がある。変更が生じた場合は、その都度授業で通知する。 

【履修条件】 イギリスとアイルランドの文学や歴史について基礎的な知識を身につけていることが望ましい。 

【評価方法】 
担当箇所の内容に関する報告とそれに基づくディスカッションへの参加（60%）、試験またはレポート（40%）。

全授業回数の 3 分の 1 以上欠席した場合は履修資格を失う。 

【テキスト】 

以下の文献から抜粋した配布資料を使用する。 

Elizabeth Bowen (Allan Hepburn, ed.), People, Places, Things (Edinburgh: Edinburgh UP, 2008). 

Elizabeth Bowen (Allan Hepburn, ed.), Listening In (Edinburgh: Edinburgh UP, 2010). 

【参考書】 授業で適宜紹介する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 イギリス文化研究 A British Culture Studies A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 有元志保 

【担当教員】 有元志保 

【授業の目的】 

James Joyce の短編集 Dubliners（1914）を読む。所収の作品は、イギリスから独立する以前のアイルランド

の都市ダブリンを舞台とする。テクストを精緻に分析する能力を身につけるとともに、イギリスとの関係を含

め、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけてのアイルランドを取り巻く政治、宗教、文化的状況について理解を

深める。 

【授業の方法】 

作品を精読する。受講者には担当箇所に関して調査、考察したことを報告してもらい、それを元に議論を行

う。作品に関する批評も踏まえつつ、解釈の可能性を広げていきたい。 

COVID-19 対応で遠隔授業を実施する場合、Universal Passport を通して資料や課題のやり取りを行う。 

【授業展開】 

Dubliners は少年期 3 編、青年期 4 編、成人期 4 編、社会生活 3 編と、最後に置かれた“The Dead”の計 15

編で構成される。授業では少年期から成人期の作品を中心に扱う。 

1. イントロダクション 

2. “The Sisters” 

3. “An Encounter” 

4. “Araby” 

5. “Eveline” 

6. “After the Race” 

7.-8. “Two Gallants” 

9. “The Boarding House” 

10.-11. “A Little Cloud” 

12.-13. “Counterparts” 

14. “Clay” 

15. まとめ 

【履修条件】 特になし。 

【評価方法】 授業時の報告と議論への参加 40%、レポート 60% 

【テキスト】 授業時に指示する。 

【参考書】 授業時に指示する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 イギリス文化研究 B British Culture Studies B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 有元志保 

【担当教員】 有元志保 

【授業の目的】 

James Joyce の短編集 Dubliners（1914）を読む。所収の作品は、イギリスから独立する以前のアイルランド

の都市ダブリンを舞台とする。テクストを精緻に分析する能力を身につけるとともに、イギリスとの関係を含

め、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけてのアイルランドを取り巻く政治、宗教、文化的状況について理解を

深める。 

【授業の方法】 

作品を精読する。受講者には担当箇所に関して調査、考察したことを報告してもらい、それを元に議論を行

う。作品に関する批評も踏まえつつ、解釈の可能性を広げていきたい。 

COVID-19 対応で遠隔授業を実施する場合、Universal Passport を通して資料や課題のやり取りを行う。 

【授業展開】 

Dubliners は少年期 3 編、青年期 4 編、成人期 4 編、社会生活 3 編と、最後に置かれた“The Dead”の計 15

編で構成される。授業では成人期、社会生活の作品と“The Dead”を中心に扱う。 

1. イントロダクション 

2. “A Painful Case” 

3.-4. “Ivy Day in the Committee Room” 

5.-6. “A Mother” 

7.-9. “Grace” 

10.-14. “The Dead” 

15. まとめ 

【履修条件】 イギリス文化研究 A を履修していることが望ましい。 

【評価方法】 授業時の報告と議論への参加 40%、レポート 60% 

【テキスト】 授業時に指示する。 

【参考書】 授業時に指示する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 アメリカ文化研究 A American Culture Studies A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 望戸愛果 

【担当教員】 望戸愛果 

【授業の目的】 

アメリカ文化史に関する史料および学術書を読み解く。履修生は指定された文献を読み、報告とディスカッ

ションを行うことによって（１）研究遂行のために必要となる史料読解能力（比較文化専攻 DP3）を身につけ、

（２）内容を要約し、論点を提示し、研究報告を行うことのできる能力を養う（同 DP1）とともに、（３）文化を比

較研究できる視座を修得する（同 DP2）。 

※DP＝ディプロマ・ポリシー 

【授業の方法】 

G. Kurt Piehler, Remembering War the American Way, Smithsonian Books, 1995 の輪読を行う。履修生は担

当箇所について要約したレジュメを用意し、報告し、論点を提示する。その後、全員でディスカッションを行

う。対面授業を実施するが、感染症の状況により、適宜遠隔授業（オンライン同時双方向を主としたもの）も

実施する。。 

【授業展開】 

1 イントロダクション 

2 Remembering War the American Way 序文 

3 The memory of a nation forged in war① 

4 The memory of a nation forged in war② 

5 The divided legacy of the Civil War① 

6 The divided legacy of the Civil War② 

7 Remembering the war to end all wars① 

8 Remembering the war to end all wars② 

9 Remembering the war to end all wars③ 

10 The "good war" and modern memory① 

11 The "good war" and modern memory② 

12 From the Korean War to the Vietnam Veterans Memorial① 

13 From the Korean War to the Vietnam Veterans Memorial② 

14 Remembering War the American Way 結論 

15 まとめ 

【履修条件】 アメリカ史に関する基礎的な知識を身につけておくことが望ましい。 

【評価方法】 授業における報告とディスカッションへの参加（50%）、学期末レポート（50%）を総合して評価する。 

【テキスト】 G. Kurt Piehler, Remembering War the American Way, Smithsonian Books, 1995. 

【参考書】 授業時に指示する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 アメリカ文化研究 B American Culture Studies B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 望戸愛果 

【担当教員】 望戸愛果 

【授業の目的】 

アメリカにおける社会文化史を論じた英語の学術書を輪読する。履修生は文献を読み、報告とディスカッショ

ンを行うことによって（１）アメリカ社会文化史研究に関する文献を適切に理解し、研究報告を行うことのでき

る能力（比較文化専攻 DP1）を養い、（２）研究の遂行に必要とされる学術的な外国語の能力（同 DP3）を身

につけるとともに、（３）身につけた知識を比較研究の視座から活用できる（同 DP2）ようになる。 

※DP＝ディプロマ・ポリシー 

【授業の方法】 

Nina Silber, Gender and the Sectional Conflict, University of North Carolina Press, 2008.の輪読を行う。履修

生は担当箇所について要約したレジュメを用意し、報告し、論点を提示する。その後、全員でディスカッショ

ンを行う。対面授業を実施するが、感染症の状況により、適宜遠隔授業（オンライン同時双方向を主としたも

の）も実施する。 

【授業展開】 

1 イントロダクション 

2 Gender and the Sectional Conflict 序文 

3 Gender and the "Cause" in the U.S. Civil War, Union and Confederate① 

4 Gender and the "Cause" in the U.S. Civil War, Union and Confederate② 

5 Gender and the "Cause" in the U.S. Civil War, Union and Confederate③ 

6 Gender and the "Cause" in the U.S. Civil War, Union and Confederate④ 

7 The Problem of Women's Patriotism, North and South① 

8 The Problem of Women's Patriotism, North and South② 

9 The Problem of Women's Patriotism, North and South③ 

10 Union and Confederate Women and the Memory of the Civil War① 

11 Union and Confederate Women and the Memory of the Civil War② 

12 Union and Confederate Women and the Memory of the Civil War③ 

13 Union and Confederate Women and the Memory of the Civil War④ 

14 Gender and the Sectional Conflict 終章 

15 まとめ 

【履修条件】 アメリカ史に関する基礎的な知識を身につけておくことが望ましい。 

【評価方法】 授業における報告とディスカッションへの参加（50%）、学期末レポート（50%）を総合して評価する。 

【テキスト】 Nina Silber, Gender and the Sectional Conflict, University of North Carolina Press, 2008. 

【参考書】 授業時に指示する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 イギリス社会史研究 A Studies in British Social History A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 栗田和典 

【担当教員】 栗田和典 

【授業の目的】 

数編の論文と著作を読みおえることで学生は、1）外国語の文章を要約する力をたかめる（比較文化専攻

DP3）とともに、2）史資料の読解方法を身につけ（同 DP3）、3）社会文化史のテーマと研究史を把握する（同

DP5）。つまり、イギリスの社会文化史研究にかんする分野の文献を適切に理解・評価し、研究や調査の遂

行に必要とされる学術的な外国語の能力を身につける。さらに、先行研究を踏まえて、自らの研究内容の独

自性を提示し、展開するための根拠を獲得する。 

※DP＝ディプロマ・ポリシー 

【授業の方法】 

ブリテン諸島地域の社会文化史研究のなかで、カルチュラル・スタディーズの源流にあげられる E・P・トムス

ンの業績のうち、近現代の歴史と社会の再検討につながる論文を読む。参加者は教科書に指定された著作

を読み、内容を把握し報告する。 

 とくに指示のないかぎり、対面授業であり、発表と討論をおこなう演習形式をとる。ただし、COVID-19 感染

拡大防止が必要な場合には、遠隔授業（オンライン同時双方向を主としたもの）とする。 

 トムスンの仕事は総じて長く、詩文のように美しく、史料からの引用も多い。悪戦苦闘しながらであっても要

約と表現の技術を高めてくれる素材である。 

【授業展開】 

1. 20 世紀イギリスにおける歴史研究の趨勢 

2. Ｅ・Ｐ・トムスン（1924-93）評伝：『歴史家たち』（名古屋大学出版会） 

3. Ｅ・Ｐ・トムスン（1924-93）評伝：『イギリスのマルクス主義歴史家たち』（白桃書房） 

4. Ｅ・Ｐ・トムスン（1924-93）評伝：『２０世紀の歴史家たち』（刀水書房） 

5. 主著『イングランド労働階級の形成』：序文 

6. 主著『イングランド労働階級の形成』：第１部「自由の木」 

7. 主著『イングランド労働階級の形成』：第２部「アダムの罪」 

8. 主著『イングランド労働階級の形成』：第３部「労働者階級の登場」 

9. 主著『イングランド労働階級の形成』：第４部「あとがき」 

10. 主著『イングランド労働階級の形成』：労働者階級文化研究への影響力 

11. 18 世紀イングランド社会の研究（1）：「時間・労働規律・産業資本主義」 

12. 聖月曜日の慣習と労働争議 

13. 18 世紀イングランド社会の研究（2）：「18 世紀イングランド群衆のモラル・エコノミ」 

14. 「モラル・エコノミ再論」 

15. 食糧蜂起と百姓一揆 

【履修条件】 とくになし。 

【評価方法】 
授業における参加状況と貢献度（毎回の報告、コメント、問題提起、討論）（50％）、学期末に提出する小論

文（50％）による。 

【テキスト】 
Edward P. Thompson, Customs in Common (London, 1991) 

Edward P. Thompson, The Making of the English Working Class (London, 1963). 

【参考書】 
E・P・トムスンの評伝は、トムスン／デイヴィス／ギンズブルグ『歴史家たち』（名古屋大学出版会、1990

年）、尾形勇ほか（編）『20 世紀の歴史家たち（4）』（刀水書房、2001 年）など。 

【備考】 とくになし。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 イギリス社会史研究 B Studies in British Social History B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 栗田和典 

【担当教員】 栗田和典 

【授業の目的】 

数編の論文と著作を読みおえることで学生は、1）外国語の文章を要約する力をたかめる（比較文化専攻

DP3）とともに、2）史資料の読解方法を身につけ（同 DP3）、3）社会文化史のテーマと研究史を把握する（同

DP5）。つまり、イギリスの社会文化史研究にかんする分野の文献を適切に理解・評価し、研究や調査の遂

行に必要とされる学術的な外国語の能力を身につける。さらに、先行研究を踏まえて、自らの研究内容の独

自性を提示し、展開するための手がかりを獲得する。 

※DP＝ディプロマ・ポリシー 

【授業の方法】 

ブリテン諸島地域の社会文化史研究のなかで、カルチュラル・スタディーズの源流にあげられる E・P・トムス

ンの業績のうち、近現代の歴史と社会の再検討につながる論文を読む。参加者は教科書に指定された著作

を読み、内容を把握し、報告する。 

 指示のないかぎり、対面授業であり、発表と討論をおこなう演習形式をとる。ただし、COVID-19 感染拡大

防止が必要な場合には、遠隔授業（オンライン同時双方向を主としたもの）とする。 

 トムスンの仕事は総じて長く、詩文のように美しく、史料からの引用も多い。悪戦苦闘しながらであっても要

約と表現の技術を高めてくれる素材である。 

【授業展開】 

1. 近藤和彦『民のモラル』(1993 年） 

2. 18 世紀イングランド社会の研究（3）：「貴族の社会、平民の文化」 

3. 権力の磁場、権力の平衡状態、古代ローマと近世イギリス 

4. 18 世紀イングランド社会の研究（4）：「匿名の犯罪」 

5. D・ヘイのヘゲモニー論 

6. 科学の公共性と処刑の政治性 

7. 監獄 

8. 贋金づくりと地域社会 

9. 18 世紀イギリス社会論の現在(１)：礫岩のような国家 

10. 18 世紀イギリス社会論の現在(2)：公共圏・公共性 

11. 18 世紀イギリス社会論の現在(3)：モラル哲学 

12. 18 世紀イギリス社会論の現在(4)：階級文化 

13. 18 世紀イギリス社会論の現在(5)：帝国・環大西洋研究 

14. 18 世紀イギリス社会論の現在(6)：社会文化史 

15. Ｅ・Ｐ・トムスンの遺産 

【履修条件】 とくになし。 

【評価方法】 
授業における参加状況と貢献度（毎回の報告、コメント、問題提起、討論）（50％）、学期末に提出する小論

文（50％）による。 

【テキスト】 
Edward P. Thompson, Customs in Common (London, 1991) 

Edward P. Thompson, The Making of the English Working Class (London, 1963). 

【参考書】 
E・P・トムスンの評伝は、トムスン／デイヴィス／ギンズブルグ『歴史家たち』（名古屋大学出版会、1990

年）、尾形勇ほか（編）『20 世紀の歴史家たち（4）』（刀水書房、2001 年）など。 

【備考】 とくになし。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 アメリカ社会史研究 A Study of American Social History A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 望戸愛果 

【担当教員】 望戸愛果 

【授業の目的】 

第一次世界大戦期アメリカ社会文化史に関する史料および学術書を読み解く。履修生は指定された文献を

読み、報告とディスカッションを行うことによって（１）史料を適切に評価・理解できる能力（比較文化専攻

DP1）を身につけ、（２）文献の内容を要約し、論点を提示し、研究報告を行うことのできる能力を養う（同

DP1）とともに、（３）比較研究の視座からアメリカ社会史を考察できるようになる（同 DP2）。 

※DP＝ディプロマ・ポリシー 

【授業の方法】 

主な文献は以下の通りである。 

佐々木隆・大井浩二編『史料で読むアメリカ文化史 第 3 巻』東京大学出版会, 2006 年。 

中野耕太郎『戦争のるつぼ――第一次世界大戦とアメリカニズム』人文書院, 2013 年。 

履修生は担当箇所について要約したレジュメを用意し、報告し、論点を提示する。その後、全員でディスカッ

ションを行う。対面授業を実施するが、感染症の状況により、適宜遠隔授業（オンライン同時双方向を主とし

たもの）も実施する。 

【授業展開】 

イントロダクション 

2 第一次世界大戦とアメリカニズム①文献講読・報告 

3 第一次世界大戦とアメリカニズム②文献講読・報告 

4 第一次世界大戦とアメリカニズム③文献講読・報告 

5 第一次世界大戦とアメリカニズム④文献講読・報告 

6 第一次世界大戦とアメリカニズム⑤文献講読・報告 

7 第一次世界大戦とアメリカニズム⑥文献講読・報告 

8 第一次世界大戦期アメリカ社会史①文献講読・報告 

9 第一次世界大戦期アメリカ社会史②文献講読・報告 

10 第一次世界大戦後アメリカ社会史③文献講読・報告 

11 第一次世界大戦後アメリカ社会史④文献講読・報告 

12 第一次世界大戦後アメリカ社会史⑤文献講読・報告 

13 第一次世界大戦後アメリカ社会史⑥文献講読・報告 

14 第一次世界大戦後アメリカ社会史⑦文献講読・報告 

15 まとめ 

【履修条件】 アメリカ史に関する基礎的な知識を身につけておくことが望ましい。 

【評価方法】 授業における報告とディスカッションへの参加（50%）、学期末レポート（50%）を総合して評価する。 

【テキスト】 授業時に指示する。 

【参考書】 
佐々木隆・大井浩二編『史料で読むアメリカ文化史 第 3 巻』東京大学出版会, 2006 年。 

中野耕太郎『戦争のるつぼ――第一次世界大戦とアメリカニズム』人文書院, 2013 年。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 アメリカ社会史研究 B Study of American Social History B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 望戸愛果 

【担当教員】 望戸愛果 

【授業の目的】 

第一次世界大戦期を扱った前期に引き続き、後期では第一次世界大戦後アメリカ社会文化史に関する史

料および学術書を読み解く。履修生は指定された文献を読み、報告とディスカッションを行うことによって（１）

史料・文献を適切に評価・理解できる能力（比較文化専攻DP1）を身につけ、（２）研究遂行に必要とされる学

術的な外国語の能力を養う（同 DP3）とともに、（３）身につけた知識を国際的な視座から活用できるようにな

る（同 DP2）。 

※DP＝ディプロマ・ポリシー 

【授業の方法】 

主な文献は以下の通りである。 

Frederick Lewis Allen, Only Yesterday: An Informal History of the 1920s, Harper & Bros, 1931. 

有賀夏紀・能登路雅子編『史料で読むアメリカ文化史 第 4 巻』東京大学出版会, 2005 年。 

履修生は担当箇所について要約したレジュメを用意し、報告し、論点を提示する。その後、全員でディスカッ

ションを行う。対面授業を実施するが、感染症の状況により、適宜遠隔授業（オンライン同時双方向を主とし

たもの）も実施する。 

【授業展開】 

1 イントロダクション 

2 第一次世界大戦後のアメリカ社会・文化①文献講読・報告 

3 第一次世界大戦後のアメリカ社会・文化②文献講読・報告 

4 第一次世界大戦後のアメリカ社会・文化③文献講読・報告 

5 第一次世界大戦後のアメリカ社会・文化④文献講読・報告 

6 第一次世界大戦後のアメリカ社会・文化⑤文献講読・報告 

7 第一次世界大戦後のアメリカ社会・文化⑥文献講読・報告 

8 1920 年代アメリカ社会史①文献講読・報告 

9 1920 年代アメリカ社会史②文献講読・報告 

10 1920 年代アメリカ社会史③文献講読・報告 

11 1920 年代アメリカ社会史④文献講読・報告 

12 1920 年代アメリカ社会史⑤文献講読・報告 

13 1920 年代アメリカ社会史⑥文献講読・報告 

14 1920 年代アメリカ社会史⑦文献講読・報告 

15 まとめ 

【履修条件】 アメリカ史に関する基礎的な知識を身につけておくことが望ましい。 

【評価方法】 授業における報告とディスカッションへの参加（50%）、学期末レポート（50%）を総合して評価する。 

【テキスト】 授業時に指示する。 

【参考書】 
Frederick Lewis Allen, Only Yesterday: An Informal History of the 1920s, Harper & Bros, 1931. 

有賀夏紀・能登路雅子編『史料で読むアメリカ文化史 第 4 巻』東京大学出版会, 2005 年。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 英米社会文化研究 A Studies in Anglo-American Society andCulture A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 澤田敬人 

【担当教員】 澤田敬人 

【授業の目的】 

学生はこの授業を通じて、英語圏の社会文化を分析するに必要な方法を修得することができる。まず、事例

を集めて批評をする中で、専門分野の研究方法による見方と考え方を知ることができる。マイケル・アップル

やヘンリージルー等の研究者を擁することで知られるクリティカルペダゴジーを中心に、比較のために社会

学とカルチュラルスタディーズの再生産論を含め、英語圏の社会文化に関する事例の収集と研究方法への

深い理解に基づく、独自の探求テーマを見つけることができる。換言すると、専門分野の文献を適切に理解

して報告し（DP1）、専門分野の知識と方法論を習得する中で比較の視座を身につけ（DP2）、先行研究を理

解したうえで独自の探求テーマを設定し（DP5）、学術的な手段によって一貫した論旨を展開し（DP4）、社会

文化論の研究の基礎を固める。※DP＝ディプロマ・ポリシー 

【授業の方法】 

オリエンテーションを受講することにより授業で扱う知識の範囲と学び方を知る。講義を通して専門分野の先

行研究を批判的に継承する方法を知る。資料を配布するが、インターネットの利用と図書館の蔵書により入

手することもできる。報告の仕方としては、履修者全員がメモを取りながら文献を読み、そのメモを教場で報

告する。ペア・ワークにより研究対象の批評を相互に発表する。指示がなければ対面授業であり、講読と報

告を行う演習形式となる。ただし、COVID-19 感染拡大防止のために、必要に応じて遠隔授業（オンライン同

時双方向を主としたもの）とする。 

【授業展開】 

１．オリエンテーション：研究対象の設定 

２．市場と知識（１）文献講読・報告 

３．市場と知識（２）文献講読・報告 

４．知識と権力（１）文献講読・報告 

５．知識と権力（２）文献講読・報告 

６．再生産論：教育社会学 文献講読・報告 

７．再生産論：カルチュラルスタディーズ 文献講読・報告 

８．再生産論：クリティカルペダゴジー 文献講読・報告 

９．「誰も見捨てない法」が見捨てた子どもたち（１）文献講読・報告 

１０．「誰も見捨てない法」が見捨てた子どもたち（２）文献講読・報告 

１１．人種とホワイトネス：総説（１）文献講読・報告 

１２．人種とホワイトネス：総説（２）文献講読・報告 

１３．人種とホワイトネス：メディア（１）文献講読・報告 

１４．人種とホワイトネス：メディア（２）文献講読・報告 

１５．総括：文献講読・報告のまとめ 

【履修条件】 特になし。 

【評価方法】 授業中の発表（50％）および学期末の総括報告（50％）による総合評価。 

【テキスト】 特になし。 

【参考書】 

・マイケル・アップル、ウェイン・アウ、ルイ・ガンディン編『批判的教育学事典』明石書店． 

・北野秋男、吉良直、大桃敏行『アメリカ教育改革の最前線：頂点への競争』学術出版会． 

・澤田敬人、奥田久春『オセアニア諸国の高等教育への接続と社会的公正』学事出版. 

・マイケル・アップル『右派の／正しい教育：市場、水準、神、そして不平等』世織書房. 

・マイケル・アップル『オフィシャル・ノレッジ批判：保守復権の時代における民主主義教育』東信堂. 

・マイケル・アップル、長尾彰夫、ジェフ・ウィッティ『批判的教育学と公教育の再生』明石書店． 

・パウロ・フレイレ『被抑圧者の教育学』亜紀書房． 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 面談の上で可 



【科目名】 英米社会文化研究 B Studies in Anglo-American Society andCulture B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 澤田敬人 

【担当教員】 澤田敬人 

【授業の目的】 

学生はこの授業を通じて、英語圏の社会文化を分析するに必要な方法を修得することができる。まず、事例

を集めて批評をする中で、専門分野の研究方法による見方と考え方を知ることができる。マイケル・アップル

やヘンリージルー等の研究者を擁することで知られるクリティカルペダゴジーを中心に、比較のために社会

学とカルチュラルスタディーズの再生産論を含め、英語圏の社会文化に関する事例の収集と研究方法への

深い理解に基づく、独自の探求テーマを見つけることができる。換言すると、専門分野の文献を適切に理解

して報告し（DP1）、専門分野の知識と方法論を習得する中で比較の視座を身につけ（DP2）、先行研究を理

解したうえで独自の探求テーマを設定し（DP5）、学術的な手段によって一貫した論旨を展開し（DP4）、社会

文化論の研究の基礎を固める。※DP＝ディプロマ・ポリシー 

【授業の方法】 

オリエンテーションを受講することにより授業で扱う知識の範囲と学び方を知る。講義を通して専門分野の先

行研究を批判的に継承する方法を知る。資料を配布するが、インターネットの利用と図書館の蔵書により入

手することもできる。報告の仕方としては、履修者全員がメモを取りながら文献を読み、そのメモを教場で報

告する。ペア・ワークにより研究対象の批評を相互に発表する。指示がなければ対面授業であり、講読と報

告を行う演習形式となる。ただし、COVID-19 感染拡大防止のために、必要に応じて遠隔授業（オンライン同

時双方向を主としたもの）とする。 

【授業展開】 

１．オリエンテーション：研究対象の設定 

２．人種とホワイトネス：カリキュラム（１）文献講読・報告 

３．人種とホワイトネス：カリキュラム（２）文献講読・報告 

４．神・道徳・市場：宗教の先鋭・選良化（１）文献講読・報告 

５．神・道徳・市場：宗教の先鋭・選良化（２）文献講読・報告 

６．神・道徳・市場：大衆扇動（１）文献講読・報告 

７．神・道徳・市場：大衆扇動（２）文献講読・報告 

８．ジェンダー・家族・テクノロジー・カリキュラム（１）文献講読・報告 

９．ジェンダー・家族・テクノロジー・カリキュラム（２）文献講読・報告 

１０．被抑圧者の教育学（１）文献講読・報告 

１１．被抑圧者の教育学（２）文献講読・報告 

１２．被抑圧者の教育学（３）文献講読・報告 

１３．ポストコロニアリズム（１）文献講読・報告 

１４．ポストコロニアリズム（２）文献講読・報告 

１５．総括：文献講読・報告のまとめ 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 
授業中の発表（50％）および学期末の総括報告（50％）による総合評価。 

 

【テキスト】 特になし 

【参考書】 

・マイケル・アップル、ウェイン・アウ、ルイ・ガンディン編『批判的教育学事典』明石書店． 

・北野秋男、吉良直、大桃敏行『アメリカ教育改革の最前線―頂点への競争』学術出版会．  

・澤田敬人、奥田久春『オセアニア諸国の高等教育への接続と社会的公正』学事出版. 

・マイケル・アップル『右派の／正しい教育：市場、水準、神、そして不平等』世織書房. 

・マイケル・アップル『オフィシャル・ノレッジ批判―保守復権の時代における民主主義教育』東信堂. 

・マイケル・アップル、長尾彰夫、ジェフ・ウィッティ『批判的教育学と公教育の再生』明石書店． 

・パウロ・フレイレ『被抑圧者の教育学』亜紀書房． 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 面談の上可 



【科目名】 英語学研究 A English Linguistics A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 田村敏広 

【担当教員】 田村敏広 

【授業の目的】 

この授業では、言語学における認知言語学分野の文献を適切に理解・評価し、研究報告を行うことのできる

能力、さらにはこの分野の知識と方法論を修得し、文化や言語を比較研究できる視座の修得を目指す。特

に、語用論分野における対人語用論に焦点を当て、英語の言語コミュニケーションの背景にある対人調節

のしくみ（ポライトネス・インポライトネス）について知識を深めるとともに、言語を対人語用論の観点から分

析し、考察する力を養うことを目的とする。 

【授業の方法】 

授業は、英語または日本語で書かれた語用論のテキストや資料を用いて、ゼミ形式で行う。テキストを用い

て語用論の理論的理解を深めながら、英語の具体的な言語現象についてディスカッションを行うなど、受講

生による主体的な参加を基盤として授業を進める。 

なお、授業は基本的に対面で行うが、COVID-19 の状況次第では遠隔授業を行うこともある。 

【授業展開】 

1.   イントロダクション 

2.   語用論の基礎（１） 

3.   語用論の基礎（２） 

4.   対人語用論（１） 

5.   対人語用論（２） 

6.   対人語用論（３） 

7.   文献講読（１）（廣瀬（2017）「三層モデルで見えてくる言語の機能としくみ」） 

8.   文献講読（１） 

9.   文献講読（１）   

10.  文献講読（２）（ポライトネス関連論文 1 ） 

11.  文献講読（２） 

12.  文献講読（3）（ポライトネス関連論文 ２） 

13.  文献講読（3） 

14.  研究報告（履修者による言語分析報告） 

15.  研究報告（履修者による言語分析報告） 

- 上記予定は、履修者構成等により調整・変更する可能性があります。 

- 文献講読にて実際に扱う文献は履修者の構成と希望に基づいて決定します。 

【履修条件】 英語学、特に語用論に興味のある学生を歓迎します。 

【評価方法】 期末レポート課題（60%）、授業での発表・課題（40%） 

【テキスト】 『語用論のすべて』（開拓社） 

【参考書】 
Politeness, Brown and Levinson, Cambridge University Press 

『ポライトネス入門』（研究社） 

【備考】  

【社会人聴講生】 可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 英語学研究 B English Linguistics B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 田村敏広 

【担当教員】 田村敏広 

【授業の目的】 

この授業では、言語学における認知言語学分野の文献を適切に理解・評価し、研究報告を行うことのできる

能力、さらにはこの分野の知識と方法論を修得し、文化や言語を比較研究できる視座の修得を目指す。特

に、語用論分野における対人語用論に焦点を当て、英語の言語コミュニケーションの背景にある対人調節

のしくみ（ポライトネス・インポライトネス）について知識を深めるとともに、言語を対人語用論の観点から分

析し、考察する力を養うことを目的とする。 

【授業の方法】 

授業は、英語または日本語で書かれた語用論テキストや資料を用いて、ゼミ形式で行う。テキストを用いて

語用論の理論的理解を深めながら、英語の具体的な言語現象についてディスカッションを行うなど、受講生

による主体的な参加を基盤として授業を進める。 

なお、授業は基本的に対面で行うが、COVID-19 の状況次第では遠隔授業を行うこともある。 

【授業展開】 

1.   イントロダクション 

2.   対人語用論：インポライトネス（１） 

3.   対人語用論：インポライトネス（２） 

4.   対人語用論：インポライトネス（３） 

5.   文献講読（１）（インポライトネス関連論文 １） 

6.   文献講読（１） 

7.   文献講読（１） 

8.   文献講読（２）  （インポライトネス関連論文 ２） 

9.   文献講読（２） 

10.  文献講読（２） 

11.  文献講読（3）（履修者選定による論文） 

12.  文献講読（3） 

13.  文献講読（４）（履修者選定による論文） 

14.  文献講読（４） 

15.  文献講読（４） 

- 上記予定は、履修者構成等により調整・変更する可能性があります。 

- 文献講読にて実際に扱う文献は履修者の構成と希望に基づいて決定します。 

- 履修者選定による論文は、対人語用論関係のものを選んでいただきます。 

【履修条件】 英語学、特に語用論に興味のある学生を歓迎します。 

【評価方法】 期末レポート課題（60%）、授業での発表・課題（40%） 

【テキスト】 『語用論のすべて』（開拓社） 

【参考書】 
Impoliteness, Jonathan Culpeper, Cambridge University Press 

Aspects of Linguistic Impoliteness, D. James and M. Jobert, CSP 

【備考】  

【社会人聴講生】 可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 英語意味論研究 A English Semantics A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 田村敏広 

【担当教員】 田村敏広 

【授業の目的】 

この授業では、英語という言語の特性について理解を深めるとともに、言語を意味の観点から分析し、考察

する力を養うことを目的とする。特に、認知言語学と呼ばれる学問分野からの知見をもとに、具体的な英語

表現について意味分析を行う。認知言語学とは、人間の物事の捉え方や認識のあり方を基盤として言語を

分析する言語学の分野である。言葉の背後には必ず人間の存在がある。つまり、どのような言語表現であ

れ、常に人間の物事の捉え方が反映されている。そのような人間の捉え方は言語表現の意味の大きな一部

であり、それに注目することで様々な言語現象に対して、より妥当性の高い分析が可能となる。言語学にお

ける認知言語学分野の文献を適切に理解・評価し、研究報告を行うことのできる能力、さらにはこの分野の

知識と方法論を修得し、文化や言語を比較研究できる視座の修得を目指す。 

【授業の方法】 

授業は、英語または日本語で書かれた認知言語学テキストや資料を用いて、ゼミ形式で行う。テキストを用

いて認知言語学の理論的理解を深めながら、英語の具体的な言語現象についてディスカッションを行うな

ど、受講生による主体的な参加を基盤として授業を進める。 

なお、授業は基本的に対面で行うが、COVID-19 の状況次第では遠隔授業を行うこともある。 

【授業展開】 

1.   イントロダクション 

2.   認知言語学の考え方（１） 

3.   認知言語学の考え方（２） 

4.   文献講読（１）（メタファー・メトニミー関連のものを予定） 

5.   文献講読（１） 

6.   文献講読（１） 

7.   文献講読（２）（使用依拠モデルの文献を予定） 

8.   文献講読（２） 

9.   文献講読（２）   

10.  文献講読（3）（履修者選定の文献） 

11.  文献講読（3） 

12.  文献講読（3） 

13.  文献講読（3） 

14.  研究報告（履修者による言語分析報告） 

15.  研究報告（履修者による言語分析報告） 

- 上記予定は、履修者構成等により調整・変更する可能性があります。 

- 文献講読にて実際に扱う文献は履修者の構成と希望に基づいて決定します。 

- 履修者選定の文献は、認知言語学関連のものを選んでいただきます。 

【履修条件】 英語学、特に意味論・語用論に興味のある学生を歓迎します。 

【評価方法】 期末レポート課題（60%）、授業での発表・課題（40%） 

【テキスト】 『認知言語学の基礎』（研究社） 

【参考書】 
Cognitive Grammar, John R. Taylor, Oxford University Press 

『認知言語学への招待』（大修舘） 

【備考】  

【社会人聴講生】 可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 英語意味論研究 B English Semantics B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 田村敏広 

【担当教員】 田村敏広 

【授業の目的】 

この授業では、英語という言語の特性について理解を深めるとともに、言語を意味の観点から分析し、考察

する力を養うことを目的とする。特に、認知言語学と呼ばれる学問分野からの知見をもとに、具体的な英語

表現について意味分析を行う。認知言語学とは、人間の物事の捉え方や認識のあり方を基盤として言語を

分析する言語学の分野である。言葉の背後には必ず人間の存在がある。つまり、どのような言語表現であ

れ、常に人間の物事の捉え方が反映されている。そのような人間の捉え方は言語表現の意味の大きな一部

であり、それに注目することで様々な言語現象に対して、より妥当性の高い分析が可能となる。言語学にお

ける認知言語学分野の文献を適切に理解・評価し、研究報告を行うことのできる能力、さらにはこの分野の

知識と方法論を修得し、文化や言語を比較研究できる視座の修得を目指す。 

【授業の方法】 

授業は、英語または日本語で書かれた認知言語学テキストや資料を用いて、ゼミ形式で行う。テキストを用

いて認知言語学の理論的理解を深めながら、英語の具体的な言語現象についてディスカッションを行うな

ど、受講生による主体的な参加を基盤として授業を進める。 

なお、授業は基本的に対面で行うが、COVID-19 の状況次第では遠隔授業を行うこともある。 

【授業展開】 

1.   イントロダクション 

2.   事態認識・主体化（１） 

3.   事態認識・主体化（２） 

4.   文献講読（１）（事態認識関連のものを予定） 

5.    文献講読（１） 

6.   文献講読（１） 

7.    文献講読（２）（主体化関連のものを予定） 

8.   文献講読（２） 

9.   文献講読（２） 

10.  文献講読（３）（履修者選定の文献） 

11.   文献講読（３） 

12.  文献講読（３） 

13.  研究報告（１）（履修者による言語分析報告） 

14.  研究報告（２）（履修者による言語分析報告） 

15.  研究報告（３）（履修者による言語分析報告） 

- 上記予定は、履修者構成等により調整・変更する可能性があります。 

- 文献講読にて実際に扱う文献は履修者の構成と希望に基づいて決定します。 

- 履修者選定の文献は、認知言語学関連のものを選んでいただきます。 

【履修条件】 
「英語意味論研究 A」を履修していることが望ましい。 

英語学、特に意味論・語用論に興味のある学生を歓迎します。 

【評価方法】 期末レポート課題（60%）、授業での発表・課題（40%） 

【テキスト】 『認知言語学の基礎』（研究社） 

【参考書】 
Cognitive Grammar, John R. Taylor, Oxford University Press 

『認知言語学への招待』（大修舘） 

【備考】  

【社会人聴講生】 可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 英語統語論研究 A Studies in English Syntax A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 須田孝司 

【担当教員】 須田孝司 

【授業の目的】 

本講座では、言語分析能力を身につけるため、生成文法理論にもとづく言語構造について理解する。さらに

英語とほかの言語の構造的な類似点や相違点に着目し、第二言語として英語を学ぶ際の容易さや困難さ

について推測できるセンスを身につける。 

【授業の方法】 

授業は演習形式で進める。受講者はテキストや関連する文献を読むだけではなく、構造について分析し、発

表、及びディスカッションを行う。 

授業は対面で行う。 

【授業展開】 

テキストに沿って授業を進める。担当者は自分の担当箇所について要旨をまとめ、発表する。また、担当者

以外の受講生は、該当箇所を読んだ上で授業に臨み、質問できるよう準備しておく。なお、この授業で扱う

テーマは以下の通り。 

1. 文法（概観） 

2. 普遍性 

3. パラメータ 

4. 語（概観） 

5. 機能範疇 

6. 不定詞 

7. 練習問題 

8. 構造（概観） 

9. 投射 

10. 構造関係 

11. ゼロ構成素（概観） 

12. 話法 

13. 定形節 

14. 欠如節 

15. 練習問題 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 要旨・発表 50％、課題 50％ 

【テキスト】 英語構文を分析する(上)（Andrew Radford（2020）、開拓社） 

【参考書】 英語の主要構文 (中村・金子（2002）、研究社) 

【備考】  

【社会人聴講生】 社会人聴講生可 【科目等履修生】 科目等履修生可 



【科目名】 英語統語論研究 B Studies in English Syntax B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 須田孝司 

【担当教員】 須田孝司 

【授業の目的】 

本講座では、言語分析能力を身につけるため、生成文法理論にもとづく言語構造について理解する。さらに

英語とほかの言語の構造的な類似点や相違点に着目し、第二言語として英語を学ぶ際の容易さや困難さ

について推測できるセンスを身につける。 

【授業の方法】 

授業は演習形式で進める。受講者はテキストや関連する文献を読むだけではなく、構造について分析し、発

表、及びディスカッションを行う。 

授業は対面で行う。 

【授業展開】 

テキストに沿って授業を進める。担当者は自分の担当箇所について要旨をまとめ、発表する。また、担当者

以外の受講生は、該当箇所を読んだ上で授業に臨み、質問できるよう準備しておく。なお、この授業で扱う

テーマは以下の通り。 

1. 主要部移動（概観） 

2. 主要部移動の比較 

3. 演算子 

4. 否定 

5. 練習問題 

6. Wh 移動（概観） 

7. Wh 移動の比較 

8. 主語疑問文 

9. コピー形成 

10. 制約 

11. 練習問題 

12. A バー移動（概観） 

13. 関係節 

14. 先行詞繰り上げ 

15. 練習問題 

【履修条件】 特になし 

【評価方法】 要旨・発表 50％、課題 50％ 

【テキスト】 英語構文を分析する(下)（Andrew Radford（2020）、開拓社） 

【参考書】 英語の主要構文 (中村・金子（2002）、研究社) 

【備考】  

【社会人聴講生】 社会人聴講生可 【科目等履修生】 科目等履修生可 



【科目名】 言語機能論研究 A Functional Linguistics A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 長野明子 

【担当教員】 長野明子 

【授業の目的】 

ことばが関係する諸現象を適切に扱うためには、言語の構造と機能に関する基礎的知識が不可欠である。

とりわけ「意味」は、目に見えないものであるだけに、専門的な訓練を受けなければ、それについて語った

り、その実体について理解したりすることが困難である。本科目では、古来、哲学者や詩人や文学者を魅了

してやまない「ことばの意味」それ自体について、内省(introspection) を交えながらじっくりと学んでいく。ま

た、外国語能力の涵養を目的として、英語で書かれたテキストを輪読する。 

本科目を受講することによって、学生は i) ことばの意味とその理論について、基礎的専門知識を得ること

ができ、ii) 専門論文の読み方や書き方を身につけることができ、iii) 内省訓練によって言語直感を磨くこと

ができる。さらに、iv) 外国語（英語や日本語）の能力を高めることができる。 

【授業の方法】 

〇基本的に、教員による講義と受講生による発表の２本立てで進める。発表に際しては、日本語で行っても

よいし、英語で行ってもよい（講義は日本語で行う予定である）。 

〇講義資料は（板書ではなく）PC を用いて提示するので、受講生も各自でノートパソコンを持参するのが望

ましい。 

〇県立大学図書館に所蔵されている電子ジャーナルを積極的に利用する。 

【授業展開】 

指定教科書に沿って以下のように展開する予定である。状況に応じて速度は変動する可能性があるが、前

期で以下の項目はカバーしたい。 

第 1 回   オリエンテーション, Communication, Language as a sign system 

第 2 回   Approaches to the study of meaning, The linguistic study of meaning 

第 3 回   Logic and meaning, Propositions 

第 4 回   Quantifiers and quantification 

第 5 回   Presuppositions 

第 6 回   Concepts and meaning 

第 7 回   Theoretical approaches to concepts 

第 8 回   Words and meanings, Lexical units 

第 9 回   The notion "possible word meaning" 

第 10 回 Contextual variability of word meaning, Lexical ambiguity 

第 11 回 Homonymy and polysemy 

第 12 回 The dynamic construal approach to variable word meaning 

第 13 回 学生による論文紹介 (1) 

第 14 回 学生による論文紹介 (2) 

第 15 回 まとめ 

【履修条件】 
言語学の知識がなくても履修可能です。ただし、言語学は概念を積み重ねていく学問ですので、初心者であ

るほど、「テキスト」欄にある『最新・英語学言語学用語辞典』を熟読する覚悟がいります。 

【評価方法】 期末レポート１本(50%)と授業内発表 (50%)によって評価します。 

【テキスト】 

Cruse, Alan. Meaning in Language: An Introduction to Semantics and Pragmatics, Third edition. (Oxford 

University Press, 2011) 

中野弘三ほか『最新英語学・言語学用語辞典』（開拓社、2015) 

【参考書】 
『意味論キーターム事典』（今井邦彦監訳、岡田聡宏・井門亮・松崎由貴訳）（開拓社、2015) 

『語用論キーターム事典』（今井邦彦監訳、岡田聡宏・井門亮・松崎由貴、古牧久典訳）（開拓社、2014) 

【備考】 
言語機能論研究 A と B の履修順序について。A を履修した後に B を履修するほうがよいが、逆になっても

構わない。また、A と B をセットで履修したほうが効果的だが、どちらか一方だけの履修でも問題ない。 

【社会人聴講生】 可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 言語機能論研究 B Functional Linguistics B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 長野明子 

【担当教員】 長野明子 

【授業の目的】 

ことばが関係する諸現象を適切に扱うためには、言語の構造と機能に関する基礎的知識が不可欠である。

とりわけ「意味」は、目に見えないものであるだけに、専門的な訓練を受けなければ、それについて語った

り、その実体について理解したりすることが困難である。本科目では、古来、哲学者や詩人や文学者を魅了

してやまない「ことばの意味」それ自体について、内省(introspection) を交えながらじっくりと学んでいく。ま

た、外国語能力の涵養を目的として、英語で書かれたテキストや論文を輪読する。 

本科目を受講することによって、学生は i) ことばの意味とその理論について、基礎的専門知識を得ること

ができ、ii) 専門論文の読み方や書き方を身につけることができ、iii) 内省訓練によって言語直感を磨くこと

ができる。さらに、iv) 外国語（英語や日本語）の能力を高めることができる。 

【授業の方法】 

〇基本的に、教員による講義と受講生による発表の２本立てで進める。発表に際しては、日本語で行っても

よいし、英語で行ってもよい（講義は日本語で行う予定である）。 

〇講義資料は（板書ではなく）PC を用いて提示するので、受講生も各自でノートパソコンを持参するのが望

ましい。 

〇県立大学図書館に所蔵されている電子ジャーナルを積極的に利用する。 

【授業展開】 

指定教科書に沿って以下のように展開する予定である。状況に応じて速度は変動する可能性があるが以下

にある項目はカバーしたい。 

第 1 回   オリエンテーション, 前期の復習 

第 2 回   Paradigmatic relations of inclusion and identity 

第 3 回   The nature of sense relations 

第 4 回   Paradigmatic relations of exclusion and opposition 

第 5 回   Incompatibility, Co-meronymy, Opposites 

第 6 回   Lexical hierarchies 

第 7 回   Syntagmatic semantic relations 

第 8 回   Lexical senses: Dimensions and structures 

第 9 回   Descriptive and non-descriptive meaning 

第 10 回 Approaches to the specification of word meaning 

第 11 回 Contextual and componential approaches 

第 12 回 Extensions of meaning, literal and non-literal meaning 

第 13 回 Metaphor, simile, metonymy 

第 14 回 学生による論文紹介 

第 15 回 まとめ 

【履修条件】 
言語学の知識がなくても履修可能です。ただし、言語学は概念を積み重ねていく学問ですので、初心者であ

ればあるほど「テキスト」欄にある『最新・英語学言語学用語辞典』を熟読する覚悟がいります。 

【評価方法】 期末レポート１本(50%)と授業内発表 (50%)によって評価します。 

【テキスト】 

Cruse, Alan. Meaning in Language: An Introduction to Semantics and Pragmatics, Third edition. (Oxford 

University Press, 2011) 

中野弘三ほか『最新英語学・言語学用語辞典』（開拓社、2015) 

【参考書】 
『意味論キーターム事典』（今井邦彦監訳、岡田聡宏・井門亮・松崎由貴訳）（開拓社、2015) 

『語用論キーターム事典』（今井邦彦監訳、岡田聡宏・井門亮・松崎由貴、古牧久典訳）（開拓社、2014) 

【備考】 
言語機能論研究 A と B の履修順序について。A を履修した後に B を履修するほうがよいが、逆になっても

構わない。また、A と B をセットで履修したほうが効果的だが、どちらか一方だけの履修でも問題ない。 

【社会人聴講生】 可 【科目等履修生】 可 



【科目名】 第二言語習得研究 A Second Language Acquisition A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 寺尾康 

【担当教員】 寺尾康 

【授業の目的】 

母語習得と第二言語習得は人間の心/脳が行う高度な認知活動という点は共通しているが、後者において

はが生得的資質、習得環境、個人差、臨界期等、考慮しなければならない要因が存在する。本授業では両

者の類似点と相違点を理論的側面から明確に把握することを目的とする。 

合わせて、英語・日本語を第二言語として学ぶ学習者がどのような習得過程をへて言語を獲得していくのか

について実践的な情報も取り入れて理解し、将来の教材開発や授業展開に役立つ知識・技術を学ぶことも

目的とする。 

【授業の方法】 

第二言語習得に関する主要な論文を輪読し、それに基づく議論を行いながら、学習者が第二言語（主として

英語、日本語）をどのように習得していくのかを探る理論的・実践的アプローチを学んでいく。 

授業の方法は対面を原則とするが、新型コロナウィルス感染症の拡大状況によっては遠隔方式で行う可能

性もある。 

強制的に発言を求めたり議論に参加させたりすることはない。 

【授業展開】 

1. イントロダクション 母語習得研究の小史 

2. 第二言語習得研究の歴史 

3. SLA 研究の現在 

4. 習得順序について 

5. 学習者の誤り 

6. 学習者要因 

7. 臨界期仮説 

8. 言語能力の起源 

9. 生成文法と第二言語習得研究 

10. 認知言語学と第二言語習得研究 

11. 第二言語指導効果メタ分析 

12. 言語習得研究とデータ収集 

13. 言語習得研究と脳科学 

14. 母語習得と言語習得研究 1 

15. 母語習得と言語習得研究 2 

【履修条件】 言語学に関する基本的知識があることが望ましい。 

【評価方法】 
授業中の活動をみる平常点(30%)と期末レポート(70%)を総合して評価する。レポートには自ら企画・実施する

実験や観察を含むものとする 

【テキスト】 
入門用テキストとして「英語習得の「常識」「非常識」」（白畑知彦 編著・大修館書店）を用いる。その他講読

する論文、書籍は授業中に連絡する。 

【参考書】  

【備考】  

【社会人聴講生】 履修不可 【科目等履修生】 履修不可 



【科目名】 第二言語習得研究 B Second Language Acquisition B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 寺尾康 

【担当教員】 寺尾康 

【授業の目的】 

言語理論と第二言語習得の接点について理解を深め、合わせて英語・日本語を第二言語として学ぶ学習者

がどのような習得過程をへて言語を獲得していくのかについて実践的な情報も取り入れて、将来の教材開

発や授業展開に役立つ知識・技術を学ぶことを目的とする。 

【授業の方法】 

第二言語習得に関する主要な論文を輪読し、それに基づく議論を行いながら、学習者が第二言語（主として

英語、日本語）をどのように習得していくのかを探る理論的・実践的アプローチを学んでいく。 

授業の方法は対面を原則とするが、新型コロナウィルス感染症の拡大状況によっては遠隔方式で行う可能

性もある。 

授業中に強制的に発言を求めたり議論への参加を促したりすることはない。 

【授業展開】 

1. Language in context 

2. Linguistic perspectives 

3. Psycholinguistic perspectives 

4. Neurolinguistic perspectives 

5. Sociolinguistic perspectives 

6. Skill learning 

7. Individual differences 

8. The setting for learning 

9. Assessment of L2 knowledge 

10. A historical survey 

11. Research methodology 

12. Second language phonology 

13. Second language syntax 

14. Second language semantics 

15. L2 pragmatic development 

【履修条件】 言語学に関する基本的知識があることが望ましい。 

【評価方法】 
授業中の活動をみる平常点(30%)と期末レポート(70%)を総合して評価する。レポートには自ら企画・実施する

実験や観察を含むものとする。 

【テキスト】 
Th Routledge Handbook of Second Language Acquisition (Susan Gass and Alison Mackey 編 Routledge）を

用いる。その他講読する論文、書籍は授業中に連絡する。 

【参考書】  

【備考】  

【社会人聴講生】 履修不可 【科目等履修生】 履修不可 



【科目名】 外国語教育研究 A Foreign Language Education A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 須田孝司 

【担当教員】 須田孝司 

【授業の目的】 

外国語を教えるためには、教える側が目標とする外国語の知識を身につけるだけでは不十分であり、学習

者がどのように外国語を身につけるのか知っておく必要がある。そのため、本講座では、これまでの国内外

の第二言語（外国語）習得研究の流れを理解した上で外国語の効果的な学習法や指導法について議論を

行い、自分の環境下における最適な学習法や指導法について考える。 

【授業の方法】 

授業は演習形式で行う。受講生は担当する箇所について発表し、これまでの研究で何がわかり何がわかっ

ていないか議論する。 

授業は対面で行う。 

【授業展開】 

テキストに沿って授業を進める。担当者は自分の担当箇所について要旨をまとめ、発表する。その際、ディ

スカッショントピックも用意する。また、担当者以外の受講生は、該当箇所を読んだ上で授業に臨み、質問で

きるよう準備しておく。 

1. 第二言語学習者の特性 

2. 第二言語習得研究の歴史 

3. 生成文法理論に基づく第二言語習得研究 

4. 生成文法理論に基づく第二言語習得研究批判 

5. 処理可能性理論に基づく第二言語習得研究 

6. 処理可能性理論に基づく第二言語習得研究批判 

7. 認知的アプローチに基づく第二言語習得研究 

8. 認知的アプローチに基づく第二言語習得研究批判 

9. 指導と第二言語習得 

10. 指導と第二言語習得の問題点 

11. 年齢と第二言語習得 

12. 年齢と第二言語習得の問題点 

13. 第二言語習得研究でのデータ収集方法 

14. 第二言語習得に関する研究論文の書き方 

15. まとめ 

【履修条件】 言語・言語習得・言語教育に興味のある学生。 

【評価方法】 要旨・発表 60％、授業への貢献度 20%、レポート 20％ 

【テキスト】 『詳説 第二言語習得研究』(白畑・若林・村野井. 2010. 研究社) 

【参考書】 『はじめての英語教育研究』（浦野・亘理・田中・藤田・高木・酒井. 2016. 研究社） 

【備考】  

【社会人聴講生】 社会人聴講生可 【科目等履修生】 科目等履修生可 



【科目名】 外国語教育研究 B Foreign Language Education B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 須田孝司 

【担当教員】 須田孝司 

【授業の目的】 

外国語を教えるためには、教える側が目標とする外国語の知識を身につけるだけでは不十分であり、学習

者がどのように外国語を身につけるのか知っておく必要がある。そのため、本講座では、これまでの国内外

の第二言語（外国語）習得研究の流れを踏まえ、英語指導とその効果について批判的に検証する能力を身

につける。 

【授業の方法】 

授業は演習形式で行う。受講生は担当する箇所について発表し、これまでの研究で何がわかり何がわかっ

ていないか議論する。 

授業は対面で行う。 

【授業展開】 

テキストに沿って授業を進める。担当者は自分の担当箇所について要旨をまとめ、発表する。その際、ディ

スカッショントピックも用意する。また、担当者以外の受講生は、該当箇所を読んだ上で授業に臨み、質問で

きるよう準備しておく。 

1. 訂正フィードバックの影響 

2. 英語を英語で教えることに関する調査研究 

3. 英語学習におけるファシリテーション技術の活用 

4. 脳機能計測で探る第二言語習得 

5. リーディングとインタラクション 

6. リーディング指導におけるメタ認知 

7. リスニング攻略 

8. 発話タスクとスピーキング能力 

9. 分詞構文の指導者文法 

10. 国際英語とコミュニケーション方略 

11. 中学校英語教科書にみられるポライトネス 

12. アクティブラーニングにおける内容重視型指導 

13. 小学校外国語活動における CLIL 型授業 

14. 音声に対する明示的指導 

15. 英語能力テスト 

【履修条件】 言語・言語習得・言語教育に興味のある学生。 

【評価方法】 要旨・発表 60％、授業への貢献度 20%、レポート 20％ 

【テキスト】 『第二言語習得と英語教育の新展開』(尾島・藤原（編）. 2020. 金星堂) 

【参考書】 『はじめての英語教育研究』（浦野・亘理・田中・藤田・高木・酒井. 2016. 研究社） 

【備考】  

【社会人聴講生】 社会人聴講生可 【科目等履修生】 科目等履修生可 



【科目名】 アカデミック・イングリッシュⅠA Academic English Ⅰ A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 deHaan, Jonathan 

【担当教員】 deHaan, Jonathan 

【授業の目的】 
The purpose of this class is for students to develop academic English skills in order to communicate 

effectively in academic situations (e.g., discussions). 

【授業の方法】 Lectures, analysis exercises, group discussions, group work, class presentations. 

【授業展開】 

1. Introduction and skill work 

2. Interaction 1 (preparation) 

3. Interaction 1 (practice and feedback) 

4. Interaction 1 (revisions) 

5. Interaction 1 (improvement and reflection) 

6. Interaction 2 (preparation) 

7. Interaction 2 (practice and feedback) 

8. Interaction 2 (revisions) 

9. Interaction 2 (improvement and reflection) 

10. Interaction 3 (preparation) 

11. Interaction 3 (practice and feedback) 

12. Interaction 3 (revisions) 

13. Interaction 3 (improvement and reflection) 

14. Demonstrations 

15. Demonstrations 

【履修条件】 
Students in this class should have basic English language (speaking, listening, reading and writing) skills. This 

class will be taught only in English. 

【評価方法】 

60% - Strategic Interactions 

20% - Demonstrations 

20% - Final examination 

【テキスト】 
Anderson, K., Maclean, J., & Lynch, T. (2004). Study speaking: A course in spoken English for academic 

purposes. Cambridge University Press: Cambridge, UK. 

【参考書】 Materials will be distributed in class. Internet and library research will also be required. 

【備考】 

This class will be taught primarily in English. Except in cases of absolute emergency, students should plan 

to attend every lesson.  

I will make reasonable accommodations for students in terms of learning preferences, material use, 

technology use and social circumstance on a case by case basis. I will do my best to accommodate all 

students. I encourage all students to share their concerns with me privately so I can best accommodate 

their situation. 

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  



【科目名】 アカデミック・イングリッシュⅠB Academic English Ⅰ B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 deHaan, Jonathan 

【担当教員】 deHaan, Jonathan 

【授業の目的】 
The purpose of this class is for students to develop academic English skills in order to communicate 

effectively in academic presentations and discussions. 

【授業の方法】 Lectures, analysis exercises, presentations, group discussions, group work, class presentations. 

【授業展開】 

1. Introduction and skill work 

2. Example seminar analysis 

3. Seminar 1 (preparation, practice and feedback) 

4. Seminar 1 (revisions, improvement and reflection) 

5. Seminar 2 (preparation, practice and feedback) 

6. Seminar 2 (revisions, improvement and reflection) 

7. Seminar 3 (preparation, practice and feedback) 

8. Seminar 3 (revisions, improvement and reflection) 

9. Seminar 4 (preparation, practice and feedback) 

10. Seminar 4 (revisions, improvement and reflection) 

11. Seminar 5 (preparation, practice and feedback) 

12. Seminar 5 (revisions, improvement and reflection) 

13. Seminar 6 (preparation, practice and feedback) 

14. Seminar 6 (revisions, improvement and reflection) 

15. Demonstrations 

【履修条件】 
Students in this class should have basic English language (speaking, listening, reading and writing) skills. This 

class will be taught only in English. 

【評価方法】 
80% - Class assignments (prepared seminars,  presentations and discussions) 

20% - Final examination 

【テキスト】 
Anderson, K., Maclean, J., & Lynch, T. (2004). Study speaking: A course in spoken English for academic 

purposes. Cambridge University Press: Cambridge, UK. 

【参考書】 Materials will be distributed in class. Internet and library research will also be required. 

【備考】 

This class will be taught primarily in English. Except in cases of absolute emergency, students should plan 

to attend every lesson. 

 I will make reasonable accommodations for students in terms of learning preferences, material use, 

technology use and social circumstance on a case by case basis. I will do my best to accommodate all 

students. I encourage all students to share their concerns with me privately so I can best accommodate 

their situation. 

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  



【科目名】 アカデミック・イングリッシュⅡA Academic English Ⅱ A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 P.A. Lyddon 

【担当教員】 P.A. Lyddon 

【授業の目的】 

Students will develop the necessary academic English literacy skills to effectively 1) select and define a 

research problem of interest, 2) compile a comprehensive sample of relevant published studies, and 3) write 

an annotated bibliography. 

【授業の方法】 

Instruction will consist of a combination of lectures, assigned readings, and application exercises, followed 

by class discussion. 

Students will sit around a large table in the instructor's office, more or less stationary, for the duration of 

each lesson. 

Most common study materials will come from the required textbook. Others will either be uploaded as PDFs 

on Universal Passport, distributed in paper form in class, or put on reserve in the Kusanagi campus library. 

However, students will also be responsible for locating and obtaining additional materials, especially published 

research papers relevant to their own interests, on their own. 

As the primary instructional aid, a whiteboard will be used, either as a canvas for illustrating key concepts 

or as a screen for projecting digital files (e.g., PDFs and Google Documents). 

Students will be allowed, though not required, to bring laptop computers or other mobile computing devices 

to class. 

In principle, all lessons will be face to face. In cases where online teaching should become unavoidable, it will 

be conducted either synchronously on Zoom or through video links and electronic documents posted on 

Unipa (accompanied by an online quiz or other assignment requiring online submission). 

【授業展開】 

Week 1: Fundamentals of Social Science Research 

Week 2: Selecting and Defining a Research Problem 

Week 3: Reviewing the Relevant Published Literature 

Week 4: Writing an Annotated Bibliography 

Week 5: Using Online Resources for Vocabulary Development 

Week 6: Describing Changes 

Week 7: Describing Changes (cont’d.) 

Week 8: Expressing Causal Relationships 

Week 9: Expressing Causal Relationships (cont’d.) 

Week 10: Using Parallel Structures 

Week 11: Creating Cohesion 

Week 12: Creating Cohesion (cont’d.) 

Week 13: Expressing Degrees of Certainty and Accuracy 

Week 14: Using Reporting Verbs 

Week 15: Course Review 

【履修条件】 

This course can be taken independently of Academic English IA or IB. However, students wishing to take 

Academic English IIB may have an easier time completing the assignments for that course if they first take 

this one. 

Enrolling students should have at least high-intermediate English proficiency and a desire to use English as 

much as possible in class. 

【評価方法】 

Class preparation (e.g., completion of weekly homework assignments): 20% 

Class participation (e.g., contribution to weekly class discussions): 20% 

Draft Annotated Bibliography: 20% 

Final Annotated Bibliography: 40% 

【テキスト】 
Frodeson, J., & Wald, M. (2016). Exploring options in academic writing: Effective vocabulary and grammar use. 

University of Michigan Press ELT. ISBN-13: ?978-0472034260 

【参考書】 

Appearance Publishers. (2021). APA 7th manual made easy: Full concise guide simplified for students. ISBN-

13: 978-1716136351 

Mills. G.E., & Gay, L.R. (2019). Educational research: Competencies for analysis and applications (12th ed.). 

Pearson. ISBN-13: 978-0134784229 



【備考】 

This course is taught primarily in English. It is especially recommended for 1st-year students, who will benefit 

from the resulting literacy and research skills throughout the remainder of their time in graduate school, 

regardless of the language in which they plan to conduct their eventual graduation research. As noted above, 

however, students wishing to take Academic English IIB may have an easier time completing the assignments 

for that course if they first take this one. 

Except in cases of absolute emergency, all registered students should plan to attend every lesson. 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 アカデミック・イングリッシュⅡB Academic English Ⅱ B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 P.A. Lyddon 

【担当教員】 P.A. Lyddon 

【授業の目的】 

Students will develop the necessary academic English literacy skills to effectively 1) formulate a research 

problem of interest, 2) compile a comprehensive sample of relevant published studies, and 3) write a logically 

organized literature review. 

【授業の方法】 

Instruction will consist of a combination of lectures, assigned readings, and application exercises, followed 

by class discussion. 

Students will sit around a large table in the instructor's office, more or less stationary, for the duration of 

each lesson. 

Most common study materials will come from the required textbook. Others will either be uploaded as PDFs 

on Universal Passport, distributed in paper form in class, or put on reserve in the Kusanagi campus library. 

However, students will also be responsible for locating and obtaining additional materials, especially published 

research papers relevant to their own interests, on their own. 

As the primary instructional aid, a whiteboard will be used, either as a canvas for illustrating key concepts 

or as a screen for projecting digital files (e.g., PDFs and Google Documents). 

Students will be allowed, though not required, to bring laptop computers or other mobile computing devices 

to class. 

In principle, all lessons will be face to face. In cases where online teaching should become unavoidable, it will 

be conducted either synchronously on Zoom or through video links and electronic documents posted on 

Unipa (accompanied by an online quiz or other assignment requiring online submission). 

【授業展開】 

Week 1: Essentials of Social Science Research Methodology 

Week 2: Formulating a Research Problem 

Week 3: Surveying the Literature 

Week 4: Writing Summaries 

Week 5: Using Language Corpora 

Week 6: Synthesizing Sources 

Week 7: Writing a Literature Review 

Week 8: Overview of Functional Academic Written Grammar 

Week 9: Coherence and Cohesion 

Week 10: Clause Combination 

Week 11: Embedded, Noun, and Complement Clauses 

Week 12: Verb Forms 

Week 13: Noun Phrases 

Week 14: Hedging, Boosting, and Positioning 

Week 15: Course Review 

【履修条件】 

This course can be taken independently of Academic English IA or IB. However, students may have an easier 

time completing the assignments for this course if they have previously taken Academic English IIA. 

Enrolling students should have at least high-intermediate English proficiency and a desire to use English as 

much as possible in class. 

【評価方法】 

Class preparation (e.g., completion of weekly homework assignments): 20% 

Class participation (e.g., contribution to weekly class discussions): 20% 

Draft Literature Review: 20% 

Final Literature Review: 40% 

【テキスト】 
Caplan, N.A. (2019). Grammar choices for graduate and professional writers (2nd ed.). University of Michigan 

Press ELT. ISBN-13: 978-0472037315 

【参考書】 

Appearance Publishers. (2021). APA 7th manual made easy: Full concise guide simplified for students. ISBN-

13: 978-1716136351 

Swales, J.M., & Feak, C.B. (2012). Academic writing for graduate students: Essential tasks and skills (3rd ed.). 

University of Michigan Press. 

【備考】 This course is taught primarily in English. It is especially recommended for 1st-year students, who will benefit 



from the resulting literacy and research skills throughout the remainder of their time in graduate school, 

regardless of the language in which they plan to conduct their eventual graduation research. As noted above, 

however, students may have an easier time completing the assignments for this course if they have 

previously taken Academic English IIA. 

Except in cases of absolute emergency, all registered students should plan to attend every lesson. 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 ヨーロッパ文化研究ⅠA European Culture Studies I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 剣持久木 

【担当教員】 剣持久木 

【授業の目的】 
歴史認識問題を解決する方策を考察する。東アジアやヨーロッパにおける歴史修正主義の現状を理解し、

その解決策としての公共史の展開についての知識を得ることを目的とする。 

【授業の方法】 

フランス、ドイツ、ロシア、東欧諸国における歴史修正主義の展開を、日本語、英語、フランス語、ドイツ語の

文献資料の講読を通じて理解していく。 

原則対面授業。 

【授業展開】 

1. イントロダクション 文献紹介：Le Monde 紙及び L’Histoire 誌 

2. 文献購読  フランス１ 

3. 文献購読 フランス２ 

4. 文献購読 フランス３ 

5. 文献購読 ドイツ 1 

6. 文献購読   ドイツ２ 

7.  文献購読 東欧１ 

8.  文献購読 東欧２ 

9.  文献購読 ロシア１ 

10. 文献購読 ロシア２ 

11. 文献購読  南米 

12. 研究報告 フランス 

13. 研究報告 ヨーロッパ 

14. 研究報告 東欧、ロシア 

15. 研究報告 日本 

【履修条件】 英語、フランス語の十分な読解能力があること 

【評価方法】 平常点 50%、課題 50% 

【テキスト】 毎回プリントで配布する。 

【参考書】 
アンリ・ルソー『過去と向き合う 現代の記憶についての試論』吉田書店、2020 年 

武井彩佳『歴史修正主義 ヒトラー賛美、ホロコースト否定論から法規制まで』中公新書、2021 年 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 ヨーロッパ文化研究ⅠB European Culture Studies I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 剣持久木 

【担当教員】 剣持久木 

【授業の目的】 
歴史認識問題を解決する方策を考察する。東アジアやヨーロッパにおける歴史修正主義の現状を理解し、

その解決策としての公共史の展開についての知識を得ることを目的とする。 

【授業の方法】 歴史修正主義に関する最新の文献を講読する 

【授業展開】 

1. イントロダクション：Le Monde 紙、L’Histoire 誌 

２. 文献購読 

3.  文献購読 

４. 文献購読 

5. 文献購読 

6. 文献購読 

7. 文献購読 

8. 文献購読 

9. 文献購読 

10. 文献購読 

11. 研究報告 

12. 研究報告 

13. 研究報告 

14. 研究報告 

15. 研究報告 

【履修条件】 英語とフランス語の十分な読解力があること 

【評価方法】 平常点と課題成果の総合評価 

【テキスト】 毎回プリントを配布する。 

【参考書】 授業中に指示する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 ヨーロッパ文化研究ⅡA European Culture Studies II A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 橋川 裕之 

【担当教員】 橋川 裕之 

【授業の目的】 

古代ローマ人の国家はその長い歴史の中で、何度か、決定的な変化を遂げている。彼らの歴史は紀元前 8

世紀半ば、ティベル川ほとりの地にラテン人が都市ローマが創建したことに始まるが、その後しばらく、彼ら

は外来のエトルリア人の王の支配に服した。しかし前 6 世紀末、彼らはエトルリア人の王を追放し、王の支

配を受けない国家を樹立した。この王のいない国家のことを彼らは後にラテン語でレース・プーブリカ（res 

publica）と呼んだ。彼らは王の代わりに、1 年任期の 2 人のコンスルを選び、政治権力が長期的に特定個人

に集中しない国制を整えた。前 1 世紀に政治権力を掌握したカエサルとその後継者オクタウィアヌスも、共

和政の伝統を名目的に尊重したことで、ローマ人の国家は事実上の君主国に変質した後も、共和政の制度

および外観を維持し続けた。 

本授業では受講生が、古代ローマ人の「res publica」の伝統と彼らの思索の系譜を、当時の種々の文献から

追跡・把握すること、またそれによって、現代の政治的諸問題へのより客観的な理解を得ることを目的としま

す。 

【授業の方法】 

受講生によるプレゼンテーション、教員と受講生のディスカッション、教員によるレクチャーを組み合わせる

形で授業を進めます。 

授業の方式については、本学における対面を基本としますが、状況により遠隔（Zoom）移行することもありま

す。 

【授業展開】 

前期テーマ： 古代ローマの政治思想とその移り変わり 

１．神話 

２．戦争と社会 i 

３．戦争と社会 ii 

４．戦争と社会 iii 

５．共和政体の動揺 

６．カエサル『ガリア戦記』 

７．カエサル『内乱記』 

８．キケロ i 

９．キケロ ii 

１０．キケロ iii 

１１．リウィウス 

１２．タキトゥス i 

１３．タキトゥス ii 

１４．スエトニウス 

１５．まとめ 

＊以上はあくまで予定であり、受講者の数や構成、興味等により、別様に進行することもあります。 

【履修条件】 古代ローマ人の歴史と文化に興味があり、関連文献を積極的に調査・参照できること。 

【評価方法】 プレゼンテーション課題と期末レポートを 50％、50％の割合で評価します。 

【テキスト】 具体的にどの文献をテクストにするかは、開講後に適宜指示します。 

【参考書】 

Anthony Kaldellis, The Byzantine Republic: People and Power in New Rome (Harvard University Press: 

Cambridge, MA, 2015). 

ロナルド・サイム『ローマ革命―共和政の崩壊とアウグストゥスの新体制』（上下巻、岩波書店、2013 年）。 

その他、古代ローマ関連の歴史書・書簡集の翻訳。 

【備考】 特になし 

【社会人聴講生】 可（メール等により、事前に担当教

員にご相談ください） 

【科目等履修生】 可（メール等により、事前に担当教員にご相

談ください） 



【科目名】 ヨーロッパ文化研究ⅡB European Culture Studies II B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 橋川 裕之 

【担当教員】 橋川 裕之 

【授業の目的】 

東ローマ（ビザンツ）帝国に関する歴史研究は近年新たな展開を見せている。その中心にいるのは、アンソ

ニー・カルデリス（Anthony Kaldellis）である。彼は膨大なギリシャ語史料の読解に基づき、ビザンツにおける

ギリシャ文化の変遷や人々のアイデンティティ、古典文化の継承の特徴などの問題について、次々と研究成

果を刊行している。 

本授業では、彼の近著の一つ、The Byzantine Republic: People and Power in New Rome をテクストとして、

古代から中世にかけてローマの「共和政」理念がどのように受け継がれたのかを、受講生が主体的に考察

し、理解すること、またそれによって、現代の政治的諸問題へのより客観的な理解を得ることを目的とします 

【授業の方法】 

受講生によるプレゼンテーション、教員と受講生のディスカッション、教員によるレクチャーを組み合わせる

形で授業を進めます。 

授業の方式については、本学における対面を基本としますが、状況により遠隔（Zoom）移行することもありま

す。 

【授業展開】 

後期テーマ： ビザンティンの政治思想とその特徴について 

１．皇帝の地位 i  

２．皇帝の地位 ii 

３．皇帝の地位 iii 

４．法と秩序 i 

５．法と秩序 ii 

６．法と秩序 iii 

７．民衆の役割 i 

８．民衆の役割 ii 

９．民衆の役割 iii 

１０．信仰問題 i  

１１．信仰問題 ii 

１２．信仰問題 iii 

１３．西方との関係 i 

１４．西方との関係 ii 

１５．まとめ 

以下は出版社による紹介文： 

Although Byzantium is known to history as the Eastern Roman Empire, scholars have long claimed that this 

Greek Christian theocracy bore little resemblance to Rome. Here, in a revolutionary model of Byzantine 

politics and society, Anthony Kaldellis reconnects Byzantium to its Roman roots, arguing that from the fifth 

to the twelfth centuries CE the Eastern Roman Empire was essentially a republic, with power exercised on 

behalf of the people and sometimes by them too.The Byzantine Republic recovers for the historical record 

a less autocratic, more populist Byzantium whose Greek-speaking citizens considered themselves as fully 

Roman as their Latin-speaking “ancestors.” 

Kaldellis shows that the idea of Byzantium as a rigid imperial theocracy is a misleading construct of Western 

historians since the Enlightenment. With court proclamations often draped in Christian rhetoric, the notion 

of divine kingship emerged as a way to disguise the inherent vulnerability of each regime. The legitimacy of 

the emperors was not predicated on an absolute right to the throne but on the popularity of individual 

emperors, whose grip on power was tenuous despite the stability of the imperial institution itself. Kaldellis 

examines the overlooked Byzantine concept of the polity, along with the complex relationship of emperors 

to the law and the ways they bolstered their popular acceptance and avoided challenges. The rebellions that 

periodically rocked the empire were not aberrations, he shows, but an essential part of the functioning of 

the republican monarchy. 

＊以上はあくまで予定であり、受講者の数や構成、興味等により、別様に進行することもあります。 

【履修条件】 
東ローマ（ビザンツ）帝国の歴史に興味があり、教科書に指定している英書を入手し、毎回 10 ページ程度の

分量を読んで議論の内容を理解できること。 

【評価方法】 プレゼンテーション課題と期末レポートを 50％、50％の割合で評価します。 



【テキスト】 具体的にどの文献をテクストにするかは開講後に指示します。 

【参考書】 

Anthony Kaldellis, The Byzantine Republic: People and Power in New Rome (Harvard University Press: 

Cambridge, MA, 2015). 

ロナルド・サイム『ローマ革命―共和政の崩壊とアウグストゥスの新体制』（上下巻、岩波書店、2013 年）。 

その他、古代ローマ関連の歴史書・書簡集の翻訳。 

【備考】 特になし。 

【社会人聴講生】 可（メール等で、事前に担当教員に

ご相談ください） 

【科目等履修生】 可（メール等で、事前に担当教員にご相談く

ださい） 



【科目名】 ヨーロッパ思想研究ⅠA European Thought I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 松森奈津子 

【担当教員】 松森奈津子 

【授業の目的】 

国内秩序に主たる関心をおいてきた政治思想史と、国家間関係を主な分析対象としてきた国際関係論との

間には、ながらく学問的な境界がありました。けれども、グローバリゼーションの進展とともに国内外の区別

が失われてゆくに伴い、両分野を統合して新たな世界秩序を構想しようとする試みがなされています。 

 本講義では、第二次世界大戦後に英国 LSE を拠点としてこの試みを進めてきたイングリッシュスクールに

着目し、かれらが議論の俎上に載せた国際関係をめぐる古典的諸理論を考察します。主権国家秩序の生

成と発展の過程を追い、その意義と問題点を考察することによって、今後の政治共同体のありかたを模索

する一助を得ることを目的としています。 

 具体的には、文献読解、報告、ディスカッション、学外研修など多様なアクティヴィティを通じ、「グローバル

化」時代の越境的秩序形成、維持の現状と今後の可能性について、考えを深めることができるようになりま

す。 

【授業の方法】 

下記輪読テクストの報告にコメントを付し、ディスカッションを行う形で進めます。また、自由報告や学外研修

の場を設け、幅広い知識を身に着けます。 

  対面、オンライン両対応授業です。感染拡大状況や履修生の希望などを考慮しながら、対面、Zoom、授

業資料配信を組み合わせて講義を進めます。（研究科共通指針では、[3]対面授業と遠隔授業の併用形

式、に該当します。） 

 4 月 10 日までに第 1 回授業資料をユニバーサルパスポートの授業資料配信機能から配信しますので、授

業前に一読をお願いします。資料配信を受けるには、配信前日までに履修登録を行う必要があります（履修

登録期間中に変更可能）。 

【授業展開】 

1．概論： 国際関係思想史とは何か 

2．イングリッシュスクールと国際関係思想史の成立 

3．Ｈ．ブル『アナーキカル・ソサイエティ』 

4．Ｍ．ワイト『インターナショナル・セオリー』 

5．国際関係をめぐる 3 つの代表的立場（１）：ホッブズ 

6．同上 

7．国際関係をめぐる 3 つの代表的立場（２）：グロティウス 

8．同上 

9．国際関係をめぐる 3 つの代表的立場（３）：カント 

10．同上 

11．学外研修（外部講師のご都合により、多少の時期変更の可能性あり） 

12．自由報告（自身のテーマについての報告） 

13．同上 

14．フリーディスカッション 

15. 総括：国際関係思想史の意義と課題 

【履修条件】 とくにありません。 

【評価方法】 
報告（履修人数により、1～2 回、全 50％）、ディスカッション参加（30％）、学外研修レポート（20％）により評

価します。 

【テキスト】 

押村高、飯島昇藏訳者代表『国際関係思想史: 論争の座標軸』、新評論、 2003 年。 

野口雅弘ほか編『よくわかる政治思想』、ミネルヴァ書房、2021 年。 

（書籍、報告の準備方法については、初回の授業時に伝えます。事前に準備する必要はありません。） 

【参考書】 各回に関連した文献を紹介します。 

【備考】  

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  



【科目名】 ヨーロッパ思想研究ⅠB European Thought I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 松森奈津子 

【担当教員】 松森奈津子 

【授業の目的】 

国内秩序に主たる関心をおいてきた政治思想史と、国家間関係を主な分析対象としてきた国際関係論との

間には、ながらく学問的な境界がありました。けれども、グローバリゼーションの進展とともに国内外の区別

が失われてゆくに伴い、両分野を統合して新たな世界秩序を構想しようとする試みがなされています。 

 本講義では、第二次世界大戦後に英国 LSE を拠点としてこの試みを進めてきたイングリッシュスクールに

着目し、かれらが議論の俎上に載せた国際関係をめぐる古典的諸理論を考察します。主権国家秩序の生

成と発展の過程を追い、その意義と問題点を考察することによって、今後の政治共同体のありかたを模索

する一助を得ることを目的としています。 

 具体的には、文献読解、報告、ディスカッション、学外研修など多様なアクティヴィティを通じ、「グローバル

化」時代の越境的秩序形成、維持の現状と今後の可能性について、考えを深めることができるようになりま

す。 

【授業の方法】 

下記輪読テクストの報告にコメントを付し、ディスカッションを行う形で進めます。また、自由報告や学外研修

の場を設け、幅広い知識を身に着けます。 

 対面、オンライン両対応授業です。感染拡大状況や履修生の希望などを考慮しながら、対面、Zoom、授業

資料配信を組み合わせて講義を進めます。（研究科共通指針では、[3]対面授業と遠隔授業の併用形式、

に該当します。） 

 10 月 2 日までに第 1 回授業資料をユニバーサルパスポートの授業資料配信機能から配信しますので、授

業前に一読をお願いします。資料配信を受けるには、配信前日までに履修登録を行う必要があります（履修

登録期間中に変更可能）。 

【授業展開】 

1．概論： 国際関係思想史：イングリッシュスクールの遺産 

2．国際関係をめぐる３R：ホッブズ、グロティウス、カント 

3．普遍主義的構想：ビトリア 

4．同上 

5．戦争状態からの脱出：ルソー 

6．同上 

7．自由主義的伝統：スミス 

8．同上 

9．ヨーロッパ・コモンウェルス：バーク 

10．同上 

11．学外研修（外部講師のご都合により多少の時期変更の可能性あり） 

12．フリーディスカッション 

13．自由報告（自身の研究テーマ） 

14．フリーディスカッション 

15. 総括：国際関係論と政治思想史の融合に向けて 

【履修条件】 とくにありません。 

【評価方法】 
報告（履修人数により、1～2 回、全 50％）、ディスカッション参加（30％）、学外研修レポート（20％）により評

価します。 

【テキスト】 

押村高、飯島昇藏訳者代表『国際関係思想史: 論争の座標軸』、新評論、 2003 年。 

野口雅弘ほか編『よくわかる政治思想』、ミネルヴァ書房、2021 年。 

（書籍、報告の準備方法については、初回の授業時に伝えます。事前に準備する必要はありません。） 

【参考書】 各回に関連した文献を紹介します。 

【備考】  

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  



【科目名】 ヨーロッパ思想研究ⅡA European Thought II A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 橋川 裕之 

【担当教員】 橋川 裕之 

【授業の目的】 

本授業の主題は、ジークムント・フロイト（1856-1939 年）と彼が創始した精神分析（Psychoanalysis）です。フ

ロイトと精神分析をめぐってはすでに膨大な先行研究があり、新たな視点は打ち出しえないように見えます

が、フロイトの著作と彼に関する文献を精読することによって、新たな思想史的・文学史的価値を見出すこと

を目指します。よく知られているように、フロイトはオーストリアの首都ウィーンで生まれ育ったユダヤ人で

す。彼はウィーン大学医学部に進学し、脳解剖学者として名を成そうと考えましたが、徐々に、自身のユダヤ

性と向き合ううちに、関心を解剖学から心理学の領域へとシフトさせます。彼が主著として誇った『夢解釈』

（1900 年）はいかなる状況で書かれ、彼にとってどのような意味を持っていたのでしょうか。そして、彼は反ユ

ダヤ主義が高まる 20 世紀ウィーン社会の中で、人間の心の問題にどのような目を向けていたのでしょうか。 

受講生と教員の双方がテクストをじっくり読み、発表および議論を通じて、これらの問いへの理解を深めるこ

と、そして、関連する諸問題への独自の考察へ踏み出すことが狙いです。 

【授業の方法】 

受講生によるプレゼンテーション、教員と受講生のディスカッション、教員によるレクチャーを組み合わせる

形で授業を進めます。 

授業の方式については、本学における対面を基本としますが、状況により遠隔（Zoom）移行することもありま

す。 

【授業展開】 

前期テーマ： フロイトの生涯を学ぶ 

１．生い立ち i 

２．生い立ち ii 

３．生い立ち iii 

４．『ヒステリー研究』と私生活 i 

５．『ヒステリー研究』と私生活 ii 

６．『夢解釈』と精神分析 i 

７．『夢解釈』と精神分析 ii 

８．1900 年代の活動 i 

９．1900 年代の活動 ii 

１０．1900 年代の活動 iii 

１１．家族関係 i 

１２．家族関係 ii 

１３．晩年の発展 i 

１４．晩年の発展 ii 

１５．まとめ 

＊以上はあくまで進行の予定であり、受講者の数や関心により別様に進行することもあります。 

【履修条件】 精神分析の思想的・文学的意義に関心があり、関連する文献を積極的に参照・考察できること。 

【評価方法】 プレゼンテーション課題と期末レポートを 50％、50％の割合で評価します。 

【テキスト】 フロイトの著作・日本語訳（講義開始時に具体的に指示します）。 

【参考書】 

ピーター・ゲイ（鈴木晶訳）『フロイト』1・2、みすず書房、1997 年-2004 年。 

エリザベス・ルディネスコ（藤野邦夫訳）『ジークムント・フロイト伝：同時代のフロイト、現代のフロイト』講談

社、2018 年。 

フロイトについての伝記、概説書、研究書（必要度の高い文献については、適宜具体的に指示します）。 

【備考】 特になし。 

【社会人聴講生】 可（メール等で、事前に担当教員に

ご相談ください） 

【科目等履修生】 可（メール等で、事前に担当教員にご相談く

ださい） 



【科目名】 ヨーロッパ思想研究ⅡB European Thought II B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 橋川 裕之 

【担当教員】 橋川 裕之 

【授業の目的】 

本授業の主題は、ジークムント・フロイト（1856-1939 年）と彼が創始した精神分析（Psychoanalysis）です。フ

ロイトと精神分析をめぐってはすでに膨大な先行研究があり、新たな視点は打ち出しえないように見えます

が、フロイトの著作と彼に関する文献を精読することによって、新たな思想史的・文学史的価値を見出すこと

を目指します。よく知られているように、フロイトはオーストリアの首都ウィーンで生まれ育ったユダヤ人で

す。彼はウィーン大学医学部に進学し、脳解剖学者として名を成そうと考えましたが、徐々に、自身のユダヤ

性と向き合ううちに、関心を解剖学から心理学の領域へとシフトさせます。彼が主著として誇った『夢解釈』

（1900 年）はいかなる状況で書かれ、彼にとってどのような意味を持っていたのでしょうか。そして、彼は反ユ

ダヤ主義が高まる 20 世紀ウィーン社会の中で、人間の心の問題にどのような目を向けていたのでしょうか。 

受講生と教員の双方がテクストをじっくり読み、発表および議論を通じて、これら問いへの理解を深めるこ

と、そして、関連する諸問題への独自の考察へ踏み出すことが狙いです。 

【授業の方法】 

受講生によるプレゼンテーション、教員と受講生のディスカッション、教員によるレクチャーを組み合わせる

形で授業を進めます。 

授業の方式については、本学における対面を基本としますが、状況により遠隔（Zoom）移行することもありま

す。 

【授業展開】 

後期テーマ： フロイトの著作を翻訳で読む 

１．『ヒステリー研究』i 

２．『ヒステリー研究』ii 

３．『夢解釈』i 

４．『夢解釈』ii 

５．『夢解釈』iii 

６．『夢解釈』iv  

７．レオナルド・ダ・ヴィンチ論 i 

８．レオナルド・ダ・ヴィンチ論 ii 

９．『トーテムとタブー』i 

１０．『トーテムとタブー』ii 

１１．『トーテムとタブー』iii 

１２．『モーセと一神教』i 

１３．『モーセと一神教』ii 

１４．『モーセと一神教』iii 

１５．まとめ 

＊以上はあくまで進行の予定であり、受講者の数や関心により別様に進行することもあります。 

【履修条件】 精神分析の思想的・文学的意義に関心があり、関連する文献を積極的に参照・考察できること。 

【評価方法】 プレゼンテーション課題と期末レポートを 50％、50％の割合で評価します。 

【テキスト】 フロイトの著作・日本語訳（開講後に具体的に指示します）。 

【参考書】 
フロイトについての伝記、概説書、研究書（必要度の高い文献については、授業展開に応じて具体的に指示

します）。 

【備考】 特になし。 

【社会人聴講生】 可（メール等で、事前に担当教員に

ご相談ください） 

【科目等履修生】 可（メール等で、事前に担当教員にご相談く

ださい） 



【科目名】 ヨーロッパ思想研究ⅢA European Thought III A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 ファイファー マティアス 

【担当教員】 ファイファー マティアス 

【授業の目的】 

ジンメルが見る現代文化の葛藤 

ゲオルク・ジンメル（1858～1918年）は 19 世紀末から 20 世紀初頭の間に活躍していたドイツ思想家である。

彼はマックス・ウェーバーとデュルケムと共に、社会学の創立者の一人でもある。ジンメル代表作『社会学』、

『貨幣の哲学』は社会学の基礎文献になっている。前期に取り扱う作品は、文化社会学と美学という分野を

結びつけるジンメルのエッセイである。ジンメルはこのエッセイの中に、大都市化、移民、刺激過剰の社会な

どの現代文化の様々な問題を議論する。100 年も前に書いたエッセイであるにもかかわらず、ジンメルの独

特な考えは、我々の 21 世紀にも生々しい印象を与える。 

ジンメルのエッセイを読み、文化と社会、近代と現代の文化、個人と社会、文化生活と技術発展のずれ、な

どについて考えながら、分析的思考の能力を獲得できる。 

【授業の方法】 授業中に、選択した章を読み、議論する。 

【授業展開】 

①『橋と扉』 

②『取っ手』 

③『よそ者についての補論』 

④『大都市と精神生活』 

⑤『俳優の哲学』 

⑥『社会学的美学』 

⑦『近代文化における貨幣』 

⑧『女性と流行』 

⑨『愛の哲学断章』 

⑩『現在と将来における売春の覚書』 

⑪『いかなる意味でも文学者ではなく』 

⑫『艶めかしさについて』 

⑬『近代文化の葛藤について』 

⑭『個人の原理』 

⑮『冒険について』 

【履修条件】 19・20 世紀ドイツの社会史について知識があることは望ましい。 

【評価方法】 授業中の議論能力 50％・毎回、提出のレポート 50％ 

【テキスト】 
ゲオルク・ジンメル、『ジンメル・コレクション』 ちくま学芸文庫 1999 年 

その他のコピーも配布する 

【参考書】 矢野 久 (編集)：ドイツ社会史 (有斐閣コンパクト 2001) 

【備考】  

【社会人聴講生】 社会人聴講生を受け入れない 【科目等履修生】  



【科目名】 ヨーロッパ思想研究ⅢB European Thought III B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 ファイファー マティアス 

【担当教員】 ファイファー マティアス 

【授業の目的】 

ユダヤ系ドイツ人であるシークフリード・クラカウアー（1889~1966 年）は主にヴァイマール共和国のドイツ社

会を分析した文化社会学者である。当時の新しい会社員層、大衆文化社会、推理小説における社会などを

論じたクラカウアーのエッセー集『大衆の装飾』（1927 年）を読み、大衆文化社会の原点を理解し、分析的思

考の能力を獲得できる。 

【授業の方法】 毎回、一つのエッセーを読んで、授業中でそれについて議論する。 

【授業展開】 

①『 写真について』 

②『 旅と踊り』 

③『 大衆の装飾』 

④『 ベストセラーと読者』 

⑤『 新市民の芸術としての伝記』 

⑥『 中層の反乱』 

⑦『 思想の原点である集団』 

⑧『ホテルのロビー』 

⑨『聖書の独訳』 

⑩『カトリック教会と相対主義』 

⑪『科学の危機』 

⑫『店員の少女は映画を見に行く』 

⑬『映画』 

⑭『遊びの崇拝』 

⑮『退屈さについて』 

【履修条件】 20 世紀前半のドイツ、特にヴァイマール共和国の社会について知識があることは望ましい。 

【評価方法】 授業中の議論能力 50％・毎回、提出のレポート 50％ 

【テキスト】 
シークフリート・クラカウアー『大衆の装飾』（法政大学出版局 1996 年） 

テキストのコピーを配布する。 

【参考書】 林 健太郎『ワイマル共和国―ヒトラーを出現させたもの』 (中公新書  1963 年） 

【備考】  

【社会人聴講生】 社会人聴講生を受け入れない 【科目等履修生】  



【科目名】 フランス文化研究ⅠA French Culture Studies I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 剣持久木 

【担当教員】 剣持久木 

【授業の目的】 

シャンソン歌詞を通して現代史を理解する 

2010 年 3 月に亡くなったシャンソン歌手、ジャン・フェラの生涯を、フランス現代史という視点で考察する。父

をアウシュヴィッツで亡くし、生涯の大半を共産党の同伴者として過ごすも、晩年は党と決別したフェラの人

生は、まさに フランス現代史そのものを体現したものでもある。とくに彼の歌の歌詞に注目することで、フラ

ンス、ヨーロッパさらには世界の現代史の問題点の理解を深めることを目指している。 

【授業の方法】 ジャンフェラの歌詞、伝記の購読 

【授業展開】 

1.フランス現代史と知識人 

2・ドレフュス事件 

3・第 1 次世界大戦 

4・1920 年代の平和主義 

5・ファシズムと反ファシズム 

6・国民革命と対独協力 

7・レジスタンスと知識人 

8・解放と粛清 

9・ジャン・フェラ 1：傷ついた子供（1950 年以前） 

10・ ジャン・フェラ 2：下積時代（1950 年代） 

11. ジャン・フェラとフランス占領期 

12.  ジャン・フェラとレジスタンス 

13. ジャン・フェラとホロコースト 

14. ジャン・フェラとフランス共産党 

15. まとめ 

【履修条件】 フランス語の十分な読解力があること 

【評価方法】 平常点 （授業への出席状況、分担報告課題への取り組み姿勢など） 

【テキスト】 プリントを配布する。 

【参考書】 授業中に指示する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 フランス文化研究ⅠB French Culture Studies I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 剣持久木 

【担当教員】 剣持久木 

【授業の目的】 

シャンソン歌詞を通してた現代史を理解する 

前期に引き続き、2010 年 3 月に亡くなったシャンソン歌手、ジャン・フェラの生涯を、フランス現代史という視

点で考察する。父をアウシュヴィッツで亡くし、生涯の大半を共産党の同伴者として過ごすも、晩年は党と決

別したフェラの人生は、まさに フランス現代史そのものを体現したものでもある。とくに彼の歌の歌詞に注目

することで、フランス、ヨーロッパさらには世界の現代史の理解を深めることを目標とする。 

【授業の方法】 ジャンフェラの歌詞、伝記はもちろん、関連フランス語文献を購読する。 

【授業展開】 

1・植民地解放闘争と知識人 

2・アルジェリア戦争とフランス 

3・1968 年とヴェトナム戦争 

4・米ソ冷戦と中立主義 

5・反核運動から反原発運動へ 

6・冷戦終結から 9.11 へ 

7・2015 年の衝撃：1.11 と 11.13 

8・ジャン・フェラ 3：成功と政治参加（1960 年代） 

9・ ジャン・フェラ 4：反体制歌手の勲章（1970 代） 

10・ ジャン・フェラ 5：党同伴者の揺らぎ（1980 年代） 

11・ジャン・フェラ 6：反米愛国歌手への回帰？（1990 年代以降） 

12. ジャン・フェラとスターリン主義 

13. ジャン・フェラと脱植民地化 

14. ジャン・フェラとバブル経済 

15.  まとめ 

【履修条件】 フランス語の十分な読解力があること 

【評価方法】 平常点と課題成果の総合評価 

【テキスト】 プリントを配布する。 

【参考書】 授業中に指示する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 フランス文化研究ⅡA French Culture Studies II A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 西村 晶絵 

【担当教員】 西村 晶絵 

【授業の目的】 

Maurrassisme et litt?rature (Presses universitaires du Septentrion, 2012)に収められたいくつかの論文を精

読し、20 世紀初頭のフランスにおける文学と政治思想の関係性の特徴を検討していきます。19 世紀末に誕

生した極右政治思想団体アクシオン・フランセーズは、文学運動と一体的に政治思想を展開し、結果として

多くの作家・批評家たちへの影響力を示しました。今学期は、アクシオン・フランセーズの中心人物であった

シャルル・モーラスとレオン・ドーデを主に取り上げ、彼らの文学観の特異性や、それと政治思想との結びつ

きを考察し、当時の社会における文学と政治思想の密接な連関の一端を理解することを目指します。 

【授業の方法】 
初回の授業で、アクシオン・フランセーズやモーラス、ドーデ等についての紹介を行います。2 回目以降は、

毎回 5 ページ程度のテキストの精読と、それ内容に基づくディスカッションを行います。 

【授業展開】 

1 イントロダクション：アクシオン・フランセーズの誕生とシャルル・モーラスについて 

2 : « Introduction » 

3 : « Mistral-Maurras : les enjeux d’une filiation » (1) 

4 : « Mistral-Maurras : les enjeux d’une filiation » (2) 

5 : « Mistral-Maurras : les enjeux d’une filiation » (3) 

6 : « les ‘‘grands écrivains sont avec nous’’ Bourget, Lemaître et l’Action française » (1)  

7 : « les ‘‘grands écrivains sont avec nous’’ Bourget, Lemaître et l’Action française » (2) 

8 : « les ‘‘grands écrivains sont avec nous’’ Bourget, Lemaître et l’Action française » (3) 

9 : « Léon Daudet critique : histoire, littérature, politique » (1) 

10 : « Léon Daudet critique : histoire, littérature, politique » (2) 

11 : « Léon Daudet critique : histoire, littérature, politique » (3) 

12 : « Les Lettres dans La Revue universelle de 1920 à 1924 » (1) 

13 : « Les Lettres dans La Revue universelle de 1920 à 1924 » (2) 

14 : « Les Lettres dans La Revue universelle de 1920 à 1924 » (3) 

15 : まとめ 

【履修条件】 毎週 5 ページ程度のフランス語文献を訳出し、内容についてディスカッションできること。 

【評価方法】 授業での取り組み（訳読やディスカッション）50％、レポート 50％ 

【テキスト】 
Michel Leymarie, Olivier Dard et Jeanyves Gu?rin(dir.), Maurrassisme et litt?rature (Presses universitaires 

du Septentrion, 2012) 

【参考書】 授業内で適宜指示します。 

【備考】 電子辞書でも良いので、必ず辞書（仏和・仏仏）を持参してください。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 フランス文化研究ⅡB French Culture Studies II B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 西村 晶絵 

【担当教員】 西村 晶絵 

【授業の目的】 

先学期に引き続き、Maurrassisme et litt?rature に収められたいくつかの論文を精読し、20 世紀初頭のフラ

ンスにおける文学と政治思想の間に見出せる関係性の特徴を検討していきます。今学期は、組織としての

アクシオン・フランセーズやモーラスに接近または反発した作家たちを取り上げ、彼らによって示されたアク

シオン・フランセーズへの批判や評価から、文学と政治思想の連関を多角的に捉えられるようになることを

目指します。 

【授業の方法】 先学期と同様に、毎回 5 ページ程度のテキストの精読と、その内容に関するディスカッションを行います。 

【授業展開】 

1 : 先学期の内容の振り返り 

2 : « Gide, La NRF et l’Action française 1908-1925 » (1) 

3 : « Gide, La NRF et l’Action française 1908-1925 » (2) 

4 : « Gide, La NRF et l’Action française 1908-1925 » (3) 

5 : « Claudel et Maurras : retour sur une polémique » (1) 

6 : « Claudel et Maurras : retour sur une polémique » (2) 

7 : « La Jeune Droite, le maurrassisme et la littérature » (1) 

8 : « La Jeune Droite, le maurrassisme et la littérature » (2) 

9 : « La Jeune Droite, le maurrassisme et la littérature » (3) 

10 : « Georges Bernanos et l’Action française : histoire d’un malentendu » (1) 

11 : « Georges Bernanos et l’Action française : histoire d’un malentendu » (2) 

12 : « Blanchot et Maurras : le départage des vois » (1) 

13 : « Blanchot et Maurras : le départage des vois » (2) 

14 : « Blanchot et Maurras : le départage des vois » (3) 

15 : まとめ 

【履修条件】 毎週 5 ページ程度のフランス語文献を訳出し、内容についてディスカッションできること。 

【評価方法】 授業での取り組み（訳読やディスカッション）50％、レポート 50％ 

【テキスト】 
Michel Leymarie, Olivier Dard et Jeanyves Gu?rin(dir.), Maurrassisme et litt?rature, (Presses universitaires 

du Septentrion, 2012) 

【参考書】 授業内で適宜指示します。 

【備考】 電子辞書でも良いので、必ず辞書（仏和・仏仏）を持参してください。 

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 ドイツ文化研究ⅠA German Culture Studies I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 ファイファー マティアス 

【担当教員】 ファイファー マティアス 

【授業の目的】 

ユダヤ系ドイツ人であるシークフリード・クラカウアーは主にワイマール共和国のドイツ社会を分析した文化

社会学者である。当時の新しい会社員層、大衆文化社会、推理小説のおける社会などを論じたクラカウア

ーは特に映画社会学者として知られている。もっとも有名な作品『カリガリからヒトラーへ』（1947 年）の中、彼

は 1918 年から 1933 年の間にドイツで上映された映画を対象に、当時ドイツ国民のメンタリティーを分析し、

なぜヒトラーが登場して人気を集めることができたのか、という興味深いアプローチをしている。その分析を

通じて、批判的思考の能力の獲得を目指す。 

【授業の方法】 授業では、選択した章を読み、議論した上、当時の映画を分析する。 

【授業展開】 

Ｉ初期（1895～1918 年） 

① 平和と戦争 

② 前兆 

II 大戦後(1918～24 年） 

③ 自由の突撃 

④ カリガリ 

⑤ 運命の神 

⑥ 無言の混乱 

⑦ 反逆から屈服へ 

III 安定期（1924～1929 年） 

⑧ 新しいリアリズム 

⑨ 娼婦と若者   

⑩ モンタージュ 

IV ヒトラー政権直前の時期 

⑪   歌と幻想 

⑫   われわれの間の人殺し 

⑬   臆病な異端 

⑭   より良き世界を求めて 

⑮   国民史詩 

【履修条件】 ワイマール共和国の時代・ナチスドイツについて知識があることと映画に興味があることは望ましい。 

【評価方法】 授業中の議論能力 50％・毎回、提出のレポート 50％ 

【テキスト】 
シークフリード・クラカウアー『カリガリからヒトラーへ』（1947 年） 

テキストをコピーとして配布する 

【参考書】 林 健太郎『ワイマル共和国―ヒトラーを出現させたもの』 (中公新書 1963 年） 

【備考】  

【社会人聴講生】 社会聴講生を受け入れない 

 

【科目等履修生】  



【科目名】 ドイツ文化研究ⅠB German Culture Studies I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 ファイファー マティアス 

【担当教員】 ファイファー マティアス 

【授業の目的】 

現在まで数多くの映画（劇映画・ドキュメンタリー・テレビドラマ）がナチスドイツを取り上げ、日本でも人気が

ある。日本の研究者、監督などがその映画またはその映画を巡る議論をどう見ているかはこの授業のテー

マである。「ナチス映画論」は映画について論じることだけではなく、ナチスと現代の関連性の議論でもある。

ドイツ史（人類の歴史）の中、「最大の悪」とも名付けられたナチス犯罪が現代ドイツの文化・社会にどのよう

な影響があるのか、そしてそれを考える日本人にとってナチスドイツの議論がどのような意味があるのかに

ついて考える。これにより批判的思考の能力の獲得を目指す。 

【授業の方法】 毎回、読んだ論文をレポートでまとめて、そのレポートに基づいて、授業中に議論する。 

【授業展開】 

① 二一世紀に増殖するナチズム（渋谷哲也） 

② 現代の映画環境とナチス映画（夏目深雪） 

③ ホロコースト表象の転換点（田中純） 

④ フェイク・リアルは相反するのか（森達也） 

⑤ キッチュで殺せ（生井英考） 

⑥ ハイル、タノ！我が生徒たちとファシズム体験（田野大輔） 

⑦ ナチス時代のドイツ人（田野大輔） 

⑧ 戦後ドイツにおけるヒトラーの表象（高橋秀寿） 

⑨ ナチス vs ニュージャーマンシネマ（渋谷哲也） 

⑩ 壁の向こうの反ナチス映画（渋谷哲也） 

⑪ 石鹸と沈黙（四方田犬彦） 

⑫ ジャン・ピエール・メルヴィルの映画とナチス（野崎歓） 

⑬ アイヒマンの同郷人（鴻英佳） 

⑭ クリストフ・シレンゲンジーフとヒトラー（古後奈緒子） 

⑮ 映画批評は生きているのか（夏目深雪） 

【履修条件】 ドイツの歴史・文化について十分な知識があること。 

【評価方法】 授業中の議論能力 50％・毎回、提出のレポート 50％ 

【テキスト】 渋谷哲也・夏目深雪・田中純（編集）『ナチス映画論』―ヒトラー・キッチュ・現代（森話社 2019 年） 

【参考書】 

石田勇治 『ヒトラーとナチ・ドイツ 』(講談社現代新書 2015 年；Kindle 版もある）  

三島 憲一『戦後ドイツ: その知的歴史 (岩波新書 1991 年) 

三島 憲一『現代ドイツ―統一後の知的軌跡』(岩波新書 2006 年) 

【備考】  

【社会人聴講生】 社会人聴講生を受け入れない。 【科目等履修生】  



【科目名】 ドイツ文化研究ⅡA German Culture Studies II A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 小谷 民菜 

【担当教員】 小谷 民菜 

【授業の目的】 

19 世紀ドイツの詩人兼ジャーナリストであるハインリヒ・ハイネの時事評論を読む。パリに移住した彼は、フ

ランス大革命・7 月革命を経て進んだ政治・社会構造を持つフランスの動向を母国ドイツに新聞記事の形で

書き送った。ユダヤの血筋ゆえ故国から疎まれ、民族主義者よりもコスモポリタンであろうとしたハイネのテ

キストは、卓抜な文体で書かれ、事の本質を鋭く把握する才能とその広い視野によって、すぐれた評論であ

るばかりでなく、歴史資料としての価値も高い。彼の著作の講読を通じて、高度な読解能力の養成、及びフ

ランス情勢をも含めたより大きな視点からのドイツ文化の理解を目指す。 

【授業の方法】 輪読形式をとる。 

【授業展開】 

1)   ガイダンス 

2)       Tagesberichte 

3)      〃 

4)      〃 

5)      〃 

6)      〃 

7)      〃 

8)      〃 

9)      〃 

10)     〃 

11)     〃 

12)     〃 

13)     〃 

14)     〃 

15)  前期のまとめ 

＊1832 年 6 月 5 日付の記事から順に読んでいく。進度は参加者の語学力にもよる。 

【履修条件】 二年以上のドイツ語の学習歴があること。 

【評価方法】 テクストの理解度、参加状況により総合的に評価する。 

【テキスト】 Heinrich Heine : Franz?sische Zust?nde. こちらで用意する。 

【参考書】 授業内で指示する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 ドイツ文化研究ⅡB German Culture Studies II B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 小谷 民菜 

【担当教員】 小谷 民菜 

【授業の目的】 

19 世紀ドイツの詩人兼ジャーナリストであるハインリヒ・ハイネの時事評論を読む。パリに移住した彼は、フ

ランス大革命・7 月革命を経て進んだ政治・社会構造を持つフランスの動向を母国ドイツに新聞記事の形で

書き送った。ユダヤの血筋ゆえ故国から疎まれ、民族主義者よりもコスモポリタンであろうとしたハイネのテ

キストは、卓抜な文体で書かれ、事の本質を鋭く把握する才能とその広い視野によって、すぐれた評論であ

るばかりでなく、歴史資料としての価値も高い。彼の著作の講読を通じて、高度な読解能力の養成、及びフ

ランス情勢をも含めたより大きな視点からのドイツ文化の理解を目指す。 

【授業の方法】 輪読形式をとる。 

【授業展開】 

1)   Artikel IX 

2)       〃        

3)     〃       

4)     〃 

5)     〃 

6)     〃 

7)     〃 

8)     〃 

9)     〃 

10)     〃 

11)     〃 

12)     〃 

13)     〃 

14)     〃 

15)  後期のまとめ 

Artikel IX (1832 年 6 月 16 日付)が終わったら、Artikel IV(1832 年 3 月 1 日付) に戻って読み進める。 

【履修条件】 二年以上のドイツ語の学習歴があること。 

【評価方法】 テクストの理解度、参加状況により総合的に評価する。 

【テキスト】 Heinrich Heine : Franz?sische Zust?nde. こちらで用意する。 

【参考書】 授業内で指示する。 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 人間科学研究 A Study of Human Science A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 園田明人 

【担当教員】 園田明人 

【授業の目的】 

心理学の基礎的文献を輪読し、人間の行動と適応のメカニズムについて理解を深めることで、日常生活の

ストレスフルな出来事に直面しても、それに上手に対処したり、受け流したり、跳ね返す力を身につけたり、

強みやポジティブな視点を持てたりするようになる。また、国際的、比較文化的視点から、人間行動につい

て理解できるようになる。 

【授業の方法】 

本年度は、『ポジティブなこころの科学』を輪読し、心理学の科学的研究を基礎としながら、人間の幸福や健

康について理解を深める。毎回、レジメを作成し、報告する形式で進めたい。 

*コロナウィルス対応： 状況により、遠隔（zoom による同時双方向形式）で授業を行うこともある。 

【授業展開】 

1. 文献講読 ポジティブ心理学とは何か 

2. 文献講読 ウェル・ビーイングのとらえ方 

3. 文献講読 ウェル・ビーイング研究へのアプローチ 

4. 文献講読 ウェル・ビーイングとポジティブ感情 

5. 文献講読 ウェル・ビーイングとパーソナリティ 

6. 文献講読 ポジティブな認知様式（1） 

7. 文献講読 ポジティブな認知様式（2） 

8. 文献講読 ポジティブな自己 ― 自尊感情，自己効力感と自己決定理論 

9. 文献講読 日常的活動とフロー 

10. 文献講読 ポジティブな対人関係 

11. 文献講読 ポジティブ心理学と健康 

12. 文献講読 ポジティブ心理学と教育・発達 

13. 文献講読 ポジティブな組織・社会・環境 

14. 文献講読 ポジティブな介入 

15. 文献講読 ポジティブ心理学と文化 

【履修条件】 心理学の基礎知識が少しでもあることが望ましい。 

【評価方法】 授業中のプレゼンテーションや質疑応答の内容（50%)と、期末レポート（50％）。 

【テキスト】 堀毛一也著 『ポジティブなこころの科学』 サイエンス社 2400 円+税 

【参考書】 

Lomas, Tim (EDT) Hefferon, Kate (EDT)“Positive Psychology” Sage 

セリグマン，マーティン『ポジティブ心理学の挑戦』 ディスカヴァー・トゥエンティワン 

ピーターソン，クリストファー『幸福だけが人生か？－ポジティブ心理学５５の科学的省察』春秋社 

シェルドン，ケノン・Ｍ．他『ポジティヴ心理学研究の転換点―ポジティヴ心理学のこれまでとこれから』福村

出版 

【備考】  

【社会人聴講生】 不可 【科目等履修生】 不可 



【科目名】 人間科学研究 B Study of Human Science B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 橋本勝 

【担当教員】 橋本勝 

【授業の目的】 

学習テーマの中核に教育内容 curriculum を据えて、日本における教育内容 curriculum の基本的な考え方

や、その実施・展開の在り方を通して、日本における教育の理念や目的、教育法規や制度、教育行政、教育

の歴史と現代的な課題について理解する。 

また、こうした学校制度や教育内容に関する理解を通して、日本社会全体の課題や問題点に関して指摘で

きるようにする。 

【授業の方法】 

学習者の報告を中心とした演習形式を基本とする。 

COVID－19 の感染拡大等の事情により、対面授業が困難な場合は、リモート授業を行う。 

授業実施については、合理的な配慮に努める。 

【授業展開】 

第 1 回：授業オリエンテーション…本科目の目標と到達点の確認 

第 2 回：学校知とその転換について検討する 

第 3 回：J.デューイの議論を通して学校知と社会生活の在り方を検討する 

第 4 回：J.S ブルーナーの議論を通して学校知と科学の在り方を検討する 

第 5 回：明治期における近代学校教育制度の立ち上げと教育内容・教育方法 

第 6 回：大正自由教育の意義と限界 

第 7 回：戦前昭和期の教育を冷静に評価する 

第 8 回：戦後日本社会の教育改革の基本 

第 9 回：日本社会の復興と教育内容 

第 10 回：高度経済成長と教育内容 

第 11 回：戦後日本の教育と 46 答申と臨教審答申 

第 12 回：新しい学力観と生きる力について検討する 

第 13 回：確かな学力と主体的・対話的で深い学びは両立するのか 

第 14 回：学校知の変容の契機としてのジェンダーの議論 

第 15 回：Society5.0 と学校知 

【履修条件】 学部において教職課程を履修し、教員 1 種免許を取得していることが望ましい。 

【評価方法】 毎回のミニレポート（3 点×15 回＝45 点）と、総まとめのレポート（55 点）により、100 点満点で評価する。 

【テキスト】 
特に使用しない。 

必要に応じてプリントを配布する。 

【参考書】 

今野喜清編著『学校知を組みかえる』学文社 

今野喜清『教育課程論』第一法規 

J.S.ブルーナー『教育の課程』岩波書店 

J.デューイ『学校と社会」 

【備考】 特記事項なし。 

【社会人聴講生】 不可。 【科目等履修生】 不可。 



【科目名】 スペイン文化研究ⅠA Studies in Spanish Culture I A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 森 直香 

【担当教員】 森 直香 

【授業の目的】 
スペイン文化に関する知識とその分析方法を学ぶ。具体的にはスペイン内戦を扱った映画を取り上げ、内

戦中、内戦中の社会がどのように描かれているかを分析する。 

【授業の方法】 関連資料（スペイン語）を読みながらテーマの分析を進める。 

【授業展開】 

第 1 回 イントロダクション 

第 2 回 20 世紀初頭のスペイン社会 

第 3～6 回スペイン内戦と社会 1：ホセ＝ルイス・クエルダ『蝶の舌』 

第 7～10 回スペイン内戦と社会 2：ビクトル・エリセ『エル・スール』 

第 11～14 回スペイン内戦と社会 3：ギレルモ・デル・トロ『パンズ・ラビリンス』 

第 15 回 まとめ 

【履修条件】 
スペイン語で文献を読みこなせること。スペインの歴史・地理・文学に関する基本的な知識（学部科目「スペ

イン比較文学論」「スペイン文化論」のレベル）があること。 

【評価方法】 平常点（出席状況と授業中の発言等）、口頭発表、レポート。 

【テキスト】 授業中に指示する。 

【参考書】 授業中に指示する。 

【備考】 対面授業のみ。受講状況に応じて授業内容を変更する場合がある。 

【社会人聴講生】 不可。 【科目等履修生】 不可。 



【科目名】 スペイン文化研究ⅠB Studies in Spanish Culture I B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 森 直香 

【担当教員】 森 直香 

【授業の目的】 
スペイン文化に関する知識とその分析方法を学ぶ。具体的にはスペイン女性を扱った映画を取り上げ、現

代のスペイン女性を取り巻く問題がどのように描かれているかを分析する。 

【授業の方法】 関連資料（スペイン語）を読みながらテーマの分析を進める。 

【授業展開】 

第 1 回 イントロダクション 

第２回 20 世紀のスペイン女性 

第 3～6 回 スペイン社会と女性１：ベニト・サンブラノ『ローサのぬくもり』 

第 7～10 回 スペイン社会と女性 2：アルモドバル『オール・アバウト・マイ・マザー』 

第 11～14 回 スペイン社会と女性 3：アルモドバル『ボルベール』 

第 15 回 まとめ 

【履修条件】 
スペイン語で文献を読みこなせること。スペインの歴史・地理・文学に関する基本的な知識（学部科目「スペ

イン比較文学論」「スペイン文化論」のレベル）があること。 

【評価方法】 平常点（出席状況と授業中の発言等）、口頭発表、レポート。 

【テキスト】 授業中に指示する。 

【参考書】 授業中に指示する。 

【備考】 対面授業のみ。受講状況に応じて授業内容を変更する場合がある。 

【社会人聴講生】 不可。 【科目等履修生】 不可。 



【科目名】 スペイン文化研究ⅡA Studies in Spanish Culture II A 

【開講時期】 2023 年度前期 

【科目責任者】 松森奈津子 

【担当教員】 松森奈津子 

【授業の目的】 

歴史上の具体的なトピックとして、16 世紀スペインで生じたインディアス問題――「新世界」と「旧世界」のあ

るべき関係をめぐる諸議論――を取り上げます。本講義においてこのトピックを学ぶことを通じて、人は自分

と異なる人間（他者）と出会ったときにどのようにふるまう傾向があるか、またどのように考え行動すれば、よ

りよい関係を築くことができるのかといったことを他の受講生とともに考え、自分なりの答えが出せるようにな

ります。 

【授業の方法】 

下記輪読テクストの報告にコメントを付し、ディスカッションを行う形で進めます。また、自由報告や学外研修

の場を設け、幅広い知識を身に着けます。 

 対面、オンライン両対応授業です。感染拡大状況や履修生の希望などを考慮しながら、対面、Zoom、授業

資料配信を組み合わせて講義を進めます。（研究科共通指針では、[3]対面授業と遠隔授業の併用形式、

に該当します。） 

 4 月 10 日までに第 1 回授業資料をユニバーサルパスポートの授業資料配信機能から配信しますので、授

業前に一読をお願いします。資料配信を受けるには、配信前日までに履修登録を行う必要があります（履修

登録期間中に変更可能）。 

【授業展開】 

１．概論：歴史学とは何か。なぜ歴史を学ぶのか。 

２．概論２：歴史をどのように学ぶのか。歴史は一つか 

３．多文化・多民族国家スペイン：スペインはどのような国か 

４．同上：スペインはどのような歴史をもつか 

５．16 世紀インディアス問題：インディアス問題とはいつ、どのように生じたか 

６．同上 

７．サラマンカ学派とその周辺：インディアス問題に関わった人はだれか 

８．同上 

９．歴史的背景：インディアス問題の背後にある国内状況 

１０．同上 

１１．歴史的背景２：インディアス問題の背後にある国際的状況 

１２．同上 

１３．自由報告：自身の関心のあるテーマについて語ってみよう 

１４．学外研修（外部講師のご都合により前後する可能性あり）     

１５．総括：インディアス問題と他者 

【履修条件】 とくにありません。 

【評価方法】 
文献報告（履修人数により、1～2 回、全 50％）、ディスカッション参加（30％）、学外研修レポート（20％）によ

り、評価します。 

【テキスト】 

Natsuko Matsumori, The School of Salamanca in the Affairs of the Indies, 2019. 

松森奈津子『野蛮から秩序へ』2009 年。 

（書籍・報告の準備方法は、初回授業でお伝えします。事前に準備する必要はありません。） 

【参考書】 各回に関連した文献を授業中に紹介します。 

【備考】  

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  



【科目名】 スペイン文化研究ⅡB Studies in Spanish Culture II B 

【開講時期】 2023 年度後期 

【科目責任者】 松森奈津子 

【担当教員】 松森奈津子 

【授業の目的】 

歴史上の具体的なトピックとして、16 世紀スペインで生じたインディアス問題――「新世界」と「旧世界」のあ

るべき関係をめぐる諸議論――を取り上げます。本講義においてこのトピックを学ぶことを通じて、人は自分

と異なる人間（他者）と出会ったときにどのようにふるまう傾向があるか、またどのように考え行動すれば、よ

りよい関係を築くことができるのかといったことを他の受講生とともに考え、自分なりの答えが出せるようにな

ります。 

【授業の方法】 

下記輪読テクストの報告にコメントを付し、ディスカッションを行う形で進めます。また、自由報告や学外研修

の場を設け、幅広い知識を身に着けます。 

 対面、オンライン両対応授業です。感染拡大状況や履修生の希望などを考慮しながら、対面、Zoom、授業

資料配信を組み合わせて講義を進めます。（研究科共通指針では、[3]対面授業と遠隔授業の併用形式、

に該当します。） 

 10 月 2 日までに第 1 回授業資料をユニバーサルパスポートの授業資料配信機能から配信しますので、授

業前に一読をお願いします。資料配信を受けるには、配信前日までに履修登録を行う必要があります（履修

登録期間中に変更可能）。 

【授業展開】 

１．概論：歴史学におけるインディアス問題 

２．概論２：インディアス問題の起源、展開、背景 

３．3 つの争点： インディアス問題の議論の中心は何か 

４．文明と野蛮（争点１）：自分と違う慣習をもつ人間は、劣った人間か 

５．同上 

６．支配の正当性（争点２）：「他者」をコントロールすることは許されるか 

７．同上 

８．戦争の合法性（争点３）：「正しい」戦争はあるか 

９．同上 

１０．ディスカッション：実際に身近な「他者」と話し合ってみよう 

１１．同上 

１２．自由報告：自身の関心のあるテーマについて語ってみよう 

１３．同上 

１４．学外研修（外部講師のご都合により前後する可能性あり）     

１５．総括：インディアス問題の意義と問題点 

【履修条件】 とくにありません。 

【評価方法】 
文献報告（履修人数により、1～2 回、全 50％）、ディスカッション参加（30％）、学外研修レポート（20％）によ

り、評価します。 

【テキスト】 

Natsuko Matsumori, The School of Salamanca in the Affairs of the Indies, 2019. 

松森奈津子『野蛮から秩序へ』2009 年。 

（書籍・報告の準備方法は、初回授業でお伝えします。事前に準備する必要はありません。） 

【参考書】 各回に関連した文献を授業中に紹介します。 

【備考】  

【社会人聴講生】  【科目等履修生】  
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